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と コ 時 間 管 理 ぁ 
0 行動 調整 6 


エキ スパ ー ト ナー ス ・ 
プチ ナー ス の 誌面 で 
ぶ や いて み ま せ ん か ? 


中 キス バー ニ ド カ ニー スプ ンチ ナー ス ア ワリ で は 
Twitter ア カウ ント を お 持ち な ら 

Twitter と 連動 し た 「 つ ぶ や き 機 能 」 を 使う こと が で きま す 。 
「 つ ぶ や き 機 能 」 を 使っ て 、 誌 面 を 読ん で 感じ た こと 、 

気 に な る 記事 な ど を いろ いろ な 人 に 広め て み ま せ ん か ? 


て の アイ コー 
っ #%6 Se, 


つぶ や きた い 時 エー 
箇所 を 3) 3 A- 
長押 し 


Twitter ア イコ ン の ある ペー ジ を 押し 続け る と 、 
その 箇所 に 対し て つぶ や く こ と が で きま す 。 

ここ で つぶ や いた こと は 、 

ご 自身 の Twitter ア カウ ント に も 
公開 され ます 。 


SS 場合 は 、 ー 
ログ イン を 求め られ ま 
に と 人 電 で き な い ペ ー ジ も あり ます 。 


つぶ や ける ! 


「 つ ぶ や き 和 機能 ] を 使っ て 

つぶ や いた こと は 、 

Twitter の タイ ムラ イン 上 に 表示 され ます 。 
気 に な る 記事 、 

教え た い 記事 な ど を つぶ や いて 、 

みん な で 情報 を 共有 し まし ょ う 。 


※ を は Twitter で の 画面 


画面 の つぶ や き の な い 箇 所 を タッ プ す る と メニ ュー が 表示 され ます 。 
右上 の アイ コン を タッ プ 、「 つ ぶ や き の 設 定 ] か ら 「 つ ぶ や き を 表示 」 を オフ に で きま す 。 


誌面 以外 の 箇所 を タッ プ 右上 の アイ コン を タッ プ つぶ や き の 設 定 を タッ プ 


し @ が 右側 で オン 、 
左側 が オフ 


三 「 つ ぶ や き の 設 定 ]」 か ら 
Twomren っ と 、 に っ な p く で と で 「 つ ぶ や き を 表示 」 を オン に し ます 。 
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利用 者 の 声 


メモ 機能 は 、 
自分 で フ セ ン ミ # 使っ て 
『 プ チ ナ ー ス 』 に つけ 足し か 
で きる ょ うな 感覚 で 、 
修正 も 簡単 に 
で きま し た 


960 ma@s 
11.400gws) 
毎月 10 日 ご ろ 発売 


1.080a@s 
12.800gws) 
毎月 20 日 ご う 発 売 
凌 価 格 は 変更 する 場合 が あり ます . 
譜 まる 茜 誌 も 継続 し て 販売 いた し ます 


訟 専用 アプ リ 内 の み で の 販売 と な り ます . 
※ 通 信 料 は 利用 者 負担 に な り ま す 。 


読 面 が 
鮮明 に 字 っ て いて 、/ 電車 の 中 な と で も 
文字 や 写真 、 スマ ー ト フォ ン で 
図 な ど が と て も 読 ぬ る と ころ が 
見 や すか っ た で す いい で す 


者 護 学 生 向け 学 百 生 No.1 


プチ ナス 


e4 


めざせ 国 試合 格 ! 国 試 対策 配信 中 


電子 版 の 
定期 購読 の 
方 法 も 
こち ら を 
みて ね 


TE 間 で 
プチ ナー ス 検索 計 
| エエ バー ワー ス 語 


@ も う 巡 わな い 間 活 動 ! 


プチ ナー ス 電 子 版 は 
の 
記事 だ け を 購入 で きま す 
に 2 = (500 由 税込 


な 「 受 け 持ち 患者 
さん の 看護 計画 
を 明日 まで に し 
ご 」 あ げ な きゃ 」 っ て 

時 な ど 、 と っ て 
| も 役立ち ます 。 


アフ チ ナ ー ス の 使い か た 


ゴー reoea ア er 2 間 昌 に 間 
慢性 心不全 | 別人 疾 悪 別 午 護 過 程 
ーー 


2 er- | 
毎月 1 疾患 取り 外せ る 看護 過程 が つい て きま す ! 毎月 、 切 り 区 せる 国 試 対策 コー ナー が つい て いま す ! 
別冊 な の で 学校 や 実習 先 へ 持っ て 行き や すく 、 フ ァ イ リ ング も で きま す ファ イリ ング し て 自分 だ け の 国 試 対策 ノー ト に 


プチ ナー ス WEB 


ブッ クマ ー ク し て お け ば 、 い つ で も どこ 
で も ブチ ナー ス が 探せ る ! さら に と の 
春 、 実習 & 国 試 に 役立つ コン テン ツ を 増 
量 し て 、 雑 誌 と あわ せ て 使え る サイ ト に 
リニュ ー ア ル し ます ! 


ー チ の 吐 聞 ご 村 びき ゆ Ot 


毎月 、 実 習 や 国 試 、 授業 に 役立つ 内 容 を 
タイ ムリ ー に お 届け し ます ! 
フロ グ ク は 実習 着 の ボ ポケット に 入れ て 持ち 運ん だ り 、 使 いか た いろ いろ ! 


| 今 な ら | 本 誌 巻末 に つい て いる 
ハガキ また は 下 の QR コ ー ド で 


新規 定期 購読 を 申し 込む と 疾 , ーー 間 二 


居る プレ ンド! がかり | = て 


ーー < も UK は 、 
P.76 一 77、 参 末 
ハガキ を 見 て ね ! 


2019 年 4 月 号 付録 と 同じ も の に な り ます 座 2017 年 4 5 月 号 、2018 年 6 月 号 、 ※2013 年 4 5 月 号 付録 と 同じ も の に な り ま す 
2019 年 4 - 5 月 号 付 緑 と 同じ も の に な り ま す 
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学生 生活 応援 グッ ズ を - 


3 ば |. に プレ ゼン ト ! 


者 の みな さん に ご うか な 抽選 プレ ゼン ト ! 新生 活 が 楽し く な る グッ ズ & 役 立つ 参考 書 を セレ クト し まし た 。 


3MTM リッ トマ ン TM 
ステ ソス コー プ 
クラ シッ ク ITM 


パー ルビ ンク 
押し 当て る 力 の 強弱 で 高 
周波 音 ・ 低 周波 音 の モー 
ド を 切り 替え られ る 「 サ 
スペ ン デ ッ ド ・ ダ イア フ 
ラム 」 搭 載 。 成 人 ・ 小 児 
兼用 の モデ ル で 、 卒 業 後 


看護 医学 
。 電子 辞書 14 


@ 『 看 護 大 事典 」『NANDA- ! 看 
断 』 な どの 看護 専門 コン 
テン ツ に 加え 、 対策 に 
欠か せな い 「 保 健 帥 助産 


師 看 護 師 国家 試験 出題 も ずっ と 愛用 で きま す . 
基準 平成 30 年 版 」 な 
@ ども 盛り 込ん だ 、 
充実 の 1 台 。 
@ 
ふ 
アデ ッ ソ 
枕 の 下 に 入れ る 「 シ ェ イ カー」 が 、 強 力 な 振 
動 で 起こ し て くれ る 目覚 まし 時 計 。 振 動 
大 音量 の ダブ ル 使 用 も 可能 な の で 、 絶 対 に 
事 坊 で き な い 実習 の 朝 も 安心 で す 。 
の 
の 
(ea ムー ミン 
サン リオ キャ ラク ター ズ = り ソフ ト LED 
人 @ 9 eo 
葉っぱ の ペン ライ ト 
チャ ー ム の や さ し い 光 の ソフ ト LED を 採用 し 
ー ス た ペン ライ ト 。 大 人 か わい い デ ザ 
LA ウォ まま イン で 、 実 習 の 気分 が 上 が り ま す . 
か わい い 絵 柄 に 、 ゆ ら ゆ ら cig7eaoo1.2014.2020 SANRIO CO.LTD 便利 な 瞳孔 径 つき 。 
揺れ る 葉っぱ ば の チャ ー ム が APPROVAL NO.S804912 人 
アク セン ト 。 便利 な ショ ー トノ ハロ ー キ ティ レト ロ 京 ムー ミン 
トド チェ ニー シ つき です 。 か せく だ さい 。 5 古 は 編集 部 に お ま / 


よく 使う 業 だ け を 蔵 選 ! 
ナー ス 
の た め の 


基本 


Cu に KEY 


くす り を 厳 


ee ナー ス の た め の 
基本 薬 mM 
くべ き 薬 の 知識 を 


ーッ 
コン バ 
つ 薬 の 本 


て の 1 冊 で 授業 ・ 実 習 ・ 国 試 
参考 書 
護 師 国 試 の 傾向 と 対 


放 層 


お 役立ち カー ド 


生 書 で 本 各 に 所 導 な 24 符 を 
を 
実習 で 持ち 歩き た い 
了 7 ) ボケ ッ ト サ イズ 


看護 学生 


解 


程 の 展開 と 記録 の 書き か た に つ 
いて くわ し く 解 説 し て いま @ / 


ustration : Kumiko Umakakeba 


クイ ッ ク ノ ソー ト [第 2 版 ] 


⑲ 4 月 号 ・5 月 号 を 


そろ えて 応募 し よう 


4 月 号 、5 月 号 (4 月 10 日 
発売 ) を 購入 する 


オス ス メ は 尊 
定期 大 読 | 
Pe 4 


No、 。 


5 月 号 掲載 の QR コー ド 
(また は URL) か ら 
アン ケー トペ ー ジ に 
アク セス ! 


に ーー- 


comindg 
soon 


トッ プペ ー ジ で この 
パス ワー ド を 入力 する 


アン ケー ト に 
回 答 し て 、 送 信 。 
応募 完了 ! 


抽選 後 、 当 選者 に 
プレ ゼン ト を 
お 届け し ます ! 


ゅ ら 抽選 で 
か ら の 回 


ます 。 お 1 人 様 1 回 限 
た だ きま す 。 別 の 


お 問い 合わ せ 


照 林 祉 プチ ナー ス 編 集 部 


TE L :03-3815-4921 
E-mall : petitnurse@shorinsha_coJjp 


1 3 シーン! DP 
IMS グ レー フ 」 医療 法人 社団 明 芳 会 


板橋 中 央 総合 病院 


で ト テ 


東京 都 
板橋 区 の 5 
に 579 床 の < ぶ . 総合 病 院 ee) 

急性 期 < 昌 


病院 に 


看護 部 スマ ホ 
サイ ト は こち ら / 


〒174-0051 東京 都 板橋 区 小豆 沢 9-12-7 


本 回 居 呈 回 
TEL.03-3967=1169 (看護 部 直通 ) TE 
E-mail. kangobuibh@ims.gr.jp ロ 1 
https://ww WimmS-itabashi-kango.jp/ 回 


に ui 


人 生 す 政 ら 


気 に が る / 毎月 、 医 療 ・ 看 護 の 気 に な る 
今月 の 最新 E 話題 を お 届け し ます 。 
下 〇 | 有史 の mn SO 
内 容 が いっ ぱい で す ! 
Mustaton : Ako Tokunaga 


Ass へ ! き 還 < 
お 司 み し こい ます 


超速 報 / 第 1 回 看護 師 国 家 記 


人 状況 設定 問題 は 2 年 連続 で 3 連 間 の み 問題 の 構成 

2 月 16 日 (日 )、 第 109 回 看護 師 国家 試験 が 12 都 道府県 の 会 場 で s 全 240 問 解答 時 間 は 午前 と 午後 と も に 2 時 間 40 分 
予定 通り 実施 され まし た 。5 肢 択 一 ・5 肢 択 二 問題 は わずか に 減 
少し まし た が 、 問 題 の 構成 そ て の も の に 大 き な 変化 は あり ませ ん 語 二 計 寺 二 詞 7mm ら szm 19mm( う ち 4 向 | 34( う ち 2 加 
で し た ( 只 ) 。 第 108 回 で 2 問 だ っ た 視覚 素材 の 出題 は 5 問 と な り 、 が 必修 問題 ) | が 必修 問題 ) | が 必修 問題 


これ は 第 106 回 の 4 問 、 第 107 回 の 8 間 と いう 過去 の 実績 か ら は 妥 5 肢 所 半 題 昌 2oms | 23 間 | 17 間 
当 な 数 と いえ ます 。 状況 設定 問題 は すべ て 3 連 間 で 、 単 問 ・2 連 捉 沈 素材 記 J | 2 間 5 
問 は 第 108 回 か ら 2 年 連続 出頭 な を し と な り ま し た 。 非 選択 式 計 算 問題 ] 」 間 | 2 問 


統計 の 「 順 位 」 を 問う な ど 、 ひ ね り の ある 選択 肢 が 出現 
統計 の 鍵山 内 容 で は 一 部 で 問い か た に 変化 が 見 られ 、 受 験 生 

か ら は 動 畠 し た と いう 声 も 聞か れ ま し た 。 例 えば 午前 1 で は 主 | 本 と 

要 死 因 別 の 死亡 率 に お ける 心 疾患 の 「 順 位 」 を 1 位 ご 4 位 か ら 選ば 

せる 形 で 、 選 択 肢 が 見 慣れ な いも の と な っ て いま す 。 午 後 9 で 


は 日 本 の 人 口 推計 に つい て 「10 年 前 より 増加 し て いる も の 」 を 問 専門 家 の 目 
う て お り 、 大 ま か な 推移 を 理解 し て お く 必要 が あり まし た 。 ま た 、 () 玩 199 回 邊 護国 家 試 験 

国民 健康 ・ 栄 導 調査 に 関す る 午後 47 で は 、 朝 食 欠 食 率 、 運 動 習 振り 返っ て 

慣 の ある 人 の 割合 、1 日 の 平均 睡眠 時 間 、 喫 煙 習 慣 者 の 割合 の 新型 コロ ナウ ィ ル ス 感 染 症 が 大 き な 話題 に た り 、 国 家 試験 を 


推移 が すべ て 選択 肢 に 含ま れ 、 成 人 の 生活 習慣 に つい て 複合 的 無 事 終え られ る か 心配 し た が 、 大 き な 混乱 は な く 終 了 し た 。 
な 理解 が 求め られ る 問題 で し た 「 昨 年 に 比べ る と 難し か っ た 」 と いう 受験 生 の 声 は 聞こ える も の 


E の 、 必 修 問題 は 決し て 難し いも の で は な い 。 一 般 問題 、 状 況 設 
ぐる 時事 山 刀 や 政策 に 関す る 出征 も - 定 問題 は 、 難 易 度 が 高く な る 5 股 択 一 5 肢 択 二 が 、 昨 年 よ リ 

受動 喫煙 対策 を 盛り 込ん で 改正 施行 “され た 「 健 康 増 進 法 」 の )” も わずか だ か 少な く な っ て いた 。 判断 に 困る 問題 は 数 問 あっ た 
知識 を 問う 午後 37、 新 オレ ンジ プラ ン で 設置 が 推進 され て いる が 、 お お むね 受 当 な 問題 と いえ る 。 今 回 は 薬理 作用 ・ 副 作用 を 
「 認 知 症 初期 集中 支援 チー ム 」 が 正答 の 午前 54 な ど 、 時 事 問 題 や 問う 問題 は 少な く 、 病 態 や 症状 の アセ スメント を 問う 問題 が 増 
政策 を 反映 し た 問題 も 見 られ まし た 。 こ の ほか 、 午 前 64「 災 害 2 社会 納 源 の 活用 に 関す る 問題 の 区 度 が 
派遣 精神 医療 チー ム (DPAT : Disaster Psychiatric Assistance ー s 池 西 静 江 Office Kyo-Shien・ 代 表 
Team) 」 な ど 初 出題 の 用 語 も お さえ て お きた いと ころ で す 。 


全面 施行 は 202O 年 4 月 1 日 か ら 


ー \PRESENT/ 
間 強 へ く の モチ ベー ショ ン UP/ お りゃ れ で 実用 的 が アァ イル と マー カー ペン 


ファ イル 2 つと 
マー クタ ス 5 本 セッ ト を 
名 様 に プレ ゼン ト ! 


今月 の プレ ゼン ト は 、 コ ク ヨ の 「 プ リン ト も と じ や すい 2 | キャ ン バ ス プリ ント も と じ や すい 2 ルー ズリ ー フ バイ ンタ ダー gi、 
レ ー ズ リー フ パ イン ダー」 と 、 同 系 色 の マー カー ペン | 2 生 eA4 の TX 200 人 
2 色 が 1 本 に な っ た 2 トー ンカ ラー「 マ ー ク タス 」 の 5 本 セッ 
フ る と 4 
ト ! 新年 度 に 合わ せ て 新しい 文房具 は いか が で すか ? | [コク ヨ 株 式 会 社 】 https//wwwkokuyocojp/ 


応 詩 0 の 応募 方 法 は P70 の 読者 ハガキ を ご 参照 くだ さい 。 当選 者 の 発表 は 発送 を も っ て か えさ せ て いた だ きま す 。 
訪 ま ファ イル の 種類 は 編集 部 に お まかせ くだ さい 。 応募 の 縛 め 切り は 、2020 年 4 月 10 日 ( 金 ) 当 日 消印 有効 
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1 ーー ー に 科 rs 


Hyogo-chuo hospital 


// の 兵庫 中 央 病院 の 看護 師 に し か で き な い ステ キ な 体験 を シリ ー ズ で ご 紹介 し ます 。 
ーー Nurs コ ile 第 3 回 邊 の エピ ソー ド は 、 6 
芋 NUTSITg OI STT 迷い 、 苦 し ん だ 時 期 に 先輩 看護 師 と 語る こと で 、 : 


 e 丘 ニ 。 「 明 確 な 自分 の 看護 観 」 の 大 切 さ を 学び 、 ミ 
ーーー ラ モ で 庫 中 央 病 院 吾 者 さん に 寄り 添い 続け て いる 看護 師 の 26 ア 。,。 
二 笑顔 の 看護 体験 記 心 あ た た まる エピ ソー ド で す 。 
ド さ っ | 画 還 昌 昌 = ーー | 
自分 の 看護 観 を 気管 切開 を し た た め に 、 筆 談 や 口唇 な ど で コミ ュ ニ ケー ショ ン し て いる 


患者 きん を 受け 持っ た と きのこ と 。 


大 切 に し て 感謝 され る 加 者 きん の 言葉 が 分 か ら ず に 何 度 る 聞き 返し て し まい 
「 他 の 看護 師 に 代わ っ て 欲し い 」 と 言わ れ て し まっ た の で す 。 
仕事 を 積み 重ね た い 。 析 


そん な 辛い 時 期 に 先輩 と それ ぞ れ の 看護 観 に つい て 話す こと が あり まし た 。 
TW MR 私 は 先輩 の 考え を お 聞き し て 、 心 か ら 尊敬 し まし た 。 当 時 の 私 は 
間 


明確 な 看護 観 も な く 、 た だ 愚者 きん と 接し て いる だ け だ っ た の で す 。 
心 を 新た に し て 看護 に 取り 組ん で 半年 が 過ぎ た ころ 、 
愚者 さん の 口唇 の 動き だ け で 言葉 が 分 か る よう に な り 、 ス ムー ズ に 
コミ ュ ニ ケー ショ ン で きる よう に な り ま し た 。 
愚者 きん が 「 あな た が 受 持ち 看護 師 る ん で よかっ た 」 と 言っ て くだ きっ た 
と き の 喜 び は 、 今 も 忘れ られ ませ ん 。 
これ か 65 愚者 さん の 思い に 寄り 添い 、 自 分 の 看護 観 を 大 切 に し て 
いき た いと 思っ て いま す 。 


7/ 問 こ の 文章 は 、 文 化 放送 ナー スナ ビ SmileBook2021 (202O 年 発行 ) よ り 引 用 し て いま す 。 


和 5 和 人 3 拓 陣 中 央 病院 


病床 数 :500 床 

診療 科目 : 有 神 経 内 科 、 消 化 癌 内 科 、 糖 選 病 内 科 、 
呼 叶 内 科 、 内 科 、 循 環 器 内 科 、 | 国 催 日 程 。 | 
外科 、 加 形 外科 、 消 化 癌 外科 、 3/14@、3/21@、 
呼吸 器 外科 、 リ ハビ リ テ ー シ ョ ン 科 、 1 ム ム 
友 膚 科 、 歯 科 、 放 穫 線 科 、 麻 本 科 - パ 1 3/2865、4/1 163、 

看護 師 数 294 名 半 4/1865、4/29⑳、 

看護 配置 : 一般 10:| 隠 害 7:1 結核 /] NWWW -- 皿 』 

看護 提 代 方式 : 固定 チー ム ナ ー シ ング = 5 5/16@、6/20@、 


JR 宝 辻 線 三 田 駅 より バス 7 分 〒669-1592 兵庫 県 三田 市 大 原 7/18⑤ 


に 9 "2 ) 。 )/ 導 才 下田 看護 専門 学校 は 、「 開 甚 の まち 」 と し て 知ら れる 静岡 上 

デー ナー 還 下田 市 に あり ます 。 伊豆 の 海 を 身近 に 感じ な が ら 学 べ る 環 

全部 が さま ざま な 伝え し ます 境 で 、 静 か な 学習 環境 が 学生 の みな さん か ら も 好評 で す 。 
の ` い 


競 強 の 合間 に 卓球 で リ 
フレ ッシュ で きま す 
左 か ら 系 交 有 ) 
(いずれ も 2 年 生 ) 田中 海 さん 米山 人 


3 階 の 教室 。 窓 を 
の ぞ け ば 、 す ぐ そ こ に 海 が 見 えま す 。 


グル ー プ ワー ク の 様子 。 わ か 
ら な いと ころ を 教え あっ た り 、 


神奈 川 県 静岡 時 を 中 心 に 医療 施設 や 学校 先生 に 質問 し た り 、 和 気 あい 
を 展開 する 「 ふ れ あ い グ ルー プ 」 に 属す る 。 人 た 全 洒 8 
県 内 外 か ら 学生 が 集まり 、 伊 豆 半 島 に お け いま し た 。 少 人 筆 側 で 指導 が 
る 看護 師 不足 の 解消 に 貢献 し て いる 。2020 いき わた りや すく 、「 下 田邊 
年 度 より 現在 の 大 学 時 属 の 校 名 と な っ た 。 護国 試 サ ポー ト プ ロ グラ ム ] 
〒415-0013 静岡 県 下田 市 柿崎 289 と し て 1 年 生か ら 国 試 対策 を 


https://www.shimodakango.ac.jn/ 行っ て いる の も 特徴 で す 。 


12 


(om プチ ナナ スズ 


『 プ チ ナ ー ス 』 と あわ せ て 使え る 公式 サイ ト 「 プ チ ナ ー ス WEB」 が 、 こ の 春 大 きく リニュ ー ア ル ! 
実習 や 国 試 に 役立つ オリ ジ ナ ルコ ン テ ン ツ が ぞくぞく 配信 され ます 。 


ー ヾ P みん な で つく る 看護 師 国 試 
(1) # (一 ろ フ 口 ご ろ 合わ せ プ ロジ ェクト 


《 310 Open(who 更 %) | (。4』10 Open | 


国 試 で 覚え た い 項目 を 、 看 護 学生 みん な で ご ろ 合 わせ に 実習 で よく 挙げ る 10 の 看護 計画 の 実例 を 丸ごと 掲載 ! 
し よう ! 投稿 いた だ いた ご ろ を 、SNS で 人 気 の 「 看 護 師 実習 前 に みん な が 探す 計画 の 例 が 、 こ の ペー ジ に ぜん ぶ 
の か げ さ ん 」 が イラ スト 化 。 毎月 楽し く 国 試 対 策 が で きま す まとまっ て いま す 。 参考 に し な が ら 個 別 性 を 盛り 込ん で 、 
(月 1 回 更新 )。 本 誌 で も 5 月 号 (4 月 10 日 発売 ) か ら 連 載 開 患者 さん に 合っ た 計画 を 立て よう ! 


始 予定 で す 。 みん な の 自信 作 、 お 待ち し て いま す ! 


こん な 看護 診断 ・ 在 状 の 計画 が 見 られ る よ 


Part1 よく 挙げ る 看護 診断 別 ・5 項 目 (4 朋 10BOpen) 


# 非 効果 的 健康 管理 # 活 動 耐 性 低下 # 感 染 リ スク 状態 
# 身 体 損傷 リス ク 状態 # 皮 膚 統合 性 障害 


みん な で つく る 
者 謀 師 国 試 ご ろ 合 わせ プロ ジェ クト 


# る 3 プロ 


な か な か 覚え られ な い 国 試 の 暗記 モノ を 、 看 護 学生 みん / 早 

な で ござ る 合わ せ に し よう ! / みん な 考え た 
| オリジナ ル の ご うき を 、 

償う スト 代 て 。  \ も っ と くわ し く 知る な ら 、 こ の 本 も お すす め ! / 

する ょ ! / 

投稿 方 法 っ だ 


2 Part2… よ く 出 合う 症状 別 ・5 項 目 (5 月 10HOpen) 
\ 呼吸 困難 便秘 貧血 W が ん 性 症 痛 不眠 


Oi 看護 診断 
読者 ハガキ (P.70) また は 同 ペ ー ジ 内 計画 ガイ ド | 実 百 で よく 拳 げ る 症状 別 看護 過程 
QR コー ド よ り 投 稿 ーー 看護 診断 ・ アセ スメント ・ 
@Twitter ま た は Instagram に 計画 ガイ ド 因 看護 計画 が わか る ! 
「# ご ろ プ ロ 」 で 投稿 小田 正 校 編著 ! al 小田 正 枝 編著 ノ 


本 体 2.200 円 + 税 本 体 2.700 円 + 税 


投稿 の 際 は 、 の 庄 者 ハガキ の 記 較 事項 を ご 確認 くだ さい 。 


プチ ナー ス 国 試 部 国 試 教室 オス ス メ 参 考 書 ・ 問 題 集 党 
国 試 対策 の プロ が 過去 問 を 解説 二 *Cecemep 実習 や 国 試 対策 に 使え る 参考 書 ・ 


で う 当 の オス ス メ " 計 人 ヤ 還 お 


る 「 国 試 教 室 」 を 、 月 1 回 配信 。 低 問題 集 を 、 毎月 1 冊 ビ ピック アッ プ 。  ・mew vmmag vwhas 
学年 か ら コ ツ コ ツ 解 いて 、 国 試問 持っ て いる と 実習 ・ 国 試 に 即 役 < 今月 の オス ス メ > 
題 に 慣れ て お きま し ょ う 。 0 つも の を より 抜い て 紹介 し ます 。 


A き ん が 末寺 で 工 補 に 行う 信 務 は どれ お 。 


病態 生理 


RT 
みか わか も 


3 ) 実習 記録 の 悩み を 解決 ! 
(3 ) 看護 過程 QgA 


(6』10 OpentwzsW 


実習 記録 で みん な が 悩む と ころ を 、Q&A 形 式 で 連載 取り 外せ て 持ち 運べ る 、 プ チ ナ ー ス の "別冊 疾患 別 看護 
(月 1 回 更新 )。「 情 報 収 集 」「 ア セス メン ト 」「 看 護 診断 」「 看 護 過程 」。 プ チ ナ ー ス WEB で は 「 い つ 、 何 が 載っ た か 」 を 2016 
計画 」「 実 施 ・ 評 価 」 に 関し て 、 そ れ ぞ れ の 具体 的 な 悩み を 年 度 分 か ら 最 新 号 まで 調べ る こと が で きま す 。 この 春 か ら 
解決 し て いき ます 。 更新 は SNS で 通知 し ます の で 、LINE や 50 音 順 で 検索 で きる 目次 が 使え る よう に な り 、 受 け 持 ち 
Twitter の フォ ロー も お 忘れ な く ! 患者 さん の 疾患 が 探し や すく な り ま し た ! ーー 
/ ん \ 
u 
ノー 本 は 
こん な 悩み を 角 決 する よ ! 少 し 依 す か 5  / 
> り ニ ュー アル < 
e 収集 し た 情報 は た くさ ん ある の に 、 白紙 に な っ て し ま 竿 選民 の 恒 開 に 必要 な 解 生 理 、 疾 患 の 知識 、 ア セス 16 し まし た ! ) 
う 欄 が ある ! メン ト 、 病 関 連 図 、 看 攻 計 画 が すべ て 入っ た 持ち 運べ さ い 
の る 時 ! 
@S デ ー タ と O デ ー タ の 分 け か た が わか ら な い ! 
諾 研 名 か ら す 
@ アセ スメント が 抜け て いる と 指摘 され まし た 。 ど うい う 還 ャ た Y 人 な Yi は Y ま 
こと ? 9 
e 看護 問題 の 優先 順位 は どう つけ た ら よ い ? どっ ち が 
優先 か 迷う と き は ? Y2O19 和 室 か 2018 和 度 と 2017 衝 
* 期待 され る 結果 (看護 目標 ) が 具体 的 で な いと 指摘 さ 人 
れ ま し た 2 人 の 等 志 定 を 史 る 
_ 3 9 で 2020 和 月 時 > で く 2020 和 2 月 時 > / ー me の 3 
【 角 決 し て 、 実 ーー Ir ーー 
記録 きま スム ー ズ に ーー 
| 導 ぬ 3! 
その ほか オト ク な 最新 情報 4 
プチ ナー ス の 最新 情報 ーー な に 1 
norx に ーー ニー の ーー 
プチ ナー スモ ニタ ー す の で 、 みな さん の ご 記 墓 お 持ち し て いま す | 


ニタ ー 募 集 な ど を 随時 mj」 
更新 し ます 。 7 


http://www.pettnurse.shorinsha.co.jp/ 
campaign/pett_monitor/ 


この ペー ジ に 掲載 し た 内 等 は 、 耶 告 な く 雲 村 する 可能 株 が あり ます 。 


[疾患 別 看護 過程 」 の 
検索 目次 


『 プ チ ナ ー ス 』 の 無料 配布 物 を 、 
学校 の お 友だち (クラス 全員 や 学 
年 の みな さん ) に 配布 する 


と 
加 肢 切断 な ど ) 


SN、 
の 加 者 に も 対 


〒371-0811 群馬 県 前 橋 市 朝食 町 389-1 
https://www.maebashijrc.or.jp, 


\ DATA マ 


『 起 者 さん の 年 代 : 新生 児 か ら 高齢 者 まで 、 救 急 医 


療 を 必要 と する すべ て の 年 代 の 人 々 が 受診 し て 
いる 

ドク ター カー の 出動 件 数 (1 日 ) : お お よそ 3 件 程 
度 、 多 いと き は 6 件 程度 (0 件 の 日 も あり ) 


すべ て の 患者 さん に 、 
適切 な 医療 ・ 看 護 を 提供 する シゴ ト 場 


前 橋 赤 十字 病院 の 高度 救命 救急 セン ター は 、 入 院 や 手術 を 
必要 と し な い 場 合 (一 次 救急 ) か ら 高度 な 治療 が 必要 な 場合 
三次 救急 ) ま で 、 す べ て の 救急 患者 さん に 対応 する 「 全 次 型 
ER*」 で す 。 思 者 さん が 自己 来院 し た 際 は 、 緊 急 度 ・ 重 症 度 
を 看護 師 が 判定 (トリ アー ジ ) し 、 治 療 開始 の 優先 度 を 決め て 
いま す 。 

同 セ ンタ ー は 自己 来院 、 搬 送 さ れ た 愚者 さん を 最初 に 受け 
入れ る 「 救 急 外来 」 と 引き 続き の 治療 を 行う 「 救 急病 棟 」、 継 続 
的 に 全身 管理 が 必要 な 患者 さん な ど に 対応 する 「 集 中 治療 室 」 
か ら 構 成 さ れ て お り 、 高 坂 さ ん は 救急 外来 に 勤務 し て いま 
す 。 救 急 外 来 に は 処置 用 の ペッ ド や 重症 患者 用 の 処置 室 な ど 
が あり 、 緊 急 内 視 鏡 検査 や 血管 内 治療 、 外 科 的 手術 に 他 職種 
と も 連携 し な が ら 対 応 が | 
し て いま す 。 ま た 救急 
外来 の 仕事 に 加え て 事 
故 現場 な ど に 駆け つけ 
る ドク ター カー に も 乗 
務 し て 看護 を 行っ て い 
る ほか 、 人 災害 時 に は 救 
護 班 、DMAT* と し て 
出動 し て いま す 。 


ト ュ 
人 ドク ター カー で 測 送 し た 患者 さん に つい て 、 
直 衣 師 同士 で 申し 送り を 行っ て いる 場面 


救急 の 看護 師 に 欠か せな い 
自己 研 針 と コミ ュ ニ ケー ショ ン 


救急 外来 や ドク ター カー も 含め 、 高 坂 さん が 接する 患者 さ 
ん は 診断 が つく 前 の 状態 で す 。「 呼 吸 数 が 少な い 」「 声 か け に 
反応 し な い 」 と いっ た 少な い 情報 を も と に 、 少 な い 時 間 の な 
か で さま ざま な 疾患 を 予測 し な が ら 準 備 を 行い 、 看 護 に あ た 
ら な けれ ば な り ま せん 。 多 く の 知識 ・ 技 術 が 必要 と な る た 
め 、 つ ね に 自己 研 錯 の 姿勢 が 欠か せま せん 。 そ れ だ け に 、 チ 
ー ム で 救命 で きた と き や 思 者 さん の 状態 が 安定 し た と き は 
「 よ か っ た 」 と 心から 思え る と いい ます 

また 、 医 療 現場 で は 多 職 種 と か か わり ます 。 ド クタ ー カ ー 
は 、 医 療 者 を 乗せ て 事故 現場 な ど 重症 患者 さん の と ころ へ 駆 
けつ け ま す 。 そ の た め 、 消 防 隊 や 警察 な どの 人 々 と 活動 を と 
も に する こと も あり ます 。 さ ま ざ ま な 職業 ・ 職 種 の 人 々 と 仕 
事 を する 際 に 「 相 手 も 自分 と 同じ こと を 考え て いる だ ろう 」 と 
いっ た 思い こみ は 禁物 だ と 、 高 坂 さ ん は いい ます 。 確 実に コ 
ミュ ニケ ーション を と っ て 活動 方 針 を 確認 し 、 情 報 共有 の う 
え で の 看護 を 心がけ て いる そう で す 。 


* [ERJemergency rom : 到 命 示 急 室 * 【DMAT】disaster medical assistance team : 実 寺泊 所 琶 チー ム 


信心 電 図 モニ ター の 上 京 検 を 行っ て いる 場面 


短 時 間 の か か わり で も 、 
安全 ・ 安 心 を 提供 で きる よう に 


学生 時 代 か ら 救急 看護 に 関心 が あり 、 地 元 の 群馬 で それ ら 
に か か われ る こと か ら 前 橋 赤 十字 病院 に 就職 を し た 高坂 さ 
ん 。 同院 で は 救急 外来 は 一 定 の 経験 が ある 看護 師 が 配属 され 
る こと か ら 、「 ま ず は 解剖 に つい て 学び 、 さ ま ざ ま な 知識 や 技 
術 も 必要 と な る 手術 室 で 看護 が し た い 」 と 希望 し た そう で す 

j 望 通り の 配属 と な っ た 手術 室 勤務 の あい だ に 、 日 常 業務 
に 加え て DMAT の 研修 を 受講 する な ど 救 急 看護 に か か わる た 
め の 準 備 を 進め 、6 年 後に 救急 外来 へ 配属 され まし た 。 高 坂 
さん は 今後 の 目標 と し て 、 ド クタ ー へ リ に 乗っ て より 広域 で 
活動 する フラ イト ナー ス に な る こと を 掲げ て いま す 。 そ の た 
め に 「 日 々 の 看護 を 大 切 に し て いき た い 」 と いい ます 

「 救 急 外 来 の 看護 は 、 病 棟 と 比べ 患者 さん と 接する 機会 が 
少な いと 思わ れ が ち で す 。 し か し 、 愚 者 さん に と っ て の * 最 
初 の 看護 師 " と し て 、 ご 家族 も 含め 安全 ・ 安 心 な 医療 を 提供 
する た め に 、 身 体 的 ・ 精 神 的 ・ 社 会 的 側面 に し っ か り 目 を 向 
け て 看護 を 提供 し て いき た いで す 」 


必須 アイ テム 


きき ウェ アラ ブル メモ で す 。 革 急 時 は 記録 する こと すら 難し いで す 。 
そう し た と き で も 発症 時 刻 や 薬剤 投与 時 刻 な ど を メモ で きる よ 
うに し て いま す 

き 油性 ボー ル ペ ン で 書く こと が で き 、 ア ルコ ー ル で 拭き 取れ ば 、 再 
度 使用 で きま す 


/ 
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旧記 


実習 で 1 
実践 で きる / 9 


lng 3) 
は Nursing SkiMs oo 


| es た 
"es 中 村 充 浩 双 
3 ( / 
に 東京 有明 記 尊 大学 る 


訪中 内 策 院 訪 問 午 國 ス テー ショ ン 、 
内 科 病 大 、ICU 疹 様 に 動 務 。 GO0 
年 胡 野 県 和義 大 学 を 経て 、2010 年 
より 東京 有明 医療 大 学 香 謀 学部 。 


屋 各 前期 程 覆 了 。 修 士 (看護 学 )。 


【 】 アプ し ) ビュ 7 い 
ーー 北島 泰子 / 
つつ 東京 有明 民 療 大学 
5 音 漂 学部 和 涯 学科 ・ 浴 授 
加 市 了 学校 
5 評 業 和 。 陣 大 を 経て 大 学 才 月 に 
到 わ る 。 お も な 担当 科目 は 、 成 人 書 
誠 学 、 フ ィ ジ カル アセ スメント 。 


与 薬 の 技術 
6R の 確認 


本 連載 で は 今回 、 与 業 の 技術 を 扱い ます が 、 看 護 学 生 が 与 
薬 の 技術 を 悪 者 さん に 提供 する こと を 推奨 する も の で は あ 
り ま せん 。 教員 や 看護 師 の 助言 や 指導 また は 監視 の も と 
に 、 病 院 や 施設 の ルー ル に 則っ て 実施 し て くだ さい 


与 薬 の 技術 と は 、 目 的 、 注 意 事項 ( 禁 愛 、 事 故 防止) 


EN 与 薬 の 技術 と は " 


与 薬 と は 、 治 療 や 検査 等 の 目的 で 業 物 を 是 者 さん に 与え る 
こと を いい ます 。 与 薬 で は 医師 や 薬剤 師 な ど さ ま ざま な 職種 
が か か わり ます が 、 本 連載 で は 看護 師 が 担う 部 分 を 総称 し 
て 、「 与 薬 の 技術 」 と 呼び ます 。 

与 薬 の プロ セス の 概要 と 関係 する 職種 は 図 1 の 通り で す 。 
与 薬 の プロ セス で は 、 看 護 師 が か か わる 和 囲 が 大 きい の が 特 
徴 で す 。 


ES 語 沙 与 薬 の 技術 の 目的 


与 薬 の 技術 は 、 正 確 に 安全 に 与 薬 を 実施 する こと を 目的 に 
行い ます 。 薬 剤 は 治療 や 検査 等 の た め に 使用 する た め 、 正 確 
に 投与 され な けれ ば 治療 や 検査 等 が 正しく 進み ませ ん 。 

また 、 使 用 する 薬剤 は 患者 さん の 体 に 何ら か の 悪影響 を 及 


還 与 朱 の プロ セス の 概要 と 関係 する 職種 


診 宗 説明 ・ 同 意 処方 調剤 
医師 (医師 ) 医師 薬剤 師 


間 還 CIICOIIPT 


ぼ す も の が 少な く あ り ま せん 。 も し 間違っ た 薬剤 を 投与 し た 
り 、 投 与 する 量 を 間違う と 、 悪 者 さん の 生命 に 影響 する よう 
な 事態 に な っ て し まい ます 。 


ES 記 与 薬 の 技術 の 注意 事項 ( 祭 忌 、 事 故 防止) 


与 薬 の 技術 は 与 薬 を する 患者 さん すべ て が 対象 と な り 、 禁 
有 忌 は あり ませ ん 。 

人 が 故意 で な く 犯 し て し まう 間違い を ヒュ ー マ ン エラ ー と 
いい ます 。 ヒ ュー マン エラ ー に よる 与 薬 の 医療 事故 は 毎年 一 
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定数 起こ っ て お り 、 悪 者 さん が 死亡 し た 事例 も あり ます 。 与 
薬 の 技術 で は 「 人 は 誰 で も 間違え る 」 と いう 基本 理念 の も と 
に 、6R の 確認 を は じ め と し た 事故 防止 の た め の さ ま ざ ま な 
対策 が 講じ に られ て いま す 。 


liustration : CORSICA Photo : Kouichirou Nakagome 


基礎 知識 : 与 楽 の 技術 の 基礎 知 


55 天 与 薬 の 技術 に お ける 看護 師 の 役割 


図 1 の よう に 、 与 薬 の プロ セス に は さま ざま な 職種 が か か 看護 師 の 役割 は 、 事 故 を 防止 する 「 最 後 の 迫 (ゲー トキ ー バ 
わり ます が 、 患 者 さん に 薬剤 を 使用 する 直前 に か か わる の は ー)」 と し て 、 医 師 や 薬剤 師 だ け で な く 、 看 護 師 自身 の 間違い 
必ず 看護 師 で す 。 与 薬 の プロ セス で 間違い が 生じ て いる 場 に も 気がつく 必要 が あり ます 。 

合 、 看 護 師 が 気づか な いと 事故 に た っ て し まい ます 。 


EE 6R と は 


与 薬 の プロ セス で の 間違い を 防止 ・ 発 見 する た め に 確認 する 6 つの 項目 を 6R(6 つ の Right、 図 2) と いい ます 。 
較 2 6R 


Right Patient : 正しい 悪者 さん か ? 


RightTime : 正しい 時 間 か ? 


Right Drug : 正しい 薬剤 か ?、 選 ight Dose : 正しい 量 か ? 


指示 書 と 薬剤 名 、 量 に 相違 あり ませ ん ! 


Night Route : 正しい 投与 方 法 か ?、 選 ight Purposes : 正しい 目的 か ? 


ET 6R を 確認 する タイ ミン グ 


薬剤 は 医師 の 指示 の も と に 使用 する の で 、 医 師 調 到 指示 書 の 例 


の 指示 が 書か れ て いる 書面 (指示 書 、 図 3) や 入力 昔 H208003 
画面 を 確認 する 必要 が あり ます 。 そ し て 、6R は 還 m 
お も に 、 表 1(P.18) の タイ ミン グ で 確認 し ます 。 与 薬 指示 書 


000000069I846 


実 内 年 月 日 2020 年 2 月 12 日 
mm 00855091 
邦 屋 | 404 氏名 福本 上 (フク モト アキ ラ ) 様 男 

生年 月 日 1994 年 2 月 12 日 
指示 内 容 


ま 弟 詳 持 城 忠明 


ロキ ソニ ン (60mg) 1 錠 


意 実 在 の 人 物 の も の で は な い 
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Hm 記 


表 11 6R 確 認 の タイ ミン グ と 確認 する 内 容 


何 を 6R で 確認 
薬剤 を 準備 する 前 指示 書 の 内 容 を 6R で 確認 する 
薬剤 を 保管 場所 か ら 取 り 出 す と き 指示 書 と 薬剤 (取り 出す 容 家 ) を 6R で 確認 する 
薬剤 を 準備 する と き 
筐 薬剤 を 手 に 取っ た と き 指示 書 と 業 剤 (取り 出す 容器 ) を 6R で 確認 する 
筐 薬剤 を 容器 か ら 取り 出す 直前 指示 書 と 薬剤 (取り 出す 容器 ) を 6R で 確認 する 
人 薬剤 を 容器 か ら 取 り 出 し た あと 指示 書 と 差 備 し た 華 剤 (取り 出し た 容 右 ) を 6R で 確認 する 
薬剤 投与 の 直前 に ベッ ドサ イド で 指示 書 と 悪者 さん 、 準 備 し た 薬剤 (取り 出し た 容器 ) を 6R で 確認 する 
薬剤 投与 の あと 指示 書 と 使用 後 の 薬 剤 (取り 出し た 容器 ) を 6R で 確認 する 


EN 6R を 確認 する 際 の 注意 点 


[回 4 添付 文書 の 例 ( ロ キソ ニン " 錠 、 ロ キソ ニン "『 細 粒 ) 


aaEEETPGml 可 聞 ・ 抗 古 ・ 解 剤 
6R の 確認 は 「 決 まり だ か ら 」「 や ら な いと 怒ら れる 日 本 薬局 方 ロキ ソ プ ロ フェ ン ナ トリ ウム 錠 
か ら 」 や る の で は あり ませ ん 。6 つ の Right ご と に 、 ロキ ソニ ン 錠 60mg 
「 本 当 に 正しい の か な ? 」「 間 違っ て いな いか な ? 」 と ロキ ソニ ン 細 和 10% 
ー. ロキ ソ プ ロ フェ ン ナ トリ ウム 水 和 物 編 粒 
自分 自身 だ け で な く 指示 書 に も 疑い の 眼差し を 向け EE GE 
な が ら 、 注 意 深く 、 慎 重 に 確認 し まし ょ う 。 を cceses ra 
【) (の 如 者 に ば 投与 し な いこ と ) 【 葬 ・ 効 果 、 用 法 ・ 用 攻 ] 
5 3 ET い 人 ランキ リッ 
多忙 な 看護 業務 の な か で は 、 薬 剤 の 準備 中 に 急 に ee HH NDC 
愚 者 さん に 呼ば t た り 、 ほ か の スタ ッ フ に 声 を か け | に 。 店 3003 me | | 
られ た りな ど 、 業 務 の 中 断 が 起こ る こと が あり ま Cf を あの プス クッ シッ ン HH 
ーー に て の 人 + Aa 
す 。 こ の よう な 「 業 務 の 中 断 」 が 薬剤 に 関す る 医療 事 ーー | 
故 の 原因 と な る こと も あり ます *。 人 昌和 
与 薬 の プロ セス で は 、 業 務 の 中 断 が 生じ な いよ う 人 HHHMOTTWTN へ の 本 の 計る 。 た だ し 、 | 
に と と し 、1 日 地 大 180mg を | 
あら か じ め ス タッ フ プ に 声 を か け て お く な どの 対応 が 二宮 沖 お を 
必要 で す 。 memctnenmosota を 1 RT 
1 ロキ ツー ッ | HE Tp MHDOTLTTNTEE 
. 細 物 と lame ビン 2 (2)2 ロ ィ ド 人 性病 央 商 剤 の 長 基 投 与 に よる 前 化 性 注 
lp KEFg キ | グスト こよ がけ わか て いる 和 ( ミ ツ ブ ロ ス 
6R の 確認 で は 、 使 用 する 薬剤 が 患者 さん の 状態 プス トー 
2 . 首 本 の 性状 
雪 た ど に ニ 准 純 投与 する 場合 に は 、 十 分 経由 を 限 奈 し 、 慎重 に 投 条 
病 上 態 や 治療 方 針 、 検査 ーーー LE 攻 提 F 9 FE 人 は その 人 人 の ある 痢 [ の 
も 確認 し ます 。 そ の た め 、 愚 者 さん の 状態 ・ 病 態 や 1 ロ っ (-) 有 は その の ある 時 [を 人 は 
治療 方 針 、 検 査 の 内 容 な ど を 事前 に 情報 収集 し て お ca Es Ta 3) は で の 和信 全 の ある 
く 必 要 が あり ます | mw se 生け ーー タレ アニ ント 上 音 カ リウ ム 自 等 の 作用 が 記 こ る 
e ョ 9 ( 6 ) 心 能 睦 准 の ある 時 者 (「 信 選 』 の 項 参照) 
また 、 そ の 薬剤 に どの よう な 効果 が ある の か 、 そ RETHGLRHH5307 1 
の 効果 を 得る た め に は どの くら い の 薬 剤 量 や 投与 経 (100 タ ローン 抽 の 者 を きせ る こと か ちる] 
路 が 適し て いる の か 、 そ の 薬剤 の 使用 上 の 注意 点 な 
ども 確認 する 必要 が ある の で 、 そ れ ら が 記載 され て 


いる 薬剤 の 湊 付 文書 ( 図 4) を 入手 し て お きま し ょ 
う 。 添 付 文書 は PMDA( 独 立 行政 法人 医薬 品 医療 機 
器 総合 機構 ) の サイ ト か ら ダ ウン ロー ド す る こと が 
で きま す 。 


縁 枠 の と ころ に は 
「 勤 能 ・ 効 果 、 用 法 ・ 用 重 」 が 、 
オレ ンジ 枠 の と ころ に は 

「 使 用 上 の 注意 」 が 記さ れ て いま す 


人 https://wwww morpmda. 
gn.jp/psearch/html/menu_ 
tenpu_base.html よ り 転 載 
(2020 2.10 ア クセ ス ) 
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指さし 呼称 と は 、 確 認 すべ き 対 象 を 「 指 で さ し 」、 確 認 する 
内 容 を 「 呼 称し て 」 確 認 する 方 法 で す 。 自 分 が 確認 する 対象 を 
「 き ちん と 見 て 」、 視 覚 で 握 え て か ら 声 に 出す と いう 動作 を 行 
うと 、 確 認 する 対象 に 意識 を 向け る こと が で き 、 何 も し な い 
場合 に 比べ て 間違い を 減ら せる と いう 報告 が あり ます *。 

6R の 確認 で は 、 指 さ し 呼 称 を 取り 入れ る こと も 考慮 し ま 
し ょ う 。 


ダブ ル チ ェ ッ ク と は 、 正 し いか 、 間 違い が な いか を 、「 二 
重 に 確認 する こと 」 で す 。 1 回 の 確認 で は 見 落と し や 思い 込 
みな ど で 間 違い に 気がつか な いこ と が ある た め 、 ほ か の 看護 
師 に も う 一 度 確認 し て も ら っ た り 、 時 間 を お いて も う 一 度 、 
自分 で 確認 し た り し ます 。 

6R の 確認 で は 、 ダ ブル チェ ッ ク を 取り 入れ る こと も 考慮 
し まし ょ う 。 


回 記 芝 「 楽 剤 を 準備 する 前 」 の 6R の 確認 


P 正しい 悪者 さん か の 確認 


指示 書 の 名 前 、 生 年 月 日 、 部 屋 番号 ・ ペ ベッ ド 番 号 を 
目 で 見 て 確認 する 。 


どの 部 屋 に いる の か 、 ど の ベッ ド に いる の か を ナー ス 
ステ ーション 内 の 捉 者 一 覧 な ど を 目 で 見 て 確認 する 。 


0 と @ が 一 致し て いて 間違い が な いこ と を 確認 す 
る 。 
(確認 する 柚 朱 ) 患者 さん が 目 の 前 に いな い の で 、 患 者 さん と 
指示 書 を 照合 する こと は で き な い 。 し か し 、 病 棟 内 に 同姓 同 
名 の 捉 者 さん が 存在 する 可能 性 が ある た め 、 ど この 部 屋 の 
どの ベッ ド に いる 愚者 さん な の か を 悪 者 一 覧 等 で 確認 する 。 


人 名 は 、 名 字 と 名 前 を ラン ダム に 組み 合わ せ て 作成 し て お り 実 在 の 人 物 を ホ す も の で は な い 


基本 技術 : 6R の 確認 の 実施 


P 正しい 時 間 か の 確認 
MI 指示 書 の 日 付 と 時 間 を 目 で 見 て 確認 する 。 


(2 カレ ンダ ー と 時 計 を 目 で 見 て 確認 する 。 


0 と @ が 一 致し て いて 間違い が な いこ て と を 確認 す 
る 。 


添付 文書 を 見 て 、 指 示さ れ た 日 付 や 時 間 が 、 薬 剤 の 
使用 上 問題 が な いこ と を 確認 する 。 
(( 確 す る 栖 押 投与 する 日 時 が 異な る 場合 、 患 者 さん に 薬 神 
に よる 悪影響 が 生じ る た め 。 ま た 、 薬 剤 に よ つ て は 使用 す 
る 日 時 が 定め られ て いる 場合 が ある た め 、 添 付 文書 を 確認 
する 。 
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ぁ 正しい 薬剤 か の 確認 
坦 指示 書 の 薬剤 名 を 目 で 見 て 確認 する 。 


め 薬剤 の 添付 文書 を 見 て 、 患 者 さん の 状態 ・ 病 態 や 治 
療 方 針 、 検 査 な を ど に 適し た 薬剤 か を 確認 する 。 薬 剤 
が 患者 さん に 適し て お り 、 間 違い が な いこ と を 確認 する 。 


患者 さん の アレ ルギー や 薬剤 に よる 副作用 の 有無 を 

情報 収集 し 、 問 題 が な いこ と を 確認 する 。 
薬剤 が 手もと に な い の で 、 薬 剤 と 指示 書 を 照 
合 す る こと は で き な い 。 し か し 、 医 師 が 患者 さん を 間違え 
て 指示 し た り 、 患 者 さん の 状態 ・ 病 態 や 治療 方 針 、 検 査 な 
ど に 適し て いな い 薬 剤 を 指示 し て いる 可能 性 も ある た め 、 
指示 書 の 薬剤 が 本 当 に 患者 さん に 適し て いる か を 確認 す 
る 。 ま た 薬剤 に は アレ ルギー や 副作用 が あり 、 患 者 さん に 
悪影響 か 生じ る た め 、 ア レル ギー や 副作用 の 情報 収集 を す 


P 正しい 量 か の 確認 
(1) 指示 書 の 薬剤 の 量 を 目 で 見 て 確認 する 。 


薬剤 の 添付 文書 を 見 て 、 患 者 さん の 状態 ・ 病 態 や 治 

療 方 針 、 検 査 な ど に 適し た 量 か を 確認 する 。 薬 剤 の 
量 が 患者 さん に 適し て お り 、 間 違い が な いこ と を 確認 する 。 
(( 間 認 する 杜氏 ) 薬剤 が 手もと に な い の で 、 薬 剤 と 指示 書 を 照 
合 す る こと は で き な い 。 し か し 、 医 師 が 薬剤 の 量 や 単位 を 
間違え た り 、 患 者 さん の 状態 ・ 病 態 や 治療 方 針 、 検 査 な を ど 
に 適し て いな い 量 を 指示 し 
た り し て いる 可能 性 が ある 
た め 、 指 示 書 の 量 が 本 当 に 
患者 さん に 適し て いる か を 
確認 する 。 


華 剤 の 量 は 、 単 位 (mg 
や pg、1 錠 や 1 カプ セ 
ル な ど ) が 合っ て いる 
か も 確認 し まし ょ う 


20 フ テ ナ ー ス Vol29 No4 Apll 2020 


P 正しい 投写 方 法 か の 確認 
較 指示 書 の 投与 方 法 を 目 で 見 て 確認 する 。 


の 薬剤 の 添付 文書 を 見 て 、 患 者 さん の 状態 ・ 病 態 や 治 
療 方 針 、 検 査 な ど に 適し た 投与 方 法 か を 確認 する 。 
業 剤 の 投与 方 法 が 患者 さん に 適し て お り 、 間 違い が な いこ 
と を 確認 する 。 

業 剤 に は さま ざま な 投与 方 法 (内服 や 注射 な 
ど ) が あり 、 投 与 方 法 が 添付 文書 で 定め られ て いる 場合 も 
ある 。 さ ら に 、 間 違っ た 投与 方 法 だ と 患者 さん に 薬剤 に よ 
る 悪影響 が 生じ る た め 。 


P 正しい 目的 か の 確認 


幼 指示 書 の すべ て の 内 容 を 目 で 見 て 確認 する 。 


医師 が 薬剤 投与 の 指示 を 出し た 目的 を 確認 する 。 指 

示 書 の 内 容 と 投与 目的 が 患者 さん に 適し て お り 、 間 
違い が な いこ と を 確認 する 。 
(( 間 認 する 根 換 ) 薬剤 | は 何ら か の 目的 の た め に 使用 され 、 そ の 
目的 を 達成 する た め に は 指示 書 の 内 容 と 投与 の 目的 に 一 貫 
性 が 必要 で あり 、 い ずれ か 
が 欠け て いる と 患者 さん に 
業 剤 に よる 悪影響 が 生じ る 
た め 。 


「 薬 剤 を 取り 出す と き 」 
「 薬 剤 を 準備 する と き 」 の 6R の 確認 


P 正しい 赤 者 さん か の 確認 


指示 書 の ID や 名 前 、 生 年 月 日 、 部 屋 番号 ・ ベ ッ ド 番 
号 を 目 で 見 て 確認 する 。 


藤 袋 に 記載 され た ID や 名 前 、 生 年 月 日 を 目 で 見 て 確 

認 す る 。 

どの 部 屋 に いる の か 、 ど の ベッ ド に いる の か を ナー ス 

ステ ーション 内 の 患者 一 覧 な ど を 目 で 見 て 確認 する 。 

⑩~⑨ が 一 致し 

て いて 間違い が 
な いこ と を 確認 する 。 
患者 さん 
を 間違え る と 、 患 者 さ 
ん に 薬剤 に よる 悪影響 
が 生じ る た め 。 


b 正しい 時 間 か の 確認 
[回 了 「『 楽 剤 を 準備 する 前 』 の 6R の 確認 」(P19) を 参照 


b 正しい 薬剤 か の 確認 
1 指示 書 の 薬剤 名 と 剤 形 を 目 で 見 て 確認 する 。 


( 2 】 実物 の 薬剤 名 と 剤 形 を 目 で 見 て 確認 する 。 


と の が 一 致し て い =ー vm か 


DTE 


て 間違い が な いこ と 
を 確認 する 。 
藤 剤 や 剤 形 を 
間違え る と 、 患 者 さん に 業 剤 
に よる 亜 影 響 が 生じ る た め 。 


『 正しい 量 か の 確認 
… ゆ 指示 書 の 薬剤 の 量 を 目 で 見 て 確認 する 。 


2 実物 の 薬剤 の 量 を 目 で 見 て 確認 する 。 


⑱ と @ が 一 致し て いて 間違い が な いこ と を 確認 す 
る 。 
(( 介 認 する 根 換 薬剤 の 量 を 問 
違え る と 、 悪 者 さん に 薬剤 
に よる 悪影響 が 生じ る た め 。 


し 


ょ 5g、1 錠 や 1 カプ セル な 
ど ) が 合っ て いる か も 確 
認 し まし ょ う 


六 内 用 の 際 に 包装 シー ト を 
切り 離す 場合 は 、 衰 飲 が な 
いよ う 十 分 に 注意 する 


ぁ 正しい 投与 方 法 か の 確認 
[ 国 還 W「『 薬 剤 を 準備 する 前 』 の 6R の 確認 」 を 参照 


p 正しい 目的 か の 確認 
[加計 「『 楽 剤 を 準備 する 前 』 の 6R の 確認 」 を 参照 


直前 に ベッ ドサ イド で 」 の 6R の 確認 


P 正しい 束 者 さん か の 確認 


指示 書 の ID や 名 前 、 生 年 月 日 、 部 屋 番号 ・ ベ ッ ド 番 
号 を 目 で 見 て 確認 する 。 


準備 し た 薬剤 に 記載 され た ID や 名 前 、 生 年 月 日 を 目 
で 見 て 確認 する 。 


患者 さん に 名 前 を フル ネー ム で 名 乗っ て も らい 、 リ 
スト バン ド に 記載 され て いる ID や 名 前 と 生年 月 日 を 
目 で 見 て 確認 する 。 


ーー ーーーー と を 確認 する 。 
(( 生 吾 す る 相 押 ) 患者 さん を 間違え る と 、 患 者 さん に 業 
剤 に よる 悪影響 が 生じ る た め 。 看 護 師 が 患者 さん の フル ネ 
ー ム を 言っ て 名 前 を 確認 する と 、 看 護 師 が 間違っ つた 名 前 を 
言っ て いて も 患者 さん は 「 は い 」 と 返事 を し て し まう 可能 性 
が ある た め 、 悪 者 さん に フル ネー ム を 名 乗っ て も ら う 。 


お 名 前 を お 願い し ます 


ーー 


同じ 病棟 に 同姓 の 人 が 入 芝 し て いる こと が あ 
り 、 そ の 人 の 薬剤 と 関 違え て し まう 恐れ が ある 
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一 


入 患 者 さん に フル ネー ム 
で 名 乗っ て も ら う こと 
が で き な い た め 、 リ ス 
トバ ンド に 記載 され て 
いる ID や 名 前 と 生年 月 
日 を も と に 確認 する 。 


p 正しい 時 間 か の 確認 
還 請 玉 「『 薬 剤 を 準備 する 前 』 の 6R の 確認 」(P.19) を 参照 


p 正しい 薬剤 か の 確認 


[ 還 運 「『 薬 剤 を 保管 場所 か ら 取 り 出 す と き 』『 薬 剤 を 準備 
する と き 』 の 6R の 確認 」(P.21) を 参照 


ぁ 正しい 量 か の 確認 


[ 還 雇 「「『 薬 剤 を 保管 場所 か ら 取 り 出す と き 』 薬 剤 を 準備 
する と き 』 の 6R の 確認 」(P.21) を 参照 


p 正しい 投与 方 法 か の 確認 


夫 指示 書 の 投与 方 法 を 目 で 見 て 確認 する 。 


薬剤 の 添付 文書 を 見 て 、 患 者 さん の 状態 ・ 病 態 や 治 

療 方 針 、 検 査 な ど に 適し た 投与 方 法 か を 確認 する 。 
薬剤 の 投与 方 法 が 患者 さん に 適し て お り 、 間 違い が な いこ 
と を 確認 する 。 

目 の 前 の 患者 さん の 今 の 病態 や 状態 に 投与 方 法 が 合 

つて いる か どう か を 最終 確認 する 。 
(確認 する 栖 抽 薬剤 に は さま ざま な 投与 方 法 (内 服 や 注射 な 
ど ) が あり 、 投 与 方 法 が 添付 文書 で 定め られ て いる 場合 も 
ある 。 さ ら に 、 間 違っ た 投与 方 法 だ と 患者 さん に 薬剤 に よ 
る 悪影響 が 生じ る た め 。 ま 
た 、 患 者 さん の 状態 や 病態 
は 常に 変化 する た め 、 現 在 
の 患者 さん の 状態 や 病態 と 
投与 方 法 が 合っ て いる か を 
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b 正しい 目的 か の 確認 


BA 指示 書 の すべ て の 内 容 を 目 で 見 て 確認 する 。 


医師 が 薬剤 投与 の 指示 を 出し た 目的 を 確認 する 。 指 

示 書 の 内 容 と 投与 目的 が 患者 さん に 適し て お り 、 間 
違い が な いこ と を 確認 する 。 

目 の 前 の 患者 さん の 状態 や 病態 に 投与 目的 が 合っ て 

いる か どう か を 最終 確認 する 。 
(( 得 認 する 竹 舞 ) 薬剤 | は 何ら か の 目的 の た め に 使用 され 、 そ の 
目的 を 達成 する た め に は 指示 書 の 内 容 と 投与 の 目的 に 一 貫 
性 が 必要 で あり 、 い ずれ か が 欠け て いる と 悪者 さん に 薬剤 
に よる 悪影響 生じる た め 。 ま た 、 患 者 さん の 状態 に よっ 
て は 投与 の 中 止 や 変更 を 判断 する 必要 が ある た め 。 


不安 や 疑問 が ある 場合 に は 自分 だ 
け で 解決 し よう と せ ず 、 教 員 や 看 
許 師 に 指示 を 仰ぎ まし ょ う 


「 薬 剤 投与 の あと 」 の 6R の 確認 


y 正しい 悪者 さん か の 確認 


指示 書 の ID や 名 前 、 生 年 月 日 、 部 屋 番 号 ・ ベ ッ ド 番 
号 を 目 で 見 て 確認 する 。 
投与 し た 薬剤 の 薬袋 に 記載 され た ID や 名 前 、 生 年 月 
日 を 目 で 見 て 確認 する 。 
投与 し た 患者 さん の 顔 を 思い 浮か べ な が ら 、 ど の 部 
屋 に いた の か 、 ど の ベッ ド に いた の か を ナー スス テ 
ーション 内 の 加 者 一 覧 等 を 目 で 見 て 確認 する 。 
の が 一 致し て いて 間違い が な いこ と を 確認 す 
る 。 
( 間 下 する 想 押 患者 さん 
を 間違え る と 、 患 者 さ 
ん に 薬剤 に よる 悪影響 
が 生じ る た め 。 


P 正しい 時 間 か の 確認 
医 還 W「『 楽 剤 を 準備 する 前 』 の 6R の 確認 」(P.19) を 参照 


』 正しい 薬剤 か の 確認 
稚 指示 書 の 薬剤 名 を 目 で 見 て 確認 する 。 


欠 業 袋 の 薬剤 名 を 目 で 見 て 確認 する 。 


⑱ と の が 一 致し て いて 間違い が な いこ と を 確認 す 
る 。 
(確認 する 栓 換 ) 薬剤 を 間違え る と 、 患 者 さん に 薬剤 に よる 書 
影響 が 生じ る た め 。 


全 生 指 


四半 「 宮 > | 関 


p 正しい 量 か の 確認 


ゆ 指示 書 の 薬剤 の 量 を 目 で 見 て 確認 する 。 


0] 薬袋 の 薬剤 量 を 目 で 見 て 確認 する 。 


⑩ と の が 一 致し て いて 間違い が な いこ と を 確認 す 
る 。 
(確認 する 擬 換 ) 薬剤 の 量 を 間違え る と 、 患 者 さん に 薬剤 に よ 
る 悪影響 が 生じ る た め 。 


に まま まま 


薬剤 の 量 は 、 単 位 (mg や pg、 
1 供 や 1 カプ セル な ど ) が 合っ て 
いる か も 確認 し まし ょ う 


P 正しい 投与 方 法 か の 確認 
ゆ 指示 書 の 投与 方 法 を 目 で 見 て 確認 する 。 


2 どの よう な 投与 方 法 で 投与 し た の か を 思い 出す 。 


夫 0 と @ が 一 致し て いて 間違い が な いこ と を 確認 す 
る 。 


間違っ た 投与 方 法 だ と 患者 さん に 薬剤 に よる 
悪影響 が 生じ る た め 。 


p 正しい 目的 か の 確認 
40 指示 書 の すべ て の 内 容 を 目 で 見 て 確認 する 。 


N20 医師 が 薬剤 投与 の 指示 を 出し た 目的 を 確認 する 。 


投与 し た と き の 患 者 さん の 状態 を 思い 出し 、 電 、 人 

と 一 致し て いて 間違い か な いこ と を 確認 する 。 
(( 間 認 する 根 敵 ) 薬剤 は 何ら か の 目的 の た め に 使用 され 、 そ の 
目的 を 達成 する た め に は 指示 書 の 内 容 と 投与 の 目的 に 一 鞭 
性 が 必要 で あり 、 い ずれ か が 欠け て いる と 上 加 者 さん に 薬剤 
に よる 剖 影 響 が 生じ る た め 。 ま た 、 最 終 的 に 看護 師 が 「 こ 
の 悪 者 さん に 薬剤 が 投与 可能 で ある 」 と 判断 し た 理由 と な 
る た め 。 


痛み が あっ た 
た め 痛 み 止め 
を 使っ た 


6R の 確認 の 過程 で 何 か わ か ら な い 
こと が ある 場合 は 、 そ の まま に せ ず 
必ず ほか の 人 に 確認 を し まし ょ う 。 


その まま に し て し まう と 事故 が 起き 
る リス ク が 大 きく な っ て し まい ます 


3| 衣 文 吉 

1 厚生 労働 省 : 看 恒 基 条 教 育 に お ける 技 条 教 育 の あり 方 に 関す る 検討 会 報告 書 、 2003. 
Ittps-//wwmwmhiw go_jp/shingi/2003/03/s0317-4.html(G020 2.10 ア クセ ス ) 

ら . 和田 攻 . 南 裕子 . 小峰 光 捕 編 - 香 護 大 事 座 筆 2 版 。 医学 書院 、 東京. 2010 : 88B. 

3. 厚生 労働 省 - 医療 事 攻 情 報 収 集 等 事業 ヒヤ リ ・ ハ ッ ト 事 例 収集 分 析 ( 医 療 安全 対策 ネッ トワ ー 

ク 事 業 ) 第 回 生計 結果 の 概要 重要 事例 情報 に つい て . 2002. https://www mhiw grjp/ 

tppics/2001/01 10/tp1030-1p2-4.html(2020.2.10 ア クセ ス ) 

4. 芳賀 筐 : 「 指 差 呼称 」 の エラ ー 防 止 効果 の 室内 実 吉 に よる 検証 . 産業 ・ 組 紅 心 理学 研究 ロ (2) : 
1996 : 107-112. 


プチ ナー ス Val29 No4 April 2020 23 


Hm 


お 、 こ こ が 大 事 な と ころ か ! 
帰っ た ら 復習 し て お こう …… 


今日 か ら 新 学 期 ! 
勉強 が ん ば る ぞ ー 


あれ !? 授業 で や っ た この 箇所 …… M あー あ 、 考 えて も わか ら な く て 
どう いう こと だ っ け ? や る 気 な く な っ ちゃ っ た 一 一 


lustration : King Takahashl 


「 授 業 で は わか っ て いた ハズ な の に ……」 を な くす に は 、『 ス タデ 
ィ ガ イド 』 の よう な 、 先生 が 学生 に お さえ て ほし い ボ イン ト が 1 合 
に 詰まっ た 万 熊本 が お すす め 。『 ス タデ ィ ガ イド 』 を 開き な が ら 授 業 
を 受け て いれ ば 、 内 容 の 理解 が 深まる だ け で な く 、 先 生 の お 話 が 他 
教科 まで 広がっ て も すぐ に 調べ て 対応 する こと が で きま す 。 

また 、 先 生 が 強調 し て いた と ころ と 同じ 内 容 に し る し を つけ た り 、 
授業 で の ボイン ト を 書き 込ん で 追加 し た り し て いけ ば 、 授 業 後 の 復 
習 も 1 冊 で バッ チリ ! 


看護 学校 の 
教育 カリ キュ ラム に 
対応 し て いて 
使い や すい ! 


香 護 学生 スタ ディ ガイ ド 2021」 
編集 池 西 静江 ・ 石 束 佳子 
定価 :5.400 円 + 税 

本 編 (総合 参考 書 ) 1.392 頁 二 
別冊 (必修 問題 集 ) 224 頁 


授業 の ポイ ント を 追加 し て いっ た 『 ス タデ ィ ガ イド 』 は 、 実 習 前 後 の 確認 や 、 国 試 の 勉強 の サポ ー ト に も 役立ち ます *。『 ス タデ イィ 


ガイ ド 』 で こま め に 確認 し て いけ ば 、 国 試 直前 に は "自分 の 覚え た いこ と が ぜん ぶ 載 っ て る " 頼れ る 1 環 に な っ て いる は ず で す ! 
[スタ ディ ガイ ド ! の 内 守 は 外人 国家 試 出生 基 準 の 小 頂 目 レベ ル を ほぼ 鞭 


先輩 た ちの 
『 ス タデ ィ ガ イド 』 は 
こん な 感じ ! 


『 ス タデ ィ ガ イド 』 の SNS キ ャ ン ペ ー ン 実施 中 ! さき. 

学生 Sey8 計 

= Instagram: あ な た の 「 ス タデ ィ ガイ ド 」 の 写真 を 、 ハ ッシュ タグ 「# 私 の スタ ディ ガイ ド 」」 スタ ディ ガト 
を つけ て 投稿 し て くだ さい ! (使い か た や 工夫 、" 映 える "写真 な ど な ん で も OK) 『 吉 

= Twitter: プ チ ナ ー ス の アカ ウン ト (@petit_ nurse) を フォ ロー の うえ 、 キャ ン ペ ー ン ツイ 軒 
ー ト を 公式 リツ イー ト し て くだ さい ! 


お 話 み くだ さい (Instagram・Twitter 書 籍 プレ ゼン ト に つい て ) 
* 当選 者 の 方 に は 、Instagram "Twitter の ダイ レク トメ ッ セ ー ジ で ご 達 結い た し ます 。 ダ イレ クト メッ セー ジ 内 に 記 半 の 期間 内 に ご 人 返信 いた だ け な い 場合 は 、 当 選 無 効 と な り ま す の で ご 注意 くだ さい 。 


* 応募 の 際 は 、 ダ イレ クト メッ セー ジ を 受け 取れ る 設定 に な っ て いる こと を ご 雑記 くだ さい 。  \ Twitter の リツ イー ト は 、 公 式 り リツ イー ト に 暖 ら せ て いた だ きま す (3 引 用 リツ イー ト は 対象 外 で す )。 


* Twitter で の リツ イー ト 、Instagram で の 「 を 私 の スタ ディ ガイ ド ] 投 稿 は 因 癌 中 何 回 で も 可能 で す が 、 応募 は お 1 人 に つき 1 帳 と し て カウ ント させ て いた だ きま す 。 
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PS MI ) 6 に 
国 試 は これ で バッ チリ ! 


。 看護 学生 
*。 スタ ディ イガ イド 
2021 


編集 : 池 西 静 江 ・ 石 束 佳子 
定価 : 本 体 5.400 円 + 税 
A5 判 本 編 1.392 頁 別冊 224 真 
ISBN978-4-7965-2480-3 


ざ p 
授業 で 学ぶ 全 科目 の 
ご ポイ ント が 一 冊 に ! 


oooooeooooseeoooeeeeeoeeeeeeeoeeeeo e 必 豆 p 
ど いこ っ クニ / 1 生か ら g 
= 0 ずっ と 使え る ! 
ド ど と たべ とく こ 


み Nursing Siodent 
Study Guide 
2021 


。 国 試 出題 基準 の 
小 項 目 す べ て を カバ ー 


寺 実 習 で 問わ れる 技術 や 


FM 

くわ し い 本 の 0 た 店 【 
⑬ 照 林 社 内 容 ゃ 予約 は ) | 先 引 

こち ら か ら = こつ cs 
@ ご 注文 は 者 店 へ お 願い し ます 。 


hk。 。 還 、 


に て くれ る 人 、 ! 


プチ ナー ス の 誌面 つ 


う セ 一" リー 八島 主 


プチ ナー ス で は 、 雑誌 づく り ・ 雑 誌 の 告知 な ど に ご 協力 いた だ ける モニ ター を 募集 し ます ! 
豪華 特典 も あり ます の で 、 み な さん の ご 応募 お 待ち し て いま す ! 


アス 
.? 
シー KO 


⑩⑥「 プ チ ナ ー ス 。』 の 無料 配布 物 を 、 
学校 の お 友だち (クラ ス 全 員 や 学年 の みな さん ) に 配布 する 
編集 部 より 、『 プ チ ナ ー ス 』 オ リ ジ ナ ル の 無料 配布 物 を お 送り いた し ます の で (送料 弊社 負担 )、 
より 多く の お 友だち に 配布 を お 願い し ます 。 
@ 〇 アン ケー ト に 協力 する 
郵送 や メー ル で 年 数 回 アン ケー ト を 実施 し ます の で 、 ア ン ケ ー ト に ご 協力 を お 願い し ます 。 
プチ ナー ス の 誌面 に お 名 前 や 顔 写 真 を 掲載 する こと は あり ませ ん 。 


に 


生 『 プ チ ナ ー ス 』 の バッ ク ナ ン バー(1 年 分 ) か ら お 好き な 1 冊 と 
弊社 指定 書籍 の な か か ら 、 ご 希望 の 1 冊 を プレ ゼン ト ! (送料 弊社 負担 


応募 資格 応募 方 法 
倫 2020 年 4 月 現在 、 看護 学 校 (専門 学校 、 大 学 、 短 期 大 学 、 高 等 学 人 下記 URL か ら 必 要 事 項 を ご 記入 の うえ ご 応募 くだ さい 。 
校 専攻 科 ) の いずれ か に 在籍 する 看護 学生 で 、 上 記 モ ニタ ー の 採用 され た 方 に の みお 手紙 に て 通知 いた し ます 。 
活動 内 容 維 答 の 両方 に ご 協力 いた だ ける 方 。 (5 月 中 旬 一 下旬 を 予定 し て いま す ) 
※2 回 以上 の ご 応募 は お 控え くだ さい ます よう 、 
お 問い 合わ せ 先 お 願い 申し 上 げ ま す 。 


照 林 社 プ チ ナー ス 編 集 部 TEL 03-3815-4921 URL:https://questant.jp/q/PN_monitor2020 
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但 


春 か ら の 入学 & 進 級 、 お めで と う ご ざ いま す ! 新しい 1 年 、 楽 し みな こと も 

不安 な と と も ある と 思い ます が 、 み な さん に と っ て 、 実習 は どちら に あたり ます か ? 

こ て の 特集 で は 、 先 輩 た ち が み ん な 困っ つた ^ 実 習 の 3 大 悩み "を 取り 上 げ ま す 。 

実習 を 楽し み に 迎 えら れる よう 、^ み ん な が 困る と ころ "の イメ トレ を し て お きま し ょ う ! 


Illustratlon : Kaori Nods、Yumiko Kajiura, Misako Yoshida 


自分 に 合 方 法 は これ Il! 


実習 記録 コツ m 


実習 中 は 、 記 録 で 寝不足 に な る 人 が 多数 。 ど うし た ら 語 
効率 的 に 書け る の か 、 先 輩 た ち に コツ を 聞い て きま し た | り 


ニガテ タイ プ 別 に h 人 | 


報告 LT た E 呈 
必要 な こと を 、 過 不足 な く 、 ペ スト の タイ ミン グ で 伝え る の 
M っ て 難し い 。 そ の コツ を 、 よ く あ る 場面 ご と に お 伝え し ます 
も 迷 hgh! 
由 
~ 時 間 管 理 行 上 調 整 
ょ = 還 和 


行動 調整 、 み ん な どう や っ て いる の ? 実際 の 会 本 
話 の 例 を 挙げ て 、 ス ムー ズ な 方 法 を ご 説明 し ます ! 、 詞 


PP 
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上 を 人 ー 気 に き き 上げ ける 人 ん 人 ダ ソ ダ ー ド 派 99 


記録 を いつ 書く か ? 
う 一 ん 、 私 は 帰っ て すぐ か な 


10:00 実習 (午前 ) 
11:00 

12:00 \ レ 昼休み 
13:00 実習 (午後 ) 
14:00 ] 

15:00 


16:00 \ レ カン ファ レン ス 


今日 あっ た こと を 17:00 帰宅 
忘れ な いう ち に 、 48:90 
8 集中 力 勝負! oo 時 


書き 上 げ る 1! 


一 気 に 書い て 
一 気 に 仕 上 げ る ! 7 語 GA 


“実習 時 間 は 記録 を 意 謀 し と メモ ほ ヒ り 、 
交 提 時 間 E 決 Z 短 期 炉 中 | 


実習 終了 後 、 夜 まで か け て 一 気 に 書き 上 げ る タイ プ 。 起こ っ た 
こと を 忘れ て し まわ な いよ う 、 そ の 日 の うち に 書く こと に 重き を 


も ちろ ん 、 早 く 終 わら せる た め の 
工夫 も し て る わ よ ! 3 置く 人 が 多い よう で す 。 夜 に 集中 し て 書く た め 、 実 習 中 は 記録 を 


あま り 書 か ず 、 記 録 を イメ ー ジ し な が ら メ モ を 作成 。 帰 り の 電車 
や バス で 構想 を 練っ て 、 帰 宅 後 一 気 に 書 き 上 げ ま す 。 
スタ ンダ ー ド な や りか た で す が 、 終 了 時 間 を 意識 せ ず 行 うと 、 


じ め 就寝 時 間 : く 


睡眠 不足 に つなが る お それ が 。4 


の が ベタ ー で す 。 就寝 時 間 を 守る た め に は 、 限 られ た 時 間 で 記録 
を 書き 切る 集中 力も 必要 ! テレ ビ を 見 な いよ うに し た り 、 眠 気 
防止 に 夕飯 を 控え め に する な ども 有効 で す 。 


帰る まで に 、 準 備 は 
万端 に し て お くっ て 
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= 
'eH〉 
三 
し [ 
^ て 


僕 は 一 気 に は 
書け な いか な …… 
集中 力 が 続か な く て 


と に か く 持 ち 帰る 量 を 
減ら し て ます ! 


実習 中 っ て 、 意 外 と 
空き 時 間 が ある か ら 


実習 が 進む と 、" 実 習 中 に 書け る 項目 "が 
わか っ て 〈 る の で 、 ど ん どん 効率 よく 
書け る よう に な り ま す よ 


すご い ! 


も う 結 構 書け て いる ! 


看護 学生 100 人 へ の アン ケー ト か ら わ か っ た 、 記 録 の 書き か た 4 タイ プ を 徹底 解説 


自分 に 合っ た タイ プ を 参考 に 記録 を 効率 化し て 、 


実習 期間 中 も 、 ち ゃ ん と 寝 ら れる 生活 リズ ム で 過ごし まし ょ う ! 


ど ” 暫 ど 困 


守 
10:o0 | (前 時 


16:00 ヽ レ カン ファ レン ス 


人 才 き 
18:00 記録 の 
19:00 


” 実習 中 に 書け る も 町 全 記録 用 底 に 記入 


プチ ナー ス 編 集 部 


20:00 レタ 食 ・ 入 浴 


ー ゆ の 電 方 計 吸油 | 


家持 帰る 記録 加 量 E 削 洲 。 ぁ 


実習 中 の 空き 時 間 を 最大 限 に 活用 する タイ プ 。 患 者 さん が 眠っ 


て いる と き 、 検 査 で 空き 時 間 が で きた と き 、 


昼休み 、 カ ン フ ァ レ 


ンス 前 の 空き 時 間 な ど 、 時 間 が で きる た びに 記録 を し て いま す 。 
例え ば 表 1 の よう に 、 い つ 何 を すれ ば いい か 、 何 が で きる か を 把 
握 し て お く と 、 短 い 時 間 も 効率 よく 生か せる で し ょ う 。 

実習 中 に 直接 記録 用 紙 に 記入 し 、 患 者 情報 な ど は 実習 時 間 内 に 
書き 込み を 終え て 、 家 に 持ち 帰る 量 を 減ら し ます 。 


こと の や りか た の 利点 は 、 空 き 
時 間 に 記録 し て いて わか ら な い 
こと に 気づい た 場合 、 そ の 日 の 
うち に 相談 が で きる こと 。 ナー 
ス や 先生 、 友 だ ちな どか ら ア ド 
バイ ス を 受け る と 、 自 分 で は 気 
づけ な か っ た 視点 や ポイ ント が 
発見 で きま す 。 ま た 、 ナ ー ス の 
記録 も よい 見 本 に な り ま す の で 、 
参考 に する と よい で し ょ うき *。 


侍 た だ し 、 電 子 カル テ の 必 入 に より 看 護 記録 は 箇 到 化 され て いる 場合 も あり ます - 


A さ ん の 1 日 の 
記録 スケ ジュ ー ル 


記録 デー タ の 確認 、 前 日 の 記録 
の 返却 の 見 直し 


記 味 6 午前 に わか ら な か っ た こと 
の 記載 、 調べ も の 、 記 録 直し 

記録 0 記録 か ら 今や る こと の 確認 、 

記録 0 外語 過程 と 、 

明 B 提 出す る も の を 書く 

記録 明生 生計 画 を 書く 
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Am と 2 


い 叶 ks<E き 切 s 察 じ は 持 恒 帰せ 日 派 


済ん で いれ ば 
ここ は 
勉強 時 間 に ! 


カン ファ レン ス 
ダメ な ん で す ! - 6 人 へ 移動 

家 に は 4 
誘惑 が いっ ぱい で ! 


” 学校 加 図 書館 ほ 活 用 、 夕 食前 に 書き 切る | 
夜 は 記録 災 外 町 船 綴 な ビ に 有効 活用 


実習 終了 時 か ら 間 を 空け ず に 書き 始め る タイ プ 。 夕食 ・ 入 浴 な 


だ か ら 私 は 、 実習 後 は 図書 館 に 直行 ! So gk 2 ニー 

ここ な ら 調 べ も の も で きる し …… どの 前 に 記録 を 終え て いる こと が 特徴 で す 。 家 で は つい ダラ ダラ 
し て し まう 人 、 早 め に 済ま せ て ゆっ くり し た い 人 に お すす めで 
す 


学校 や 図書 館 を 利用 し 、 帰 宅 ま で に すべ て 書き 切っ て し まう と 
いう 人 も 。 友 だ ちと 集まれ ば 、 眠 ら な いよ う 監 視 し 合う こと も で 
きま す が 、 雑 談 の 誘惑 に は 注意 が 必要 で す 。 

図書 館 で 記録 を 済ま せれ ば 、 帰 宅 し た 時 点 で 頭 の 整理 が で き て 
いる の も 大 き な メ リッ ト 。 夜 は 記録 が 済ん で いる の で 、 有 効 な 学 


習 が で きま す 。 
まわ り に つら れ て 集中 で き て 、 3 
家 で や る より 早く 終わ り ま す 記 二 じ 役 立 コ X 


『 プ チ ナ ー ス 』 の [別冊 疾 中 別 看護 過程 」 が 役立ち ます 。 受け 持ち 悪者 さ 
ん と 同じ 疾 填 の も の を 探せ ば 、 必 要 な 解剖 ・ 病 能生 理 か ら 関 連 図 、 看 護 計 
画 の 例 ま で すべ て そろ っ て いま す ( プ チ ナ ー ス WEB で も 探せ ます )。 

また 、 せ っ か く 図 書館 に 行く の な ら 、 自 分 の 持っ て いな い 春 護 刀 程 の 本 
を 開い て みて も いい か も し れ ま せん 。 こ れ ら は 書き か た の 参考 に な り ま す 
し 、 標 準 的 な も の を 比べ る こと で 自分 の 記録 に モレ が な いか の チェ ッ ク に  .. 
も 使え ます 。 丸 写し せ ず 、 受け 持 
ち 夫 者 さん に 当て は まる 部 分 と そ 
う で な い 部 分 を 見 きわ め 、 じ ょ う 
ず に 活用 し まし ょ う 。 

た だ し 、 図 書館 の 文献 は 、 い つ 
も 書架 に ある と は 限り ませ ん 。 党 
に 手元 に 置き た いも の は 、 手 に 入 
れる の が ペ ベター です 。 
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いび 儀間 EE 仮眠 珠 夜 学習 派 


| 7oo 20:00 ツレ タ 食 ・ 入 浴 
8:00 21:00 
9:00 22:00 
10:00 | 実習 (午前 ) 23:00 | 記名 
11:00 24:00 
12:00 昼休み 1:00 
| 13:00 2:00 
| 14:oo ES 3:00 
15:00 4:00 | 就寝 
16:00 \ レ カン ファ レン ス 5:00 
17:00 帰宅 に et 6:00 
| 実 居 の 疲れ を 
| 18:00 リセ ッ ト ! 700 起床 
いい の 、 い い の 19:00 仮 虐 8:00 
| 今や っ て も 集中 
[ で き な い し …… we 
コ 
(YY 
kk 
人 
ーー 


“ 仮 過 と 炉 中 カイ ッ プ | クリ 了 せ 頭 と 
時 間 意 識 し た 記録 他 だ する ぁ 


睡眠 時 間 を 先 に と り 、 深 夜 に 記録 を 書く タイ プ 。 帰 宅 末 睡眠 叶 
記録 き 睡眠 き 実習 先 と 、 莉 眠 が 記録 を 挟む 構成 で す 。 

うっ か り 朝 まで 寝 て し まう 人 や 、 一 気 に 眠 り た い 人 に は オス ス 
メ で きま せん が 、 実 習 の 疲れ が 仮眠 で リセ ッ ト で きる の で 、 こ の 
や りか た で は か どる 人 は 多い よう 。 頭 が すっ きり し 、 時 間 が 限ら 
れ で て いる の で 、 集 中 し て 記録 を 書く こと が で きま す 。 

記録 が 長 引 か な いよ う 、 あ ら か じ め 就 寝 時 間 を 決め て お く こ と 
も ポイ ント 。 ダ ラダ ラ し な いよ うに テレ ビ や 音楽 、 ス マ ホ な ど は 
が まん し ます 。 

と の タイ プ の 人 は 、 頭 が さえ て 集中 で きる 朝 の 時 間 を 予習 や 記 
録 に 活用 し て いた り し ます 。 


効率 が 悪い まま 
が ん ば る より 、 先 に 仮眠 を 
と る の が オレ 流 な の 


うっ か り 目 覚まし か け 忘 れる と 


地獄 だ けど ね …… 1 時 間 し た ら 


起こ し ます ね 


記録 セリ ト 
さく じ 書 き 出せ る 記 邊 
仮眠 か ら 目覚 め た ら 、 す っ きり し た 頭 で 記録 に 集中 し た いも の 。 書き 始 
め て か ら 必 要 な も の を 探す よう で は 、 せ っ か く の 集中 が 途切れ て し まい ま 
す 。 必ず 使う 文房具 や 書籍 を 「 記 録 セッ ト 」 に し て 、 仮眠 の 前 に 机 の 上 に 年 
いて お きま し ょ う 。 
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ー ゆ 9 の 瑞 計 吸 油 


ニ ガ 〒 エ タダ イプ 別 に する | 


報告 困 LT サ 


情報 収集 を 終え た と き や 、 ケ ア の 実施 前 後 な ど 、 
さま ざま な 場面 で 行わ れる 教員 ・ 指 導 者 さん へ の 「 報 告 」。 


過 不 足 な く 、 タ イミ ング よく 行う た め の コ ツ と ワザ を お 教え し ます ! 


還 雪 和泉 明子 高知 学園 短期 大 学 看護 学 科 ・ 孝 授 


「 報 告 」 は せ 要 せ 皿 ? 


人 @ 

報告 が 必要 な 理由 は 、 患 者 さん の ケア を チー ム で 行っ て い 
る か ら で す 。 看護 師 は 1 人 で 患者 さん の ケア を 実施 し て いる 
わけ で は あり ませ ん 。 24 時 間 を 日 勤 ・ 夜 勤 な ど に 分 か れ て 
順に 患者 さん の 看護 を 展開 する た め 、 自 分 の 観察 し た 患者 さ 
ん の 様子 や 、 行 っ た ケア 、 ケ ア を 受け た 患者 さん の 反応 な ど 
を 、 次 に か か わる 看護 師 に 伝え る 必要 が あり ます 。 こ れ を 情 
報 の 伝達 ・ 共 有 と 言い ます 。 そ うす る こと で 、 加 者 さん の い 
つも の 状態 を 把握 し 、 い つも と 違う 様子 に いち 早く 気づく こ 
と が で きる 。 そ し て 、 チ ー ム で 一 貫 し た ケア が 提供 で き 、 串 
者 さん の 早期 回 復 に つなが る と いう わけ で す 。 


り ) -@- り ) 


師 ) 天 


「 報 告 」 は ビ 四 よう せ ヒ 


人 @ 
学生 が 実習 で 報告 を 行う 場面 と し て 、 ま ず 、 バ パイ タル サイ 
ン な どの 情報 収集 後 や 、 ケ ア の 実施 前 後 を ど 、 毎 日 必ず 行わ 
れる も の が あり ます 。 こ の ほか に 報告 が 必要 な 場面 と し て 
は 、 大 きく 2 つ あ り ま す 。 
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1 つめ は 緊急 時 ! 実習 中 の 学生 は 、 そ れ ほ ど 緊 急 の 場面 
に 出合 うこ と は な いか も し れ ま せん が 、 患 者 さん が 「 痛 い ! 」 
と 訴え て いる 、 よ ろ け て し り も ち を つい て し まっ た な ど 、 困 
つっ た 場面 に は 出合 うこ と が ある か も し れ ま せん 。 そ ん な と き 
は 急い で 「 報 告 」 で す 。 

2 つめ は 患者 さん や その 家族 か ら 、 何 ら か の 頼み ご と を さ 
れ た 場合 。 自 分 で 簡単 に で きる こと で も 、 じ つ は 患者 さん に 
は し て は いけ な いこ と だ っ た と いう こと も あり ます 。 例 え 
ば 、 水 分 制限 の ある 患者 さん に お 水 を 手渡 し て し まっ た な ど 
で す 。 頼 まれ た こと が 、 し て よい こと か どう か を 報告 し て か 
ら 実 施す る と 間違い が あり ませ ん 。 


「 報 告 」 は せ ぜ 、 難 し L1 四 ? 


人 @ 

看護 師 に な っ て も ^ 報 告 は 苦手 7 と いう 人 が いる くら い 、 報 
告 は 簡単 な を こと で は あり ませ ん 。 ま し て や 学生 と な れ ば な お 
さら で す 。 じ ょ うず な 「 報 告 」 が で きる よう に な る に は 、 疾 串 
や 治療 に つい て の 知識 ・ 患 者 さん の 状態 を 読み 取る アセ ス メ 
ント カ ・ 相 手 に わか りや すく 説明 で きる コミ ュ ニ ケー ショ ン 
力 な ど 、 さ ま ざ ま な 能力 を 身 に つけ る 必要 が あり ます 。 た く 
さん の 力 が 、 総 合 的 に 発揮 され な けれ ば な ら な い 「 報 告 」 だ か 
ら 難 し い の で す 。 


究 ここ か ら は , 
ニガテ の タイ プ 別 に 、 

/ 報告 の ポイ ント を < 

と ご 紹介 し ます 


sw 
< 


報告 すべ き 内 容 ThS な gi ) 


Ose6GO6e66s6a6cGr66g66 


凡人 四 に 情報 に 幸生 


学生 の 行う 「 報 告 」 で 最も 多い の が 、 パ イタ ル サ イ ン の 報告 で す が 、 測 定 値 だ け の 報告 で は 指摘 を 受け ます 。 
そこ で 以下 を 参考 に し まし ょ う 。 


「 メ モ 帳 に 貼っ て お こう !」 

の 表 は 、 コ ピー し て 実 避 で 

使う メモ 帳 に 貼っ て お こう ! AA 
報告 の 直前 の 

チェ ッ ク に 使え ます 


で て や 


ュ ィ < 、 、 


患者 さん の 生活 状況 に つい て 知り 、 報 告 し ます 。 


| バイ タルサ イ プア 8& 情報 人 ( 科 HtLku 
報告 mn# イ ッ ト | : 
1 患者 さん が 行っ て いる 検査 ・ 治 療 に つい て も 学習 
「 正 常 値 上 比 較 し と ビ う ]」 癌 | 4 し 、 考 えら れる 合併 症 や 、 薬 の 副作用 な ど を 観察 
視点 ほ も コ 1 し 、 報告 し ます 。 
1 例え ば 、 痛 み 止 め な どの 薬 を 使用 し て いる 患者 さ 
バイ タル サイ ン の 正常 な 値 、 ふ だ ん の 値 を 知り 、 0 ん で あれ ば 、 吐 き 気 や 腹痛 な どの 消化 器 症状 の 有無 
それ と 比較 し な が ら 測 定 値 を 正確 に 報告 し ます 。 ! に つい て た ず ね ます 。 
括 加 た れ ビ 伴 症 状 E ふ まえ ド DE、 衝 情報 も 取 業 す 
観 系 行 


悪者 さん の も つ 疾患 や それ に 伴う 症状 に つい て 学 
習 し 、 特 徴 的 な 観察 の 視点 を 箇条 書き に まとめ て お 
きま す 。 そ れ を バイ タル サイ ン の 測定 の 際 に 確認 
し 、 一 緒 に 報告 し ます 。 

例え ば 、 肺 炎 の 患者 さん で あれ ば 、 熱 が 出る こと 
が ある の で 、 発 熱 の 有無 や 呼吸 状態 ( 咳 や 導 ・ 呼 吸 
困難 の 有無 な ど ) を 確認 し ます 。 心 腹 疾 患 の 悪者 さ 
ん で あれ ば 、 脈 拍 や 血圧 が と て も 大 事 な 指標 に な 
り 、 さ ら に 胸 の 痛み や 動 修 が な いか な ど を 知る 必要 
が あり ます 。 


バイ タル サイ ン を 測定 し な が ら 、 食 事 や 水分 が どの 
程度 摂 れ て いる か 、 排 尿 ・ 排 便 の 回 数 は どう か 、 睡 
眠 は 十分 に と れ て いる か 、 動 きか た に 問題 は な いか 
な ども 聞き 取っ て いき ます 。 


放 軒 者 させ h『 還 1 る こと も 確認 する 


患者 さん の 困り ご と を 聴き 、 報 告 し ます 。 例 え 
ば 、「 ご 飯 が 硬く て 食べ に くい 」「 隣 の 人 の いび ぴき が 
うる さく て 眠れ な い 」「 手 術 が 不安 」 な ど 、 さ さい な 


と と で も 患 者 さん の 訴え に 耳 を 傾け る こと が で きる 
と よい 報告 が で きま す 。 


あい 、 


1 キー ゆ 遼 方 革 唄 油 | 
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| | 


め 、 ゆみ 、 ジ 。 


に ゆ 、 


全 ま / 放 | 則 に 肪 に EID 報告 


患者 さん に ケア を 行っ た 場合 、 ま ず 右 表 鈴 ー@ の 4 点 
に つい て 報告 し 、 次 に @ に つい て 報告 し ます 。 

例え ば 、 患 者 さん に 足浴 の 実施 を 報告 する 場面 。 以 下 
の よう な 具合 で す 。 実 施し た ケア の 報告 は 、 見 で いな い 
看護 師 に も 、 教 員 に も その 情景 が 思い 描け る よう に 、 よ 
り 具 体 的 に 伝え る と よい で し ょ う 。 


〇 号室 の A さ ん が 、 入 浴 が で きず 、 姓 間 部 の か ゆ 

ラッ 

み を 訴え て いた た め 足 浴 を 行っ た こと を 報告 し ます 。 

ケア は 、 検 温 後 、 教 員 と 一 緒 に 、A さ ん の お 部 屋 の 
@ 

ベッ ドサ イド に 車いす を 置き 、 座 っ て いた だ いて 足 


浴 を 行い まし た 。 
_@ きせ 
足 と も 乾燥 し て は いま し た が 、 発赤 や 傷 な ど は 


られ ず 、「 気 持ち よかっ た 」 と お っ し ゃ っ て いま し た 。 
、 ペ ベッ ド に 横 に な っ て いた だ きま し た が 、 気 


2 の 岳人 あ ま 語 ん 6 し 


GO 


っ 


\ アモ 帳 に 貼 コ と お こ コ | 


| 叶 参 し E4Y 報 告 ロ イット | 


⑨ い つ 
@ 誰 に 
@ 何 の 目的 で 1 
の ⑥ どの よう な ケア を 実施 し た の か 
1) 誰 と 1 
2) どこ で l 
3) どの よう な 方 法 で ケア を 行っ た の か 1 
⑥ そ の ケア を 実施 し た と き に 観察 し た 患者 さん の  ! 
様子 や 、 ケ ア の 後 の 患 者 さん の 反応 ・ 状 態 の 変 


順番 どおり に 
報告 で き な く て も 
大 丈夫 。 言 い 忘 れ た 
項目 は あと で つけ 
加え ます 


DASEBUDRS * 


「 異 変 」 と は 「 異 常 」 な 「 変 傾 」 の こと で す 。 ま ず 悪 者 さん 
の 「 異 常 」 に 気づく に は 「 正 常 」 を 知っ て お く 必 要 が あり ま 
す 。 パ バイタル サイ ン の 正常 、 意 識 レ ベル の 正常 、 呼 吸 の 
正常 、 顔色 の 正常 な を ど を 知っ た うえ で 、 そ れ と 比較 し て 
患者 さん の 状態 が どう な の か を 考え ます 。「 異 常 」 を 発見 
し た ら 急 いで 報告 し まし ょ う 。 

次 に 「 変 化 」 に 気づく に は 、「 ふ だ ん の 患者 さん の 状態 」 
を 知っ て お く 必 要 が あり ます 。 ふ だ ん の バイ タル サイ 
ン 、 ふ だ ん の 表情 や 行動 、 ふ だ ん の 食事 摂取 量 な ど 患 者 
さん の 身体 的 状況 だ け で な く 日 常 生活 の 様子 も 大 切な 観 
察 の 視点 と な り ま す 。 な ぜ 、 い つも と は 違う 変化 が 起き 
て いる の か 、 そ の 原因 が わか ら な く て も 、「 異 常 」 な 「 変 
化 」 つ まり 「 異 変 」 に 気づい た ら 、 何 と 比較 し て どの よう 
に 違っ て いる の か を くわ し く 報 告 し まし ょ う 。 
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5 


GO=@-6=6 


G 


GOO 


wm 


ご 報告 内 容 皿 優 先 順位 が h サ 5 せ | 


報告 の 優先 順位 に つい て は 、「SBAR」 を 使う と わか りや すい と 思い ます 。 
「SBARJ は アメ リカ で 生ま れ た 暑 者 安全 の た め の コ ミュ ニケ ーション ツー ル 。 
「 報 告 ・ 連 絡 ・ 相 談 」 を 円 滑 に する た め の 院内 ルー ル や 学習 方 法 と し て 活用 され て いま す 。 


| 優先 天 E コ HE 幸生 DLTE | 
WEEU、 報 和 用 ある 
《 伝 える 内 容 〉 
自分 の 名 前 (初め て の 報告 の 場合 ) 
の 病室 と 報告 する 患者 さん の 氏名 バイ タル サイ ン 
いつ の 時 点 に つい て の 報告 か 見 学 


の 〇 何 に つい て の 報告 か = 皿 急 事 態 な ど 


』 S (situation) : 時 者 す h 伺 全 起こ コ と 
人)、 と 中 状況 を 伝 える 

(伝え る 内 容 〉 

1 〇 いつ の @ ど こ で @ 誰 が @ ど うな っ て いる の か 

| ここ で は 、 患 者 さん の 状況 か ら 優先 順位 を 考え ます 。 優先 
! 大 位 は 、 命 に か か わる こと が 1 番 で す が 、 学 生 は まだ その 
1 判断 が つか な いこ と も 多い で し ょ う 。「 バ イタ ル サ イ ン の 


異常 」「 学 生 が 観察 し た 身体 的 変化 や 異常 」「 い つも と 違う 様 
子 」「 苦 痛 の 訴え 」 な ど は 急い で 報告 し まし ょ う 。 


六 6eeseeo : 臨 計 的 背景 ほ 伝 える 


(伝え る 内 容 〉 
患者 さん の 病名 や 症状 @ 行 っ て いる 検査 や 治療 
病室 な どの 環境 〇 これ まで の 経過 


* ゃ ここ で は 加 者 さん の 病名 や 治療 経過 か ら ど の よう な アセ ス 
メン ト が で きる か と いう 、「4」 に つなが る 背景 を 報告 し ます 。 


A(assessment) : 状況 吉孝 えら れる 
こ ヒ ( 賠 題 ) は 何人 ほ 伝 える 


《 伝 える 内 容 ) 
疾病 に よる 症状 や 、 治 療 や 検査 か ら 考 えら れる 患者 
さん に と っ て の 問題 点 


!  e 術 後 の 患者 さん は 「 痛 みや 吐き 気 」 と いっ た 身体 的 苦痛 が 起 
きる こと が 予測 され ます し 、 入 院 し た ば か り の 患者 さん は 
[心配 や 不安 」 を 抱え て いる こと が 考え られ ます 。 悪者 さん 
! に よっ て 異な る 個別 的 な 問題 を 「2」 の 状況 や 「3」 の 背景 か 
1 ら 導き 出し 、 そ れ を 観察 項目 と し て 情報 収集 し た も の を 報 
1 告 し ます 。 


区 に 何 ほ すれ ば よ I1 サ ほ 伝 える 


《( 伝 える 内 容 

⑩ 「4」 の アセ スメント か ら 考 えら れる ケア を 提案 する 
* 患者 さん の た め に 自分 が で きる こと を 考え て 伝え ます ( ケ 
ア の 提案 ) 。 


(伝え る 内 容 〉 
⑩ お 礼 を 述べ る @ 復 喝 ・ 確 認 を 行う 
| 時間 を と っ て くれ た 看護 師 に 感謝 を 伝え 、 指 示 が あれ ば 


(recommendation &request) : 解決 する ! 
それ を 確認 の 意味 で も 復唱 し 、 そ の 場 を 離れ ます 。 
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ー ゆ の 王 咽 計 吸油 | 


。 ww 
人 衝 千 m タ イミ ッ ダ ザコ YMgl ) 


忙し い 看護 師 に 、 声 を か ける タイ ミン グ が わか ら ず 、 も じ も じ し て いる うち に 
「 報 告 は まだ ? 」 な ど と 言わ れ 、「 言 お うと 思っ た の に ……」』 と モヤ モヤ し た 気持 ち に な る こと が よく あり ます 。 
次 の よう な こと を 意識 し 、 報 告 の タイ ミン グ を つか み ま し ょ う 。 


謀 師 回 傘 詞 2 


看護 師 は 、 そ れ ぞ れ 頭 の な か で 今日 の 動き か た を 決め て い  : 安心 し て 報告 に 向かえ ます 。 
て 、 そ れ は 毎日 同じ で は あり ませ ん 。 予定 され て いな い タ イ H また 、 ケ ア の 実施 の 予定 が ある 場合 に は 、「 午 後 か ら 清 打 
ミン グ で 急 に 報告 に 来 られ る と 対応 で き な い の で 、 報 告 する 。 : を 行う 予定 で す の で 、 そ の 報告 を 3 時 ご ろ に させ て いた だ い 
看護 師 に は 、「 〇 号室 の や さん の バイ タル サイ ン の 報告 は 、 : て も よろ し いで すか ?」 と 伝え て お く と 、 看 謀 師 も その 心 づ 


人 @ 時 どろ で よろ し いで すか ?」 と 確認 を し ます 。「 〇 〇 の 処置 が 
終わ っ た へ 時 どろ に し て も ら え る ? 」 と 言っ て も ら え れ ば 、 


2 
直人 AN 6 誠に に 測 家 生 UK 倫 922 着 に 2 人 E 和 お 


1 日 の な か で も 、^~ 報 告 OK” と な りや すい タイ ミン グ と 、“ 今 は NG" と な りや すい タイ ミン グ が あり ます 。 
OK と な りや すい タイ ミン グ を ね ら っ て 声 を か ける よう に する と 、 ス ムー ズ な 報告 に つなが り ま す 。 


も り を し て お け ま す 。 


学生 対応 N6" ぉ ^ 報 告 0K” ぉ 
ダイ ミ プ ゲ ダイ ビグ ゲ 今 よ ろ し い 
で し ょ うか ? 
信任 末 放さ ん や も | 人 が 9@ ま っ た 朝一 秋 に 。 実 計画 の 
の 家族 と 話 を し て いる と き は NG で す 。 発表 を する タイ ミン グ で 、 報 告 の 時 間 
会 話 に 割っ て 入る の は 失礼 で すね 。 の 確認 も 一 緒 に 行い ます 。 
あん を 人 な 放 に 馬 事 し て いる 最 | 区 ナー ス が q 人 で バン コン に 向かっ て い 
中 も ダメ で すね 。 誰 と も 会 話し て いな い る と き は OK。 作業 の 手 を 止め て し ま 
か も し れ ま せん が 、 悪 者 さん と の 移動 中 う の で 、「 す み ま せ ん 、 今 よろ し いで 
に 話し か ける の は 難し いで す 。 申し 送り し ょ うか 」 と の 声 か け は 必要 で す が 、 と 
を よく 問い て 、 矯 護 師 の 今日 の 予定 を 大 報告 を 聞い て も らい や すい タイ ミン グ 
ま か に 把握 で きる と よい で すね 。 で す 。 
上 MM が いで いる と き が 最も NG。 表 | 作者 さん の ケア の 後 、 病 宇 か ら ナー ス 
情 が 緊 過 し て いる ・ 走 っ て いる ・ 他 の ス ステ ーション に 戻る と き は ね らい 目 。 
タッ フ に 応援 を 頼ん だ り 指示 を し た り し その 場 で は 関 いて も ら え な いか も し れ 
て いる と いっ た 様子 が 見 られ た ら 、 と り ませ ん が 、 一 緒 に ステ ーション に 戻っ 


て か ら 聞 いて も ら え る と 思い ます 。 


あえ ず 待 ち ま し ょ う 。 時 間 が か か り そ う 
な と き は 、 教 員 に 相談 し ます 。 


( 天 考 文献 
1、 王 田 あ け み : 実習 で 報告 すべ きこ と と 直し た い 報 告 の し か た 教え ます !. プチ ナー ス 2013 : 22(7) - 34-46. 
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時 間 代 


と も と を も 「 行 勤 調整 」」J/ せ な h ド ろう ? 


に] 
臨地 で の 実習 が 始 
の 行動 計画 を 発表 し て くだ さい 
さん の 援助 を し て いき まし ょ う 」 と 言わ れ ま す 。 初 め て 実習 


まる と 、 朝 一 番 に 指導 者 さん か ら 「]1 日 
ヽ 。 行動 調整 を 行っ た あと 患者 


され る 学生 さん は 、「 行 動 計 画 っ て 何 ? 」「 行 動 調整 つて 何 ? 」 
と 思わ れる で し ょ う 。 

実習 で 求め られ る 行動 計画 と は 、 学 生 が 患者 さん に 行う 
1 日 の 援助 計画 を 意味 し ます 。 み な さん は ^ 本 日 の 行動 目標 "と 
“1 日 の スケ ジュ ー ル "を 求め られ る で し ょ う 。 患 者 さん の 看 
護 目標 を 見 据え て 、 そ の 日 に 達成 し た い 目標 と その た め の 
1 日 の 看護 援助 TO DO リス ト (具体 的 な 方 法 と 根拠 を 含む ) を 
作成 する と 考え れ ば よい で し ょ う 。 看護 学 生 は 、 実 習 最終 日 
まで ほほ 毎日 この 行動 計画 を 作成 し ます 。 

行動 調整 と は 、 学 生 の 作成 し た 行動 計画 に 指導 を も ら う こ 
と で す 。 学 生 は 行動 計画 の 内 容 を 指導 者 さん に 説明 し ます 。 
説明 に は な ぜ こ の 目標 を 設定 し た か 、 な ぜ こ の 時 間 に こ の 援 
助 を 行う か の 根拠 と 具体 的 な 援助 方 法 が 求め られ ます 。 指 導 
を 受け た 後 で な けれ ば 患者 さん に 看護 援助 を 行え ませ ん 。 加 
者 さん へ の 看護 援助 の 責任 は 看護 師 に あり ます 。 言 いか えれ 
ば "学生 は 看護 師 さ ん の 許可 の な い 看 護 援助 を 患者 さん に 行 
つて は いけ な い " と いう こと と で す 。 


ゅ h な T『 尼 は 、「 予 定 が 変更 に せな ュ た に さき 」| 


に 】 
学生 さん は 朝一 番 の 行動 調整 に 向け て 、 前 日 か らき ちん と 
準備 を する こと が 大 切 で す 。「 実 習 中 で 行動 調整 が 一 番 大 変 


も 迷 れ お 


F | 


き 埋 8 行動 調整 


先輩 た ち が 実習 中 に 「 難 し い 」 と 感じ る と と が 多い 時 間 管 理 & 行 動 調整 。 
この 特集 で は 、 特 に みん な が 悩む 「 予 定 の 変更 が あっ た と き 」 の 例 を お 見 せ し ま す 。 

次 の 実習 で じょう ず に 実施 で きる よう 、 イ メー ジ ト レー ニン グ し て みて くだ さい ! 
較 当 当 田 和美 松 薩 大 学 看護 学部 看護 学科 ・ 准 教授 


だ 」 と いう 学生 さん は 多い の で は な いで し ょ うか 。 そ の 日 の 
実習 終了 まで に 翌日 の 検査 、 リ ハビ リ テ ー シ ョ ン 、 治 療 の 時 
間 等 を 確認 し 、 患 者 さん の 状態 と 照ら し 合わ せ て 翌日 の 行動 
計画 を 作成 し ます 。 

「 患 者 さん は 3 日 洗髪 され て いな いな 。 明 日 は 〇 〇 時 に 検 
査 が ある か ら 人 へ ハ 時 な ら 洗髪 が で きそう 。 計画 し て 患者 さん 
と 相談 し て みよ う 」 な ど と 前 日 の 情報 も と に タイ ム ス ケ ジュ 
ー ル や 具体 的 な 援助 方 法 を 計画 し て いく で し ょ う 。 

し か し 加 者 さん の 状態 の 変化 や 急 な 検査 の 変更 な ども あ 
り 、 朝 一 番 に 行動 調整 し た に も か か わら ず 、 計 画 の 変更 を 余 
ーー キャ ーーー ト 

こ で は 患者 さん の 状況 お よび 状態 の 変化 に 伴う 時 間 管 
0 つえ つも 


次 ペー ジ か ら 、 
2 つの 事例 を 
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ー ゆ 9 の 生 太 計 唄 油 


1 億 肝 は hT 換 査 す 紀 選 ビュ と こす 、 
計画 し ド 時 間 人 3 すれ と し まっ ド | ノ 、 


加 者 さん が 午前 に 検査 に 行き 、 検 査 室 か ら 
予定 より 30 分 遅れ て 帰っ て きま し た 。 昼 食 
の 時 間 が 遅れ 、 予 定 し て いた 2 日 ぶり の シャ 
ワー 浴 が 食後 すぐ に な っ て し まい ます 。 

患者 さん は シャ ワー 浴 を 楽し み に し て お 
り 、「 〇 時 に 面会 が 来る の で 、 そ の 前 に シャ 
ワー で さっ ぱり したい 」 と 言っ て いま し た 。 


し 


ヒ 上 
ビュ する 


と 
1 Point 

トリ まず は 患 者 さん の 気持 ち を 優先 し て 考え て 

いき まし ょ う 。「 シ ャ ワー 浴 を 楽し み に し point 

上 て いる 」「 昨 日 は シャ ワー に 入っ て いな い 」 まず は 指導 者 さん に 相談 ! ど 
12 「 面 会 者 が 来る 前 に シャ ワー で さっ ぱり し の よう な 変更 を 考え て いる か 根 
R た い 」 な どの 患者 さん の 情報 を も っ て いれ 拠 を も っ て 伝え て 、OK だ っ た 
短 ば 、“ 時 間 変 更 を し て 実施 "を 選択 し ます ら 指 導 者 さん の 予定 を お さえ て 


お か な くち ゃ 


指導 者 護 且 和 Mii 記 3 


受け 持ち 患者 さん の 検査 が 延び 、 こ れ か ら 食事 な の で シャ ワー 浴 が 食後 すぐ に な っ て し まい ます 。 
加 者 さん は 面会 前 に シャ ワー を 浴び た いと お っ し ゃ っ て いま し た 。 
時 間 を へ 人 時 に 変更 し て も ら う よ う 悪 者 さん に 確認 を し よう と 思っ て いま す 。 


@# 虹 区 検査 が 延び て し まっ た の で すね 。 そ の 時 間 に 変更 し よう と 思っ た の は な ぜ で すか 。 
食後 30 分 経っ て いる の と 、 そ の 時 間 で し た ら 面 会 時 間 まで 余 容 が ある と 思っ た か ら で す 。 


は い 、 わ か り ま し た 。 
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point 


/ point 
2 今回 は の 時 間 に が 入っ て いま せん で 
、 ドー eo ニー っ 制 に な っ て いま す 。 ダ ブル プッ キン グ に な ら な い 
Yy 2 は 3 よう 、 変更 し た い 時 間 に 予 約 が 入っ て いな いか を 
消化 管 の 機能 を 考慮 すれ ば 、 食 後 30 分 


確認 する こと が 必要 で す 。 
また 、 実施 し な い 時 間 帯 の 予約 を 消し て お きま し 
よう 。 他 の 政 者 さん が 使用 され る か も し れ ま せん 


/ ーー 以上 お いて か ら が 望ま し いで すね 


候 評 珠 ^ さ ん 、 〇 〇 時 か ら シ ャ ワー の 予定 で し た が 、 こ れ か ら 食事 だ と 食後 すぐ に な っ て し まい ます 。 
それ で す と 消化 に よく な い の で 、 お 時 間 を 変更 し た い の で す が よろ し いで すか ? 


か まわ な いよ 。 


ああ 、 大 丈夫 だ よ 。 その 時 間 な ら 恒 較 し て いる か も し れ な いな 。 


し = ょ ) わか り ま し た 。 時 間 に な っ た 声 を か け (に きま す 。 


今回 の 場面 で は 、 赴 者 さん の 「 面 会 前 に シ 


マ ャ ワー を 浴び た い 」 と いう 思い を 学生 が 知 
ご っ て いま し た 。 吉 者 さん の 意思 が わか ら な 
c い 場 合 は 指導 者 さん に 相談 する 前 に 、 悪 者 


さん に 時 間 変 更 を 希望 する の か 、 ま た は 翌 
日 に し た いか な ど 、 思 いや 理由 等 を 確認 し 
Y て お く と よい で し ょ う 


( 指導 者 MM: 


A さ ん に シャ ワー 浴 の 時 間 変更 の 許可 を も らい まし た 。 
前 の 予約 は 消し て 、 変 更 し た 時 間 に A さ ん の 予約 を 記入 し まし た 。 
付き 浅 い よろ し く お 願 いし ます 。 


@ 較 了 隊 告 を あり が と う 。 一 緒 に 援助 し て いき まし ょ う 。 
し ょ ょ ) よろ し く お 願 いし ます 。 


point 


最終 報告 を し て 指導 者 さん に 援助 の 付き 添い の 許可 を も ら え まし た 。 

(ep これ で 行動 明 整 が 完了 し まし た 。 
に ウツ / 行動 調整 を 円 滑 に 行う た め 、 知 識 を 基 に し た 根拠 の ある 状況 判断 と 説 
J し | 少 | 胃 . 科 告 な E の コミ ュ ニ ケー ショ ン 能 力 を みか がい て いき まし ょ う 
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ー ゆ 9 の 生 咽 計 吸油 


人 
計画 LE 


夜勤 の 看護 師 さ ん か ら の 報告 で 、 受 け 持ち 患 
者 さん が 夜間 に 発熱 し た こと を 朝 に 知り まし 
た 。 今朝 も 38 て あっ た よう で す 。 昨 日 の 実習 
終了 時 に は 熱 も な く 、 悪 者 さん と も 相談 し て 今 
日 の 計画 に は 洗髪 と 散歩 と コミ ュ ニ ケー ショ 
ン 、 バ イタ ル サ イ ン 測 定 を 計画 し て いま し た 。 
『 患者 さん も 楽し み に し て いた の に ……。 


と 
R Sb mm ss pn 
い 
Y 
D point 
/ 
C 学生 は 前 日 の 実習 終了 時 まで の 情報 を も と に し 
4 て 行動 計画 を 作成 し て いま す 。 夜間 に 体調 が 変 
拓 わっ た の な ら 、 現 在 の 患者 さん の 状態 に 沿っ た 
ざ 計画 で は な く な っ て いま す 。 
/ 昨日 じっくり と 考え た 行動 計画 だ と 思い ます 
z 1 が 、 寺 者 さん の 安全 ・ 安 楽 を 優先 する た め に 行 
ロ 動 計画 の 変更 を 選択 し まし ょ う 
ヽ 
Y 


指導 者 証 WMii 


起 旦 物 昨日 、 受 け 持ち 患者 さん と 相談 し て 洗髪 、 散 歩 を 行 
い 、 コ ミュ ニケ ーション 、 バ イタ ル サ イ ン 測 定 を 実 
施し よう と 思い 計画 し て きま し た が 、 患 者 さん が 発 
熱さ れ て いた の で 、 行動 計画 を 変更 し よう と 思っ て 
いま す 。 


そう で すね 。 ど の よう に し よう と 思っ て いま すか 。 


まず は ど ご 挨拶 に いつ て 、 愚 者 さん の 様子 を 見 て きた 
いと 思っ て いま す 。 


わか り ま し た 。 夜間 帯 の 情報 も 見 て お きま し ょ う 。 
電 琴 符 は い 。 わか り ま し た 。 
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ゴル 還 休 調 半 構 化し 、 」 
了 ザ 中 止 ビ にせ ュ ン し L し まっ! 


point 


どう し よう …… 。 まず は 行 
動 計画 を 変更 する つも り 
で ある こと を 、 指 導 者 さん 
に 伝え に 行か な くち ゃ ! 


point 


point 
夜 問 帯 の カル テ を 見 て みた 
ら 、 朝 8 時 に 解熱 剤 を 飲ん で 
いた みた い ! 今 の 体調 や ニ 
ー ズ は どう な っ て いる か 、 情 
報 収 集 し て こよ う 


まず は 現在 の 悪者 さん の 状態 を 把握 する こ 
と か ら 始 まり ます 。 夜 問 帯 の 情報 と 現在 の 
圭 者 さん か ら の 状態 か ら 情報 を 得 て 、 教 
上 只 、 指 導 者 さん に 相談 し な が ら 行 動 調整 を 
行っ て いき まし ょ う 


@ 王 二 へ 挨 柳 情報 収集 還 昌 語 


お は よう ご ざい ます 。 お 熱 が 出 て 体調 が すぐ れ な いと お 聞き し まし た 。 
そう な の よ 。 夜 か ら 熱 が 出 て 、 熱 さま し で 今 は 少し 下がっ た の だ けど 、 ま だ 体 が だ る い の 。 


電 琴 符 そう な の で すか 。 熱 が 出 て 大 変 で し た ね 。 少 し 下がっ た と いう こと で す が 、 ま だ お 体 が だ る い の で すね 。 


直正 葵 そう な の よ 。 髪 を 洗っ て も ら っ て 、 散 歩 する 予定 だ っ た の に で きそう に な いわ ね 。 楽し み に し て いた の に 。 


体調 が よく な る まで は 安静 に され て くだ さい 。 体調 が よく な っ た ら 髪 を 洗っ て 散歩 に 行き まし ょ う 。 


お 体 が だ る いと いう こと で す が 、 何 か お 困り の こと は な いで すか ? 


少し 汗 を か いた の で バジ ャ マ の 上 だ け で も 着替え た いわ 。 
わか り ま し た 。 看 護 師 さ ん に 相談 し て きま す 。 


point 
患者 さん か ら 直 に 体調 変化 の 状況 や 要 
望 を 聴く こと で 、 十 者 さん の 状態 が わ 
か り 、 ニ ー ズ を 知る こと が で きま す 


汗 を か いて いる な ら 、 寝 衣 交 換 と い 
っ し ょ に 清潔 ケア も 必要 だ よね 。 よ 
ー し 、 実施 方 法 を 先生 に 相談 だ ! 
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ー ゆ 9 の 厨 直 計 吸 洞 


《@ 詳 玉 ま 者 さん の 体調 が 交わ っ た の で 、 行 動 計画 を 変更 し た いと 思っ て いま す 。 
愚 者 さん に 挨拶 を し て 、 情 報 も 収集 し まし た 。 考 えて みた の で す が 、 較 いて いた だ け ま すか 。 


わか り ま し た 。 
起 琴 物 者 さん は 、 熱 は 下がっ て きた けれ ど 、 俺 怠 感 が ある と お っ し ゃ っ て いま し た 。 カ ル テ を 見 る と 
8 時 に 解熱 剤 を 使用 され て いま し た 。 洗 髪 と 散歩 も で きそう に な いと 言わ れ た の で 中 止 し よう と 思っ て いま す 。 


た だ 、 汗 を か いた の で パジャマ の 上 を 着替え た いと 和希 望 さ れ て いま し た 。 
で きれ ば 温 タ オル で 上 半身 の 部 分 清 拭 も し た いと 思い ます 。 


誠 暫 よい 考え で すね 。 部 分 清 拭 と 寝 衣 交換 は いつ 、 ど の よう に 行 お うと 考え て いま すか 。 
で きる だ け 早 く 実 施し た いと 思っ て いま す 。 熱 が 下がっ て いる 間 が よい と 思い まし た 。 バ イタ ル サ イ ン を 
測定 し て か ら 実 施し ます 。 俸 怠 感 が ある の で ベッ ド 上 位 か 長 学位 で 体力 の 消耗 を 避け た いと 思っ て いま す 。 


(g 訪 陳 そう で すね 。 少 し で も 体調 の 安定 し て いる と き に 実施 し まし ょ う 。 
バイ タル サイ ン と と も に 観察 する こと は 考え て いま すか 。 


泌尿 器 の 症状 の 有無 や 皮膚 の 状態 な ども 
バイ タル サイ ン 測 定時 と 寝 衣 交換 時 に 観察 し て いき まし ょ う 。 熱 の 変化 も 観察 で きる と よい で すね 。 


援助 内 容 や 方 法 は 見 えて きま し た 。 

で は 本 日 は どの よう な 目標 を も っ て 実習 を し て いき まし ょ うか が 。 
患者 さん に 
沿っ た 計画 に 


な り ま し た ! 


電 玉 馬 今 ま で の 話 の な か で 出 て きた キー ワー ド は 、 
異常 の 発見 と 体力 の 消耗 を 最小 限 に する こと 、 
そし て 患 者 さん に 快適 に 過ごし て も ら う こと で すね 。 
は い 。 
「 異 常 の 早期 発見 と 体力 の 消耗 を お さえ て 
患者 さん が 安全 に 安楽 に 過ごせ る 」 を 目標 に 援助 し て いき ます 。 
指導 者 さん と 行動 調整 を 行い 、 
患者 さん に バイ タル サイ ン 測 定 と 部 分 清 拭 、 
寝 衣 交換 の 相談 を し て 許可 を も ら っ て きま す 。 


point 
患者 さん の 体調 変化 に 応じ て 短い 時 


と ら え て 、 寺 者 の 自立 ・ 個 別 性 に 応 


point 


に 、 ゆ 、 


先生 に 相談 し た こと 
で 、 観 察 項目 や 目標 が 
ぼんやり し て いた こと 
に 気づけ た ! あと は 
case1(P.40) の よう に 
調整 すれ ば いい の ね 
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問 で 行動 調整 する の は 、 あ せり も あ 
り 、 難 し いと 思い ます 。 教員 と も 相 
談 し 患者 さん の 把握 と 必要 な 援助 を 
考え て いき まし ょ う 。 


看護 師 は 吉 者 さん の 看護 の ニー ズ を 


じ て 安 全 ・ 安 楽に 過ごし て も ら う た 
め に 援助 を 行い ます 。 

これ を いつ も 頭 に お いて 塞 者 さん の 
援助 計画 を 立て 、 行 動 調整 に 臨ん で 
いき まし ょ う ! 


『・ 拉 者 か ら 上 | 
記録 の ダメ 出し * 


記録 が 大 変 で : 
眠れ な い … 


記録 に 時 間 が 


そん な 人 に 読ん で ほし い ! + 
実習 記録 に 悩む 看護 学生 の た め の 


実習 記録 の 入門 書 / 


ご 注文 は 書店 へ お 願い し ます 。 = 当社 ホー ムペ ー ジ に て 試し 読み が で きま す 


Y 病棟 で の 実習 を 


が 多い …  『 ま わり の 人 より 


http:/www.-shorinsha.co jp/ 


主 な 内 容 

\* OK に な る 実習 記録 と は 

き 実 習 記 録 で 大 切な 看護 過程 の お さら い 

き oo ント 
ント ^ 者 護 診断 (問題 の 明確 化 


き 方 
き 実 習 記 録 を より よく する た め の よ く あ る 悩み QgA 
付録 実習 記録 に まつ わる ルー ル 


実習 記録 に 
つま ずい \ た と き 読む 本 


著 : ロー ザン 由香 里 ユア ナー シン グ 代表 
定価 : 50054 間 
B5 判 152 買 
1SBNG78-4 7965-2477-3 ーー 
/ し 計 み は 
8 こち ら _ 


] 日 の 流れ に i ロ っ て ナビ ゲー ト | 


計画 二天 か よく わか ち 8 mm 
看護 学生 の た め の rna 5 


e 実習 前 の 準備 
@ 8:30 一 日 の 行動 計画 を 調整 する 場面 
W 9: 30 環境 を 整え る こと へ の ケア 場面 


W 10:30 記録 物 か ら の 情報 収集 の 場面 
W 10:30 清潔 に する こと へ の ケア 場面 


行動 計画 ・ 看 護 手順 が よく わか る 


W 11 : 15 排 注 する こと へ の ケア 場面 
W 12 : 00 食べ る こと へ の ケア 場面 
13: 00 眠る ・ 休 上 息 する こと へ の ケア 場面 
W 14 : 00 動く こと へ の ケア 場面 

W 10: 00 バイ タル サイ ン の 測定 と 観察 の 場面 15:00 一 日 の まとめ の 場面 

W 全 人 的 理解 に 基づく ケア リン グ の 実践 
@ 行動 計画 の 記録 例 


看護 学生 の た め の 臨 地 実 習 ナ ビ ゅ wi 


編著 : 本 江 朝 美 (横浜 甘 大 学 看護 学部 基礎 護 学 / 大 学院 和 護 学研 究 科 ケア 技術 学 教授) 
キキ は ー ン ラー) 定価: 本体 価 格 2.000F+ 簡 B5 着 240 折 ISBN978-4-7965-2473-5 


⑬ 照 林 社 ご は 者 計 へ お 原 . し ます 。 < 当社 ホー ムペ ー ジ に て 試し 読み が で きま す 


『 http:/www.shorinsha.co.jp/ 


必要 な ′ ぐさ 5? 
技術 帳 
\a 実 習 に これ 1 冊 ! 


で に た まっ FN 
母性 ・ 小 児 実 習 ぜん ぶ ガ イド 
編著 [母性] 古川 亮子 (順天堂 大 学 保健 看護 学 部 母性 看護 学 分 野 ・ 先 任 准 教授 ) 
[小児] 市 江 和子 ( 杏 隷 クリ スト ファ ー 大 学 和 看護 学 部 小児 看護 学 ・ 教 授 ) 


る 計 用 用 隊 だ 価 : 本 体 1.400 円 二 税 AB 判 -136 頁 ISBN978-4-7965-2443-8 N、 


【 母 性 】 【 小 児 】 
お も な 0 見 て わか る ! 妊娠 ・ 分 既 ・ 産 宴 の 基礎 知識 人 見 て わか る | 小児 の 成長 発達 段 階 別 特徴 
内 容 @ 産 弱 期 を 受け 持つ た め の 和 妊娠 一 産科 まで の アセ スメント @ 小児 の 成長 ・ 発 達 段階 別 アセ スメント 

@ 知っ て お きた い ! 妊娠 ・ 分 強 ・ 産 密 期 の 異常 知っ て お きた い ! よく 受け 持つ 疾患 の 知識 


の お さえ て お きた い 母性 看護 技術 の お さえ て お きた い 小児 看護 技術 
| プチ ナー ス 2017 年 5 月 隊 時 震 刊 号 を 書 人 化 し まし た | ーー 


国 上 記 回 
@】 照 林 社 と 注文 は 書店 へ お 願い し ます 。 当社 ホー ムペ ー ジ に て 試し 読み が で きま す 
ロ http:/Www.shorinsha.co jp/ | 


編集 ⑯ プチ ナー ス 編 集 部 
価格 : 本 体 1.200 円 + 
AG 変型 利 プ カー ド 24 枚 
ISBN978-4-7965-7009-1 


領域 別 な どす べ て の 実習 で 本 当 に 必 
要 な 数 値 や スケ ー ル 、 観察 項目 な ど 
を カー ド の 両面 に 凝縮 。 カー ド の 素材 
は 柔らか いけ れ ど 丈夫 で 折れ に くく 、 
水 や アル コー ル に も 強い の で 安心 


監修 @ 石 塚 睦子 

編集 ブチ ナー ス 編 集 部 
定価 : 本 体 925 円 + 科 

文庫 判 (A6 変 型 判 )/128 頁 
ISBN978-4-7965-2335-6 


人 体 の 解剖 イラ スト や 、 ア セス メン 
ト に 役立つ スケ ー ル 、 看 護 技術 に 関 
する 数 値 、 検 査 値 看護 用 語 、 
語 な ど を 掲載 。 授業 ・ 実 習 ・ 国 試 
に 役立つ 知識 を コン バク ト に 擬 錠 


③ 照 林 社 @⑯ ご 注文 は 書店 へ お 願い し ます 。 ホー ムペ ー ジ ば 
Tn 人 当社 ホー ムペ ー ジ に て 試し 読み が で きま す ! 暫 http://www.shorinsha.co.jp/ こち ら か ら 


> 疹 D ゅ グ @ の 


錠 強 済 - 


いつ も 成績 優秀 な あの 人 、 い っ た い ど ん な 勉強 を し て いる の だ ろう ……? 
時 間 の 使い か た 、 テ スト 勉強 や 実習 の 事前 学習 、 国 試 の 勉強 の 方 法 、 プ リン ト 整 理 術 な ど 、 


気 に た な る こと を ぜん ぶ 教 わっ て きま し た ! 


還 レ ーー ニー 
還 E 王 議 フチ ナ ー ス 務 集 部 


アン ケー ト 協 カ 1 一 4] 東京 有明 医療 大 学 看 護 学 部 看護 学科 、 東京 医療 保健 大 学 東が丘 ・ 立 川 看 護 学 朗 看 斉 学 科 、 東京 衝 守 病院 看護 専門 学校 な どの みな さん (学年 は 2019 年 度 の も の ) 
Part5 ]2019 年 度 プチ ナー ス 特 派 中 


(で ) " 明 中 の レジ ュ メ 術 の) "< フリ ント 整理 術 (Pys テ スト 勉強 条 


6 の MYENTS 一 


5 あめ 


() /…* 暫 の 準備 事前 学習 術 紅き ror: 国 試 策 条 


まず は 授業 内 容 を も っ と 効果 的 に 身 に つけ る 方 法 を 紹介 ! 次 の 方 法 で 授業 中 に レジ ュ メ に 書き 込み を し て お く と 、 
いつ 見 て も 思い 出す こと が で き 、 理 解 し や すい レジ ュ メ が 完成 し ます 。 あ と か ら レ ジュ メ を 見 て 
勉強 を が ん ば る と いう より は 、1 つ ひと つの 授業 を し っ か り 聞 き 、 で きる 限り 授業 内 で 完結 させ せま しょ う ! 


= 三条 に 0 


《@ 上 9 ホシ ー ト て 隠せ る マー カー\ 引 く < : 本 


うす こと や ある 。 


し し Ns 
ー し っ の り と 補え る 、 そ ー 3 も JN4 TECV jofc 
ー 宅 き の 恒 を 筐 る 、、、 て すっ ゃ た 役 只 

・ 還 況 の 皮 が り に より 、 生 画面 や 大 が 引 こ ee 


私 は レジ ュ メ の テス ト で 出 そ う な と ころ に 赤 シ ー ト で 隠れ る 


(、・ EE 
ba 縁 の マー カー を 引い て いま す 。 こ れ で 改め て ノー ト に まとめ M ンー ー 和 の Sr hr 
2 直さ な く て も 、 す ぐに テス ト 勉 強 で きる 形 に な り ま す 。 を 

また 、 穴 埋め タイ プ の レジ ュ メ で は 、 穴 埋め 部 分 の 単語 も 大 【 ーー ーー 誠 
事 な の で 、 赤 シー ト で 隠れ る 黄色 の ペン で 記入 し て いま す 。 ト 

便所 硬 生 入 商 層 の 本 けり は 、 凍 や ほ 重 し て 多重 自在 報国 する 。 
(D さ ん ・ 大 学 3 年 生 ) 4 


be 
co 


《⑫9 千 生 の 話 を よく 聞き を 、 質 問 す 3 


レジ ュ メ に は 載っ て いな い 先 生 の 補足 説明 は 
メモ する よう に し て いま す 。 

授業 中 に わか ら な か っ た 部 分 は 、 先 生 に 授業 
後 すぐ に 質問 し に 行っ て 、 そ の 場 で 解決 する 
と テス ト 前 に あわ て な く て 済み ます 。 

(J さ ん ・ 大 学 3 年 生 ) 


@ マー クミ 書き 込む 


授業 中 に 先生 が 重要 と 言っ た と ころ 、 国 試 や テス ト に 出る と 
言っ た と ころ は 、 す か さ ず レジ ュ メ に チェ ッ ク を 入れ る よう op 
に し て いま す 。 右 の よう に 、 す ぐに 書き 込め る マー ク が お す 図 2 


すめ で す ! 関連 する 教科 書 の ペー ジ や 図表 番号 も 忘れ ず 入 
れる よう に し て いま す 。  (C さ ん ・ 専 門 学校 3 年 生 ) 国 試 に 出る と ころ 教科 書 の ペー ジ ・ 図 表 番号 
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授業 で 配布 され る プリ ント や レジ ュ メ は 、 授 業 の 回 数 が 重なる た びに ば ら ば ら に な っ て し まい 、 
テス ト 前 に 必要 な も の が 見 つか ら な く な っ て し まう な ん て こと も ……。 以下 か ら 自 分 に 合っ た 
プリ ント 整理 術 を 見 つけ 、 必 要 な レジ ュ メ を すぐ に 取り 出せ る よう に し て お きま し ょ う ! 


《@ 上 W 衝 フ ァイル 派 


科目 ご と に 紙 フ ァイル に まとめ て 、 痛 表紙 と 
表紙 に 科目 名 を 書き ます 。 色 も 科目 ご と に 分 
け 、 そ の 日 に 取り 出し た も の を 棚 の 一 番 右 に 
置き 、 曜 日 ご と に 順番 に 取り 出せ る よう に す 
る と 便利 で す 。 (B さ ん ・ 大 学 3 年 生 ) 


《⑯9 ベー パー ファ スナ ー 派 

私 は か さば る の が 嫌 な の と 、 科 目 数 が 多い の で 、 ペ 
ー パ ー フ ァ ス ナー を 使っ て 科目 ご と に まとめ て いま 
す 。 表紙 を レジ ュ メ に する と 、 何 の 科目 か を すぐ に 
確認 する こと が で きま す 。 ま た 、 終 わっ た 科目 は 大 
きめ の ファ イル に 、 精 神 ・ 母 性 ・ 小 児 … な ど 、 領 
域 ご と と に まとめ る よう に し て いま す 。 

(E さ ん ・ 専 門 学校 3 征 生 ) 


守 中 雇 土 う ユミ テ 判 性 キ 


ペー バー ファ スナ ー に ペン ケー ス 等 に 入れ て も 終わ っ た 科目 は 大 きめ の ( ら 7 
科目 名 を 書い て も か さば ら な いよ ! ファ イル に 所 じ よう 


上 2 リア ファ イル 派 


\N こ の ファ イル も 便利 !/ 


各 科 目 を クリ アフ ァイル に まとめ て 、 イ ン デ ッ ク 
ス で 科目 名 を 書い て いま す 。 複数 の 先生 が いる 場 
合 は 、 先 生 の 名 前 を イン デック ス に 書き 、1 枚 目 
の 資料 に 貼り ます 。 

各 授業 の 資料 の 1] ペー ジ 目 に も 先生 の 名 前 ・ 日 付 
・ テ ー マ (「 排 港 」、『 消 化 器 」 な ど 自 分 が 想起 し や 
すい 用 語 )・ 何 回 目 の 授業 か 書い て お く と より 整 
理 し や すい で す 。 (| さん ・ 専 門 学 校 1 年 生 ) 


読者 プレ ゼン ト 
キャ ン バ ス 「 プ リン ト も と じ や すい 
2 六 ル ー ズ リー フ バ イン ダー」( ド 
ロー イン グ テ イ スト ) を 6 名 様 に プ 
レ ゼ ント ! (くわ し く は P9 へ ) 
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どん な 方 法 で 勉強 し て いる の か 、 教 えて も らい まし た ! 


た 着 完 トッ ズ の 旬 謀 時 間 


ふだん の 勉強 時 間 ( 平 日 ) 


う .6 笠間 


(課題 も 含め て ) 
多い 人 で 6.5 時 間 、 少 


テス ト 勉 強 を 一 生 懸 命 す る こと は 成績 が 上 が る だ け で な く 、 実 習 や 国 試 に 生か せる 知識 を 
身 に つけ る こと に も つなが り ま す 。 学年 トッ プ の 人 た ち が ど ん な スケ ジュ ー ル や 時 間 の 使い か た で 、 


テス ト 前 の 勉強 時 間 ( 平 日 ) 


ァ ゃ や 


(課題 も 含め て ) 
多い 人 で 8 時 間 、 少 な 


な い 人 で も 2 時 間 勉 強 い 人 で も 3.5 時間 勉 強 
し て いま す 。 し て いま す 。 

テス ト 勉 強 を は じ め る の は 何 日 前 ? 7 July 2020 
の 通 間 前 | 周 間 前 


P48 の レジ ュ メ 術 な どの 方 法 で ふだん か ら テ スト に 向け て コツ コ 
ツ 勉 強し て いる 人 と 、2 週 間 前 1 週間 前 に か け て 本 格 化す る 人 
が 多い よう で す 。 早 い 人 は 3 週間 前 か ら は じ め て いま す 。 次 ペー 
ジ で は 2 週間 前 か ら の テス ト 勉 強 ス ケ ジ ュ ー ル を 紹介 し ます ! 


Sfarl | 12 


ー 


| se | we | mm | ry 還 計 | 
1 2 3 4 | 5 


吊 馬 中 司 ) 
24 | 25 | z 


勉強 時 間 を つく る コツ は ? みな さん の 話 を まとめ る と 、 以 下 の 3 つ の コツ が ある よう で す 。 


1 [2 に て に 夕食 0 時間 

勉 竹 する お 風呂 終わ 5 ぜ る 3 有効 活用 

学校 に 早く 行っ て 勉強 する 、 も し く は 。 ! その 人 の 生活 スタ イル や その 日 の 予定 に も  : 国 計 人 去 問 の アプ リ だ け で な く 、 小 テ 
授業 が 終わ っ て か ら その まま 学校 で 免 ′ より ます が 、21 時 まで に 夕食 と お 風呂 ! スト や 暗記 に 必要 な レジ ュ メ や 教科 書 
強 す る と 、 だ ら だ ら せ ず に まとまっ た  : 終わ ら せ 、 そ こ か ら の まとまっ た 時 間 で 勉 | を あら か じ め ス マ ホ で 撮っ て お く と 、 

時 間 勉強 する こと と が で きま す 。 強し て いる 人 が 多い で す 。 電車 な どの 移動 中 で も 見 や すい で す 。 


バイ ト き #& い て いる 人 は ば ? アル バイ ト は な る べく 金曜 日 ・ 土 曜日 に 入れ まし ょ う 。 平日 は 授業 に 集中 し て 日 曜日 は 休む な ど 、1 周 間 の パタ ー ン づく り も 大 切 で す 。 


真 学年 トッ プ の テス ト 和 勉強 スケ ジュ ー ル 


1 週間 


に 】 


ブー トブ くり 
基本 的 に は P.48 で 授業 中 に 書き 込み を し た レジ ュ メ 
を 活用 し ます が 、 複 雑 で 覚え に くい 部 分 な ど は 自分 
で ノー ト に まとめ る こと を お すす めし ます ! 


絵 や 字 、 レ イア ウト は こだわ りす ぎ ず 、 自 分 が 
理解 で きれ ば 大 丈夫 と いう 気持 ち で つく る こと 
が 大 切 で す 。 こ だ わる と 、 な か な か 終わ ら な く 
な っ て し まい ます 
(A さ ん ・ 大 学 3 年 生 ) 


何 度 を 読 せ Te 


P.48 で 授業 中 に 書き 込み を し た レジ ュ メ や 2 週間 前 
か ら つ くっ て いた まとめ ノー ト を 活用 し 、 赤 シー ト 
で 隠し な が ら 何 度 も 読み まし ょ う ! 暗記 で き て い 
な いも の に は 「 正 」 の 字 を つけ て いき 、「 正 」 の 字 が た 
くさ ん つい た と ころ は 何 回 も 繰り 返す と 効果 的 で 
す 。 こ れ を テス ト 前 日 まで 繰り 返し ます 。 

また 、 余 裕 が ある 場合 は 穴埋め の 一 問 一 答 を つく り 
まし ょ う ! 


自分 で 一 問 一 等 の 問題 を ノー ト に つく る と 、 ど 
ん な 文 で 出題 され て も 答え られ る よう に な り ま 
す 。 ア プリ で 問題 を つく る の も お すす めで す ! 

(A さ ん ・ 大 学 3 年 生 ) 


チェ ッ ク / 


テス ト で は 国 試 の 過去 問 が 頻出 な の で 、 テ スト 前 に 
見 て お く と 安心 で きま す 。 最 近 の 国 試 は 臨床 で 必要 
と され る 内 容 が 多く 、 教 育 内 容 で も 実践 的 な も の が 
求め られ て いる か ら で す 。 テ スト 範囲 の 国 試 の 問題 
は 、 人 過去 問 ア プリ で ワー ド 検 索 す る と 探し や すい で す 。 


SGGGGGGG で て て て て GtC て CSttS て 
93 8 っ コマ ユ " キュラ ェ ニュ ーー ニーー ィ ー 


に やこ に も に に 3 


早く 寝 3 


授業 中 に 書き 込み を し た レジ ュ メ 、 ま と め ノ ー ト 、 
自作 の 一 問 一 窒 、 テ スト 範囲 に 関連 する 国 試 の 過去 
問 の 最後 の 見 直し を し ます 。 記 憶 が 定着 する よう 
に 、 テ スト 当日 頭 が は た らく よう に 、 前 日 は 早く 寝 
まし ょ う 。 
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革 本 本 寺 う コミ テア 判 性 キ 


part4 実 替 の 準備 ぁ 乱 級 年 稚 7 


実習 の 事前 学習 は 、 実習 が 始ま る 2…3 日 前 に 取り か か る 人 が 多い で す が 、 な か に は 30 日 前 か ら 準 備 し 始め る 
人 も いま す 。 先 生か ら 出 され た 事前 課題 だ け で 精 一 林 と いう 人 も いる か も し れ ま せん が 、 実習 が 始ま っ て か ら で は 
じっくり 調べ る 時 間 は あり ませ ん ! 簡単 な 事前 準備 も ある の で 、 ぜ ひ 取 り 入 れ て み ま し ょ う 。 


受け 持ち 患者 さん の 疾患 が わか ら な い 場 合 


「 受 け 持ち 愚 者 さん の 疾患 が わか ら な い 場 合 」 は 、「 わ か る 場合 」 : や 教科 書 、 授 業 で 使用 し た レジ ュ メ の 活用 、 実 習 に 行く 病棟 の 
より も 幅広 い 準備 が 必要 と な り 時 間 が か か り ま す 。『 看 護 実習 疾患 の 国 試 を 解く こと を お すす めし ます ! 
クイ ッ ク ノ ー ト 』 シ リー ズ ( 照 林 社 、 各 領域 別 本 体 900 円 二 税 ) 


福 『 看 護 実 習 ク イッ クノ ー ト 』 の 活用 


私 は 『 看 護 実習 クイ ッ ク ノ ー ト 』 に 薄め 
の ノー ト を セッ ト し 、3 引 っ か け や す い 
カラ ビ ピナ を つけ る 準備 を し て いま す 。 
これ で メモ と 実習 に 必要 な 知識 が ぎゅ 
っ と 1 冊 に まとまり ます 。 

(A さ ん ・ 大 学 3 年 生 ) 


= ュー 
ーー 
村 箇 村 人 
提要 
分 伯 人 
し ーー 
吐 気 | 
ド し に 
情報 収集 し や すく する た め 、「 看 護 ーー 
実習 クイ ッ ク ノー ト 』 に つけ た 薄め mm 
の ノー ト に は 、 自 作 の 表 を 貼り つけ L コ 


て いま す 。 行く 病棟 が 決ま っ た ら 、 
病棟 の 患者 さん の 特徴 か ら 考 えた チ 
ェ ッ ク 項 目 を 書き 足し て お く と 、 初 
日 の 情報 収集 が 早く な り ま す 。 
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教科 書 や レジ ュ メ の 活用 


薬 や 症状 、 検 査 値 、 検 査 方 法 を ノー ト に まとめ よう と する 
と きり が な い の で 、 私 は 関連 する 授業 の レジ ュ メ を 集め た 
ファ イル を つく っ て いま す 。 

また 、 指 導 者 さん に 聞か れ た こと や 、 わ か ら な か っ た こと 


が すぐ に 見 つけ られ る よう に 、 教科書 や レジ ュ メ に イン デ 
ックス を 貼っ て いま す 。 (A さ ん ・ 大 学 3 年 生 ) 改 


座 国 試 の 過去 問 を 解く EEP 


賠 30 完 半 和 投 に 含ま れ な い の は どれ か 、 
1 電子 健 立 モン ター 


実習 に 行く 病棟 の 国 試 過 去 問 ea 
を 解く こと で 、 そ の 領域 の 要点 PT 
が わか り ま す 。 実習 準備 と 国 試 コー ーー 
勉強 の 両方 が 一 気 に で き て し ま 廊 
いま す ! 間 34 更 民 計時 に つい て 主 っ て いる の は どれ か 。 学 
1、 ま 呈 條 の 革 拓 は 喝 産 者 侍 を 近 う 評 要 を サイ ン で ある 。 年 
(F さ ん ・ 専 門 学校 3 年生 ) 2 ホネ ア レタ ト と は 子ども を 主 華 で 衣 買 し た り 、 才 大 する こと で ある 。 ト 
3. 疹 伴 が 許 わ れる と き 、 折 導 作 選 は 旬間 誌 所 に 通 街 する 表 導 間 『 SL ッ 
ある 。 者 
4、 子 ど 6 を 得 宅 きせ る と 安全 が 確 逢 で き な い と 時 わ れる と まほ ま PA 
の 二村 が 一介) を 行う 。 4 の 
ニ 勉 
較 
法 
た 
受け 持ち 患者 さん の 疾患 が わか る 場合 
「 受 け 持ち 患者 さん の 疾患 が わか る 場合 」 は 、「 わ か ら な い 場 合 」 し て 、 事 前 に 調べ られ る だ け 疾 患 を 調べ て お く と 後 か ら 楽 で 
より も 内 容 を 絞っ た 準備 を する こと が で きま す 。 図書 館 を 利用 す 。 
宮 調べ て お く こ と リス ト 
事前 学習 の / 
マー カー に 便利 ! 
日 解剖 生理 疾患 を 教科 書 や 参考 書 で 調べ 、 印 刷 し 重要 箇所 に 
日 症状 マー カー を つけ 、 フ ァイル に まとめ て いま す 。 ま 
日 合併 症 た 、 疾 患 に か か わる 解剖 生理 を 見 直し て いま す 。 ト 『/ 
治療 方 法 どの よう な 経過 を た どっ て いく の か 、 ど の よう な 1 目 
疾患 の 原因 情報 が 必要 な の か 、 観 察 項目 な ども 含め 事前 に 挙 
日 病 紫 関 連 図 すす 読者 プレ ゼン ト 
け 持ち 患者 さん の 年 齢 に 合わ せ た 看 護 技術 の 復 1 本 で 2 色 引 ける マー カー ペン 
日 薬 の ・ 
薬 作用 恒 作 用 習 も し まし た 。 (E さ ん ・ 3 年 生 ) の お 委 和 
日 基準 値 ・ 平 常人 ( く BL く EPS 
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Part5 賠 便 好 征 伏 


学生 生活 の 最後 の 難関 が 国 試 で す 。 卒 業 し た ば か り の 先輩 た ち に 、 アン ケー ト 折 カ : 2019 生 義 フ ナーズ 特 泊 
最終 学年 の 春 か ら ど の よう な 流れ で 国 試 を 勉強 し た の か と 、 
低 学年 か ら コ ツ コ ツ や る べき 国 試 対策 を 聞い て み ま し た 。 


護 最 終 学年 の 国 試 対策 / 
\ 先 輩 の 声 / 


@ 過去 問 ア プリ の イン スト ー ル 


私 は 春休み に 必修 の 問題 集 
き 過去 問題 集 な どの 購入 を 3 周 し まし た 。 こ れ 以 
e 模試 で 問 違え た と ころ の 見 直し 降 、 実 習 で 忙し いと きも 要 
試 の 見 直し と 過去 問 ア プリ 

は 継続 し まし た ! 


5 月 一 6 月 の TO DO 


き 実習 の 準備 や 事前 学習 を 国 試 の 勉強 に つなげ る 
き 採用 試験 の 筆記 問題 対策 と し て 必修 問題 集 を 1 周 する 


\ 先 輩 の 声 / 


入 元 実習 の 内 容 に 治っ て 過去 問題 集 を 進め まし 

| = つい た 合え ば 、 精神 等 の と き 、 土 日 は 実 

(5) の 予告 や 準備 、 日 曜日 精神 の 国 試 過去 問題 集 を 
クウ 集中 し て 行う 日 と 決め て 取り 組み まし た 。 


\ 先 輩 の 声 / 


ee 夏休み は 過去 4 年 分 の 試験 を 実際 に 時 間 を 計っ て 解 


き 一般 ・ 状 況 設定 問題 も 解き 始め る き 、 復習 に 時 間 を か け ま し た 。 そ こ か ら 苦 手 分 野 を 
き 復習 に 時 間 を か ける 把握 し 、 過 去 問題 集 で 苦手 な も の に 集中 し て 取り 組 
e 苦手 な 分 野 に 集中 し て 取り 組む む 時 間 を つく り ま し た 。 好き な 科目 と の バラ ンス を 
e 予想 問題 集 の 購入 を 検討 する 考え な が ら 行 うと 飽き まま せん よ ! 
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\ 先 輩 の 声 / 
9 月 一 10 月 の TO DO 
授業 が な く て も 勉強 の た め 朝 か ら 夕方 ご ろ まで 学校 に 


= = 行き 、 勉強 時 間 を 確保 し 、 生 活 リ ズム を 整え まし た 。 
= 一 般 ・ 状 況 設定 問題 集 の 1 周 目 を 終え る 
見 末 し が 必要 な 問題 に は 付箋 を 貼り 、 解 ける よう に な 
苦手 な 分 野 の 問題 の 2 周 目 を 終え る 6 0 


を っ た ら 公 が す よ うに し て 、 付 箋 が ゼロ に な る まで 半 り 
実習 の 準備 や 事前 学習 を 国 試 の 勉強 に つなげ る | 衣 り 選 く まう に じ て い まし た 


(5 月 一 6 月 同様 ) 


11 月 一 12 月 の TO DO 


e ] 1 月 に は 必修 問題 集 を 終わ ら せ る 
e 12 月 まで に は 過去 問題 集 を 最低 で も 1 周 は 終わ ら せ る 
予想 問題 集 に 取り 組み は じ め る 

\ 先 輩 の 声 / 

私 が 通う 専門 学校 の 11 月 一 12 月 は 、 実習 が 終わ っ て も 


看護 研究 や 複数 の 模試 、 い ろ ん な 科目 の 試験 が あり 、 国 
試 の 勉強 を 一 番 確保 で き な か っ た と 思い ます ……。 し か 


し 、 こ れ ま か ら の 積み 重ね が ーー ンー 
あり 、 復 試 で は 安定 し た 成績 を 取る こと が で きま し た 。 ーー 
年 が 5 コツ コツ や る べき 国 試 対 
太 低 学年 か 5 コツ コツ や る べ 策 / 
国 試 対策 は 早く 始め る べき と いう 声 が 非常 に 多く 聞か れ ま し た 。 
少し 意識 を 変え る だ け で 、 低 学年 か ら 簡単 に で きる 国 試 対 策 を 紹介 し ます ! 
P7i の 
ミニ 特集 も 区 
訂正 ノー ト # つ く 3 解剖 生理 1 到 張 i スマ ホ て スキ マ 
テス ト で 解け な か っ た 問題 を ま と 基礎 き 築く 時 間 に 学 習 する 
め ぬ て お く ノ ー ト を つく っ て お きま 「 早 く や っ て お け ば よかっ た …」 と 過去 問 アプ リ で 通学 時 間 や 移動 時 
し ょ う ! 絵 や 図 を 描い て 自分 で いう 声 が よく 聞か れ ま す 。 疾患 理 解 間 な ど を 有効 活用 し まし ょ う ! 
わか りや すく し て お く の が ポイ ン の 基礎 な の で 、 授 業 や テス ト を 大 事 Instagram で 勉強 アカ ウン ト や 語 
ト で す 。 こ の 復 暫 だ け で も 、 国 試 に し まし ょ う ! 病態 生理 の 復 召 に 言 合わ せ を 参考 に する の も お すす 
対策 に 少し 余裕 を も て ます 。 な り 、 実 習 で も 役立ち ます よ 。 めで す 。 
プチ ナー ス WEB& 
i 品 5 月 号 か ら の 新 連 載 、 
必修 問題 を 実習 の 事前 学習 「# ご ろ プロ 」 も お すす め ! 
コッ コツ 解く て も 国 試 ほ 意識 する 
国 試 合格 に は 必修 問題 の 8 割 以上 実習 と 国 試 は つ を が っ て いる こと 
の 正答 率 が 必要 に な り ま す が 、 必 を 常に 意識 する こと が 大 切 で す 。 ーー ro 
還 ココ つた 日 に ヽ 則子 
修 問題 は 低 学 年 か ら 理解 し や すい 実 の 事前 学習 と し て 、 了 関連 する ーー 
も の も 多い で す 。 授業 で 習っ た 部 国 試 の 過去 問 を 解く こと で 、 記 層 か りや すく 、、 使 うこ と が か な り 多かっ た と 旭 い ます 
分 は コツ コツ 解く よう に し まし ょ に 定着 し や すく な り ま す 。 
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守 中 雇 寺 うさ ミ テ 判 性 キ 


3 本 神 疾患 に 
8 か か わ る 人 が 


日 本 の 医療 現場 に お ける 基本 的 な 看護 業務 人 


に 関連 する 英語 コミ ュ ニ ケー ショ ンカ の 習得 ao SS ヨ 

を 目標 と し て いま す 。 外 国人 患者 の 入院 か ら ここ で 

退院 まで を 10 の Chapter で 構成 し 、 看 護 に ピー に 4 Wa | 訪 
特 化し た 語 象 や 表現 を 効果 的 に 学ぶ こと が 『 


で きま す . 付 属 CD に は 、 看 護 師 と 外国 悠 者 芝 
の 実践 的 な 会 話 を 豊富 に 収録 し て いま す 。 著 ・ イ ラス ト 原 案 


- 西井 重 超 精神 疾患 に 
1 55322a* が か わる 人 


「Nursing English in Action| を 学習 し た 学生 の 修得 度 を 測定 する こと が で きま す 。 


\TOPEC: Tests of Professional Engllsh Communication 


ヾ に つつ 
四 英語 教師 用 ガイ ド ・ ブ ッ ク 四 オ ン ラ イン コー ス 開 講 中 さま ざま な 場面 で 出会う 」 が 最 初 に 


[Nursing English in Actlon|  m 看護 敵 語 テキ スト “対応 に 困 る 人 "と 読 k む 本 er 


を 用 いた 授業 に 役立つ 補足 や 解説 ・ INursing English in Actionl コ ー ス うま く か か われ る 


ワー クシ ー ト 等 も 用 意 さ れ て いま す 。 mm 『BLS 英 語 | コ ー ス 補助 教材 と し て も ご 活用 が で きま す 。 ヒン ト が あり ます 


特定 非 営利 活動 法人 


I 則 選 嘩 プロ フェ メシ ョ ナル イン グリ ッシュ 定価 : 本 体 1,600 円 + 税 
lrrmmu er preeiowal Enelew Cmmenicaten コミ ュ ニ ケー ショ ン 協 会 A5 判 /168 貢 語 に に 
〒107.0052 東京 者 港 区 赤坂 2-.2-19 ア ドレ スピ ル 2 階 |SBN978-6-7965-2448-) 還 紹 ORGIPTR 
TEL.03-3568-1647 E-mail: contact@ipec.orjp 


https://nurse.ipec.orjp/ ③ 照 林 社 @http://www.shorinsha.co.jp/ 


ビジ ュ アル 


\ POINT! / 
アセ スメント と - | : 
ケア に つなが る ! | 
必要 な 基準 や ポイ ント が | 
まとめ られ て いる よ ! 


実習 で よく 出合 う 
状 通 


必要 な フィ ジ カ ル ア セス メン ト と 


わか る ! 使え る ! 


バイ タル サイ ン ・ フ ィ ジ カル アセ スメント 


6 亡 有 先着 : 中 村 充 浩 東京 有明 医療 大 学 看護 学部 講師 定価 : 本 体 1.900 円 二 税 AB 判 152 頁 


- を 回 回 
き ご 注 文 は 書店 へ お 願い し ます 。 当社 ホー ムペ ー ジ に て 試し 読み が で きま す 
を @ 【@】 照 林 社 』 http:/Nwww.shorinsha.co jjp/ 半 


看護 学生 の 「 ち ょ っ と 言い た いこ と 」 や 「 あ る ある 」 を 
みん な で た の し く シ ェ ア し よう ! 


箇 話 大 多 る &、 
る 人 選 説 償 の 交 窟 し い 〆 


最終 学年 で も 看護 学生 1 年 目 で も 、 読 uu 
むと 自分 に と っ て プラ ス に な る 内 容 EN 

で す 。 学年 が 上 が る に つれ て 、 読 むこ き ) 

と が 楽し く な り ま す 。 


を な な 、5 年 生 


SSN SS 夫 悠 昭 が あか り 家 守 ノ 
国語 jjEl( 全 問 選 回 加 32S 光 3 プチ ナー ス を 読め ば 、 知 識 が 増え る の は 
も ちろ ん 、 病 院 の こと や 先輩 の 体験 談 
な ど リア ル な こと まで 知る こと が で き 
滞 題 が 国 試 ヒ 出 た よ ! や っ て お いて よかっ た 」 と ます !! ゆい ゆい 、4 年 生 


鍛 宝 か あい い 〆 

絵 が 1 つ 1 つ か わい い の で 、 と て も ゃ ざめ 
る 気 が で ます ! 問題 集 を ずっ と 眺め 

て いる より 、 雑誌 感覚 で 読め る か 

ら 頭 に 入り や すく 、 と て も よい で す ! 


を か な ぶん 、3 年 生 


a 5 < e-mal の 場合 は 、 住 所 と 名 前 を お 忘れ な く ! 
pefifmurse@shorinsho.cojp 採用 者 に は 「 プ チ ナ ー ス オリ ジ ナ ル 3 色 ポール ペ ン 」 を 、 ま た 2020 年 度 内 に 
(PC- ス マ ホ -・ 携 帯 か ら OK) 3 回 採用 され た 方 に は 「 プ チ ナ ー ス オリ ジ ナ ル ペ ン ケ ー ス 」 を プレ ゼン ト ! 
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病棟 
さま ざま か 場所 で 


ノ つ お も な 仕事 内 容 は ? 


社内 に ある 健康 管理 室 (保健 室 ) で 、 内 服薬 や ケガ の 処置 セッ ト 
を 設置 し て 体調 不良 者 の 対応 に あたっ て いま す 。 ま た 、 労 働 衛生 
安全 法 に よっ て 企業 に は 健康 診断 の 実施 が 義務 づけ られ て お り 、 
その 準備 や 当日 の 対応 の ほか 、 全 員 の 健 診 結 果 を チェ ッ ク し て 保 
健 指導 と 病院 受診 を 勧め て いま す 。 そ し て デー タ 整 理 と 解析 ・ 分 
析 を 行っ た うえ で 、 生 活 習 慣 病 予防 の た め に 各 検 査 項目 の 有 所 見 
率 の 目標 値 を 定め 、 例 えば 楽し く 運動 に 取り 組め る 企画 を 立て る 
な ど 、 ど の よう な 教育 ・ 指 導 ・ 活 動 を 行っ て いく 必要 が ある か を 
考え て いま す 。 そ の た め に 検査 結果 だ け で な く 、 問 診 で の 喫煙 ・ 
食事 ・ 運 動 ・ 睡 眠 状 況 等 の 生活 行動 も 必ず チェ ッ ク し て いま す 。 

その ほか に 、 職 場 の 過重 労働 対策 と し て 従業 員 の 残業 時 間 の 確 
認 を 行い 、 必 要 に 応じ て 血圧 = 体重 測定 や 産業 医 と の 面談 の 調 可 
も 担当 し て いま す 。 労働 衛生 安全 法 で 「 ス トレ スチ ェ ッ ク 」 を 行う 
こと も 定め られ て いる た め 、 こ れ を 実施 し て 面談 や 集計 ・ 分 析 を 
行っ て いま す 。 メ ンタ ル ヘ ルス 教育 も 毎年 実施 し て いま す 。 同 法 
で は 、 安 全 で 健康 的 に 働く こと が で きる 職場 環境 づく り を 話し 合 
う 場 と し て 「 安 全 衛生 委員 会 」 の 設置 も 定め られ て お り 、 私 も 出席 
し て 従業 員 の 健康 状況 報告 や 健康 教育 を 行っ て いま す 。 


産業 保健 師 は 企業 の 従業 員 (基本 的 に は 健康 な 成人 ) が 対象 で す 。 
各個 人 と 直接 的 に か か わる こと が 多く 、 指 導 の 効果 が 現れ た と き や 
感謝 され た と き に や り が い を 申 じ ます 
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\ 答 えて くれ た 方 / 


大 学卒 業 後 、 地 元 の 綴 合 病院 で 動 務 し 
た の ち に 産業 保健 師 と な り ま し た 。 病院 
に 動 務 し て いた と き に ! 悲 く な る 前 に 病 
気 を 予防 で きた ら よ い の に 」 と 思っ た こ 
と が きっ か け で 、 病 気 に な る 前 の 段 区 
と くに 個 き 監 り の 成人 へ の 委 康 改善 ・ 維 
持 ・ 促 進 の 活動 が で きる 産 葉 保 健 師 に 
な り ま し た 。 


て いま す 。 う ! 
の が 2 人々 人 を 固い て を 
活躍 する 方 々 に 、 その 生 


産業 保健 師 に な る に は 


看護 師 ・ 保 健 師 の 免許 が あれ ば 、 採 用 され る 条件 は 満た 
せま す (「 第 一 竹 衛 生 管理 者 」 と いう 資格 が ある と 、 企 業 へ 
の 就 職 で 有利 な 可能 性 が あり ます が 、 こ れ は 保健 師 免許 
が あれ ば 申請 だ け で 取得 で きま す )。 

た だ 、 産業 保健 師 の 採用 は 大 手 企業 に 限定 され て いる こ 
と が 多く 、 求 人 が 少な い の が 現 伏 で す 。 私 は ナー ス セ ン 
ター を 活用 し た り 、 大 学 や 知り 合い と 情報 共有 し た り し 
て 募集 を 見 つけ る こと が で きま し た 。 


ノ つ お 仕事 の 楽し いと ころ は ? 


保健 関係 だ け で な い 、 さ ま ざ ま な 職種 を 知る こと が で き 、 そ の 
仕事 を 手伝う こと も ある の で 勉強 に な り ます 。 社 会 人 と し て の 基 
礎 知 識 ( マ ナー・ 語 学 な ど ) を 学ぶ 機会 多く 、 プ ライ ベー ト で も 
役立っ て いま す 。 

また 残業 時 間 が 少な く プ ライ ベー ト を 充実 させ られ る こと や 、 
福利 厚生 も 整備 され て いる た め 子 育て が し や すい 環境 に ある こと 
も よい 面 だ と 考え ます 。 


うと の よう な 人 が 向い て いる と 思い ます か ? 


さま ざま な 年 代 の 人 々 と 面談 を 行う た め 、 人 と 話す と と や 聞く 
こと が 苦手 で な い 人 の ほう が 向い て いる と 思い ます 。 デ ー タ 整理 ・ 
分 析 を 行う こと も 多い た め 、 表 計算 ソフ ト な どの 操作 を ある 程度 
行え る と 便利 だ と 思い ます 。 自 身 の 健康 に も 気 を 配 れ る と いう こ 
と も 大 切 で す ( ス パス パ 喫 煙 する 保健 師 や メタ ボ 体 型 の 保健 師 か 
ら 健康 の 指導 を され て も 、 説得 力 が …… と いう こと で す )。 

また 、 看 護 師 の 経験 が ある と その 知識 を 活か せ た り 自信 に つ な 
が っ た りす る こと か ら 、 私 は は じ め に 看護 師 を 経験 し て いて よ か 
っ た と 思っ て いま す 。 


残業 時 間 が 
少し 多い よう で す が 
体調 は いか が で すか ? 


Jlustration = Eika 


今月 の 


どこから が 般 気 な の ? 
市 原 真 


どこ か ら が 病気 な の ? 


市 原 頁 著 筑摩 書房 
本 体 840 円 + 税 

[病気 と 平気 の 線引き は どこ だ ろう ? 」。 イン ター 
ネッ ト で は 「 ヤ ン デ ル 先 生 ] と し て 有名 な 著者 が 、 さ 
まさ ざ まな 病気 を 例 に 病気 と 平気 の 境界 線 は 何 な の か 
を 、 医 師 目線 と 患者 目線 で 紹介 し て くれ る 1 冊 。 第 
1 章 [ 病 気 っ て どう や っ て 決め る の ?] 第 2 章 「 そ れ っ 
て 結局 どん な 病気 な の ?」 ほ か 、 人 体 と 病気 の し く 
み に つ いて 、 お も し ろく 描か れ て いま す 。 


5 の が デ 0 大 (本 レグ ド ・ 


BI⑥A⑨K$S 


* PRESENT メ 
読者 プレ ゼン ト 


看護 学生 スタ ディ ガイ ド 2021 


池 西 藤江 編 石 束 佳子 編 / 照 林 社 本 体 5.40 円 + 税 


入学 か ら 国 試 受験 まで ずっ と 使え る ! 


授業 ・ 実 習 ・ 国 試 に 役立つ 定番 参考 書 


看護 学校 で 学ぶ 全 科目 を まとめ た 参考 書 。 授 
業 の 予習 ・ 復 杏 は も ちろ ん 、 実 習 の 調べ も の か 
ら 国 試 対策 まで これ 1 冊 で カバ ー で きま す 。 

章 立 て は 、 看 護 師 国家 試験 出題 基準 の 小 項目 
の ほとん ど を 網羅 し て お り 、 内 容 は 今年 度 の 最 
新 情報 に 合わ せ て 改訂 され て いま す 。 必修 問題 


で 出題 され た 内 容 も わか りや すく 表示 され て お 
り 、 直 近 の 出 題 傾向 を ふま えた 学習 が 可能 で す 。 

別冊 の 必修 問題 集 や 付属 の 赤 シ ー ト は 理解 度 
の チェ ッ ク に 便利 。 イン デック スシ ー ル で 検索 
性 を 上 げ 、 覚 えた いこ と は 書き 込み を し て 、 国 
試 まで に 自分 だ け の 1 冊 を 育て まし ょ う ! 


勿 忘 草 の 咲く 町 で 


に ーーー 


夏川 草 介 著 /KADOKAWA 
本 体 1.6OO 円 + 税 

拓 台 は 信州 松 本 。 看護 師 月 較 美 琴 が 働く 小さ な 
病院 に 、 外 科 で の 研修 期間 を 終え た 桂 正太 郎 が や っ 
て きま す 。2 人 が 直面 する 「 き れい ご と で は 済ま さ 
れ な い 」 高 齢 者 医療 の 現実 。 若い 研 修 医 、 看 護 師 が 
中 心 と な っ た 本 書 で は 、 こ れ か ら の 医療 に つい て 考 
えさ せら れ ま す 。「 生 きる こと ]」、「 死 ぬこ と ] を 見 つ 
め る 大 切 さ を 描い た 1 冊 で す 。 


プチ ナー ス 特 派 吸 の お すす め 本 | 


居 認 庄 請 みき 者 さん と の か か わり に 役立つ 1 冊 


2 に な うだ | は な うた ナー ス は と きど き 、 う れ し い 


こし の りょう 著 照 林 社 本 体 BOO 円 + 税 


さま ざま な 悩み を 抱え な が ら も 、 仕 事 を 続け て いる 看護 師 の みな さん 。 そ の 理由 


が 「 多 く の 人 に 共感 され な く て も 、 自 分 に と っ て 特別 な 大 切な 朋 間 ] を も っ て いる 
か ら だ そう 。 そ ん な 「 大 切な 瞬間 ] の エビ ソー ド を 取材 し 、 短 編 漫画 で まとめ まし 
た 。 看護 師 を めざす すべ て の 人 に 読ん で も らい た い 1 冊 で す 。 


家庭 介護 看 議 で 実力 発揮 の 
「 ア ン ガ ー マ ネ ジメント + 


高齢 者 に 「 キ レ な い , 技 術 


川上 淳子 著 / 小 学 館 
本 体 1.500 円 + 税 

家庭 ・ 施 設 ・ 病 院 な ど で 、 起 り を ぶつ け て くる 高 
齢 者 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン に スト レス を 感じ て い 
る 方 に 向け て 書か れ た 1 冊 。 本 書 は 「 ア ン ガ ー マ ネ 
ジメント ](「 門 り の メカ ニズム 」 を 知り 、 門 り の 感情 
と じょう ず に 付き 合う た め の 技術 ) の 手法 を 取り 入 
れ 、 高 齢 者 と 仲よく 過ごせ る 方 法 が 書か れ て いま 
す 。 


お すす めし た 特派 員 
林 和 彩夏 さん 
飯田 女子 短期 大 学 

香 護 学 科 ・ 新 3 年 生 


と ここ が お すす め 1 


| 更 で 人 いて いる 邊 居 師 の 方 々 の 実話 を も と 
に 書か れ た 短編 漫画 で 、16 話 掲載 され て い 
ます 。 い いこ と ば か り で は な く 、 と き に は 悩 
み 、 葛 藤 す る 次 も 描か れ て お り 、 看 護 と は 何 
か 考え させ られ ます 。 看護 師 は と て も いい 職 
業 だ と 思え る 1 冊 で す 。 
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次 号 子 千 od 5 月 号 も 
ee ご うか 2 大 フロ ク ! 


プチ ナー ス 5 月 号 


LLOUE OCT 7 


|。 | 疾患 別 8 
21 治療 別 
= 関連 図 
NM 関連 図 、」 5 


バイ タル サイ ン Ei 
& フ ィ ン カ ル 
アセ スメント 


どん な 実習 に 行っ て も 、 看 護 師 に な っ て か ら も 、 
ずっ と 必要 と され る バイ タル サイ ン & フ ィ ジ カル アセ スメント 。 
根拠 を も っ て 、 正 し く と れる よう に な る よう 、 深 く 掘り 下げ て 解説 し ます ! 


② 看 護 師 国 試 分 析 ! 

男 

向 対策 2 月 16 日 に 実施 され た 、 第 109 回 看護 師 国家 試験 [ 

合 けた 向 9 | 

人 [と | 
ロ 国人 間 を “まる ご と "理解 し よう / 

に は お も し ろく な る 解剖 生理 


つま ず き が ちな 解剖 生理 を 、 マ ン ガ と イラ スト で わか りや すく 解説 し ます 。 


月 臨時 基礎 ・ 成 人 な どす べ て の 実習 に 使え る ! 5 月 号 と 同時 発売 ! woo」 
作例 ん 7 ド AD 


| 


,‥ か げ さ ん が 
つく っ た 
看護 実習 
カー ド 
今月 号 の 付録 に 


は さん で 使え る 
3 枚 セ ッ ト ! 


友だち 追加 方 法 編集 後記 
LINE NE-- 友 た ち 一 検索 ~ プ チ ナー ス 9 Bb 

や っ て ます | BIHSR2GSINES 和 お 角 じ と プ 宇 生 の みな さん に 区 に 関す る さま ざま な こと を アン ケー ト で 教え て いた だ きま し た が 、 一 番 拭い 
回 ご た の は 1 の 流れ で す ! 証 に 衣 に 育 喝 に パ バイト … と 投 和 も 人 し いな か 、 し っ か り と 負 時 
ほか の 方 法 で 友だち 追加 し て くだ さい 。 韻 を 確保 し て いる 福 総 な スケ ジュ ー ル を 見 た 久 間 、 み な さん を も っ と 応援 し た く な り ま し た 。 (窪田 ) 
プア か げ さ ん と ミニ 8B00K を つく り まし た ! クリ スマ スケ ー キ を 食べ な が ら 打ち 合わ せ し た の で 、 時 

ジウ と の 洲 れ に お どろ きつ っ 、 完成 が うれ し いで す 。 こ れ か ら の 実習 に ぜひ 役 立て て くだ さい ね ! ( 色 
フイ ッ タ ー ツ @petit_nurse プ 「 プ チ ナ ー ス 』 を は じ め て 手 に と っ て くだ さっ た みな さん 、 は じ め ま し て ! 続け て 読ん で くだ さっ 
ドイ ンス タグ ラム (人 ) @puchinurse て いる みな さん は 、 今年 度 も よろ し く お 願 いし ます 。 お 互い 、「 楽 し か っ た 」『 い い 年 だ っ た 」 と 思え る 

。 よう に が ん ば り た いで すね ! (入山) 

フェ イス ブッ ク 慎 】 facebookcom/petitnurse ノ 「 角 生理 白地図 由 」 は 、 ず いぶ ん 普 か ら 原 案 の 出 て いた 企画 SNS な 湿 遂 し 、「 私 は こう 使っ て 


ー ス http://www.petitnurse.shorinsha.co」j る よ ! 」 が 共有 で きる 今 、 世 の 中 に 出せ た こと が うれ し いで す 。P71 の 特集 の ハッ シュ タグ を つ 
と プチ ナ Web P け て 、 ぜ ひ あ な た の 使い か た も 見 せ て くだ さい ! (角田 ) 


記事 の 内 容 が 一 赤 更 に な る こと が あり ます が 、 こ 了承 くだ さい 
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勘 ⑳ 台 る で 
ファ イリ ジ ダ 
で きる ! 


看護 師 国家 試験 の 重要 ・ 頻 出 項 目 の 「 こ れ だ け 覚 える 」 内 容 を 、 
国 試 部 の 仲間 と いっ し ょ に 学 ぼ う ! 


# テ イナ ー ス 
国 試 放 


東京 医科 目 科 大 学 医学 部 促 健 和 生 学科 卒業 病棟 、 医 放 務 の 
の ち 、 予備 校 ・ イ ベン ト 等 で 国家 試験 対策 講座 を も つ . 


【 執 筆 】 

3 二名 ^ 丁 Ofce Kyo-Shien・ 代 表 前 () 京 者 中 央 邊 講和 大 学校 調和 長 大 記 還 表 寺 対策 アド バイ ザー 
池 西 静 江 国立 京都 病 院 旧 属 看 謀 産 学 近 、 京 都 褒 立 保 健 婦 専 門 学 校 卒業 。 臨床 教育 現場 の 経験 を 経て 大 塚 真 弓 

Shizue lkenishi 1995 年 か ら 京都 中 央 看護 専門 学校 ( 現 ( 専 京都 中 央 者 計 保 健 大 学校 ) に 入 震 基礎 邊 護 学 を 担 ” Mayum Ohisuka 


当 。 硫 合 カ リキ ュ ラム 教育 へ の 課 和 変更 、 さ ら に 4 年 制 の 邊 護 学 科 設 立 に か か わり 、 現 在 は フリ ー 
で 大 護 教育 を 支え る 役割 を 担う . 


今月 の テー マ 


目標 L「 看 護 の 対象 お よび 看護 活動 の 場 と 看護 の 機能 に つい て 基本 的 な 知識 を 問う 。」 
の 020 「6. 人 間 の 特性 』「7. 人 間 の ライ フサ イク ル 各 期 の 特徴 と 生活 


在宅 看護 論 看 護 の 統合 と 実践 


語 役 回 喜 ((66)| 


この コー ナー の 使い か た 


平成 30 年 版 看護 @⑥ ホ シー ト で 隠し た り 、 メ 牙 中 @ 覚 えた 知識 を 活か 
師 国家 試験 出題 基準 頻出 の も の モ 欄 に 書き 込ん だ り し て 重 隊 し て 、 最 終 ペ ー ジ 
か ら ピ ッ ク ア ッ プ し | ーーーーーーーー 要 ポ イン ト を 覚え よう 。 さ | 看護 学生 「 今 月 の 確認 テス ト 」 
た 項目 に つい て 、 | ら に くわ し い 知 識 は 、 還 の |. スタ ディ ガイ ド の 予想 問題 過去 問 
それ ぞ れ の マー ク を | emSf な も の | マー ク に ある 『 看 謀 学 生 | まこ で だ めし 
確認 し よう 。 暫 0 回 で ね ら われ タデ ィ ガ イド 2021』 の 関連 | ここ 

そう な も の ペー ジ へ ! 


e エ 
と: 
< 1 4 青 / 本 社 


の ミシン 目 で 切り 取 
つっ て 毎月 ファ イリ ン 
グ す れ ば 、 自 分 だ け 
の 国 試 対策 ノー ト に ! 
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の と パス 科 N 漏 むべ 
(ロース へ べ の の) 日 次 等 べ て 有 
は に よ す な 


に に 1 
各 記 乃 臣 列 加 


0btm 圭 き 


大 汁 き 翌 刺 困 


iaT 


の どき 凍 等 RON と て 葉 


還 ) 守 当 遼 計 ゆ パワ 押 


> と 
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疾病 ・ 障 害 の 受容 


回 


口 生命 の 危機 的 状態 か ら 回 復 し て いく 時 期 に 
は 、 今度 は 機能 回 復 へ の 不安 が 高く な る 。 
機能 障害 を 残す 場合 は 、 そ の 受容 は 簡単 で 
は な い 。 

口 回 復 期 に は 、 回 復 困 難 な 障害 に つい て 受容 

で きる よう な 援助 が 必要 で ある 。 

障害 受容 と は 、 自 己 の 障害 と それ に 関連 し 

て 起こ る 状況 を 心から 受容 し 、 そ れ を 本 来 

の 自分 の 姿 と し て 認め る こと が で きる こと 

で ある 。 

口 障害 の 受容 は 知 的 理解 より も 感情 的 理解 が 
遅れ る 場合 が 多い 。 

口 障害 の 受容 が 必要 な 対象 の 看護 に あたり 知 
っ て お きた いこ と は 、 人 は どの よう に 障害 
を 受容 し て いく の か 、 そ の 心理 反応 に つい 
て の 段階 を 示し た 理論 で ある 。 

口 代表 的 な も の に 、 フ ィ ン ク の 危機 モデ ル ( 表 
1) 、 コ ー ン の 障害 受容 モデ ル ( 表 2) が ある 。 


フィ ンク の 危機 モデ ル 

衝撃 強烈 な 不安 、 バ ニッ ク 、 無 力 状態 

上 に っ 現実 拓 選 、 吾 認 、 抑 圧 、 
ご 抑うつ 、 深 い 悲 し み 、 強 い 不 安 、 再 

度 選 乱 

適応 不安 減少 、 新 し い 価 値 観 、 自 己 イメ 


ー ジ 確立 


コー ン の 障害 受容 モデ ル 
ショ ッ ク 


回 復 へ の 期待 


安全 に 保護 する 


四 威 の 現実 に 目 を 向け させ な いで 、 
見 守る 


適切 な 情報 提供 と 支持 的 サポ ー ト を 
行う 


専門 的 な 知識 ・ 技 術 を 提供 し 、 成 長 
を 動機 づけ る 


自分 の 障害 や 予後 に 対し て 適切 な 消 察 力 を 欠く 


不安 を 抱き な が ら も 障害 が も と に 戻る と 固く 信じ る 


間 回 復 不可 能 と 認識 し 、 抑 うつ 状態 が 易 怒 状態 に 陥る 


最終 的 適応 


防衛 心理 的 葛藤 が 強く 、 幼 児 的 退行 な ど 防衛 反応 を 示す 


過去 より 未来 を 大 切 に 思い 、 新 し い 人 生 を 創造 する 


口 乳児 期 の 初期 は 原始 反射 が み ら れ 、 そ の 後 
原始 反射 は 消失 し 、 随 意 運動 が で きる よう 
に な る 。 

口 姿勢 保持 、 粗 大 な 運動 は 乳児 期 に めざまし 
く 発 達する 。 

口 発達 の 方 向 は ① 頭 部 か ら 尾部 へ 、② 近 位 か 
ら 遠 位 へ 、③ 粗 大 な 動き か ら 微細 な 動き で 
ある 。 従 っ て 手足 も 腕 や 足 全体 か ら 、 指 先 
へ と 発達 する 。 

口 例 えば 、 手 全体 で ガラ ガラ を 握る の は 3 か 
月 ご でろ 、 指 で つか む ( 熊 手 の よ うに ) の は 7 
か 月 ご ろ 、 母 指 と 示 指 で 小さ な も の を つま 
む ( 指 の 動き が 分 化す る ) の は 1 歳 ご ろ で あ 


首 が すわ る ョ 4 か 
ぞ / ズ 
吾 返 り が う て る 9 5 て 6 か 月 
1 人 で お 座り が で きる 剛 7 て 8 か 月 
ハイ ハイ が で きる 2 坦 、 910 か 月 
1 人 歩き 人 1 歳 ご 1 歳 6 か 月 


積み 木 を 手掌 で 握る / 


積み 木 を 指先 で つま む 9 


積み 木 を 母 指 と 
示 指 で つま むこ と が 
で きる 


4 ナイ ナー ス 
信 国 試 親 


生殖 機能 の 成熟 と 衰退 ほ 受 回 図 


口 成人 期 は 人 生 で 最も 長い 期間 で 、 ほ ぼ 40 年 ある 。 加 齢 に 伴う エス トロ ゲン 欠 逐 症状 

ロ エ リ クソ ン は 青年 期 (22 歳 頃 ま で ) 、 成 人 前 其 
(23~ て 34 歳 頃 まで )、 成 人 期 (3560 歳 頃 まで ) に 
分 け て 発達 段階 と 課題 を 示し た 。 

口 生 殖 機 能 も 成熟 し 、 そ の 後 胡 退 を する 。 生 殖 機能 
の 衰退 期 は 更年期 と 呼び 、 女 性 は エス トロ ゲン 、 
男性 は テス トス テロ ン の 分 泌 低下 に より 起こ る 。 
女性 で は 義経 が 起こ る 前 後 の 数 年 間 で ある 。 

口 男性 の 更年期 症状 に は 精神 神経 症状 の うつ 傾向 が 
よく み ら れ 、 供 怠 感 、 筋 力 低下 を 自覚 する 。 芝 椎 体 骨折 、 柄 介 折 、 大 屋 骨 和 部 骨折 

口 女性 の 更年期 症状 と し て は 、 お も に 自律 神経 失調 日 本 女性 正 学 学会 編 : 女性 医学 ガイ ドブ ッ ク 更生 疾 凍 騙 019 年 版 例 放 出版. 東京 2019 : 23. を 参考 に 作成 
症状 (血管 運動 神経 症状 ) で ある 顔 の ほてり 、 冷 汗 、 
手足 の 冷え 、 動 修 な ど 、 さ ら に 精神 神経 症状 の 傘 
怠 感 、 不 眠 、 う つ 傾 向 な ど が よく み ら れ る 。 

ロロ エス トロ ゲン の 分 泌 が 減少 する と 、 脳 下垂 体 の 卵 
巣 刺激 ホル モン が 分 泌 さ れ て 、 一 時 的 に 頻発 月 経 
に な る 。 


希 発 月 経 、 機 能 性 出血 
の ほぼ せ ( ホ ッ ト フ ラッ シュ )、 異 常 発汗 、 め まい 


頭重 感 條 怠 感 、 不 過 、 不 安 、 胡 う つ 、 記 銘 罰 低下 、 認 知 症 
苔 性 (老人 性 ) 膝 炎 、 外陰 皇 症 、 人 性交 陣 害 、 原 失禁 


動脈 硬化 、 高 血圧 、 否 卒 中 、 冠 不全 


エス トロ ゲン 欠 逐 症状 に つ 
いて は 、 こ の 前 の 第 109 回 
国 試 で も 問わ れ て いた よ 


口 老年 期 は 加 齢 に より ほぼ すべ て の 生理 機能 が 低下 生体 機能 の 変化 


する 。 


循環 器 は 洞 結節 の 線維 化 と ペー ス メ ー カ ー 細 胞 の 宮上 

変性 に より 不整脈 が 起こ る 。 神経 伝導 速度 
口 心臓 の ポン プ の 低下 に より 心拍 出 量 は 減少 する 。 % ト 本 本 代 間 
ロ 大 動脈 の 弾力 性 が 低下 し て 、 収 縮 期 血圧 が 上 昇 す 

る 。 肌 ーー 細胞 内 水分 量 
口 収縮 期 血圧 の 上 昇 で 脈 圧 は 大 きく な る 。 \ 心拍 出 量 人 数 

二 70 に ! る を 

口 血圧 の 調節 に か か わる 圧 受容 体 の 感受 性 の 低下 B \ 標準 糸 球 体 六 過 宮 

で 、 起 立 性 低 血 圧 が 起こ りや すい 。 全 OL (イヌ リン ) 
口 呼吸 機能 で は 肺活量 は 減少 する が 、 肺 胞 の 弾力 性 折 1 “ヘー 防 凍 

低下 な ど で 残 気 量 は 増加 する 。 合 so ト \、 本 
口 気道 の 線 毛 運動 や 咳 践 反射 は 低下 する 。 2 Ak (ダイ オド ラス ト ) 
口 歯 基 の 欠損 、 星 液 の 分 泌 量 の 減少 で 吊 中 機能 は 低 に 了 和 ーー 

To 30 標準 四 名 流量 (PAH) 
口 蝶 下 時 の 忠 名 療 が 閉鎖 し に くく な り 、 誤 忠 し や す 

く な る 。 9 に 
口 岬 液 の 分 泌 量 は 減少 する 。 
口 大 腸 の 筋 層 の 基 縮 、 粘 膜 の 分 泌 機能 の 低下 で 書 9 レー トー トー ルート ルー トー トー 

So 0 30 40 50 60 70 80 90 

運動 が 減少 する 。 3 

口 肝臓 の 細胞 量 の 減少 に より 、 薬 物 代謝 機能 が 低下 
Shock NW: System integration. Finch CE et ai Handbook of the Biology of Aging. Van Nostrand 
し 、 副 作用 が 現れ や すい 。 Feinhold. New York- 196. よ りき | 用 、 一 部 改変 
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執筆 : 大 塚 真 弓 


輸液 ・ 輸 血 の 種類 と 取り 扱い 方 法 加 賠 面 計 開 | 


〈 全 血 輸血 〉 


血液 成分 を すべ て 他 者 に 輸血 する こと を 全 血 輸血 
と いう 。 現在 は 成分 輸血 が 主流 で ほとん ど 行 われ 
て いな い ( た だ し 自己 血 輸血 を 除く )。 

血液 成分 製 剤 は お も に 赤血球 製剤 、 血 如 製 剤 、 血 
小 板 製剤 に 分 けら れ 、 代 表 的 な 製剤 と 保存 方 法 は 
表 1 の と お り で ある 。 

(自己 箇 輸血) 

通常 の 輸血 は 同種 血 輸血 で あり 、 自 分 の 血液 を 合 
用 する 方 法 を 自己 血 輸血 と いう 。 自 己 血 輸血 は 予 
定 さ れ た 手術 前 に 自分 の 血液 を 貯血 し て お き 、 手 
術中 に 使用 する 。 最 も 多く 行わ れ て いる の は 貯血 
法 で ある ( 表 2)。 表 3 が 禁忌 と され る 。 

くそ の 他 ) 

口 急速 輸血 ・ 大 量 輸 血 ・ 新 生 児 交換 輸血 な ど を 除い 
て 通常 の 輸血 で は 加 温 の 必要 は な い 。 加 温 する 場 
合 に は 37 て を 超え な いよ うに し 、 蛋白 変性 や 深 
血 を 起こ すこ と が ある の で 温度 管理 を 徹底 する 。 

血液 製剤 に は LR( 白 血球 を 減少 させ た ) や lr( 移 檜 
計 対 宿主 病 を 予防 する 目的 で リン パ 球 を 不 活化 さ 
せる た め の 放射 線 照射 済み な) と いう 表示 が ある 。 

以前 は 赤血球 製剤 を 与 薬 す る と き に は 白血球 除去 
フィ ルター が 必要 で あっ た が 、 白血球 除去 製剤 の 
供給 に よっ て 不要 に な っ た 。 た だ し 、 赤 血球 製剤 
用 の 輸血 セッ ト に は 血小板 を 除去 する フィ ルター 
が つい て いる の で 、 こ の セッ ト で 血小板 製剤 を 与 
薬 し な い 。 


トー ス 10【 の 0【 ぐ / 


人 Vol29 No Aprl 2020' 


代表 的 な 血液 成分 製剤 と 保存 方 法 
赤血球 製剤 人 赤血球 液 2-6 て 採血 後 21 日 間 
洗浄 人 赤血球 液 製造 後 48 時 間 
解凍 人 赤血球 液 製造 後 (融解 後 ) 4 日間 、 ま 
れ な 血液 型 の 場合 な ど 専 門 
の 設備 が あれ ば 冷凍 の まま 
10 年 保管 で きる 
血 毅 製剤 新鮮 凍結 血 茜 ー20 て 以下 融解 後 24 時 間 (凍結 の まま 


融解 後 は 2 て 6 て で あれ ば 採血 後 1 年 間 保 管 
で きる が 、 安 全 性 確保 の た 
め に 6 か 月 間 以 上 貯留 保管 
し て か ら 供 給 され て いる ) 


20-24 て で 振 肖 採血 後 日 間 
し な が ら 貯 蔵 

(専用 の 器械 が 

必要 ) 


血小板 製剤 | 濃厚 血小板 


貯血 法 


* 特別 な 器具 や 装置 を 必要 と し な い の で 、 ど の 病院 で も 実施 で きる 

* 週 に 1 回 の ペー ス で 自己 血 採 血 を 行う た め 、 貧 血 が 進行 する 場合 に は 必要 
な 貯血 量 が 確保 で き な い こと が ある 

e 鉄剤 を 使用 し な が ら 採 血 を 行う 


= 全 血 は 冷 二 し 、 成 分 別に 分 苑 し た 場合 は 冷蔵 と 冷 琴 の 組み 合わ せ で 促 存 する 


貯血 式 自己 血 輸血 の 禁忌 


※ 全 身 的 な 細菌 感染 患者 お よび 感染 を 疑わ せる 以下 の 悪者 か ら は 、 原 則 と し て 
採血 し な い 。 

* 治療 を 必要 と する 皮膚 疾患 ・ 露 出し た 感染 創 や 熱傷 の ある 患者 

e 発熱 し て いる 如 者 

き 下痢 の ある 悪者 

* 抜歯 後 72 時 間 以 内 の 悪者 

\ 抗生 剤 服用 中 の 患者 

* 3 週間 以内 の 麻疹 ・ 風 疹 ・ 流 行 性 耳 下 腺 炎 の 発病 患者 


日 本 自己 血 轄 学会 : 自己 血 輸 血 と は (2). より 一 部 改変 し て 引用 
http://wwww jsat jn/jSat_web/jikoketuyuktu_tnha/pdf/iikpketuyuketu_toha ら ndf(22 ロ / ら / ア アク セス ) 


# イ ナース 
補記 


検体 検 査 (血液 誠 ) wsawsssssrm- 人 る 引 還 同 [ 


真空 採血 管 を 用 いた 採血 の 手順 を 以下 と 図 1 に 示す 。 


採血 管 ホ ル ダ ー は 使い 捨て を 原則 と し 、 悪 者 ど と に 交換 する 。 採 血 
部 位 を 決定 する 。 


看 才 師 は ディ スポ ー ー ザ ブル 手袋 を 着け 、 採 血 する 腕 を 採血 用 枕 に 軒 
いて も らら 肘 高 部 を 伸展 し て も ら う 。 


人 は 和 事 を 巻き 患者 に 第 1 指 を 中 に いれ て 手 を 握っ て も ら う 。 
Y 


アル コー ル 綿 等 で 採血 部 位 を 中 心から 外側 に 向け て 消毒 する 。 消 
毒薬 が 乾燥 し た ら 刃 面 を 上 に し て 注射 盾 を 30* 以 下 の 角 度 で 刺 入 する 
画 1 ⑬③。 


血管 内 に 針 を 刺 入 し て か ら 真 血管 を 直 に 採 管 ル ダ ー に 
挿入 する (②③) 。 血 液 が 入っ て き て (③) 予定 し て いた 血液 量 が 採取 で 
きた ら 血 流 が 停止 する の で 真空 採血 管 を まっ すぐ 抜く 。 採血 ホル ダ 
ー を し っ か り と 固定 し た まま 次 の 真空 採血 管 が あれ ば 挿入 する 。 

Y 


抗 凝固 剤 な ど が 入っ た 真空 採血 管 は 静か に 転倒 混和 する 。 


2 
終了 し た ら 真 空 採血 管 を 抜い て か ら 握っ て いた 手 を 開い て も らい 
(③⑳)、 駆 血 帯 を 外し (③⑤) 、 針 (採血 ホル ダー) を 刺 入 し た 角度 で 抜 
いて (⑥⑯) 圧 師 ・ 止 血 を 行う 。 


検体 検査 ( 骨 秋 液 ほか ) 


採血 (採血 管 ) の 手順 
っ デバ 
① 刺 入部 位 に 刺す ② 真 空 採血 管 を 真空 採 3 血液 が 入っ て くる 


血 ホ ル ダ ー に 差し 込む 


ーー アン “ 

ン > っ ころ 2 
ンス ま ラ 
③④ 採血 後 、 真 空 採血 管 ⑤ 肛 血 帯 を 外す ホル ダー を 抜く 
を 抜き 手 を 開い て も ら う 
江 . 石 仁子 編 : 誠 学生 スタ ディ ガイ ド 2021. 照 村 社 東京.2020 : 337. より 引用 


真空 採血 管 は ホル ダー を 固 
定 し た まま 取り 替え る の が ポ 
イン ト だ よ ( 第 103 回 追試 


口 胸腔 塞 幣 は 半 座 位 や 起 座位 の 体位 で 行う 。 胸 水 除去 が 目的 の 
場合 に は 中 後 有 窒 線上 第 5 ご 7 助 間 、 脱 気 が 目 的 の 場合 に は 
鎖骨 中 線上 第 2 ご 3 助 間 を 容 東 する こと が 多い ( 図 2)。 胸 腔 内 
穴 制 針 の つい た カテ ー テ ル の こと を トロ ッ カ ー カ テー テル と 
いう 。 

腹腔 容 幣 は 仰 麗 位 や 半 座 位 の 体位 で 行う 。 腹 直 筋 外側 の 側 腹 
部 を 容 刺す る 。 

口 腰椎 容 齋 は 側 天 位 で 膝 を 抱え る よう な 姿勢 に た っ て も ら う 。 
第 3・4 腰 槍 問 ある い は 第 4・5 腰 槍 問 で 行う 。 腰 椎 容 齋 で 使 
用 する 針 を スパ イナ ル 針 と いう 。 

口角 簡 将 齋 は 後 腸 骨 本 を 奉 刺す る と き は 腹 台 位 ( 図 3)、 胸 租 正 
中 第 2 助 間 を 窪 章 する と き は 爺 麗 位 で 行う 。 


第 108 回 で は 、 奏 刺 と 守 刺 
部 位 の 組み 合わ せ が 問 われ 
て いる わ よ (P.70) 


助 間 に 容 刺 針 を 
刺し 、 胸 腔 に た 
まっ た 胸水 を 採 
取 す る 


登 刺 体 位 


池 茜 静江. 石 交 佳子 編 外 主 学生 スタ ディ ガイ ド 2021. 照 林 社 . 東京 . 2020 : 426. より 引用 
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薬剤 


( 麻 施 用 者 免許 ) 

口 麻 業 の 取り 扱い は 医師 ・ 歯科 医 師 ・ 誤 医師 ・ 薬 剤 師 に 限ら 

れ 、 都 首府 県 知事 か ら 訂 菜 取扱 者 の 免許 を 取得 し た 者 が 行う 。 

( 麻 本 の 保管 

麻 業 の 取り 扱い は 麻薬 及び 向 精神 薬 取締 法 に 規定 され て い 

る 。 代 表 的 な 麻薬 に は 表 4 の よう な 種類 が ある 。 麻 業 は 他 の 

業 物 と 分 け て 、 鍵 の か か る 帯 因 保 謀 庫 に 保 す る 。 そ の 他 

の 業 物 の 保管 や 表示 例 に つい て は 表 5 の と お り で ある 。 

(麻薬 の 取り 扱い 上 の 注意 ) 

アン ブル 入り の 訂 薬 注射 剤 を 分 割 し て 2 人 以上 の 悪者 に 使う 

こと は 避け る (法律 上 禁止 は され て いな い ) 。 同 一 患者 に 麻 薬 

注射 剤 を 施用 する 際 、 手 術 等 で 数 回 に 分 け 連続 し て 施用 する 
合 で あっ て も 管理 面 、 衛 生 面 に 問題 が ある 場合 は 行わ な い 。 

施用 残 液 の ある アン プル や 空 ア ンプ ル は 麻 業 管理 者 に すみ や 
か に 返納 する 。 薬 局 や 他 の 麻薬 診療 施設 と の 麻薬 の 賃借 は 禁 
止 され て いる (同一 人 物 が 複数 の 薬局 ・ 施 設 の 管理 者 で ある 
場合 で も で き な い )。 

( 麻 華 の 廃 棄 ) 

麻 菜 を 廃棄 し よう と する 場合 は 、 麻 薬 の 品名 、 数 量 及び 廃棄 

の 方 法 に つい て 、 事 前 に 「 麻 薬 廃棄 届 」 を 提出 し 、 保 健 所 職員 

の 立会 い の も と に 行う 。 

口 麻 業 処方 せん に より 調剤 され た 訂 業 (麻薬 施用 者 自ら が 調 剤 
し た 麻薬 を 含む ) は 、 廃 棄 の 際 の 保健 所 職員 の 立会 い は 必要 
な く 、 廃 棄 後 30 日 以内 に 「 調 剤 済 訂 薬 廃棄 届 」 を 提出 すれ ば 
よい 。 

口 注 和 剤 等 の 施用 残 液 は 、 届 出 の 必要 は な く 、 麻 業 管 理 者 が 他 
の 職員 の 立会 い の も と 廃棄 する こと が で きる 。 麻 薬 管理 者 が 
管理 し て いる 麻 藤 が 減 失 ( 破 損 、 流 失 、 焼 失 な ど )、 次 難 、 所 
在 不明 、 そ の 他 の 事故 に 遣っ た 場合 は 、 す みや か に その 誠 業 
の 品名 、 数 量 、 そ の 他 事故 の 状況 を 明らか に する た め 必 要 な 
事項 を 記し た 「 麻 事 故 届 」 を 者 道府県 知事 に 届け 出る 。 


rm の TO 
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モル ヒネ 塩酸 塩水 和 物 、 コ デイ ン リ ン 酸 塩 


水 和 物 

半 合成 麻薬 オキ シコ ドン 塩酸 塩水 和 物 

の ペチ ジン 塩酸 塩 、 フ ェ ン タニ ルク エン 酸 塩 、 
人 末 メサ ドン 塩酸 塩 

その 他 ケタ ミン (法律 上 麻薬 で あり 、 麻 酔 で 使わ れる ) 


池 丁 藤江. 石 交 佳 子 編 : 寿 詩学 生 スタ ディ ガイ ド ら 081. 閑 本 社 . 東京 .G020 : 117. より 一 部 
性 変 し て 3 用 


薬物 の 保管 と 表示 例 
六 ーー 特定 の 規制 な し 


黒地 、 白 枠 、 白 | 他 の 薬品 と 区 別 し 、 
鍵 の か か る 場所 に 保 


毒薬 管 


医薬 品 医療 機 
器 等 法 * 


白地 、 赤 枠 、 赤 | 他 の 薬品 と 区 別して 
文字 保管 


※ 色 は 問わ な い | 他 の 薬品 と 区 別 し 、 
鍵 の か か る 堅固 な 設 
麻薬 備 内 に 保管 。 麻薬 管 
麻 業 及び 向 精 理 者 が 管理 する 。 


、。 神 薬 取締 法 
※ 色 は 問わ な い | 鍵 の か か る 設備 内 に 


向 策 神 薬 ⑨⑮ 保管 


信 医 茎 品 、 医 療 坦 類 等 の 品質 、 有 効 性 及び 安全 性 の 確保 等 に 関す る 法律 


毒薬 の 表示 は 第 109 回 で も 問わ れ て 
いた わ ね ! 

看 師 は 麻薬 施用 者 に な れ な いこ と 
も 覚え て お こう 。 国 試 で 間違っ た 選 
択 寺 と し て 何 回 か 出征 さ れ て いる わ よ 


4 ブナ ー ス 
人 国 試 評 


口 12 誘 導 心 電 図 は 標準 肢 誘導 ( 1 一息 の 3 種類 ) 、 単 極 肢 誘導 
(aV.、aVs、aVz の 3 種類 ) 、 単 極 胸部 誘導 法 (V, ご V。 の 6 種類 ) 
の 合計 12 種 類 の 波形 が 得 られ る 。 

口 単 極 肢 誘導 で は aV, 三 左手 、aV。 三 右手 、aVr 三 左足 で 行い 、 

右足 は な いた め 左 右 を 表す 必要 が な く aV: の F は Foot と な っ て 

いる 。 右 足 に も 電極 を つけ る が アー ス と し て 使わ れる 。 

単 極 胸部 誘導 法 を 得る た め に V, か ら 順 に 赤 、 黄 、 縁 、 茶 、 黒 、 

紫 の 色 の 6 つの 吸着 電極 を つけ て いく 。 股 誘 導 ( 肢 と は 上 股 

と 下肢 の こと ) は 4 つの クリ ッ プ タイ プ の 電極 を つけ 、 1 て 

皿 の 3 種類 と 単 極 肢 誘 導 aV,、aV。、aV. の 3 種類 、 計 6 種類 の 誘 

導 が 得 られ る 。 

口 腕 時 計 、 ブ レス レッ ト 、 ネ ッ ク レ ス 、 ス トッ キン グ な ど は 外 

し て も ら う 。 電 極 装着 部 位 に 脂肪 ・ 角 質 ・ 活 れ が ある 場合 に 

は アル コー ル で ふき 取る 。 装 着 部 位 に ペー スト を 塗布 する が 、 

厚く せ ず 薄 く 塗 る 。 ま た 胸部 の 場合 ペー スト が 隣 の 電極 と つ 

な が る と 波形 に 影響 する の で 注意 する 。 

心電図 計 の 電源 は アー ス 付き の も の に する か 、 外 部 か ら ア ー 

ス を と る (右足 の アー ス と は また 別に 必要 )。 近 くに 電気 製品 

が ある 場合 に は 電源 を 切る 。 


ロ 


』 結 | ーー」 
出題 基 准 に は 「 経 友 的 動 曽 本 素人 和 度 ぐ SpO。> の 半 定 
ロ ゲ 血 絢 定 」 が 挙がっ て いる が 、 こ こ で は 血 革 通 定 を 取り 上 げ る 


口 患 者 が 自身 で 血糖 値 を 測定 する こと を 自己 血糖 測定 (SMBG*) 
と いう 。 

口 血糖 測定 器 と 測定 用 チッ プ ・ ラン セッ ト ( 窟 刺 器 具 ・ 容 刺 
針 ) ・ ア ルコ ー ル 綿 等 が 必要 で ある ( 図 5) 。 

口 消毒 後 は よく 乾燥 させ る 。 微量 の 静脈 血 (1uL 以 下 ) で 測定 す 
る た め 、 消 毒薬 が 混入 する と 正確 な 値 が 得 ら れ な い 。 

口 血液 は 無理 に し ぼり 出す と 細胞 内 液 も し ぼっ て し まい 、 正 確 
な 値 が 得 ら れ な い 。 窒 刺 前 に 刺す 部 位 を 温め た り マ ッ サ ー ジ 
する の が よい 。 

口 測 定 用 チッ プ は 測定 の 直前 に 血糖 測定 器 に セッ ト す る 。 混 気 
を 吸う と 正確 な 値 が 得 ら れ な い 恐 れ が ある 。 チ ッ プ の 形 が ス 
ティ ッ ク 状 の も の や 機械 の 先端 に 付け る キャ ッ プ 状 の も の な 
ど が ある 。 

口 窪 刺 針 は 同一 患者 に 使う 場合 で も 1 回 限り の 使い 捨て と する 
( 針 だ け 、 針 と 針 の 周辺 部 分 を 毎回 換え る タイ プ と 、 ラ ン セ 
ッ ト 自 体 が 使い 捨て の タイ プ が ある 。 針 と 針 の 周辺 部 分 が 交 
換 で きる も の は 、 他 の 患者 に 使う こと を 想定 し て いる )。 一 
度 卒 刺す る と 二度と 針 が 出 な い 構 造 の も の も ある 。 

口 使用 済み の 針 は ペッ ト ボ トル 等 に 入れ て 医療 施設 に 返却 する 。 


* [SMBG】 sefLmonitring of blood glucos 


12 誘 導 心 電 図 の 誘導 と 心臓 を 見 る 方 向 


単 極 胸部 誘導 法 


a: augmented( 増 幅 さ れ た ) 

V: voltage lead( こ こ で 計測 し た 
電圧 ) 

R : right hand (右手) 

L : left hand( 左 手 ) 

F : left foot( 左 足 ) 


Ve 
Vi 


vv 


手 は 左右 を 表す R と L、 
足 は 左 の み の た め 
Foot の F を 使っ て いる 


必要 物品 


ELEEH 


キー 
必 


ェ ーーー デイ 
ーー 


ーー ャ 


で ラン セッ ト 自 体 が 使い 持て の タイ ブ 
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pa1 ⑳ GrD 


: 円 1 回 目 中 2 回 目 中 3 回 目 


医師 か ら 「 も う 首 か ら 下 は 動き ませ ん 」 と 言わ れ た 頸 宇 損 傷 の 
患者 が 、「 何 か の 間違い だ 、 が ん ば れ ば 治る 」 と 思っ て 、 リ ハ 
ビリ に 励ん で いる 時 期 は コー ン の 障害 受容 で は どの 時 期 か 。 
ショ ッ ク 

. 回 復 へ の 期待 

- 防 衛 

. 最終 的 適応 


ょ の の ロー 


CE 2 


貼 題 2 9 ER 


最も 早く で きる よう に な る の は どれ か 。 
1. ガラ ガラ を 握る 

ビー玉 を つか む 

. 寺 し ブドウ を つま む 

. 積み 木 を 積む 


| 1 上 ロ 2B 3 


ふらの いい 


が 衣 


敵 是 3 の 9 GE 


加 齢 現象 に 伴う エス トロ ゲン の 減少 に よる 症状 と は 考え られ 
な い の は どれ か 。 

1. 姜 縮 性 膝 炎 

2. の ほぼ せ 

3. 血圧 低下 

4. 一 時 的 頻発 月 経 


| 昌 1g 目 昌 2mB 3 


CE 


加 齢 に よっ て 低下 ある い は 減少 する の は どれ か 。 
1. 肺 の 残 気 量 

2. 収縮 期 血 圧 

3. 脈 圧 

4、 心拍 出 量 


【cs 衣 


問題 5 | 四 1 加 上 2 加 3 思 上 
20 て か ら 24 て で 保存 する の は どれ か 。 
1 全 和 製剤 
自明 製剤 
赤血球 液 
血小板 製剤 


た の 
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予想 問題 過去 問 で 知識 を 


前 の ペー ジ に 戻っ て お さら い を 


問題 6 : 口 1 回 目 2 回 目 3 回 目 


真空 採血 管 を 用 いる 採血 で 正しい の は どれ か 。 

- ホル ダー に 真空 採血 管 を 装着 し て か ら 刺 入 する 。 

- 真空 採血 管 は ホル ダー を 固定 し た まま 取り 替え る 。 

- ホル ダー に 真空 採血 管 を 装着 し た 状態 で 抜 針 する 。 

- 使用 し た ホル ダー は 消毒 し て 再 使用 する 。 eg 


よ たよ の い 


問題 7 : 円 1 回 目 円 2 回 目 3 回目 


容 刺 と 容 刺 部 位 の 組合 せ で 適切 な の は どれ か 。 

- 胸腔 容 刺 一 一 一 胸骨 体 第 2 助 間 

- 腹腔 容 刺 一 一 一 剣 状 突起 と 膳 褒 を 結ぶ 直線 の 中 間 点 
- 腰椎 容 刺 一 一 一 第 1・2 腰 椎 間 

- 骨 科 容 刺 一 一 一 後 腸 骨 槻 


に に) 


GE * 


問題 8 1 1 回 上 2 加 3 旧 


麻薬 の 取り 扱い で 正しい の は どれ か 。 

1. 看護 師 は 麻薬 施用 者 免許 を 取得 で きる 。 

2. 麻薬 を 廃棄 し た と き は 市 町 村長 に 届け 出る 。 

3. アン プル の 麻薬 注射 液 は 複数 の 患者 に 分 割 し て 用 いる 。 
4. 麻薬 及び 向 精神 薬 取締 法 に 管理 に つい て 規定 され て いる 。 


CE タ 4 


心電図 検査 に お ける 股 誘導 は どれ か 。2 つ 選べ 。 
5 


が 
3. 
4 
5. 


GE 5 


問題 10 生玉 認証 泊 gz 


血糖 の 簡易 迅速 測定 で っ て いる の は どれ か 。 
血糖 の 自己 測定 検査 に 適し て いる 。 

2. 検体 は 静脈 血 ま た は 毛細 管 血 を 用 いる 。 
3. 検体 量 が 少な いと 血糖 値 は 高く な る 。 

4. 血液 を し ぼり 出す と 血糖 値 は 低く な る 。 


確認 し よう ! 間違え た 問題 は 


本 癌 際 寺 思 ーー 


ロロ 「# 解 剖 生理 白地 図 帳 」 
店 品 品 で あな た の 使い か た も 
見 せ て くだ さい ! 


解剖 生理 の ノー ト を つく り た いけ れ ど 、 解 剖 図 が うま く 描け な い 。 


書籍 の 図 を コピ ー し て 貼っ て も 、 見 づら いし 、 必 要 な い 引 き 出し 線 が 入っ て いる ……。 本 
そん な ノー ト づ くり の 悩み を 解消 する 真っ 白 な 解剖 較 が 、 今 月 号 の 付録 に つき まし た ! 部 


ノー ト づ くり の 自由 度 を ぐっ と 広げ る 、 さ ま ざ ま な 使い か た を ご 紹介 し ます 。 


白地 図 帳 で こん な こと が で きる ! 


GU 容 ノード 記 
つく ぐ 渦 ⑧ 


まず は スタ ンダ ー ド な 使い か た ! 白地 図 を 
コピ ー し て ノー ト に 貼り 、 自 分 だ け の オリ ジ 
ナル ノー ト を つく り ま し ょ う 。 


自分 の 好き な 色 で 、 3 
名 要 な 引き 出し 線 さき HTM 了 馬 らん 株 二 時に 4 まし 、 ん 4 a 売っ 人 た 選 寺 は 
だ け を 入れ た に レレ ンー 生 し 、 上 絡 a た 寺村 人 特 上 9 全 2 に も も 。 
解剖 ノー ト が つく れ ま す > 


・WtMMo 和 を 記 ( 具 ん ) sss 1rfso 3 
ュ 人 3 電 た o 天 党 W 記 准 リ 7 


・ な 街 て 左 生 な ぶ い ホ き 。 
っ 4 生け で a 半 信二 問 虹 で 
うた 6 な に a ョ トト リー 衝 、 


9 っ っ EE2 下 な いよ る 。 


LA を た を では?! を 3 ミ 
人 か る 上 まい 攻 て 且 
を に vi 放 千 拓 0T ま eS な 55 ご 
(に tw km 香 伸 ) 


計 本 特集 に 使用 し た 解剖 図 は 製作 中 の も の で 、 付 と 仕様 の 異な る 任 所 が あり ます - 


Mustration : Kumiko Umakakeba, Kazuhiro lmasaki 
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白地 図 帳 で こん な こと が で きる ! 


自分 居 史 周 冊 舞 色 G ぐ (⑳⑳ 


覚え た いと ころ に 引き 出し 線 を 書き 込み 、 文 字 を 赤 シ ー ト で 消え る 色 で 書く と 自分 だ け の 問題 集 が で きま す ! 
と ーーーーー 定期 的 に 、「 自 分 が 覚え て いな いと ころ だ け を 集め た 問題 集 」 を つく っ て 二 ガ テ を つぶ し て いき まし ょ よう 。 


に > 
ジス 人 移 え た いと ころ に 
引き 出し 線 を 入れ て 
オリ ジ ナ ル の 
ドリ ル に ! 


オレ ンジ 色 の ペン で 
書け ば 赤 シ ー ト で 


趣 難 問 ! 
図 の 周り に 文字 だ け 
入れ まし た 。 正しく 


引き 出し 線 を 引け る ? 
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白地 図 帳 で こん な こと が で きる ! 


> 日 へ 、 久 
っ) 疲 居 坦 ら 周 題 画 も 合 旧 る 
ご テス ト や 国 試 対策 に 、 学 生 同士 で オリ ジ ナ ル の 問題 を つく っ た と いう 先輩 まあ いま し た が 、 


ーー ご 文章 問題 と 違い 、 解 剖 生理 の 問題 は つく り に くい も の 。 そ れ も 白 地図 帳 が あれ ば 解決 で す ! 


つく る と き と 


解く と き 、2 回 勉強 
で きま す ! 


⑰ 以下 が 引っ どっ る や 介 に 
ちな か 3 ぅ 3 い , ACF で 次 
GT 


ロ ウェ ュ レ ルレ ニッケ 


ロ 
多 
3 
に 』 ョ 
we 
し 


や < 
に 
深 
Ve 
つの 


@⑥)① で 参 雪 ウ か っ た なき ft い 1 何で 3 ゃ マ 
に に で 年 室 =ka と で eg 途 泊 ま ュ 3 すか る 


スト ッ ク し て お け ば 、 
任 で 。 テス ト 前 ・ 国 試 前 に 


拡大 し て 切り 抜け ば 、 
細か い 部 分 まで 
出題 で きま す 
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白地 図 帳 で こん な こと が で きる ! 思 EE era 


頒 W 記 変 供 有 有 で 。 
思 居 硬 細 絆 明 だ 居る 衣 仙 7081 


新しい 勉強 を 始め る に あたっ て 参考 に な る の は 、「 ま わり の 人 が どの よう に 勉強 を し て いる か 」 を 知る こと 。 
効率 よい 勉強 法 を マネ する こと が で きま すし 、 自 分 も が ん ば ろう と いう モチ ベー ショ ン に も つなが り ま す 。 
ぜひ lnstaqram & Twitter で 「# 解 前 生理 白地 図 帳 」 の タグ を 使い 、 

みん な の 使い か た を 見 た り 、 自 分 の 使い か た を 投稿 し て みて くだ さい 。 

この 春 、 看 護 学 生み ん な で 、 解 剖 生 理 を 得意 科目 に し ちゃ いま し ょ う ! 


の フロ ク や 、 と 
ジ の 書籍 を 参考 に 
8 = ーー ニー 


今月 号 
右 ペ ー 


キネ 
R 
ょ 
プチ ナー ス 
公式 SNS で も 
使い 方 発信 中 ! 
人 間 を ` ま る ご と "理解 し よう ! 
お も し ろく な る 解剖 生理 
2020 年 5 月 号 よ り ス ター ト ! 
楽し い マ ン ガ と わか りや す 
ー1 
2 回 コピ ー し まし た ! い 解 説 で 、 解 削 生理 が 好き 
| MM 5 性 に な る 連載 で す 。 
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プチ ナー スズ の 
照 林 社 が お くる 


上 人 滞 32 で 


わか りや すい 説明 で グ っ と 理解 で きる "参考 書 " 


( 生活 の 視点 か ら 


| か ら だ の し くみ が 目 で 見 て わか る ( リア ル な イ se や ) 6 5D 失 
| ーー 、 旧 て 理解 する ! / \ 学べ る か ら 
得意 に な る = 兵 et / 
解剖 生理 = ーーー 
か ら だ の し くみ が 
目 で 見 て わか る 楽し く 学 ぶ ! 
人 得意 に な る 看護 に つなが る 
よさ つ 4 解剖 生理 解剖 生理 [改訂 版 
| 編著 : 美田 訪 二 普 : 小 寺 豊 彦 
ON 定価 : 本 体 2.400 円 + 税 定価 : 本体 1.800 円 + 税 
| AB 判 /160 頁 B5 判 /144 頁 
1 ISBN : 978-4-7965-2210-6 ISBN : 978-4-7965-2377-6 


B5 判 /144 真 十 別 提 104 真 
ISBN : 978-4-7965-2367-7 


人 


ド 先輩 ナー ス も 使っ て いる ! 
4 


ー 実習 で も 使え る ! 


解剖 生理 or 


らく らく 学べ て 、 臨床 に 生か せる 


ポイ ント ブック 
2 解剖 生理 
っ 3 ボイン トブ ッ ク [第 2 版 ] G 照 林 社 


著 内 田 隅 子 医学 監修 : 宇 城 菩 至 
定価 : je 500 円 + 税 


60 真 
PE 1 4-7965-2453-7 


生ま 
ー ジ に て 試し 読み が で き : 


時 ーー 天 還 に の 東 な 陳 『 ee 

(| 芽 え て お きた い ER 語 計 | が 剖 は 専門 用 語 が ) 
\ ボイン ト を 厳選! | 隔 むず か し い ! 
で 、、 練り 返し 書い て 覚え る ! 解剖 ド リル に ms 
書い て 覚え る 震 護 に 必要 な 

解剖 生理 漢字 で 覚え る 
ツー クオ ッ ク 解剖 ドリ ル 

著 : 安 谷 屋 均 著 : 衝 地 よし こ 監修: 百田 龍 輔 
定価 : 本 体 2.300 円 税 還 0 遇 

B5 判 /104 


ISBN : 978-4-7965-2399-8 


加 ハン ディ サイ ズ の 解剖 生理 便利 帳 


プチ ナー ス 
バッ ク ナ ン バー で も 
解剖 生理 の 特集 

た くさ ん ある よ ! 


回 開 
2 
13 htHp7WMw! uo Jp/ 


明男 聞 回 男 了 間 圏 画 隅 英 還 


バッ ク ナ ン バー の ご 案内 


通常 号 バッ ク ナ ン バー - 定価 1,100 円 (10% 税 込 ) 毎月 10 日 ご ろ 発売 
⑲⑱ 了 臨時 増刊 号 バ ッ ク ナ ン バ ー --- 定価 1,500 円 (10% 税 込 ) 4 月 ・10 月 発売 


バッ ク ナ ン バー に つい て は 、 
直近 2 年 間 を 
在庫 し て お り ま す 。 
月 号 に より 品 切 の 場合 も 


ご ざい ます 。 


通常 号 は 電子 片 も 
購入 で きま す 


2020 年 う 月 号 2020 キ 月 号 
特集 特集 
上 @ ゴ ー ド ン & ヘ ンダ ー ソ ン の @ こ れ だ け 覚 えて 8 割 と ろう ! 
要 組 み を 使い こなす ! 必修 問 題 
決定 放 其 出 ぜん ぶ ま と め ま し た ! 
情報 収集 を アセ スメント @ 見 て お け ば 点 に な る ! 
@ も う 迷 わな い 就 工 活 動 ! 国 試 イラ スト 病 
@ 先 輩 た ち が 教 えて くれ た ! 


国 試 前 日 ・ 当 日 の リア ル 


(ほす 沖 王 還 ア ルツ ハイ に = とみ ぜん 
ぶ 覚 える 導出 る ここ が 思わ れる 用 語 BOOK 


2019 年 5 月 世 叶 電 刊 号 


看護 師 国 試 2020 semamcexsll < 人 性 期 実習 に 使え る ! 
パー フェ クト 予想 問題 集 「 彰 本 周 衛 期 看護 ぜん ぶ ガ イド 


入信: 看護 師 国 家 試 験 対策 ブロ ジェ クト 看護 邊 苦 : 北 島 泰 子 中 村 充 洗 
ぜん ぶ ガ イド っ | 還 還 還 還 還 EFETE 提 還 昌 昌 遇 


@ 当 濾 示 材 @ 多 性 其 実 習 必 療 ! 周 術 期 の 央 者 さん の 
@ 委 109 加護 師 国家 試験 傾向 と 対策 ECCYHTY 信 厨 が 号 治 で わか る |! 祐 病後 を 3 つの 


必修 問題 100 問 便 一 般 問 丁 150 問 廊 昌 経過 に 分 け て 、 観 球技 術 まで 必要 な 知識 
@ 状 況 設定 問 贅 60 問 を すべ て 解説! 


202O| 月 号 


侍 便 
更生 109 回 国吉 
一 舌 呈 ここ だ け お さえ る ! 


知っ て お け ば 点 に な る ! 
アセ スメント スケ ー ル 


77E み これ が で る ! 
統計 BOOK 


所 問題 60 問 | と に じみ ぜ ん ぶ 覚 える | 


20e 年 | ] 月 号 209 10 月 
特集 特集 
仙 症 状 別 看護 計画 の 理 こ れ だ け お さえ て 安心 | 
立て か た 疾 串 別 財 術 期 看護 の ポイ ント 
再 号 え に く い & (呼吸 困 器 / 不 本 / 浮 腫 / 専 指 必 ナー ス の 
今年 な らら われ る と ころ を 隊 下 職 填 / 便 秘 / 供 参 感 〉 本 音 が 知り た い ! 
図 で 解説 @ こ うす れ ば よかっ た ん だ ! 
見 て わか る 了 関 係 法規 認知 古 患 者 さん と の 
更 合 格 し た 先輩 た ちの か か わり か た 
国 試 対策 スケ ジュ ー ル 
- = 成 人 ・ 才 年 実習 POCKET BOOK = じ 周 術 期 直 POCKET 8OOK 
2019 年 8 2019 年 / 月 = 
特集 特集 
@ と に か が く 時 間 が か か る ! 人 実習 で の ケア や 実習 に も 役立つ ! 
を 解決 する 者 護 過 程 に 使え る ! 国 試 に で る 
実習 記録 の 時 短 ワザ クリ ニカ ル バ ス 活用 法 検査 の 読み か た 
再 経 過 ご と に わか る ! 人 @ 看 師 の か げ さ ん に 関 く ! 専 班 え て き て いる 
行動 計画 の 立て か た 実習 で 聞か れる ペア 実 晋 の 
ケア の 根 失 * 困 っ た "を 解決 ! 


いま な ら 、 本 誌 巻末 に つい て いる 定期 講読 は が き 、 ま た は 
右記 の QR コー ド か ら 、 年 間 定 期 購読 を お 申し 込み いた だ いた 方 に 


選べ る 特別 プレ ゼン ト ! 


や や こし いと ころ ヶ 
よく わか る BOOK : ー ウ 


座 2019 生 4 月 号 
付 縁 と 同じ も 
の に な り ま す 


@5 = 
9 B5 サ イズ 
に 3 36 ペ ー ジ 
こう 吉 抽 計 ほお 料 に >2 介 
NEW 疾患 貼っ て 覚え る ! 暗記 解 生 理 の や や こし い 
まる わか り ガ イド ポス ター セッ ト (S 枚 ) ここ が よ わか る 899N 


お 送り いた し ます 。 


の 1 プチ ナス 年 問 定期 購読 を お すす めし ます ! 


送料 


計 4 16,200 円 ee 箇 


通常 号 定価 1.100 円 (10% 税 込 )X 12 冊 (毎月 10 日 ご う 発売 ) 
臨時 増刊 号 定価 1.500 円 (10% 税 込 )X 2 了 冊 (4 月 ・10 月 発売 ) 


定期 購読 の お 申し 込み & バ ッ ク ナ ン バ ー の ご 注文 方 法 


パッ ク ナ ン パー は 1 冊 か ら ご 注文 で きま す  ※②④③ は 送料 が か か る 場合 が あり ます 


小学 馬 パ ブリ ッ シ ン グ サ ービス の 
ホー ムペ ー ジ は こち ら か ら 


= 中 ーーーーーーーーーーーー 
http:7/www.shogakukan.co.jp/mag-kou2 


照 林 社 は 、 販 売 業務 を 上 記 業 者 に 委託 し て いま す 。 お 申し 込み の 詳細 は それ ぞ れ の 書店 、 通 信販 売 業者 に ご 確認 くだ さい 


1 沖 NN 介 且 手 提 NINN 介 用 MWMINSN 


フォ ロー する どの いい どど る いっ まり し 


1 ララ た ーッ (の SN 


P # プ チ ナ ー ス 国 試 部 記 去 問 
Twitfer・Instqagrqm Twitter で 


で 書籍 が あたる ! 過去 問 出題 中 ! 


毎月 2 冊 、 照 林 社 の お すす め 書 籍 を プレ ゼン ト 週 1 回 、Twitter の プチ ナー ス 公 式 ア カウ ント (@petit_nurse) 
Twitter や Instagram か ら カ ンタ ン に 応募 で きち ゃ いま す ! か ら 頻 出 の 過去 問 を 出題 。 さ ら に 翌日 、 国 試 対 策 の プロ に よる 
解説 を 公開 し ます 。 毎 週 水 ・ 木 曜日 を お 楽し み に ! 


ヽ 今 月 は コレ 


ー 


3 月 10 日 ( 火 ) ン 


4 月 9 日 ( 木 ) 毎週 水曜 陸 を OCNHG 
| 1 プラ イム ので" 
悪 出 琴 人 が っ きま す 


てこ 


『 看 護 学生 
スタ ディ ガイ ド 2021』 
5 旨 区 人 解説 執筆 大 稼 詞 先生 看 人 国 表 試 対策 アド バイ ザー 


本 体 5.400 円 + 税 東京 医科 歯科 大 学 医学 部 保健 衛生 学科 卒業 。 病 棟 、 医 院 勤 務 の の ち 、 
予備 校 ・ イ ベン ト 等 で 国家 試験 対策 講座 を も つ 。 


(詳細 ap.4、 に 際 ) 
や 


応募 の し か た 


(4 で 1 名 名 様 
介 計 葵 フォ ロー& リ ツイ ー ト す る だ 


重 プ チ ナ ー ス 公式 アカ ウン ト (@petit_nurse) を フォ ロー する 
プレ ゼン ト 告 知 の ツイ ー ト (毎月 10~15 日 頃 に 投稿 ) を 
上 記 期 間 内 に リツ イー ト す る 抽選 で 1 名 様 


ECku ゆ 大 今 月 の プチ 寺本 で 投稿 する だ け ! 


生 プ チ ナー ス の 今月 号 (今月 は 4 月 号 ) の 感想 な ど に つい て 、 
ハッ シュ タグ 「# 今 月 の プチ ナー ス 」 を つけ て 自由 に 投稿 する 


お 読み くだ さい (fwiller ・ Insiogrcm 書 還 プ レ ゼ ント に つい て ) 
介 当 選者 の 方 に は 、Twitter."Instagram の ダイ レク トメ ッ セ ー ジ で ご 連絡 いた し ます 。 ダ イレ クト メッ セー ジ 内 に 記載 の 期間 内 に ご 返信 いた だ け な い 場合 は 、 当 選 無 効 と な り ま す の で と ご 注意 くだ さい 。 
* 応 募 の 際 は 、 ダ イレ クト メッ セー ジ を 受け 取れ る 設定 に な っ て いる こと を ご 確認 くだ さい 。 Twitter の リツ イー ト は 、 公 式 リツ イー ト に 限ら ちせ て いた だ きま す (3 引用 リツ イー ト は 対象 外 で す ) 。 
*Twitter で の リツ イー ト 、Instagram で の 「 今 月 の プチ ナー スズ] 投稿 は 期間 中 何 回 で も 可能 で す が 、 応 募 は お 1 人 に つき 1 回 と し て カウ ント させ て いた だ きま す 。 


る 最新 情報 を 発信 中 ! プチ ナー ス の 公式 アカ ウン ト ゆ 


instoorom 】 | INE 】 LINE 友だち 検索 一 プ チ ナー ス 
@puchinurse @petit_nurse 検索 か ら は pett_nurse で 友だち 追加 し て ね ! facebook.com/ 
信 @| =1B 歳 未 少 の ユー ザー は ID 検索 が で きま せん 。 petitnurse 
ほか の 方 法 で 友だち 追加 し て くだ さい 。 


lustration : Kumiko Umakakeba 
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授業 の 予習 ・ 復 習 
臨 床 実習 , 
試験 勉強 , 
国家 試験 対策 まで 


電波 を 発し な い の で 
病院 で の 使用 も 
安心 で す ! 


ー サ テー ラナ ろ お と の いひ 0 性 


診断 指標 , 関連 因子 , 詩 


薬剤 , 検査 の 確認 , に 三 
看護 研究 , 
英語 学習 に も 
借 IS-N14000 価格 : 本 体 55,500 円 + 税 


[JAN4580492610438] YY 
中 ie 医学 書院 
NetDictionary 開 覧 権 〒113-8719 東京 都 文京 区 本 郷 1-28・23 
こ N 


http:/www.igaku-shoin.co.jp 


看護 大 事典 。「 ポ ケッ ト 医 学 英 和 和 辞典 が 還 :: 
スマ ホ ・PC で も う 年 間 無料 で 見 られ ます ! 


[販売 ・PR 部 ] 
TEL:03-3817-5650 FAX:03-3815-7804 
E-mail: sd@igaku-shoin.co.jp 


いる の だ ろう 


INAGAILEEBEIN 


www.nagailebemn.co.jp 
www.itona.jp 


いのち の 力 に な り た い 
Ce 。 に 
< カマ ロー ベラ 覆 式 写 社 
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ナガ イレ ー ベ ン は ナー シン グ ナ ウ の 活動 を 応援 し て いま す 。 
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衝 次 起 別 看護 過程 | 
、 ぺ 
| 家 性 (か や 2 全 


[まん せい し ん ふ ぜ ん ] 


| 入院 6 日 目 、 日 常 生活 へ の 復帰 に 向け て セル フケ ア の 獲得 を 図る 時 期 


攻 修 
長 家 智子 の 疾患 の 定義 IIIIIUIUIIIUIUUUUUUIUIUIUIUUUUUUUUIUUIIUIIIUIIUIUIIII 
Aa yr 心不全 と は 、「 な ん ら か の 心 騰 機 能 障害 、 代 江村 が 破綻 し た 結果 呼吸 困難 ・ 供 
2 きだ 5 すなわち 、 心 肛 朋 折 的 お よび / あ る い  、 意 や 表 が 出現 し 、 そ れ に 伴い 運動 
に は 機能 的 異常 が 生じ て 心 ポン プ 機 能 の 傘 能 が 低下 する 臨床 症候 群 " で ある 。 
坦 委 
古島 因 恵 了 の 主要 な 症状 卓上 日 有 上 上 目 目 卓上 昌 日 目 日 目 目 目 有 晶 目 目 日 目 晶 晶 
北 届 大 学 病院 
心 細 血 管 セン ター 動 務 を 災 て 、 現 在 、 佐 余 大 学科 
学部 邊 護 字 科 に て 者 護 過程 等 の 学部 教育 お よび 香 
護 技術 、 心 不便 議 額 域 に お ける 研究 に 携わっ て 
いる 。 看護 学 棒 士 ・ 攻 学生 士 。 


労作 性 呼 央 困難 
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慢性 心不全 の 基礎 知識 


疾患 の 理解 に 必要 な 解剖 生理 、 病 態 生 理 と 、 疾 患 の 分 類 、 症 状 、 検 査 、 診 断 、 治 療 ・ ケ ア を 解説 し ます 。 


解剖 生理 


め 心 臓 の 位置 、 構造 と 血液 の 流れ 


心 麻 は 、 胸 壁 の 胸骨 と 助 軟骨 の 後ろ に 位置 し 、 握 りこ ぶし ほど 
の 大 き さ が ある 。 脆 腔 の 中 で 左右 の 肺 に 挟ま れ た 魚 語 に 位置 
し て いる 。 

心臓 の 上 端 の 血管 が 出入 りす る 部 分 (基部 ) は 第 2 助 問 の 胸骨 
左右 緑 に 、 心臓 の 下 緑 の 先 端 部 ( 心 和 部 ) は 鎖骨 を 二分 する 左 鎖 
骨 中 線 と 第 5 助 間 の 交点 に 位置 する 。 

心臓 は 、 心 筋 の 収縮 ・ 拡 張 と 弁 の 開閉 に より 血液 を 全身 に 送る 


ポン プ 機 能 を も つ 。 中 隔 に より 右 忌 と 左 忌 に 分 か れ 、 弁 に よ 


心臓 の 位置 (イメ ー ジ 図 ) 


静脈 血 と 動脈 血 の 流れ 

証人 で 疫 未 を 使っ た 邊 誠 
EZC コ ET 
めで 換気 され 役 来 を 含ん だ 中 竣 


PE EC EE E コ PS 
心拍 出 量 の 規定 因子 


心拍 出 量 は 心臓 が 1 分 間 に 拍 出す る 血液 の 総量 で ある 。 心 臓 の 


ポン プ 機 能 を 表す 指標 と な る 。 心 拍 出 量 1 回 拍 出 量 メ 心拍 数 
で 表 さ れ 、1 回 拍 出 量 は P3・ 表 の 3 要素 で 決定 され る 。 


昌 
| 
F 
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CK っ し ん し っ 


り 心房 と 心室 に 分 か れる 。 
弁 は 血液 の 逆流 を 防ぎ 、 心房 と 心室 の 問 の 弁 を 房 室 弁 (三共 弁 、 
代 幅 弁 )、 心 室 か ら の 出口 の 弁 を 動脈 弁 ( 大 動脈 弁 、 肺動脈 弁 ) 
と いう 。 

全身 か ら 戻っ て きた 静脈 血 は 、 上 ・ 下 大 静脈 * 右 心房 * 右 心室 
肺動脈 - 肺 の 順 で 送り 出さ れる 。 

肺 で ガス 交換 され 酸素 化し た 動脈 血 は 、 及 静脈 * 左 心房 き 左 心 
室 っ 大 動脈 * 全 身 の 順 で 送り 出さ れる 。 


心臓 の 構造 


心拍 出 量 と 心室 拡張 終期 容積 (前 負荷 の 程度 : 心臓 に 戻っ て く 
る 静脈 中 流量 ) の 関係 表し た も の が 、 フ ラン ク ・ ス ター リン 
グ の 法 出 で ある 。 


心室 張 終期 に 宣 に 流入 し た 取 江 量 員 通 常 、 必要 な 心拍 出 量 が 保 て な く な っ た 場合 、 代 償 機 転 と し て 

心臓 が 収縮 を 開始 する 前 (心室 拡張 終期 ) に 心室 に 大 動脈 か ら 心室 に 多く の 血液 が 流れ 込み (前 負荷 * )、 循 環 動態 ま 
か か る 負担 を 一 定 に 保っ て いる = 前 負荷 依存 状態 き 

0 肖 心 不全 患者 の 多く は すでに 前 負 和 荷 予備 能 の 限界 を 迎え て お り 、 由 
た め に 必要 な 圧 we ご 

@ 心 膳 が 収縮 を 開始 し た 後 ( 室 収 中) に 心室 に か 本 上 務 の 表 條 で 和 出 時 が 化 ずる 内 


か る 負担 


は 


生 心臓 の 筋肉 が 収縮 する 力 の こと 


大 F 剖 
岬 誤 


心室 拡張 終期 容積 (前 負荷 の 程度 ) 


に た に. に 1 


に た 】 


ム ビ 
病 且 


の 心不全 と は 


ー ユ 半 
SVYYA は さき 


PearesNptcrhopeeedetstt 介 認 、。=。=。 。 


プ 機 能 が 低下 し 、 全 身 の 臓 器 が 必要 と する 血液 を 十分 に 送り 出 
せ ず 症状 が 現れ る 状態 で ある 。 | 不全 で は 人 人 要 の うっ 直紀 こる | 
暫 そ の な か で 「 慢 性 の 心 ボ ポンプ 失 調 に より 肺 お よび / ま た は 体 静 
脈 系 の うっ 血 や 組織 の 低 洪 流 が 継続 し 、 日 常 生活 に 支障 を きた 
し て いる 病態 」' を 慢性 心不全 と いう 。 肪 に 下流 を 供給 人 

呈し か し 、 明 ら か な 症状 や 徴候 が 出る 前 か ら の 早期 治療 介入 の 有 する た め の 回 路 
用 性 が 確認 され た 現在 で は 、 急 性 ・ 慢 性 の 分 類 の 重要 性 は 薄れ 肺 静脈 
て いる '。 

心不全 で は 、 血 液 が 送り 出せ な く な っ た 結果 、 血 液 が 組織 に 汐 遇 
まる こと で 、 う っ 血 が 起き る 場合 が ある (うっ 血性 心不全 )。 左 で 
心 に 入っ て くる 血 流 が 停滞 する と 肺 に うっ 血 が 起き ( 左 心 不 
全 )、 右 心 に 入っ て くる 血 流 が 停滞 する と 体 特 環 の うっ 血 が 起 
き て 膳 器 や 全身 に 浮腫 が 起こ る ( 右 心不全 )。 

邊 慢性 心不全 で は 、 交 感 神経 系 や レニ ン - ア ンジ オ テ ン シ ン - ア ル 
ドス テロ ン (RAA*) 系 に 代表 され る 神経 体液 因子 が 元 進 し 、 心 
室 リモ デリ ング *( 心 肥大 、 心 拡大 )、 心 筋 線維 化 、 心 内 膜 下 虚 
男 が 生じ 、 病 態 を さら に 悪化 させ る “と 言わ れ て いる 。 


心不全 で は 也 入 基 人 
* [RAA】renin-angiotensin-aldostrone の うっ 血 が 起こ る 
交 【 リ モデ リン グ 】 負 荷 や 隊 午 を 受け た 細 皿 が 機 菩 桂 を 伴っ て 材 可 ( 再 橋 成 ) さ れる こと 。 
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ュ 


すい | 


厨 悦 涯 午 湯 


尋 

の 

時 
所 共 幅 


ー ュ ニー 


に に 3 に 


O 心 不全 の 原因 疾患 


ーー 車 状 朋 機 能 進 症 
心 疾 患 肺 疾患 
縮 0 ー 
弁膜 症 心筋 症 
心筋 炎 先天 性 心 疾患 KN 人 慢性 閉塞 性 肺 疾患 (COPD*) な ど 


整 脈 な ど 
不整脈 な と 7 
薬剤 ( 抗 が ん 薬 な ど ) 


* ICOPD】chronic obstructive puimonary disgasa 


3 一 いい 1 ヽ 
心不全 の ステ ー ジ と 経過 
心不全 は 、 急 性 増 明 を 繰 り 返 し な が ら 進行 性 に 経過 し 、5 征 生存 率 は 約 50963 と 言わ れ て いる 。 


心不全 と その リス ク 


心不全 の 進展 イベ ン ト 器質 的 心 疾患 発症 心不全 症候 出現 心不全 治療 抵抗 性 


心不全 ステ ー ジ 分 類 


高血圧 

糖尿 病 左 室 リ モデ リン グ 

動脈 硬化 性 疾患 な ど ( 左 室 肥大 ・ 駆 出 率 低下 ) 
| | 無 症候 性 弁膜 症 な ど 


に お まい 


治療 目標 位 危 険 因子 の コン トロ ー ル | 筐 器質 的 心 疾患 の 進展 予防 | 症状 コン トロ ー ル 
人 器質 的 心 疾 患 の 発症 予防 | 筐 心不全 の 発症 予防 QOL* 改 善 
入院 予防 ・ 死 亡 回 避 再 入院 予防 
緩和 ケア 終 未 期 ケア 
*【 ロ OLauality of life 


厚生 労作 省 : 脳 府中 、 心 度 岳 その 他 の 特 王 器 病 に 係る 診療 提供 体制 の 在り 方 に 関す る 検討 会 座 中 、 心 慌 后 その 他 の 符 環 問 希 に 係 る 診療 提供 体 振 の 在り 方 に つい て (平成 2 年 7 月 )、 よ り 一 部 改変 し て 引用 
http/www mhiw.go jp/file/D5-Shingikai-1 09 ロ 1 1731 49.pdf(2020 2.10 開 覧 ) 


用心 不全 の 分 類 に は 、 下 記 の よう な も の が あり 、 治 療 方 針 に か か わっ て くる 。 
『 重症 度 と 関連 する 分 類 (NYHAD 機 能 分 類 な ど ) 『 時 間 と 関連 する 分 類 (急性 慢性 、 ス テー ジ 分 類 な ど ) 
『 病態 と 関連 する 分 類 ( 左 心不全 / 右 心不全 / 両 心不全 、 左 室 駆 出 率 に よる 分 類 な ど ) 
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〇 NYHA (New York Heart Association) 
ト 、 導 台 
心 機能 分 類 
王 自 覚 症状 か ら 心 不全 の 程度 や 重症 度 を 判断 する 。 心 不全 の 重症 
度 判定 に 広く 用 いら れ て いる 。 


心 疾 患 は ある が 身体 活動 に 制限 は な い 。 
日 常 的 な 身体 活動 で は 著しい 疲労 、 動 怪 、 呼 吸 困難 ある い 


POY9 


は 狭 心痛 を 生じ な い 。 


軽度 な いし 中 等 度 の 身体 活動 の 制限 が ある 。 安 静 時 に は 無 
症状 。 

日 常 的 な 身体 活動 で 疲労 、 動 怪 、 呼 吸 困 難 あ る い は 狭 心痛 
を 生じ る 。 


高度 な 身体 活 動 の 制限 が ある 。 安静 時 に は 無 症状 。 
日 常 的 な 身体 活動 以下 の 労作 で 疲労 動 怪 、 呼 吸 困難 ある 
い は 狭 心痛 を 生じ る 。 

心 疾患 の た めい か な る 身体 活動 も 制限 され る 。 

心不全 症状 や 多 心痛 が 安藤 時 に も 存在 する 。 

わずか な 労作 で これ ら の 症状 は 増悪 する 。 


! 度 


II 度 


皿 度 


V 度 


め 左 心不全 / 右 心不全 / 両 心不全 


世 左 心 系 の 循環 不全 に 伴う 症状 や 徴候 を きた す 左 心不全 、 右 心 系 
の 循環 不全 に 伴う 症状 や 徴 侯 を きた す 右 心不全 、 両 方 が 併存 す 
る 両 心不全 が ある 。 


ーー ささ 
め ス テー ジ 分 類 
得 ス テー ジ A か ら ス テー ジ D ま で 4 段階 に 分 類 さ れる (P4・ 図 「 心 
不全 と その リス ク の 進展 ステ ー ジ 」 も 参照 ) 。 


器質 的 心 疾 患 の な い リ スク ステ ー ジ 
リス ク 因 子 を も つが 器質 的 心 疾 患 が な く 、 心 不全 症 
師 の な い 状 態 


器質 的 心 医 患 の ある リス クス テー ジ 
器質 的 心 疾患 を 有する が 心不全 症 侯 の な い 状態 


心不全 ステ ー ジ 
器質 的 心 疾 患 を 有 し 心不全 症候 を 有する 状態 


治療 抵抗 性 心不全 ステ ー ジ 

既往 も 含め て お お むね 年 間 2 回 以上 の 心不全 入院 を 
繰り 返し て お り 、 有 効 性 が 確立 し て いる すべ て の 薬 
物 治療 ・ 非 薬物 治療 に つい て 治療 な いし は 治療 が 考 
慮 され た に も か か わら ず NYHA 心 機能 分 類 息 度 より 
も 改善 し な い 状態 。 補 助人 工 心臓 や 心臓 移植 な ど を 
含む 特別 の 治療 も し く は 終 未 期 ケ ア の 適応 と な る 


び 左 室 駆 出 率 に よる 分 類 


生 多 く の 心 不全 で は 左 心不全 を きた す 左 室 の 機能 障害 が 関係 し て 
いる た め 、 左 室 機能 の うち 収縮 機能 の 代表 的 な 指標 で ある 左 室 
駆 出 率 (LVEF*) を 用 いた 分 類 で ある 。 

生 LVEF が 低下 し た 心不全 を HFrEF( ヘ フレ フ )、LVEF が 保 た れ 
た 心不全 を HFpEF( ヘ フ ペ フ ) と いい 、HFpEF で は 有効 な 治 
療法 が 十分 に は 確立 され て いな い ' と 言わ れ て いる 。 


= (LVEFleft ventricular ejection fraction 


定義 


LVEF の 低下 し た 心不全 
(heart failure with reduced ejection fraction : HFrEF) 


LVEF の 保 た れ た 心不全 

(heart failure with preserved ejection fraction : HFpEF) 
LVEF が 軽度 低下 し た 心不全 

(heart failure with mid-range ejection fraction : HFmrEF) 
LVEF が 改善 し た 心不全 


(heart faiure with preserved ejection fraction, improved :HFpEF 4096 以 上 


improved ま た は heart falure with recovered EF : HFrecEF) 


LVEF 


| 


収縮 不全 が 主体 。 現 在 の 多く の 研究 で は 標準 的 心不全 治療 下 
で の LVEF 低 下 例 が HFrEF と し て 組み 入れ られ て いる 


| 拡張 不全 が 主体 。 診断 は 心不全 と 同様 の 症状 を きた す ほ か 疾 員 
の 除外 が 必要 で ある 。 有 効 な 治療 が 十分 に は 確立 され て いな い 


境界 型 心不全 。 臨 床 的 特徴 や 予後 は 研究 が 不 十分 で あり 、 治 
療 選択 は 個々 の 病態 に 応じ て 判断 する 

LVEF が 40%6 未 満 で あっ た 患者 が 治療 経過 で 改善 し た 患者 群 
HFrEF と は 予後 が 異な る 可能 性 が 示唆 され て いる が 、 さ ら な る 
研究 が 必要 で ある 


Yancy CW. Jessup M. Bozkurt B. et al : 2013 ACCF/AHA guideline for the management of heart failure : a rport of the Amerian College of Cardiology Foundation/American Heart 
Association Task Force on practice guidelines. Crogfipn 2013 : 12B(1) :e240-e327. お よび Ponikpwski P. Voors AA. Anker SD. et al : 2016 ESC Guidelnes for th diagnosis and treatment 
Grf acute and Chronic heart failura : The Task Force for the diagnosis and treatment of acute and Chronic heart faire of the European Socimty of Cardiology(ESC)Deveioped with tha special 
contribution of the Heart Failure Associatinn(HFA) of the ESC. Epr Jaarf ソロ 16 : 37( ら 7) : 129-2200. より 一 部 改変 し て 引用 
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すす. | 


317 に に) 


科 お も な 症状 は 、 う っ 血 に よる も の と 低 心 拍 出 に よる も の が ある 。 . 尋 左 心不全 が 続く と や が て 師 高 血圧 (肺動脈 圧 の 上 昇 ) が 起こ り 右 


うっ 血 の メ カニ ズム は 、 右 心不全 と 左 心不全 で 異な る 。 ! 心不全 を 併発 し 、 両 心不全 と な る 。 

中 左 心不全 は 、 左 室 機 能 障害 に よっ て 心拍 出 量 が 低下 する と 、 左 | 代 右 心不全 は 、 左 心不全 に 続い て 起こ る 場合 が 多い が 、 そ の 他 に 
室 拡 張 終期 圧 が 上 昇 し 、 左 房 圧 の 上 昇 、 肺 欧 脈 圧 の 上 昇 に より | も 先天 性 心 疾患 や 慢性 肺 疾 串 な ど に より 右 宇 機能 が 障害 され 心 
肺 う っ 血 が 起こ る 。 し た が っ て 、 心拍 出 量 の 低下 に も と づく 症 拍 出 時 が 低下 する と 、 右 室 拡張 末期 圧 が 上 昇 し 、 右 房 圧 の 上 昇 、 
状 と 肺 うっ 血 症 状 が 主体 と な る 。 1 さら に は 中 心 静 脈 圧 の 上 昇 が 起こ り 体 循環 の うっ 血 を きた す 。 

( 左 心 不全 ) ( 右 心不全 ) 


うっ 血 に @ 叶 殺人 息切れ 介 類 吸 電 起 池 吸 但 及 野 の 租 い 断続 理 (coarse crackies、 水 泡 間 ) 
よる も の 科 喘 唱 。 借 ビ ンク 色 泡 涼 演 借 四 音 ・IV 音 の 聴取 な ど 


3 PU 


心拍 出 量 の 意識 陣 害 人 @ 不 和 介 記 銘 力 低下 但 動 公 人 頻 碑 人 全身 候 感 
低下 に よる も の 穫 易 疲労 性 介 低 血圧 介 冷 汗 。 介 四 股 冷 感 借 チ アノ ー ゼ 但 逐 氷 な ど 


計っ 血 に @ 石 地 及 部 毅 食欲 不振 部 影 感 介 計 蘭 大 介 提 能 際 
よる も の 便秘 天 参 胸水 介 肖 有休 重幸 加 な ど 


肺 うっ 血 は 、 
肺 が 水浸し に 
な る イメ ー ジ ! 


1 回 に 十分 な 血液 を 送る 
こと が で き な い か ら 、 数 
(脈拍 ) を 増やし て ま か な 
っ て いる ! 


組織 に 運ば れる 血液 ・ 
酸素 が 少な いか ら 起こ る 
症状 だ よー。 
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検 疾患 の 基礎 知識 


の お も な 検査 
邊 宜 い 断 続 性 副 雑音 (coarse crackles、 水 泡 音 ) 借 心 雑音 借 過 剰 心音 ( 由 音 、 音 ) な ど 
@ 心 拡大 但 肺 うっ 邊 介 管 陰影 増強 但 胸 水 貯 留 借 Kerleys Bine な ど ーー 
虚 必 変化 代 左 室 肥 大 但 不 整 脈 な ど 
邊 心房 ・ 心 室 の 厚 さ ・ 動 き 代弁 の 形態 ・ 動 き 筐 血 流 の 流れ 等 LVEF 筐 左 房 ・ 右 房 圧 な ど 
2 中 中 騰 性 ナトリウム 利尿 ペプチド (BNP*) 値 な な 

その 他 取 上 記 の ほか に 、 心 臓 カ テー テル 検査 、 運 動 負荷 試験 、CT*、MRI*、 核 医学 検査 な ど が 行わ れる 


*IBNP】brain natriuretic peptide *【CT】computed tomography : コン ピュ ー タ 所 骨 揚 閑 * [MRIJmagnetic resonance imaging - 硫 気 共 凍 較 像 法 


胸部 単純 線 写真 


和 左 房 圧 が 高く な り 肺 静脈 が うっ 血 す る と 、 上 葉 の 血管 陰影 が 目立つ よう に な る 。 

衛 う っ 血 が 進む と 小葉 間 の 隔壁 ( 間 質 ) に 水分 が 貯留 し 、Kerley's B line と いわ 
れる 両側 肺 底部 胸膜 側 の 横 方 向 に 走る 線 が み ら れ る 。 

寺 肺 水 且 に より 肺 門 部 を 中 心 と し た 媒 の よう な 形 を し た 陰影 が か られ る (butterfly 
shadow)。 

委 心 陰影 の 拡大 は 、 心 胸郭 比 (CTR*) に よっ て 定量 的 に 評価 され る 。 

邊 胸水 が 貯留 し て いる 場合 に は 助 骨 横隔膜 角 (CPA*) が 鈍 角 に みえ る 。 


*ICTR】cardiothoracic ratio  w 【CPAjcostophenic angle 


ト ミ 
心臓 超 音波 検査 
科 心 不全 を 招く 原因 疾患 の 診断 に 加え 、 各 心室 お よび 心房 の 形態 評価 、LVEF や 左 室 拡張 機能 な ど 心 機能 評価 、 左 房 圧 、 肺 動脈 圧 、 右 房 
圧 な どの 血行 動態 の 評価 が 行わ れる 。 


血液 学 的 検査 : 血 中 脳性 ナトリウム 利尿 ペプチド (BNP) 値 


和 WBNP は 、 お も に 心室 が 分 泌 する 循環 調整 ホル モン で ある 。 心 、, 共 18.4pg/mL 以 下 : 心不全 の 可能 性 は きわ め て 低い 
室 へ の 負担 が 大 きい ほど 多く 分 泌 さ れる と され 、 心 不全 の 病態 , 『18.4~40pg/mL : 心不全 の 危険 因子 を 有 し て いて も 心不全 
を 反映 する 指標 と し て 用 いら れる 。 1 の 可能 性 は 低い 

還 日 本 心不全 学会 は 、BNP、NT-proBNP* 値 の 心不全 診断 へ の 『 40ー100pg/mL : 軽度 の 心不全 の 可能 性 が ある 
カッ ト オ フ 値 を 示し て いる (下図 )。 そ れ に よる と 、BNP 値 に ! 100~200pg/mL : 治療 対象 と な る 心不全 の 可能 性 が ある 

『 200pg/mL 以 上 : 治療 対象 と な る 心不全 で ある 可能 性 が 高い 


心 胸郭 比 (CTR)=(a+b)/cx100(%) 


より 、 右 記 の よう な 診断 が な され る 。 


ま [NT-proBNP】N-terminal pro-brain natriuretic pantide : N 未 嗜 ブロ 耕 性 (B 製 ) ナ トリ ウム 利 末 ベ プ チ ド 


心不全 の 可能 性 心不全 の 可能 性 は 低い が 、 


は 極め て 低い 可能 な ら ば 経 内 宮 sa 
: 血 中 BNP や NT-proBNP 価 
を 用 いた 心不全 診療 の 留意 点 
に つい て . より 転載 
http://asas.or.jp/jhfs/ 
BNP 0 184 40 topics/bnp201300403. 
NTproBNP 125 400 900 (pg/mL) htmi(20g0.1.14 関 覧 ) 
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還 叶 和 


以下 の 順に 検討 を 行う 。 
問診 に よる 自覚 古 状 身体 所 見 血 中 BNP・NTproBNP 値 の 
労作 性 の 呼吸 困難 粗い 断続 性 副 雑 音 測定 
起 学 呼 吸 (coarse crackles) 心臓 超 音 波 検査 
体重 増加 内 豆 静 脈 の 和 天 cT 
腹部 膨満 感 ・ 食 欲 不振 肝 腫 大 MRI 
全身 候 感 還 = 牧 。 Em 友 本 = 牧 。 自学 検査 
易 疲 労 感 希有 心 膳 カ テー テル 検査 な ど 
尿 量 減少 チア ノー ゼ 
四股 冷 感 な ど 四肢 冷 感 な ど 
肥 往 歴 心電図 
家族 歴 な ど 胸部 X 線 
泊 療 ・ ま の 2 挫 の 知生 
ミ ム 
ね 『 
心不全 が 確定 され る と 原因 疾患 や 心不全 ステ ー ジ に 応じ た 心 不 | 化 を 防ぐ こと 、 心 不全 の 増悪 因子 を 予防 ・ 除 去 する こと で 急性 
全治 療 が 行わ れる 。 | 増悪 の リス ク を 低減 させ る こと が 目標 * に な る 。 


慢性 心不全 の 治療 法 は 、 血 行動 態 を 改善 する こと で 自覚 症状 を 下 表 で は 、 原 因 疾患 へ の 治療 を 含め て 、4 つ に 整理 し た も の を 
軽減 し QOL の 改善 を 図る こと や 、 心 筋 を 保護 し て 心不全 の 悪 : 示す 。 


慢性 心不全 に 対す る 治療 の 分 類 


治療 の 目的 
@ 由 行動 態 や 症状 の 改善 を 図る 楽 物 ms 

『 利尿 薬 ( レ ー プ 系 利尿 薬 、K 保 持 利尿 薬 、 サ イア ザイ ド 系 利尿 薬 、ANP 製 剤 ) 『 袖 酸 

アン ジオ テン シン 変換 酵素 (ACE*) 阻 害 薬 * ま アンジオテンシン TI 受 容体 抗 薬 (ARB*) 
自覚 症状 を 軽 小 す る 半 ( ウ キタ リス 刺 、 カテ コラ ミン ) な ど 
前 負荷 や 後 負荷 の 軽減 、 。 琶 未 下 入 
心 収縮 力 の 増強 に よっ て 呼 友 補 助 療法 : 陽 圧 呼 吸 療 法 で は うっ 血 の 改 善 お よび 左 室 負荷 の 軽減 、 左 室 前 負荷 の 経 減 、 交感 神経 活性 の 抑制 を 
血行 動態 の 改善 を 図る 期待 する 

@ 心 騰 再 同期 療法 (CRT*) : 左 室 中 隔 と 左 室 自由 壁 を 同時 に ペー シン グ ( 両 室 ペ ベー シング) する こと に よっ て 、 失 われ た 
同期 性 を 回 復 する 治療 法 


心筋 保護 に より RAA 系 、 交 感 神経 系 へ 作用 し 心筋 リモ デリ ング を 抑制 し て 心 保護 作用 を 示し 長期 予後 の 改善 に は た らく 薬物 
心不全 の 悪化 を 防ぐ ” ACE 胃 害 楽 『ARB 『 抗 アル ドス テロ ン 楽 『 遮断 楽 な ど 
記 邊 心 詳 リ ハビ リ テ ー シ ョ ン (運動 療法 を 含む ) 
和 生活 下 の 和 管理 
水分 出納 管理 『 食 事 療法 (塩分 制限 ) 『 禁煙 ・ ア ルコ ー ル 制限 過労 防止 『 感 染 予 防 服薬 管 理 な ど 


心不全 の 原因 を 治す 介 完 動脈 カテ ー テ ル 治 療 借 ベ ペー ス メ ー カ ー 治 療 筐 冠動脈 バイ バス 治療 筐 弁膜 症 手術 筐 心 左 移植 な ど 


Aa009080GSryEOMNgREGs * [ARBjangiotensin H receptor biocker *【CRT]cardiac resynchronizatian therany 
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の 心臓 リハ ビリ テー ショ ン お よび 生活 習慣 の 自己 管理 


邊 心不全 の 悪化 や 再 入院 を 防ぐ も の と し て 、 思 者 自身 で で きる も 
の に 運動 を 含む 心 快 リハ ビリ テー ショ ン や 生活 習慣 の 自己 管 
理 が ある 。 

@ 心 左 リ ハビ リ テ ー シ ョ ン は 、 医 学 的 な 評価 、 運 動 処方 、 完 危険 
因子 の 是正 、 教育 お よび カウ ン セ リン グ か ら な る 長期 的 で 包括 
的 な ブ プログラム” で 、 通 常 は 入院 中 か ら 開 始 し 退院 後 も 外来 で 
参加 し て 約 3 か 月 間 継 続 する 。 

再発 予防 の た め の 学習 (自己 管理 ) ・ 生 活 指導 (食事 ・ 服 薬 ・ 身 
体 活動 )・ カ ウン セリ ング (復職 相談 ・ 心 理 相談 ) な ど を 含む 。 
個々 の 加 者 の 心 疾 患 に 基づく 身体 的 ・ 精 神 的 影響 を で きる だ 


きい と うそ で 


け 軽 減 し 、 突 然 死 や | の リス ク を 是正 し 病状 を 調整 し 、 動 


連動 度 11 一 13 点 ( 下 表 参照 〉) 


睡眠 
入浴 
食事 


筐 良質 な 睡眠 を 取る 


筐 水 分 バラ ンス を 考え る 


嗜好 品 @ 完 全 な 禁煙 
ロ 人 飲酒 : 重症 心不全 は 禁酒 、 軽 症 は 少量 


体重 管理 得 生 日 体重 測定 し 記録 


服薬 管理 介 忘 れず に 、 決 め ら れ た 量 の 服薬 を 守る 


脈 硬化 の 過程 を 抑制 ある い は 逆転 させ 、 心 理 社 会 的 な ら び に 職 
業 的 な 状況 を 改善 する こと を 目的 と する 。 

心電図 を 見 な が ら 病 状 に 合わ せ て 行う 運動 療法 に より 、 嫌 気性 
代 放 半値 (AT* : 運動 時 に 有 琶 素 運動 か ら 無 本 素 運 動 へ と 切り 
替わる 運動 強度 の 閲 値 ) や 左 室 拡張 機能 の 改善 が 期待 で きる 。 

肖 運 動 療 法 を 含む 心臓 リハ ビリ テー ショ ン は 、 慢 性 心不全 の 疾病 
管理 プロ グラ ム と し て 重要 と な る 。 

生活 習慣 の 自己 管理 と し て 、 病 気 の 状態 に つい て よく 理解 し 、 
毎日 の 体重 測定 や 指示 され た 塩分 ・ 水 分 制限 、 服薬 、 運 動 、 禁 
煙 等 を 守り 、 続 ける こと が 重要 で ある ( 下 表 )。 


*【ATIanaerobic threshold 


代 種 類 : 早足 歩き 、 自 転 車 こ ぎ 、 体 操 、 低 強度 レジ スタ ンス トレ ー ニ ング 
穫 強 さ : 最大 能力 の 40-50% の 運動 、 や や きつ いと 感じ る 、 軽 く 息 が 弾む お 、 軽 く 汗ばむ (ボル グ 指 数 : 自覚 的 運動 強 


筐 1 回 の 時 間 と 頻度 : 30-60 分 、 週 3ー7 回 (重症 例 は 週 3ー5 回 ) 


筐 40-41'C の 湯船 に 鎖骨 の 下 あ た り ま で つか り 10 分 以内 に と ど め る 
得 バ ラン ス の と れ た 食事 筐 塩 分 制限 (6g/ 日 以下 ) 


穫 ベ スト 体重 を 維持 (2kg/ 週 以上 の 増加 は 心不全 増悪 の 可能 性 ) 


等 イン フル エン ザ ・ 肺 炎 球 菌 ワ クチ ン 接 竹 
介 骨 労 を 避け る な ど 


感染 管理 


泡 危 険 因子 の 管理 


得 血 圧 、 糖尿 病 、 体 重 な む ど の コン トロ ー ル 


@ 風 邪 を 引か な いよ う 念 油 ・ 手 洗い ・ マ スク の 着用 


の 緩和 医療 


所 心不全 患者 は 、 し ば し ば 全 人 的 苦痛 ( トー タル ベ 
イン : 身体 的 苦 癌 、 精 神 的 苦痛 、 社 会 的 苦痛 、 ス 


ピリ チュ アル 的 苦痛 ) を 抱え て お り 、 終 未 期 に 至 
る 前 の 早期 の 段階 か ら 、 患 者 と その 家族 の QOL 


6 14 
7 非常 に 楽 で ある 15 きっ ぃ 
8 16 
、 9 。。 か な り 楽 で ある 17 。 か な りき つい 
に 隊 回 
11 楽 で ある 19 非常 に きつ い 


改善 の た め に 多 職 種 チ ー- ム に よる サポ ー ト が 重 


や や きつ い 


要 と 考え られ て いる "。 
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に 3 に 1 1 


に に 3 に 


く 4 回 は 「 則 性 まで 入院 6 日 目 の A さ ん (男性 ) の 事例 を も と に 、 看護 過程 の 展開 の 例 を 示し ます 。 


事例 紹介 " 請 


悪 者 さん の 基礎 情 報 と 、 入院 6 日 目 の 情 報 を 示し ます 。 


A 氏 、58 歳 、 男 性 、 会 社員 (営業 部 長 ) 


慢性 心不全 (入院 時 NYHA 必 機能 分 類 邊 度 ) 
@50 歳 で 急性 心筋 梗塞 を 発症 し 入院 、56 歳 時 心不全 で 入院 。 退院 後 は 外来 通院 治療 


を 受け て いた 。 


邊 今年 に 入っ て 風邪 を 引き 、 発 熱 治 まっ た が 供 介 感 が 取れ ず 、 食 欲 も 低下 し 仕事 中 
に も 息切れ が する よう に な っ た た め 受 診 し 、 心 不全 の 診断 で 入院 と な っ た 。 
生 入 院 後 、 安 静 、 酸 素 吸入 、 利 尿 薬 に より 、 う っ 血 は 軽減 し 心臓 リハ ビリ テー ショ ン 


が 開始 され た 。 


邊 安 表 時 、 体 温 36.5C、 脈 拍 74 回 / 分 ・ リ ズム 整 、 呼 吸 数 16 回 / 分 、 血 圧 108/60mmHg 


と 安定 し て いる 。 


〇 カル テ 、 ケア を 通し て 


生身 長 168.0cm、 体 重 67.6kg( 入 院 時 71.8kg) 

胸部 X 線 : 肪 野 の うっ 自 像 改善 胸水 貯留 改善 心 胸 
比 (CTR) 52%、 下 肢 浮 腫 () 

視力 : 両 上 1.0( 米 正 : メガ ネ )、 老 眼 あ り 、 難 徳 な し 

血液 デー タ 


WBCY の pnL AST"(IU/L 


TP*(g/dL ALT*(IU/L 


Alb*(g/dL LDH*(IU/L 
BUN*(mg/dl CRP*(mg/dL 


Cr(mg/dl BNP(pg/mL 


用 ADL* 自 立 
世 「 室 内 トイ レ ま で 歩い て も 息切れ な ど は あり ませ ん 」 


* 【WBC】white blood cell : 碧 箇 球 数 * [TPjtotal protein : タ ン バ ク 
* [Ab】albumin : アル プ ミン * BUN】blood urea nitrpgn : 箇 中 生 素 人 
* 【Cricreatinine : クレ ア チ ニン 


* [AST】aspartate transaminase : アス パラ ギン 孤 ア ミノ トラ ンス フェ ラー ゼ 
* 【ALT】alanina transaminase : アラ ニン アミ ノ ト ラン ス フ ェ ラ ー ゼ 

* 【LDH】iactate dehydrpgnas : 

* 【CRP】Creactive protein : C 反 応 性 タン バク 

*【ADLjactivities of daily iving : 日 常 生活 動作 


10 フチ ナー ス Vol29 No.4 Apl 2020 多 


得 た 入院 6 日 目 の 情 報 


0 5ekp 。 


心臓 リハ ビリ テー ショ ン 時 記録 


病棟 内 50m 歩 行 実施 、 歩 行状 態 は 安定 し て いる 。 
0「 少 し 息 が 上 が っ て きつ いで すね 。 足 の 筋肉 も 少し 落ち 
た か な 。 ど ん どん リハ ビリ し て 早く 退院 し た いで す 」 


』 歩行 前 後 の バ パイ タルサ イン : 

上 行 前 上 行 後 
馬 ( 人 9) | リム 可 リズ ム 四 あり 
呼吸 (回 / 分 ) |16 |2o 
圧 (mmHg) |108760 96/62 
so*% 。 |ee 。 ls 


モニ ター 心電図 上 APC* 単 発 45 回 / 分 


* 【SpO】saturation of perCutaneous oxygen : 経 友 的 動 押 芝 赦 和 度 
*【APC】atrial nremature contraction : 心房 時 外 取 編 


事 

8 

排便 : 平素 は 1 回 / 日 、 食 欲 低下 後 34 日 に 1 回 、 脱 妙 較 心 不全 食 (1.800kcal/ 日 、 塩 分 6g/ 日 )、8 一 10 割 授 取 

動 音 科 [息苦し さ が 取れ て か ら は 食べ られ る よう に な り ま し た 。 

間 「 お 腹 が 張っ て 苦し いで す 。 ガ ス は 出 ます が 、 便 は コロ 水 は 決め られ た 1L を 測っ て 飲ん で いま す 」 内 

コロ し た も の が 少し で す 」 委 「 自 宅 で の 食事 は 、 病 院 に 比べ る と 味 が 濃かっ た 。 薄 味 に 

邊 尿 量 1.200-1.800mL/ 日 、 フ ロ セ ミド 20mg・1 錠 1 を 心がけ て は いた ん で す が 、 仕 事 が 忙し く 、 気 に し な く 

メ X 朝 、 ス ピロ ノラ クト ン 25mg・1 錠 1 x 朝 内 服 中 な っ て いた 。 勉 強し な お し ます 。 も う 一 度 、 栄養 指導 と 人 
保健 指導 を 受け た い 」 


油 ( 妻 ) 「 塩 分 に 気 を つけ て いた つも り だ が 、 測 っ て は いな 
か っ た 。 私 も も う 一 度 、 勉 強し ます 」 


編 許 潮 当 


は 3 
悪 

皮 眠 時 間 6 時 間 、 入 過 困 難 、 中 途 党 可 な し 。 W「 医 師 か ら は 、 心 不全 で 身体 に 水分 が 溜まっ て いる の で 、 和 

= 夜間 時 (0 時 )、 本 を 読ん で いる 。 利尿 楽 で うっ 血 を 改善 し 、 心 麻 リ ハビ リ を し まし ょ うと H 

a 邊 蘭 1 時 間 。 言わ れ まし た 。 無理 し た の が よく な か っ た 」 

明 「 消 灯 時 刻 が 早い の で な か な か 寝 つ け な い 。 いろいろ 、 呈 「 こ の 1 か 月 は 仕事 が 忙し く て 体重 も 毎日 測っ て いな か ま 
悪い こと ば か り 考 えて し まう 。2 回 目 の 心不全 だ し 、 も っ た 。 気づい た と き に は 4kg も 体重 が 増え て いて 、 失 敗 内 
う 仕 事 は 難し い の で し ょ うか 」 し た 。 心筋 梗塞 を し て いて 心臓 の 機能 が 悪い か ら 気 を つ い 

』「 和 夜 務 れ な いか ら 昼 間 眠 いで す 」 ける よう に 言わ れ て いた の に 。 ダ メ で すね 」 


箇 「 飲 み 薬 は 、 血 液 を サラ サラ に する 薬 と 心臓 の 保護 の 薬 、 
血圧 の 薬 、 利 尿 薬 を 忘れ ず に 飲ん で いま す 」 
邊 内 服薬 は 、 自 己 管理 で 残業 は な い 。 


ー ユ 半 
SVYwA は き 


すい | 


家族 ・ 仕 事 - 
病 
態 
心筋 守 後 に 禁煙 。 飲酒 : ビール 1_/ 日 同居 家族 ( 妻 58 歳 ・ 会 社員 、 長男 22 歳 ・ 大 学生 、 長 女 
日 頃 の スト レス 解消 法 は と くに な い 。 し いて 言う な ら 19 歳 ・ 大 学生 ) に 
お 酒 だ が 、 心 不全 発症 後 節 割 は し て いる 」 連日 、 家 族 の 面会 あり 。 夕 方 、 雪 、 娘 、 息 子 の いずれ か 


が 着替え 等 を 持っ て き て いる 。 

営業 部 長 、 会 議 が 多い 。 

「 仕 事 が 忙し く 、 病 院 に 行く 由 を と れ な か っ た 。 会 社 の 
こと は 気 に な り ま す 」 

「 長 女 に あと 3 年 は 学費 が か か る の で 、 定 年 まで は 働か 
せ て も らい た い 。 し か し 、 続 けら れる か どう か 」 

「 秋 ぐ の は や っ ぱり 親父 の 仕事 で すか ら 」 

「 仕 事 と 家族 が 大 切 で す 」 

「 家 事 は 、 妻 が ほとん ど や っ て くれ て いま す 。 妻 が 食事 
の こと な ども 気 に か け て くれ ます 」 


EN 上.』 


ーー ュー 


に に 3 に 
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この 事例 で の アセ スメント の ボイン ト 


今月 の 事例 の 患者 さん を アセ スメント する 場合 、 ど の よう な 点 に 着目 すべ きか を 解説 し ます 。 


心不全 患者 の 看護 で は 、 日 常 生活 へ の 復帰 を 目標 と し て 、 安 全 
な 心臓 リハ ビリ テー ショ ン の 実施 と 心不全 を 増悪 させ な いた め の 
効果 的 な セル フケ ア の 獲得 が で きる よう に 、 中 者 を 支援 し て く こ 
と が 重要 と な る 。 

と くに 、 効 果 的 な セル フケ ア の 実施 は 、 心 不全 の 再 入院 率 や 死 
亡 率 の 低下 に つなが る と の 報告 7 も あり 、 患 者 の QOL の 向上 に も 
大 きく 関係 する 。 そ の た め 、 心 機能 と 活動 量 の バラ ンス に つい て 
の 視点 、 セ ルフ ケア に 対す る 吉 者 の アド ヒア ラン ス の 視点 か ら の 
アセ スメント が 重要 と な る 。 

本 事例 は 、2 回 目 の 心 不全 に よる 入院 と な っ て いる が 、 加 療 に 
より 浮腫 の 改善 が あり 体重 も 約 4kg 減 少し て お り 、 身 体 症状 の 改 


善 も 進ん で いる 状況 で ある 。 し か し 、 心 臓 リ ハビ リ テ ー シ ョ ン が 
開始 され た 現在 で も 、 歩 行 後 の バ イタ ル サ イ ン の 変動 が 大 きく 、 
酸素 供給 / 需 要 の アン バラ ンス が ある 。 こ こ か ら 考 える と 、 活 動 
に 関す る アセ スメント が 重要 と な る 。 

また 、 入 院 前 の 生活 習慣 を 振り 返り 、 患 者 本 人 と 妻 に は 今後 改 
善 し て いこ うと いう 意欲 が み ら れ る 。 こ の 意欲 を 活用 し な が ら も 、 
無理 を せ ず 心機 能 に 合わ せ た 安 全 な リハ ビリ テー ショ ン を 実施 で 
きる よう 援助 する 必要 が ある 。 さらに 、 心 不全 患者 の 9-60% 
に うつ 症状 の 合併 が あり "、 適 切な 症状 緩和 と 心理 的 な 支援 も 重 
要 と な る 。 心 不全 の 症状 の 出現 に 伴う 症状 で 、 看 護 で 解決 可能 な 
問題 に 着目 し て いく こと が 重要 と いえ る 。 


アセ スメント - ュ - ド トン の 機能 的 健康 バター ン を 用 いた 例 一 


Subjective data : 主観 的 情報 Objective data : 客観 的 情報 


注意 : バタ ー ン に よっ て は 、 ク ラス ター( 情 報 主 ) 毎 に 分 析 を し て いま す が 、 ア セス メン 
ト す べき も の を すべ て 綱 詳 し て いる わけ で は あり ませ ん 。 


情報 の 整理 アセ スメント 


回 現 病歴 : 50 歳 で 急性 心筋 梗塞 、56 歳 時 心不全 で 入院 治療 を 受 
ける 。 今 回 、 風 邪 を 引い た 後 、 供 怠 感 、 食 欲 低下 、 息 切れ の 
症状 に て 受診 し 心不全 の 診断 で 入院 

回 「 心 不全 で 身体 に 水分 が 溜まっ て いる の で 、 利 尿 薬 で うっ 血 を 
改善 し 、 心 臓 リ ハビ リ を し まし ょ うと 言わ れ ま し た 。 無 理 し た 
の が よく な か っ た 」 

回 「 血 液 を サラ サラ に する 薬 と 心臓 の 保護 の 薬 、 血 圧 の 薬 、 利 尿 
薬 を 忘れ ず に 飲ん で いま す 」 

回 "仕事 が 忙し く て 体重 も 毎日 測っ て いな か っ た 。 気づい た と き 
に は 4kg も 体重 が 増え て いて 、 和 失敗 し た 。 心 筋 梗塞 を し て いて 
心臓 の 機能 が 悪い か ら 気 を つけ る よう に 言わ れ て いた の に 」 

回 自宅 で の 食事 は 、 病 院 に 比べ る と 味 が 濃かっ た 。 薄 味 を 心 が 
け て は いた ん で す が 、 仕 事 が 忙し く 、 気 に し な く な っ て いた 。 
勉強 し な お し ます 。 も う 一度 、 栄 養 指導 と 保健 指導 を 受け た い 」 

回 ( 妻 ) 「 塩 分 に 気 を つけ て いた つも り だ が 、 測 っ て は いな か っ た 。 
私 も も う 一 度 、 勉 強し ます 」 

回 心 乱 梗 塞 後に 禁煙 、 内 服薬 は 自己 管理 で 残業 は な い 

回 体温 36.5C、 脈拍 74 回 / 分 、WBC 4.600/L、 CRP 0.2mg/ 
dL 

リハ ビリ テー ショ ン 時 の 歩行 状態 安定 

回 " 足 の 筋肉 も 少し 落ち た か な 。 ど ん どん リハ ビリ し て 早く 退院 し 
た いで す 」 


く 健康 に 関す る 認識 > 
生 今 回 は 2 度目 の 心不全 に よる 入院 で あり 、 治療 に つい て 理解 し 、 
心不全 に な っ た 原因 に つい て も 自覚 し て いる 。 


く 健 康 管理 > 

邊 食事 に 関し て は 、 病 院 食 の ほう が 薄 味 で ある と いう こと か ら 、 
自宅 で の 管理 は うま くい っ て いな か っ た 。 し か し 、 心 筋 梗塞 後 
か ら 禁 煙 し 内 服 管理 も 残 薬 は な く 正確 に で き て いた 。 

所 セル フケ ア へ の 意欲 は み ら れ 、 再 度 の 知識 の 習得 を 望ん で いる 。 
また 、 妻 の 患者 へ の 健康 管理 へ の 発言 が み ら れ 、 サ ポー ト が 期 
待 で きる こと は 強み で ある 。 


く 安 全 > 
邊 感染 の 徴候 は な い 。 
邊 筋力 の 著 明 な 低下 は な く 、 安 定 し て 歩行 で き て いる 。 
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回 身長 168.0cm、 体重 67.6kg( 入 院 時 71.8kg) 

「4kg も 体重 が 増え て いて 」 

回 TP 6.1g/dL、Alb 3.2g/dL 

回 入院 前 : 食欲 低下 あり 

回 入院 後 : 心不全 食 1.800kcal/ 日 、 塩分 6g/ 日 、810 割 摂取 
回 「 息 苦し さ が 取 れ て か ら は 食べ られ る よう に な り ま し た 」 


く 栄 養 摂取 ・ 消 費 の バラ ンス > 

人 筐 BMI* 24.1 で 、 治療 に より うっ 血 が 改善 され た こと を 考え る と 、 
普通 体重 内 で ある 。 

邊 入院 前 の 食欲 不振 に より TP、Alb が 低下 し 栄養 状態 は 不良 で あ 
る が 、 現在 ほぼ 全量 食事 摂取 で き て お り 、 栄 養 摂取 ・ 消費 の バ 
ラン ス は と れ て お り 、 栄 養 状態 は 改善 する こと が 考え られ る 。 


II 回 「 水 は 決め られ た 1L を 測っ て 飲ん で いま す 」 
前 回 フロ セミ ド 20mg・1 錠 1x 朝 、 ス ピロ ノラ クト ン 25mg・1 狂 ] < 水分 の 摂取 と 排 湯 の バ ラン ス > 
代 拓 * 朝 介入 院 時 に は 通常 の 体重 より 4kg 増 え 体液 量 が 過剰 な 状態 で あっ 
回 尿 量 1.200~-1.800mL/ 日 た が 、 現在 は 利尿 薬 の 使用 に より 尿 量 は 保 た れ 、 体重 は 減少 (一 
回 胸部 X 線 : 肺 野 の うっ 血 像 改善 、 胸 水 連 留 改善 、 心 用 比 (CTR) 4.2kg) し て いる 。 下 肢 浮腫 は み ら れ て いる が 、 胸 部 X 線 上 の う 
52%、 下 肢 浮腫 (+) っ 血 像 、 胸 水 も 改善 し て お り 、 水 分 の 摂取 と 排 湯 の バラ ンス は 
回 AST 35IU/L、ALT 28IU/L、 LDH 200IU/L 改善 し て いる 。 
介 肝 機能 の デー タ は 基準 値 内 で あり 、 肝 臓 の うっ 血 を 示す 異常 は 
み ら れ な い 。 
く 排尿 > く 尿 の 排 江 機 能 > 
回 尿 量 1200-1.800mL/ 晶 邊 血液 デー タ よ り 、 腎 機能 に 異常 は み ら れ ず 、 利 尿 薬 内 服 に より 
回 BUN 102mg/dL、 Cr 082mg/dL 尿 量 は 保 た れ て いる 。 
回 フロ セミ ド 20mg・1 錠 1 メ 朝 、 ス ピロ ノラ クト ン 25mg・ 1 義 1 
講 困 
て 人 全 > く 便 の 排 港 機能 > 
回 平素 は 1 回 / 日 、 食 欲 低下 後 3~ こ 4 日 に 1 回 間 平 素 は 連日 の 排便 が 見 られ て いた が 、 食 欲 低下 か ら 3 て 4 日 に 1 
回 腸 螺 和音 微弱 回 に 減っ て いる 。 現在 も 肢 螺 動 音 は 減弱 し 、 重 全 少 量 の 排便 し 
回 「 お 腹 が 張っ て 苦し いで す 。 ガス は 出 ます が 、 便 は コロ コロ し た か み ら れ て いな い 。 お 腹 が 張る と いっ た 自覚 症状 も な られ て お 
も の が 少し で す 」 り 、 苦 痛 を 感じ て いる 。 
で 日 常 の 生活 活動 > く 日 常 の 生活 活動 > 
回 ADL は 自立 し て いる 、 歩行 状態 は 安定 し て いる 。 答 ADL は 自立 し 、 歩 行状 態 は 安定 し て いる 。 
く 呼吸 ・ 循 環 > く 呼 吸 ・ 循 環 > 
回 「 室 内 トイ レ ま で 歩い て も 息切れ な ど は あり ませ ん 」 候 安 静 時 バイ タル サイ ン は 安定 し て お り 、 室 内 トイ レ 歩 行程 度 の 
V 回 (安静 時 ) 脈拍 74 回 / 分 ・ リ ズム 整 、 呼吸 数 16 回 / 分 、 血 圧 活動 で は 循環 動態 は 保 た れ て いる 。 
当 重 108/60mmHg、 SpO。 9696 介 50m 歩 行 に お いて 脈拍 、 呼 吸 回 数 の 上 昇 、 血 圧 の 低下 、 SpO。 
、 回 (50m 歩 行 後 ) バ イタ ル サ イ ン : 脈拍 118 回 / 分 ・ リ ズム 整 ・ 結 低下 、 お よび 不整脈 が み ら れ て お り 、 活 動 に 見 合う 循環 動態 が 
滞 あ り 、 呼 吸 数 20 回 / 分 、 血 圧 96/62mmHg、SpO。 93%、 保 た れ て いな いこ と が わか る 。 
モニ ター 心電図 上 APC 単 発 4ー5 回 / 分 
回 (50m 歩 行 中 ) 「 少 し 息 が 上 が っ て きつ いで すね 」 
回 平素 は 、 睡眠 時 間 6 時 間 、 入 眠 困難 、 中 途 覚醒 な し ぐ く 董 眠 ・ 休 息 > 
| 「 有 | 回 夜 問 訪 室 時 (0 時 )、 本 を 読ん で いる 、 午 上 1 時 間 邊 自宅 で の 消 条 時 間 と 異な る こと や 、 予 後 へ の 不安 か ら 寝 つけ な 
| | 誠 上 消灯 時 刻 が 早い の で な か な か 寝 つ け な い 。 い ろ い ろ 、 悪 いこ い 状態 が 見 られ 、 午 騨 に 示さ れる よう に 睡眠 が 不足 し て いる 。 
と ば か り 考え て し まう 。 2 回目 の 心不全 だ し 、 も う 仕 事 は 難し 
休息 い の で し ょ うか 」「 夜 眠れ な いか ら 昼 間 眠 いで す 」 
*【BMjbody mass index 


プチ ナー ス Vol.29 No.4 Aprll 2020 別 生 


系 | 層 頭 9 商 馬 員 部 各層 


13 


嘩 


編 府 


紙 許 旨 茹 


に に も に 1 


に 2 


厨 悦 洗 千 湯 


情報 の 整理 


く 感 覚 > 

回 視力 : 両 眼 1.0( 矯 正 : メガ ネ )、 老眼 あ り 、 難 徳 な し 

て 意識 、 記 憶 、 判 断 な ど > 

回 「 医 師 か ら は 、 心 不全 で 身体 に 水分 が 溜まっ て いる の で 、 利 尿 
薬 で うっ 血 を 改善 し 、 心 有 レ リ ハビ リ を し まし ょ うと 言わ れ ま し 
た 」 

回 「 水 は 決め られ た 1L を 測っ て 飲ん で いま す 」 


アセ スメント 


て 感覚 > 

邊 聴力 、 視 力 と も に 日 常 生活 に 支障 を 与え る 事象 は な い 。 

く 意 識 、 記 憶 、 判断 な ど > 

短 理 解 力 、 判断 力 と も に あり 、 言語 的 コミ ュ ニ ケー ショ ン が 取れ 、 
治療 、 看 護 援助 に 関す る 説明 な ど に 支障 は な い 。 


回 無理 し た の が よく な か っ た 」「 気 づい た と き に は 4kg も 体重 が 
増え て いて 、 失 敗 し た 」 

還 心筋 梗塞 を し て いて 心臓 の 機能 が 悪い か ら 気 を つけ る よう に 
言わ れ て いた の に 。 ダ メ で すね 」 

回 勉強 し な お し ます 。 も う 一 度 、 栄 養 指導 と 保健 指導 を 受け た い 」 


回 同居 家族 ( 妻 58 歳 ・ 会 社員 、 長 男 22 歳 ・ 大 学生 、 長 女 19 歳 ・ 
大 学生 ) 

回 連日 、 家族 の 面会 あり 

回 営業 部 長 、 会 議 が 多い 

回 "仕事 が 忙し く 、 病 院 に 行く 暇 が な か っ た 。 会 社 の こと は 気 に 
な り ま す 」 

回 「 長 女 に あと 3 年 は 学費 が か か る の で 、 定 年 まで は 働か せ て も ら 
いた い 」 

回 「 家 事 は 、 妻 が ほとん ど や っ て くれ て いま す 」 


筐 自己 管理 を し て いた と いう 気持 ち が あ っ た が 、 入 院 に より 自信 
を な くし た 発言 が みか られ る 。 し か し 、 自 己 管理 へ の 意欲 も 見 ら 
れ て いる 。 


邊 妻子 と の 関係 は 良好 で あり 、 患者 へ の サポ ー ト が 期待 で きる 。 

穫 家 事 は お も に 妻 が 担っ て お り 、 入 院 に よる 家族 役割 の 大 き な 変 
更 は な いと いえ る が 、 経 済 的 な 役割 に つい て は 心配 に 思っ て い 
る 。 

邊 管理 職 の 立場 で あり 、 仕 事 の こと が 気 に な っ て いる 。 


回 58 歳 男性 、 妻 58 歳 、 子 (息子 、 娘 ) 


回 「 日 頃 の スト レス 解消 法 は と くに な い 。 し いて 言う な ら お 漂 だ が 、 
心不全 発症 後 節制 は し て いる 」 

回 飲酒 : ピール] 杯 / 日 

回 「 消 灯 時 刻 が 早い の で な か な か 寝 つ け な い 。 い る ろ い ろ 、 悪 いこ 
と ば か り 考 えて し まう 」 

回 「2 回 目 の 心不全 だ し 、 も う 仕事 は 難し い の で し ょ うか 」 

回 「 長 女 に あと 3 年 は 学費 が か か る の で 、 定 年 まで は 働か せ て も ら 
いた い 。 し か し 、 続 けら れる か どう か 」 

回 夜間 訪 室 時 (0 時 )、 本 を 読ん で いる 


回 稼ぐ の は や っ ぱり 親父 の 仕事 で すか ら 。 仕事 と 家族 が 大 切 で 
す 」 

回 「 長 女 に あと 3 年 は 学費 が か か る の で 、 定 年 まで は 働か せ て も ら 
いた い 」 


邊 性 的 機能 、 生 殖 機能 に つい て 問題 と な る 情報 は な い 。 


穫 普 段 の スト レス 解消 法 は 飲酒 で ある が 、 疾 患 の 管理 ト ア ルコ ー 
ル 摂 取 を 控え て いる 。 

符 入 院 に よる 仕事 へ の 影響 と 自身 の 予後 に つい て 不安 を 感じ て お 
り 、 ス トレ ス 反 応 と し て 、 寝 つき の 悪さ が 表れ て いる 。 


筐 仕事 と 子ども の こと を 大 切 に 思っ て お り 、 と くに 子ども を 養 わ 
な けれ ば な ら な いと いう 思い が 強い 。 
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事 
病 馬 関 E 
病 上 態 関連 本 
事例 か ら 看 護 診断 を 導く た め に 、 原 因 、 病 態 、 症 状 、 治 療 、 看 護 診断 を 含む 関連 図 を 示し ます 。 ー 
各 
の 
凡例 : 看 攻 断 較 議 議 識 生じ て いる と きえ られ る こと | | AEE の デー タ | | 医学 診断 | | 医学 的 治療 H 
男 』nursing diagnosis : 看護 診断 衣 
年 
理 
A 氏 、58 歳 、 男 性 心筋 梗塞 後 か ら 禁 煙 
会 社員 (営業 部 長 ) き 22ー ト 
妻 ・ 長 男 ・ 長 女 の 4 人 暮らし 
仕事 と 子ども が 大 切 知識 習得 の 希望 明 
則 
慢性 心不全 | 
[ 近 
右 心 不全 | | 左 心不全 | | ド 
| 胸部 X 線 : 及 時 の 9 
うっ 血 像 改善 
護 
| ま 
例 
右 室 収縮 機能 低下 心 トー] 
トー ポア 
イセ 
ンス 
トメ 
運動 耐容 能 低下 | 上 


50m 歩 行 時 の 
脈拍 ・ 呼 吸 数 上 昇 、 
中 心 静 脈 圧 上 昇 APC 単 発 4 一 5 回 / 分 


体 循環 系 の うっ 血 


体内 水分 量 の 増加 


{ 
流量 何 下 | 一 | 硝 量 減少 
」 


腹部 有 満 | 一 | 食欲 不 振 | 一 食物 半減 
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ーVw は ミ 


に 1 


ー ヌ 


に に 3 に 


この 事例 で 挙げ る 看護 診断 と 優先 順位 の 根拠 を 示し ます 。 
回 届 nursing diagnosis : 看護 診断 related/to : に 関連 する 


= GE 治療 に より 、 う っ 血 は 軽減 し て いる が 酸素 供 給 / 需 要 の アン バラ ンス が あり 、50m 歩 行 を 行う た め の 
活動 耐性 低下 循環 動態 が 保 た れ て いな い 。 ま た 、 日 常 生活 へ の 復帰 に 向け 意欲 は ある が 、 不 適切 に 活動 量 が 増加 する こと 
T1 | 記 で 過 弄 な 心 負荷 と な り 心 不全 症状 が 悪化 する 可能 性 が あり 、 心 機能 に 合わ せ た 安 全 な リハ ビリ テー ショ ン を 
作 9 衣 事 缶 2 実施 し て いく 必要 が ある 。 こ の 問題 は 、 生 命 の 危機 に 直結 する た め 最 優先 と し た 。 
第 要 の アン バラ ンス 
D2 CHF 活動 量 の 低下 や 予後 へ の 不安 等 の スト レス に 伴う 交感 神経 活動 活性 に よる 腸 鐘 運動 の 低下 、 食 谷 
便秘 低下 に 伴う 食物 残 深 の 減少 も ある こと か ら 、 便 秘 で ある 。 食 事 摂取 者 は 改善 され て いる が 、 そ の 他 の 要因 は 
0 残存 し て いる 。 ま た 、 便 秘 に よる 支 買 は 、 腹 腔 内 圧 の 上 昇 、 静 脈 血 の 心 還流 量 の 減少 に よる 心拍 出 量 の 減少 、 
血圧 の 降下 、 心 拍 数 の 増加 、 未 本 血管 の 緊張 に よる 後 負荷 の 増大 な どの 心 負荷 と な る た め 心 不全 増悪 の 危 
3 ): 計 計 内 因子 と な る こと か ら 、 優 先 順位 2 位 と し た 。 


@ 記 暫 心不全 に よる 2 度目 の 入院 で 、 疾 患 に つい て の 知識 は あり 適切 な 受診 行動 が 取れ て いた 。 ま た 、 理 解 
力 は 良好 で 内 服 管理 も で き て お り 健康 管理 能力 は 高い 。 仕 事 の 忙し さ に より 体重 測定 や 食事 管理 は 不 十分 だ 
っ た が セル フケ ア へ の 意欲 が みか られ 、 さら な る 知識 の 習得 を 望ん で いる 。 ま た 、 妻 の サポ ー ト も 期待 で きる 。 
仕事 と 子ども の こと を 大 切 に 思っ て お り 、 子 ども を 養 わ な けれ ば と いう 思い は セル フケ ア の 動機 づけ と な る 
強み で ある 。 


健康 管理 促進 
準備 状態 


: 9 攻 眠 環境 の 変化 、 安 静 時 の 症状 は 落ち 着い て いる が 予後 へ の 不安 の 発言 が あり 、 午 睡 も み ら れる 。 
は 日 中 の 活動 性 が 低下 する こと で リハ ビリ テー ショ ン が 滞る 可能 性 が あり 、 予 後 へ の 不安 の 緩和 と 睡 上 環境 を 
RTI 5 le 生え 、 不 過 を 解消 する こと が 必要 で ある 。 

予後 へ の 不安 


看 


今回 は 看護 診断 リス ト の うち 、「ND1 活動 耐性 低下 」「ND3 健康 管理 促進 準 備 状 態 」 の 看護 計画 を 立案 し ます 。 


LIU 回 活動 耐性 低下 IIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUULI 
加 必 機能 低下 に 伴う 酸素 供給 / 要 の アン バラ ンス 


看護 目標 
(期待 され る 結果 ) 


活動 時 に 低 心拍 出 量 お よび ガス 交換 障 


邊 退院 まで に 活動 耐性 が 上 が る 。 害 の 徴 侯 ・ 症 状 が 出現 し な い 。 
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安静 時 お よび 活動 中 ・ 後 の バイ タル サイ ン ( 脈 拍 、 呼 
吸 、 血 圧 、SpO。、 モ ニタ ー 心 電 図 波形 ) 

の 自覚 症状 (呼吸 困難 、 息 切れ 、 頻 呼吸 、 意 識 障害 、 動 
蛋 、 易 疲労 感 、 冷 汗 、 四 肢 冷 感 な ど ) の 有無 ・ 程 度 

⑨ 体 重 (毎日 10 時) 

@IN/OUT バ ラン ス : 食事 量 、 水 分 摂取 量 、 尿 量 、 排 
便 回 数 ・ 性 状 

心不全 徴候 の 有無 ・ 程 度 ( 肺 野 の 水泡 音 、 喘 鳴 、 ピ ン 
ク 色 泡 涼 療 、 想 斉 ・IV 音 の 聴取 、 食 欲 不振 、 腹 部 膨 
満 感 、 肝 腫 大 、 肝 機能 障害 、 頸 静脈 怒 張 、 胸 水 、 浮 
腫 な ど ) 

胸部 X 線 、12 誘 導 心 電 図 、 動 脈 血 ガス 分 析 、 血 液 栓 
査 (BNP、BUN、Cr、AST、ALT、LDH)、 心 臓 超 音 
波 検査 結果 

@ 心 肺 運動 負荷 試験 (CPX*) 結 果 

〇 自宅 で の 活動 状況 、 仕 事 内 容 


@ 心 臓 リ ハビ リ テ ー シ ョ ン に 対す る 言動 (意欲 、 理 解 、 
取り 組み 状況 ) 
め 心 臓 リ ハビ リ テ ー シ ョ ン 進 行状 況 


6 低 拍 出 量 お よび ガス 交換 障害 に 伴う 徴候 ・ 症 状 を 
中 心 に 指標 の 評価 に 用 いる 。 

人 @ 安 全 な 活動 の た め に 、 心 不全 増悪 が 無い か を 確認 す 
る 。 比 較 の た め に 測定 条件 を 統一 する 。 

GOGGG 心 不全 増悪 の 指標 と する 。 


@ 活 動 で きる 運動 レベ ル の 確認 を 行う 。 

⑥ 自 宅 で の 活動 状況 を 確認 し 、 具 体 的 な 保健 指導 に つ 
な げ る 。 

@⑨① 心 臓 リ ハビ リ テ ー シ ョ ン へ の 本 人 の 意欲 や 状況 の 
確認 に 用 いる 。 


治療 計画 に 沿っ た 心臓 リハ ビリ テー ショ ン を 実施 する 。 
@ 心 臓 リ ハビ リ テ ー シ ョ ン に か か わる 他 職 種 と 目標 ・ 情 
報 を 共有 し 連携 を 図る 。 


@ 活 動 時 に 自覚 症状 、 不 整 脈 の 出現 増加 、 血 圧 の 変動 、 
脈拍 の 増加 が み ら れ た 場合 に は 活動 を 中 止 し 安静 を 
促す 。 

の 活動 レベ ル に 合わ せ た 身 体 保 清 ( 清 拭 、 洗髪 、 足浴 等) 
を 行う 。 

リハ ビリ テー ショ ン 、 保 清 等 の 活動 直後 に は 他 の 動 
作 を 行わ ず 休憩 を 促す 。 

体重 増加 や 心不全 徴 侯 が み ら れ た 場合 に は 速やか に 
医師 に 報告 する 。 

@ 心 機能 、 治 療 状況 、 活 動 範囲 に つい て の 医師 か ら の 
説明 の 機会 を 設定 する 。 


@ 水 分 制限 が 実施 で き て いる こと を 承認 し 、 継続 で き 
る よう 励ま す 。 

⑤ リ ハビ リ テ ー シ ョ ン に 取り 組め て いる こと を 承認 し 、 
継続 で きる よう 励ま す 。 


⑩@ 治 療 計画 に 沿っ た リハ ビリ テー ショ ン を 進め る こと 
で 活動 耐性 を 向上 させ る 。 心臓 リハ ビリ テー ショ ン は 
多 職 種 で の チー ム ア プ ロー チ と な る た め 、 目 標 や 情 
報 を 共有 し 円 滑 に リハ ビリ テー ショ ン を 進め る 。 

@ 安 静 中 に 自覚 され な い 症 状 が 活動 中 に 起こ っ た ら 、 心 
機能 レベ ル を 超え た 負荷 が か か っ て いる と 考え られ る 。 


@ 心 臓 リ ハビ リ テ ー シ ョ ン の 進行 に 合わ せ 、 心 臓 の 予 
備 能 力 を 超え た 負荷 が か かからない よう に 援助 する 。 
代 心 臓 へ の 二 重 負 荷 を 避け る 。1 つ の 動作 で 症状 が 出 な 

く て も 、2 つ の 動作 が 重なる こと で 心臓 へ の 負担 と な る 。 
異常 の 早期 発見 治療 へ と つなげ る 。 


日常 生 活 を 安全 に 送る た め の 知 識 を 提供 する 場 を 設 
ける 。 患者 を サポ ー ト する 妻 が 同席 で きる よう 調整 
する 。 

〇 @ 串 者 が 取り 組め て いる こと に 対し 承認 し 、 セ ルフ エ 
フィ カシ ー( 自 己 効力 感 ) の 向上 へ つなげ る 。 


*【CPXjcardiopumonary exercise tstmig 
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大 護 計画 


心機 能 、 治療 状況 、 活動 範囲 に つい て 医師 の 説明 後 、 人 @@ 如 者 の 理解 度 を 確認 する こと で 、 本 人 が 実施 可能 
患者 の 理解 度 を 確認 し な が ら 、 心 機能 こ あ っ た 活動 ・ な し レベル で の 説明 が で きる 。 
範囲 つ いて 具体 的 に 説明 する 。 
@ 心 臓 リ ハビ リ テ ー シ ョ ン に つい て の 認識 や 理解 を 確 
認 し 、 不 足し て いる 点 を 説明 する 
E ー P @ 二 重 負 荷 等 の 過剰 な 負担 を 回 避 す る こと の 重要 性 を @ 二 重 負荷 や 排便 時 の 努 責 等 、 日 常 何気なく 行う 動作 
具体 的 な 動作 を 示し な が ら 説明 する 。 が 心臓 へ の 負担 と な る こと を 患者 が イメ ー ジ し や す 
いよ うに 具体 的 に 説明 する (食事 前 後 の 安静 、 連 続 動 
作 の 場合 は 間 に 休憩 を 入れ る 、 日 常 生活 動作 を で き 
る だ け 座 っ て 行う 、 便 秘 に な ら な いよ うに する こと 等 )。 
⑥ 活 動 時 に 自覚 症状 ・ 心 不全 徴候 が み ら れ た 場合 に は 心機 能 レ ベル を 超え た 負荷 が か か っ て いる こと を 自 
活動 を 中 止 する よう 説明 する 。 覚 し 管理 で きる よう に 説明 する 。 


く 注 意 事項 > 

生 筋 電 図 が 入ら な いよ うに 、 リ ラッ クス し た 状態 で 行う こと が 重要 で ある 。 
測定 時 に は 「 楽 に 深呼吸 し て くだ さい 」「 足 や 手 を 動か さ な い で くだ さ 
い 」 な ど と 声 を か け 、 波 形 が 落ち 着い て か ら 測 定 する 。 

く 単 極 胸部 誘導 で の 電極 の 色 と 記載 名 称 > 

生 単 極 胸部 誘導 で は 、6 つ の 電極 を 以下 の 位置 に 貼付 する ( 右 図 )。 


第 4 助 間 胸 骨 右 縁 (乳頭 の 高 さ で 胸骨 右 ) 

第 4 助 間 胸 骨 左 縁 (乳頭 の 高 さ で 胸骨 左 ) 
V。 と V。 の 中 点 

第 5 助 間 と 左 鎖骨 中 線 の 交点 (乳頭 下 あたり ) 
V。 の 高 さ で 前 用 富 線 と の 交点 (V。 と V。 の 間 ) 


V。 の 高 さ で 中 職 窟 線 と の 交点 (第 5 助 問 で 敗 癌 の 中 心 ) VW M 
標準 (双極 ) 肢 誘導 と 単 極 肢 誘 導 で の 電極 の 色 と 記載 名 称 ) で 注意 が 必要 な 波形 > 
四股 誘導 は 、 右 手 つ 左手 一 右足 一 左足 と 順番 に つけ る 。 WPVC*( 心 室 性 期 外 収縮 。VPC と も いう ) に 注意 が 


必要 で ある 。 
暮 本 来 な ら 心房 が 収縮 (P 波 ) し て か ら 心 室 が 収縮 


右手 


左手 1 
(QRS 波 ) す る が 、PVC の 場合 、「 心 房 の 収縮 と は 関 
右足 aVa aV 
左足 係 な く 心 室 が 収縮 する 」 た め 、P 波 と 無関係 に QRS 
波 が 出現 する 。 =IPVC】remature venticuiar contracton 
I 帳 
PVC 
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語 少 な い 電 極 を 装着 し て 、 心 電 図 を モニ タリ ング する も の で ある 。 . すい 箇所 に 電極 を つけ る 必要 が ある 。 
心臓 リハ ビリ テー ショ ン の 運動 療法 で は 、 必 ず 装 着 し て 行わ れ . 甘い ずれ の 誘導 で も 、 電 極 シ ー ル が 乾い て いる と ノイ ズ の 原因 に 
る 。 」 な る た め 貼 る 前 に 確認 し 、 貼 る 部 分 の 汚れ と 角質 を 落と す ( 通 


@3 点 誘導 と 5 点 誘 導 が あり 、 予 想 され る 心電図 波形 が 検出 し や : 常 は アル コー ル 綿 を 使用 )。 


間 12 誘 導 心 電 図 の 四肢 誘導 (双極 肢 誘 導 と 単 極 肢 誘導 ) と 同じ 関係 で 、 


押 モニ ター 心電図 で は 、 基 本 は 3 点 誘 導 が 用 いら れる T、 本 、 想 、aVs、aV,、aVi の 波形 を 見 る こと が で きる 
間 電極 を 赤 () : 右 鎖骨 下 、 黄 (アー ス ) : 左 鎖骨 下 、 あわ せ て 白 の 電極 を 任意 の 胸部 誘導 に 貼付 する こと で 、1 つ の 胸部 誘 
緑 ( 十 ) : 下 胸 部 に 貼る と L 読 導 に 類似 し た 波形 が 得 られ る 導 波形 (V。 一 V。) も モニ ター で きる 


目 目 昨 晶 由 用 中 有 昌 昌明 日 目 日 健康 管理 促進 準備 状態 UIIUUUUUUUUUUUUUUUU 


看護 目標 、 不全 の 増悪 予防 する 保健 行動 を と 看護 目標 、 。。 自 身 の 生 活 に 合わ せ た 保健 行動 お よび 
(期待 され る 結果 ) る こと が で きる (期待 され る 結果 ) e を で きる 
9 Li な 】 9 


看護 計画 根拠 ・ 留 意 点 
① 思 者 の 目標 (疾患 を も っ て 生活 する うえ で どう な り た 患者 が 望む 目標 を 確認 する こと で 、 目 標 に 向け た 保 
いか ) 健 指導 を 行う こと が で きる 。 
@ 心 不全 徴候 ・ 症 状 の 有無 、 程 度 @OO 者 の 疾患 に 対す る 認識 、 理 解 度 を 確認 し 、 不 
@ 心 不全 徴候 ・ 症 状 に 対す る 言動 足し て いる 知識 、 誤 っ て いる 点 を 把握 し 適切 な 保健 
@ 心 不全 の 病態 、 治 療 薬 の 作用 ・ 副作用 、 活 動 制限 の 指導 に つなげ る 。 
必要 性 、 生 活 管理 に 対す る 加 者 の 理解 状況 お よび 認識 
( 〇 O:E @ 生 活 管理 に 対す る 思い 、 態 度 @ 患 者 の 思い を 確認 する こと で 、 ア プロ ー チ すべ き 点 
ーー を 把握 する 。 
⑥ 医 師 か ら 指示 され た 食事 、 水 分 、 活 動 範 囲 、 内 服薬 ⑨ 入 院 中 の 管理 行動 を ふま えて 、 日 常 生 活 に 向け た 管 
の 実施 状況 理 行動 へ つなげ る 。 
@ 効 果 的 な 保健 行動 を 妨げ る 原因 、 影 響 因 子 の 有無 、 @ 適 切な 保健 指導 へ と つなげ る た め 確 認 する 。 本 事例 
内 容 で は 、 仕 事 の 多忙 に より 体重 測定 等 の 保健 行動 が 妨 
げ ら れ て いた 。 
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に に に お. ト 】 


に 4 


| >* 


還 補 串 下 


疾患 、 治 療 方 針 、 生 活 管 理 に 対す る 考え 、 思 い 、 疑 旬 プ ライ ベー ト な 思い の 表 出 を 促す た め 、 プ ライ バシ 


間 点 が 表 出 で きる よう 促す 。 ー が 守ら れる 状況 で か か わる 。 
@ 生 活 管理 に 伴う スト レス に 対し 共感 ・ 受 容 の 態度 を 人 共感 ・ 受 容 の 態度 を 示す こと で セル フエ フィ カシ 
示す 。 ー を 低下 させ な いよ うに する 。 ま た 、 実施 で き て いる 
で き て いた 生活 管理 (内 服 、 水 分 制限 、 適 切な 受診 行 管理 に 対し て は 、 承 認 す る こと で セル フエ フィ カシ ー 
動 ) を 承認 する 。 の 向上 へ つなげ る 。 
@ 家 族 ( お も に 妻 ) と と も に 学習 の 場 を 提供 する 。 O⑥G 治 療 や セル フケ ア に 対し て 家族 、 友 人 か ら の サポ 
@ 患 者 、 家 族 の 理解 度 に 合わ せ た 資 料 を 作成 する 。 ー ト が 多い ほど 、 そ れ ら へ の アド ヒア ラン ス が 高い こ 
と が 報告 "され て お り 、 妻 の サポ ー ト を 得る こと は 重 
要 で ある 。 
必要 時 、 栄 養 士 へ 栄養 指導 を 依頼 する 。 そ の 際 、 思 他 職 種 と 情報 を 共有 し 、 協 働 し て 保健 指導 を 行っ て 
者 の 希望 、 状 況 を 栄養 士 と 共有 する 。 いく こと が 、 重 要 と な る 。 


⑩ 忠 者 が 望む 知識 (運動 、 睡 眠 、 入 浴 、 食 事 、 嗜 好 品 、 @ 心 不全 に よる 2 度目 の 入院 で あり 、 ま っ た く 知 識 が な 
体重 管理 、 服薬 管理 、 感染 管理 、 冠 危 険 因子 の 管理 、 いわ け で は な い の で 、 患 者 の 理解 を 確認 し 、 不 足し 
定期 受診 な ど ) に つい て 、 本 人 の 理解 を 確認 し な が ら て いる 点 を 中 心 に 説明 する 。 
説明 する 。 

@ 加 者 ・ 家 族 と と も に 、 生 活 に 合わ せ た 工夫 を 検討 する 。 患者 の 意欲 を 尊重 し 、 日 常 生活 で の 具体 的 な 管理 の 

工夫 を 、 患 者 が 中 心 と な る よう に 検討 する 。 
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解剖 生理 
パイ タル サイ ン の 基準 値 
アセ スメント と 薬 の ボイン ト 
回 検査 値 

名 看 護 用 語 

名 略語 


名 げた め に 


看護 師 の 資格 を と る うえ で 必要 な 病院 実習 。 


着 譜 師 ウ 
ee 議 は すし 


看 蘭 師 ・ イ ラス トレ ー タ ー。 
邊 護 師 ・ 束 講師 の 経験 を 活 
か し 、 視 覚 で 印象 に 到 る イ 
ラス ト と 上 臨床 に 基づく 使 
える 知識 を SNS で 発信 中 。 
腕 内 で 新人 直 護 師 向 け の 電 
強 会 も 行っ て いる 。 
Twitter の フォ ロワ ー は 約 
4 万 8 千 人 。 


2020 年 5 月 号 に 
つい て くる 付録 の 
カー ド を ここ に 
入れ よう ! 
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19 呼吸 器 
23 循環 器 
28 消化 器 
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くだ さい 。 
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い カッ 
明 中 選 } 時 
(W) 全身 の お も な 血管 


@ 動脈 と 静脈 は 走行 する 場所 に よっ て 名 前 が つけ られ て いる よ 
@ 動脈 : 心臓 か ら 送 り 出さ れる 個 液 が 通る 個 管 
W 静脈 : 心臓 に 戻っ て くる 個 液 が 通る 個 管 


キョ ぜ い ど ミニ ォ ャ < 


さこ つか ど ュ みゃく 


えま か どう か ゃ で 


じょう こう だ い ど = みゃく 


上 行 大 動脈 


じ ェ うち た どう みゃく 


こ コ ど ュ みゃく 
和 骨 動脈 


し ゃ ここ つ ビ ラ み ゃ く 


尺骨 動脈 
モ う を = ミ こ つど ュ み ゃ で 


一 総 腸 骨 動 


またい どっ コ み 


大 妥 動 脈 


こう けいこ つじ ょ うみ ゃ ぐ 


後 膝 骨 静脈 


そく は い ど うみ あみ ャ < く 


足 育 動脈 
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es 心臓 の 構造 


@W 心臓 は 、 全 身 に 血液 を 送る ポン プ の 役割 を 果たす た め に 、 心 筋 と いう 
厚い 筋肉 で で き て いる よ 

W 真ん中 の 壁 (中 隔 ) と 弁 に よっ て 4 つの 部 屋 に 分 か れ て いる よ 

@W 大 きす : 握り こぶ し ほど 、 約 300g 


( 右 房 室 弁 ) 
下 大 静 脈 


ーー と くに 、 全 身 に 血液 を 送り 出す 部 屋 
され た 血液 の 流れ で ある 左 心室 に は 、 右 心室 の 約 3 倍 

< 寺 脱 酸素 化 さ れ た 血液 の 流れ 2 孤 二 が つ IUCN 
W コー 


較 還 暫 琉 3 到 
友 w OU ん 


WU( 信 we 低 ズ 枚 
いこ て 
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心臓 の 刺激 伝導 系 と 栄養 血管 


心臓 は 、 全 身 に 側 液 を 送り 出す た め に 、 ず っ と 拡張 と 収縮 を 繰り 返し て 
お り ( 折 動 )、 邊 動 的 に 一 定 の リズ ム で 収縮 する 特殊 心筋 “刺激 伝導 系 " 


に よっ て 行わ れ て いる よ 
W 心臓 自体 が 動く た め に 栄養 や 側 液 を 得る 仙 管 (栄養 名 管 ) と し て 、 冠 動 
脈 が ある よ 


記 利 激 伝導 系 (上 負 と り ) っ 

- ーー ニー 房 室 結節 一 房 室 ( ヒ 
ス ) 束 一 右 脚 ・ 左 脚 一 
プル キン エエ 線維 へ と 
刺激 が 伝わり 、 心 室 
が 収縮 する 


右 冠動脈 


後 室 間 枝 


( 後 下行 枝 ) (前 下行 枝 ) 
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() 体 循環 と 肺 循環 


W 体 循環 : 心臓 を 出 て 全身 を めぐ っ て 心臓 に 戻る よ 。 左 心室 っ 大 動脈 っ 全 
身 の 組織 っ 大 静脈 一 右 心房 

W 肺 循環 : 心臓 を 出 て 肺 を めぐ っ て 心臓 に 戻る よ 。 右 心室 肺動脈 っ 肺 っ 
肺 静脈 一 左 心房 

W 酸素 を 多く 含 お 血 液 が 動脈 血 、 二 酸化 炭素 と 多く 含 お 個 液 が 静脈 血 
な の で 、 肺 循環 で は 動脈 の な か に 静脈 鉛 、 静 脈 の な か に 動脈 鉛 が 流れ て 


いる ご こと に 注意 し よう 
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e グ 呼吸 器 の 構造 
@W 呼吸 に か か わる 器官 を 呼吸 器 系 と いう よ 
W 昇 、 鼻 腔 、 咽 頭 、 喉 頭 、 気 管 ・ 気 管 支 、 肺 が ある よ 


生 い せ ん 
肺 失 


そう キ で 者 ょ うま て 
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$ ず "気道 の 分 岐 と 肺 の 葉 ・ 区 域 


W 気管 は 、 直 径 約 2 一 2.5cm、 長 さ 約 11cm の 管 で 、 左 右 の 主 気 管 支 に 
分 か れ 、 右 3 本 、 左 2 本 の 葉 気 管 支 に 分 か れ 、 分 岐 を 重ね 、 区 域 気管 
支 細 気管 支 終 未 細 気 管 支 っ 呼吸 細 気 管 支 っ 肺 胞 管 一 肺 胞 裏 


肺 胞 へ と 移行 する よ 
人 右 肺 は 上 葉 ・ 中 葉 ・ 下 葉 の 3 葉 、 左 肺 は 上 葉 ・ 下 葉 の 2 葉 に 分 か れ 、 肺 
葉 は さら に 右 肺 10、 左 肺 8 の 肺 区 域 に 分 か れる よ 


罰 気道 の 分 岐 。 選 肺 葉 ・ 肺 区 域 


水平 裂 (水平 に 裂け る 分 か れ 目 ) 


ガス 交換 部 上 大 静脈 が デュ 89 証 二 凍 


に (系 ) 走る ] 
ー 1 肺 葉 は 葉 気 管 支 、 肺 区 域 は 


区 域 気管 支 に 対応 し て いる 
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( 給 ) 消化 器 の 構造 
W 消化 器 は 、 口 から 肛 門 ま で の 1 本 の 消化 管 と 、 付 属 器 か ら な る よ 
人 消化 管 : ロ ( 口 腔 )、 咽 頭 、 食 道 、 胃 、 小 腸 、 大 腸 、 肛 門 


き 付属 器 : 歯 、 舌 、 叶 液 腺 、 肝 臓 、 胆 園 、 膝 騰 


呈 図 で は 小腸 の 裏側 に 位置 する 
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sc 泌尿 器 ・ 生 殖 碧 


中 女性 の 硝 道 は 3 一 4cm、 男 性 の 尿道 は 16 一 18cm だ よ 
女性 の 場合 、 勝 有 眺 と 直腸 の 間 に 子 宮 ・ 腔 が ある よ 
邊 男性 の 場合 、 勝 氷 の 下部 に 前 立 腺 が あり 、 直 腸 か ら 触 れる こと が で きる よ 
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神経 系 


ペ 神経 系 は 、 中 枢 神 経 ( 脳 、 脊 髄 ) と 未 本 神経 ( 騰 神経 12 対 、 奪 同 神 経 
31 対 ) に 分 けら れる よ 


き 脳 は 、 大 脳 、 小 脳 、 間 脳 、 脳 幹 (中 脳 、 橋 、 延 骸 ) で 構成 され て いる よ 


記 届 の 構造 と お も な 機能 思 
ーー 還 を だ きど ざ う 体 性 感覚 や 視覚 
っ ぃ 騎 覚 に か か わる よ 
体 性 感覚 野 ( 中 心 後 回 ) 


と こう を ょ うれ ん た ここ や 
頭頂 連合 
と ミミ 


頭 寺 後頭 江 


ウェ ル ニ ッ ク 野 . 


言語 中 板 ) 聴覚 (感覚 性 言語 中 板 ) 
障害 され る と 運動 性 失語 障害 され る と 感覚 性 
(言葉 の 理解 は で きる が 失語 (言葉 の 理解 が 
話す こと が で き な い ) が で き な い ) が 起こ る よ 
の 
聴覚 性 言語 、 記 憶 、 
※ 表 面 か ら は 見 えな い 喫 覚 に か か わる よ 
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(脊髄 と 脊髄 神経 


7 
ば 


( 敵 @) 瑞 共 号 


の ちの 合 t9NS コ 6o or 生 CO 「 ウ 


( 没 ) 衣 半 守 


( 敵 の ) 列 苦 呈 


記 脊髄 神経 の 支配 域 
頸 神経 芋 | 豆 部 前 外側 面 の 
ーC,) | 皮膚 、 舌 呈 筋 群 、 

na 倖 角 筋 群 に 分 布 
@ 横 隔 神経 (C。 一 
C。) は 横隔膜 を 支 
配 

腕 神経 藤 | @ 上 股 帯 と 自由 上 

(C。 一 T) | 肢 に 分 布 
@ 手 掌 の 母 指 側 を 
正中 神経 、 手 掌 と 
手 育 の 小指 側 を 尺 
骨 神 経 、 手 育 の 母 
指 側 を 構 骨 神経 が 
支配 

助 問 神経 」 胸 腹壁 の 筋 と 皮 

(T, 一 穫 ,。) | 膚 の 分 布 

腰 神経 業 下腹 部 ・ 時 径 部 ・ 

(T,。。 一 L。) | 大 乳 の 皮膚 と 筋 に 
分 布 (大 股 神 経 、 
閉鎖 神経 な ど ) 

仙骨 神経 評  @ 下肢 の 大 半 の 皮 

(L。 一 S。) 膚 と 筋 を 支配 
池 骨 神経 は 礎 骨 
神経 と 総 誹 骨 神 経 
に 分 か れる 


人 椎 衣 の 椎 孔 が 連結 し て で きる 彰 柱 管 の 中 に 春 謗 が あり 保護 され て いる よ 


OTTOHHCTTTTTRO 半 


椎 間 孔 か ら 崩 髄 に 出入 りす る 未 醒 神 経 を 硝 髄 神経 と いう よ 
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sc 脳神経 その 機能 


未 槽 神経 の うち 、 脳 神経 は 12 対 か ら な る よ 
= 及 経 に は 、 感 党 を 中 枢 に 伝え る 感覚 神経 と 、 中 枢 か ら 指 令 を 伝え る 


運動 神経 が ある よ 
一 部 、 自 律 神経 (副交感 神経 ) 含 まれ て いま す ! 


区 脳神経 
特殊 感覚 
( 喫 覚 - 味 覚 ・ 
視覚 ・ 聴 覚 ・ 
眼球 運動 平衡 覚 ) 


1 4 プチ ナー ス VoiL29 No.4 Aprii 2020 別冊 付録 form htp713DLTO 


1. 員 神 経 ” 感覚 @ 喫 覚 を 中 枢 に 伝達 
I. 視神経 感覚 視覚 を 中 枢 に 伝達 
皿 動眼 神経 | 運動 眼球 の 上 ・ 下 ・ 内 転 、 ま ぶた を 開く 運動 指令 を 伝達 
| 自律 W 騨 孔 編隊 
V. 滑車 神経 運動 眼球 を 下 外側 に 向け る 運動 指令 を 伝達 
ーーーーーーーーーー ーー 一 1 
V. 三叉 神経 , 感覚 @ 顔 面 の 知覚 を 中 枢 に 伝達 
( 眼 神 経 、 上 頭 神 ーー - 
経 、 下 顎 神経 ) 運動 @ 昌 帳 の 運動 指令 を 伝達 
| 還 
WI. 外 転 神経 」 運動 @ 眼 球 を 外側 に 向け る 運動 指令 を 伝達 
WI. 作 面 神経 | 感覚 @ 味 覚 ( 舌 の 前 2/3) を 中 枢 に 伝達 
運動 顔面 の 運動 指令 を 伝達 
人 
自律 @ 貴 液 や 涙 の 分 泌 
WW. 内 且 神 経 | 感覚 聴覚 平衡 覚 を 中 枢 へ 伝達 
区 . 舌 咽 神経 感覚 @ 舌 、 咽 頭 の 知覚 を 中 枢 へ 伝達 、 味 覚 ( 舌 の 後ろ 1/3) 
| 運動 穫 昭 頭 へ の 運動 指令 を 伝達 ニー 
。 。 | 自律 | @ 亜 液 の 分 泌 
X. 迷走 神経 | 感覚 外耳 道 、 咽 頭 、 忠 頭 の 知覚 を 中 枢 へ 伝達 


] 代 咽 頭 、 喉 頭 へ の 運動 指令 を 伝達 
e 内 騰 機 能 の 調節 


| * 胸 鎖 乳 突 筋 僧 幅 筋 へ の 運動 指令 を 伝達 


| 運動 

| 自筆 
色 . 副 神経 運動 
名 . 舌 下 神経 運動 


に コ ーーー ーー 


PT 


@ 舌 の 運動 指令 を 伝達 
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WHAT IS 
AVAXHUME? 


the biggest Internet portal, 
providing you various content: 
男 較 brand new books, trending movies, 
fresh magazines, hot games, 
recent software, latest music releases. 


Unlimited satsfacton one low price 
Cheap constant access to piping hot media 
Protect your downloadings from Big brother 

Safer, than torrent-trackers 


18 years of seamless operation and our users'satsfacton 


All languages 
Brand new content 
One site 


AvaxHome - Your End Place 


We have everything for all of your needs. Just open https://avxlive.icu 


"全身 の 骨 と 関節 の 種類 


き W 骨 と 骨 は 関節 で 連結 され 、 筋 肉 で 動か し て いる よ 
W 関節 は 、 骨 と 骨 の 動き を 保ち な が ら 連 結 し て お り 、 形 状 に よっ て 動き を 
いろ いろ と 制限 し て いる よ 


球 関 委 徹 関 節 

【 特 徴 】 関 節 頭 が 球 【 特 徴 】 図 節 評 が 円 筒 形 で 【 特 徴 】2 つ の 融 の 背 

形 で 関節 高 が 村 状 関節 高 の 中 で 回 転 す る 合わ せ た 形 

【 運 動 性 】 多 二 性 [運動 性 ] 1 連 性 【 運 動 性 】2 舌 性 

な 。 計 . 

平面 関 古 

【 特 徴 】 関 節 頭 が 橋 【 特 徴 】 図 節 頭 と 関節 高 が 【 特 徴 】 平 面 と 平面 を 

円 形 蝶番 の 形 に 似 て いる 合わ せ た 形 

[運動 性 ]2 百 性 [運動 性 】 1 電 性 【 運 動 性 】 狭 い 範囲 の 
み ( 例 : 椎 問 還 節 ) 
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( 旨 ) 全身 の 筋 内 


W 1 つの 骨 に は ほとん ど 2 つ 以上 の 筋肉 が 、 肛 ある い は 臓 状 に な っ て 骨 に 
くっ つき 、 複 雑 な 動き を つく り 出 し て いる よ 


@W 筋肉 の 収縮 ・ 聞 緩 の 連続 動作 に より スム ー ズ な 動き が 生み 出さ れる よ 
骨格 筋 は すべ て 横 紋 筋 で 、 了 意 筋 だ よ 


浅 指 選 筋 
と を う で て し ゃ こん て 筋 


機 側 手 要 屈 筋 


た と うこ つき ん 


ヒ ょ っ セ た きとう 円 


絆 3 
前 鑑 筋 
外 蘭 

上 


きい じん た たい 


急 径 し 4 
恥骨 
内 連 


だ いた い ん まぐ モテ 


大 議 拓 | 
縫 エ 


天罰 je 
( 借 大 斉 直 筋 、 価 外 側 広 筋 、 
纏 只 間 ) 


ぜ せま て きん 
朋 腹 朋 」。。、。。。。。。 
| 軸 融 放 


ネ 午 の 裏 伺 に 位置 し て 見 えな い 
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い 


太 呼吸 数 の 基準 値 


乳児 (生後 1 歳 未満 ) 


太 動脈 血 酸素 飽和 度 
(SpO。、SaO。) の 基準 値 


9596 以 上 


体温 の 基準 値 
成人 | | 36 一 37C( 品 ) 


あ タル ルイ と の 基準 値 


新生 児 (生後 4 週末 満 ) | 40 一 50 回 / 分 


20 一 35 回 / 分 
20 一 25 回 / 分 


太 脈 拍 数 の 基準 値 

|| 120 一 140 回 / 分 
| 110 一 130 回 / 分 
100 一 110 回 / 分 
70-90 回 / 分 
| 60-90 回 / 分 
60 一 70 回 / 分 


太 血圧 値 の 分 類 
(成人 の 診療 室 血 圧 、 単 位 は mmHo) 


正常 血圧 く 120 か っ < く 80 
正常 高値 血圧 | 120-129 か っ < ぐ 80 
高値 血圧 ” 130-139 8 80-89 
1 度 高 箇 圧 | 140-159 か っ / eo-gg 


是 度 高血圧 160-179 お 4 1o0-19 
生 度 高血圧 また は 


=180 また は =110 
|: 細 導き 


日 本 高血圧 学会 高血圧 治療 ガイ ドラ イン 作成 委員 会 編 : 
高血圧 治療 ガイ ドラ イン 2019. 日 本 高血圧 学会 . 2019 : 
表 2-5 よ り 許 可 を 得 て より 転載 、 改変 


く 90 


この ペー ジ を 見 れ ば すべ て の 基準 債 が わか る よう に まとめ 
まし た 。 患 者 さん の 「 ふ ふだん 」 の 数 値 や 「 少 し 前 (昨日 、 今 朝 


な ど )」 の 数 値 と 比べ て アセ スメント し て みよ う 
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上 
1 


視診 の 内 容 


口 呼吸 数 が 正常 (成人 で 14 一 20 回 / 分 ) か ば ち 状 指 が な いか 
口 呼 吸 の リズ ム が 規則 的 か 
唱 起 座 呼 吸 が な いか 
チア ノー ゼ が な いか 


口 努 力 呼吸 が な い ( 呼 吸 補助 筋 の 
使用 が な い ) か 
マ 呼 補 助 筋 の 使用 ( 胸 鎖 乳 突 筋 、 
鋼 角 筋 が 到 張 し て いる ) 


器 諸 守 アビ ユ 斗 き 洋 T ア バッ は い 両 桶 妥 ば へ は で 立 ユ 


喝 往 歴 の 有無 (呼吸 器 疾 患 、 循 環 器 疾患 な ど ) 
口 症状 は いつ か ら か 

口 他 に 症状 は ある か (胸痛 な ど ) 

な ども 確認 し よう ! 
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聴診 の 内 容 


唱 呼 吸音 の 減 較 ・ 消 失 ・ 左 右 差 は な いか 
副 雑 音 は な いか 
口 只 噂 は な いか 


遼 聴診 の 順番 
前 面 背面 


< 表 、 0 
半 。 に 
際 ー 
w 
誠に 臣 隊 っ ーッ 
| ym ー の WS 
ンク 2NSSy 


に 肺 胞 呼吸 音 


| | ザー ザー と いう 音 が する 


弱い 一 一 低調 
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PT 笛 の よう な 音 | 喘息 
@ ビー ピー 


細か い 断 続 性 @ 密 で 細か い 間 臣 性 肺炎 
( 接 髪 音 ) | $ パ チ パ チ 、 チ リ チ リ 


粗い 断続 性 @ 散発 的 で 粗い 気管 支 拡張 症 
(水泡 音 ) | ブツ 、 ブ ツ 


@ ギ ュー ギュ ー 胸膜 炎 


息切れ の 評価 


菩 修正 MRC 息 切れ スケ ー ル 請 修 正 ボ ル グ ス ケー ル 


0| 激しい 運動 を し た と きだ け 息 切 0 | 感じ な い (nothing at all) 
れ が ある 0.5| 非常 に 弱い (very very weak) 


平坦 な 道 を 早足 で 歩く 、 あ る い や や 弱い (very weak) 
は 緩やか な 上 り 坂 を 歩く と き に 弱い (weak) 
息切れ が ある 


息切れ が ある の で 、 同 年 代 の 人 
より 平坦 な 道 を 歩く の が 遅い 、 
ある い は 平坦 な 道 を 自分 の ペー 
ス で 歩い て いる と き 、 息 切れ の 
た め に 立ち 止ま る こと が ある 


平坦 な 道 を 約 100m、 あ る い は 
数 分 歩く と 息切れ の た め に 立ち 非常 に 強い (very veny stong) 
止ま る き 運動 負荷 試験 中 - 運 動 療 法 中 の 呼吸 困難 の 評価 


> CD に 用 いら れる 。 3 一 5 が 推奨 され る 運動 強度 。 
息切れ が ひど く 家 か ら 出 られ な 語 拉 評価 


い 、 あ る い は 衣服 の 着替え を す 
る と き に も 息切れ が ある 


@ 国際 的 に 原 入 と し て 使用 され て いる スケ ー 


ee 的 生研 度 を プチ ナー ス Vol29 No.4 April 2020 別 全 付録 21 


ア 
セ 
ス 
1 
ン 
ト 
と 
E 
の 
ポ ボ 
イ 
ン 
ト 
呼 
員 
器 


多少 強い (somewhat strong) 
強い (strong) 


と て も 強い (very strong) 


これ だ け お さえ る 呼吸 器 の 薬 


よく 見 か ける 呼吸 器 の 薬 に は 、 手術 後 の 呼 吸 器 合併 症 予 防 と し て 用 いら 
れる 去 馬 楽 や 、 喘息 や COPD の 治療 に 用 いら れる 気管 支 拡張 薬 が あり ま 
9 これ ら を 内 服 し て いる 悪者 さん を 愛 け 持つ と き は 、 患者 さん の 酸素 投 
与 状 況 、 療 の 喧 出 状況 、 SpO。 だ け で な く 肺 音 の 聴診 や 患者 さん の 呼吸 困 
難 感 の 訴え な どの アセ スメント が 大 切 で す 。 


障 去 導 薬 


溶解 薬 商 の 粘 向 性 を 下げ る EHP 
粘液 の 性 状 を 改善 し 

修復 薬 て 疲 を 出し や すく し | ムコ ダイ ン カル ボ シ ス テイ ン 
た りす る 


性 を 低下 させ る ブル スマ リン A | 写 隊 塩 


は 粘 向 性 が 高く て も 低く て も 出し づら く な っ て 、 呼 吸 
困難 感 な どの 呼吸 状態 の 悪化 を 起こ し ます 。 な の で 、 療 
| の 性 状 に 合わ せ て 薬 を 選ん だ り 、 量 を 調整 する よ 


ュー 
市 居 ーーーーー テ ーーーー cm コテ ーー 
て 気管 支 申 息 、COPD を 改善 する し | ル 硫 酸 塩 
⑨ テ オフ ィ | 気管 支 喘 息 で 気管 を 広げ る だ け で | | テオ フィ リン 
リン 薬 | な く 和 炎症 を 抑え る 役割 も ある の ( 徐 放 剤 ) 
③ 抗 コリ ン | 副交感 神経 の は た らき を 阻害 し て チオ トロ ピ ウ 
薬 気管 支 を 拡張 し た り 、 気 管 支 の 粘 | スピ リー バ | ム 真 化物 水 和 
膜 か ら の 分 泌 物 の 量 を 少な くす る 物 
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* ず 循環 器 
【【 心 き の 隊 診 部 位 


ア 
セ 
と 4 
メ 
ン 
ト 
ーー 
楽 
の 
ポ 
イ 
ン 
ト 
呼 


ヽ 器 


に は 


| 正常 な 心音 (1 音 、L 音 ) は 膜 型 で 、 
異常 心音 ( 皿 音 、IV 音 ) は ペル 型 で 
聴取 する よ ! 


剛 心 音 の 異常 


@ 1 音 と TI 音 の 間 に 聴こえ る 雑音 

@ 原因 : 僧 幅 弁 逆 流 、 僧 幅 弁 狗 脱 症 、 心 室 中 隔 欠 損 症 な ど 
@ I 斉 の 終わ りか ら 1 音 の は じ ま り に 聴こえ る 音 

原因 : 大 動脈 弁 閉 希 不全 症 、 僧 帆 弁 狭 率 症 な ど 

@ 1 音 ・I 音 に 皿 斉 ま た は IV 音 が 加わ る 3 拍子 の 音 


ギャ ロッ プ 音 
) き 原因 : 心不全 な ど 


( 
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浮腫 の アセ スメント 


較 浮腫 の 分 類 と お も な 疾患 


ja gae 
リン バ 流 の 障害 (が ん の リン パ 節 転移 ) 


人 ーー 感染 症 、 ア レル ギー、 熱 傷 


ー | 邊 管 神 経 人 性 浮腫 | 棟 


心性 浮腫 うっ 血性 心不全 
(心筋 梗塞 、 弁 膜 症 、 心 筋 症 、 高 血圧 な ど ) 
| 人 当 馬 ” | 
| 腎 性 浮腫 ” | 急性 腎炎 、 ネ フロ ー ゼ 症候 群 、 腎 不全 


全 
上 内 分 泌 性 浮腫 | 甲状腺 機能 低下 開 、 邊 洪水 用 
第 


| 栄養 障害 性 浮腫 | 摂 食 不良 、 吸 収 不良 症候 群 


妊娠 性 浮腫 下肢 静脈 敬 
ホル モン 薬 、 非 ステ ロイ ド 抗 炎症 薬 、 降 圧 薬 


原因 疾患 を 認め な いも の 
障 圧 痕 浮腫 の レベ ル 
レベ ル 1 二 レベ ル 3+ レベ ル 4+ 


人 圧迫 する と わ | 重圧 迫 す る と 少し | 筐 圧迫 する と 深 さ が | 重圧 迫 す る と レベ 
ず か な 圧 痕 が | 深 さ の ある 圧 療 | あり 、 は っ きり し | ル 3+ に 比べ 、 
で きる が すぐ | が で き 、 レ ベル | た 圧 痕 が で き 、 数 | より 深い 圧 療 が 
に 消失 する 1 より 圧 療 が | 秒間 、 圧 痕 が 消え | で き 、 消 え に く 

@ 足 部 の 外観 は | 消 退 し に くい な い い 
普通 で ある | 介 下 懇 の 外観 は 変 | 但 足 が 太 妥 し て いる | 重 足 は 明らか に 腫 

化 な く 見 える こと が 見 て と れる | 用 し て 見 える 
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動 公 ・ 胸 痛 の アセ スメント 


循環 器 疾患 非 循環 器 疾患 
e 不 整 脈 柏 の も の @ 高 拍 出 状態 (貧血 、 
e 非 不整脈 性 の も の 発熱 、 甲 状 腺 機能 
(心筋 梗塞 、 狭 心 症 、 志 進 ) 
肥大 型 心筋 症 、 心 1 @ 交感 神経 興奮 
不全 、 高 血圧 な ど ) ん es 心 因 性 ( 過 換 気 症候 
群 な ど ) 
菩 循環 器 疾患 の 胸痛 の 特徴 


疾患 性状 | 持続 時 間 | 特徴 


狭 心 症 圧迫 感 、 | 数 分 一 20 分 | 顎 、 左 肩 左上 腕 へ の 放 艇 痛 
絞 折 感 

急性 心筋 醒 塞 | 圧迫 感 | 20 分 以上 | @ 発 汗 、 忠 吐 、 脱 力 感 
(激痛 ) e 重 第 感 


急性 心 膜 炎 | 鋭い 痛み | 30 分 以上 | @ 感 填 様 の 前 駆 症状 
@ 吸気 ・ 仰 玲 位 で 増強 し 、 座 位 
で 軽減 


大 動 販 弁 狭 窪 | 労作 性 狭 心 | 数 分 | 労作 で 出現 し 、 安 静 で 軽快 
症 欄 十 数 分 


僧 帽 弁 旬 脱 症 不定 狭 心 症 に 類似 


肥大 型 心 筋 症 | 不定 数 分 典型 的 な 狭 心痛 は 少な く 、 不 定 
十 数 分 惑 斬 が 多い 
大 動脈 解離 | 激痛 (ひき | 30 分 以上 | 前 胸部 か ら 背 部 へ の 激痛 
装 か れる よ @ 痛み は 移動 性 の 場合 が ある 
うな 痛み ) 


肺 血 栓 塞栓 症 30 分 以上 | 呼吸 困難 の 合併 


肺 高血圧 症 呼吸 困難 や めまい 、 和 失神 を 随伴 


道 又 元 裕 監 、 窪田 博 . 大 槻 直美 . 平澤 英子 編 : 見 て わか る 循環 器 ケ アー 看 其 手順 と 疾患 ガイ ド . 
照 林 社 . 東京 . 2013 : 93 よ り 一 部 引用 改 族 
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ア 
セ 
ス 
メ 
プ 
ト 
ー 
ヨ 
の 
ポ 
イ 
ン 
ト 
特 
に 
器 


これ だ け お さえ る 循環 器 の 薬 


循環 器 の 薬剤 は 、 循 環 器 内 科 や 外科 病棟 だ け で な く 老 年 看護 領域 の 実習 
で 見 か ける よう に 、 高 齢 者 が 内 服 し て いる こと が 多い 薬剤 で す 。 降 圧 薬 に 
よっ て は 起立 性 低 血 庄や ふら つき な ど が 起こ り 、 転 倒 の リス ク に つなが る 
た め 臨 床 で も 看護 計画 に 転倒 リス ク な ど を 立案 し 、 予 防 に 努め て いま す 。 


ラシック ス 


ヒド ロク ロロ 
チア ジ ド 


腎臓 の 解剖 生理 で | タナ トリ ル 
S な じみ の アン ジ 

ー 、。 | オル メサ ル タ ン メ ド 
オル メ テ ッ ク キソ ミル 


ピ ソ プロ ロー ルフ マ 
ル 酸 塩 


スピ ロ ノ ラク トン 
カン レノ 酸 カ リウ ム 


ヒド ロク ロロ チア ジ ド 
トリ クロ ル メ チア ジ ド 
イミ ダ プ リル 塩酸 塩 


③ 8 受容 体 遮断 薬 


と で 血圧 を 下げ る 


セパ ミッ ト 


ネネ 【ACE】] angiotensin converting enzyrme : アン ジオ テン シン 変換 酵素 
* ネ 【ARB】 angiotensin H receptor blocker : アン ジオ テン シン T 受 容体 牛 抗 朱 


④③Ca 牛 抗 薬 アム ロジ ピン ベ シ ル 


酸 塩 


Ca イオ ン の 流入 
を 抑制 し て 血管 を 
広げ る 


ニー ま ビ タグ 
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利尿 薬 の うち 、K 保 持 性 利尿 薬 は 高 カリ ウム 色 症 、 そ の ほか で は 
低 カ リウ ム 負 症 を 起こ すこ と が ある よ ! 缶 液 検査 で の カリ ウム 、 
ナトリウム な どの 電解 質 の 値 や 尿 量 な ども チェ ッ ク し て みよ う 


血栓 を つく る 因子 の は 
7 だ ら き を 抑え る 。 


ア 
セ 
4 
メ 
ン 
ト 
ー 
ヨ 
の 
ポ 
イ 
プ 
ト 
特 
環 
器 


ワル ファ リン カ 
た め 注意 が 必要 。 ほか 、 ビ ピタ リウ ム “* 
ミン K を 含む 食材 (納豆 、 ク 

ロレ ラ な ど ) が 禁忌 と な る 


テキ シラ ー ト メタ 
ンス ル ホ ン 酸 塩 


血小板 が 集まっ て 固 ま 
る の を 防ぐ 


イコ サ ペ ント 酸 
エチ ル (EPA) 


プレ ター ル シロ スタ ゾー ル 


7 抽 クロ ピ ド グレ ル 
プラ ビッ クス 硫酸 塩 


フィ ブリ ン と いう 血栓 

を つく る 要素 を 分 解 し まる 
て 血栓 を 溶かす 。 点滴 | ノコ ナー ゼ 
で 治療 を 行う 


抗 向 栓 薬 を 使用 する と 血 が 止ま ら な く な る リス ク が ある 
けれ ど 、 ぞ それで 患者 さん が 飲ま な く て は いけ な い の は 
な ぜ だ ろう 2 と いう 部 分 を 情報 収集 し て みよ う 。 例 え 
ば 脳 梗塞 、 庶 血性 心 疾 患 、 不 整 脈 な ど が 挙がる よ 
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( 旨 消化 器 
芽 腸 動 埋 の 評価 


腸 蝶 動 音 刀 進 | 腸炎 、 下 痢 、 単 純 性 腸 閉 購 
(金属 性 の 高 ピ ッ チ な 音 ) 
聴診 器 の 膜 型 を 使っ て 1 か 所 で 1 分 間 聴 診 す る よ | 
(1 分 間 で 還 収 で を な けれ ば 異常 っ 5 分 間 聴 診 ) 


遼 腹 部 の 区 分 (9 分 割 法 ) 


(①ー⑨ の どこ が どの よう に 痛い か で 、 疑 わ 
れる 疾患 は 変わ っ て くる よ (P.30 参 照 ) 
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腹痛 の アセ スメント 


部 位 @ 腹部 全体 か 、 限 局 性 か 
@ どの 部 位 の 痛み が 強い か 
程度 の 性 質 | 激痛 、 鈍 痛 、 差 し 込む よう な 冶 み 、 き りき りす る 痛み 
介 持続 時 間 は どれ くら いか 
時 間 と 経過 | W い つ ご ろか ら 、 ど の よう な 痛み が あっ た か 
人 @ 急 激 に 始ま っ た 痛み か 、 人 徐々 に 起こ っ た 痛み か 
@ 痛 み は 持続 的 か 、 断 続 的 か 
@ 痛 み の 部 位 や 性 質 に 変化 は ある か 


腹部 所 見 腹壁 の 硬 さ 、 腹 膜 刺激 症状 (圧痛 ・ 反 跳 痛 ・ 筋 性 防御 ) の 有無 、 
腫 疹 の 触 知 の 有無 、 波 動 の 有無 な ど 
@W 腸 天 動 音 の 有無 や 元 進 減 器 な どの 程度 、 金 属 音 の 有無 
随伴 症状 | 悪心 ・ 貴 吐 、 発 熱 、 吐 血 ・ 下 血 、 便 秘 ・ 下 痢 、 黄 六 、 血 尿 、 不 
正 出血 の 有無 な ど 


検査 所 見 | 血液 デー タ | CRP、 WBC な どの 炎症 所 見 、 赤 血球 、 血 小 板 、 
Hb、 ア ミラ ー ゼ 、 総 ビリ ルビ ン 、 腸 道 系 酵素 、 


ア 
セ 
ス 
メ 
ン 
ト 
= 
E 
の 
ポ ボ 
イ 
ン 
ト 
消 
化 
器 


電解 質 、BUN、 ク レア チ ニ ン な ど 


画像 所 見 | 腹部 X 線 、 腹 部 エコ ー、 腹 部 CT な ど で の free 
air、 ガ ス 像 、 結 石 の 有無 、 腸 管 拡張 の 有無 な 
23 
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腹痛 の 部 位 ・ 性 質 と 考え られ る 疾患 


(P28 下図 ①) 


(上 腹部 ) 
(P.28 下図 ④) 


左 季 助 部 
(P.28 下図 ⑦) 


有 購 部 
(P28 下 図 ⑤) | 9 初期 の 虫垂 炎 < 月間 了 和志 


症 
@ 解離 性 大 動脈 交 
W 膝 腸 破 裂 


右 下 腹部 @ 虫垂 炎 @ 大 腸 が ん 
(P28 下 図 ③) | $ 右側 結腸 天宝 炎 | 右側 結腸 天 室 炎 |$ ク ロー ン 病 
@ 石 尿 管 結石 e 石 卵巣 栓 腫 茎 接 転 

@ 子 宮 外 妊娠 破裂 


$ 子 宮 付 属 器 秋 
骨 盤 腹膜 炎 

重大 腸 が ん 
@S 状 結腸 天 室 炎 
和 W 過敏 性 腸 症 候 群 
@ 演 瘍 性 大 腸炎 
@ が ん 性 腹膜 笑 


下腹 部 
(P.28 下図 ⑥) 


左下 腹部 
(P.28 下図 ⑨) 


き 腸 同 膜 動静 脈 血 栓 ks 腸 商 膜 動静 脈 血 栓 
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悪心 ・ 忠 味 の アセ スメント 
較 悪 心 ・ 吐 の 観察 


@ いつ ご ろか ら か 

@ 食後 どれ くら い の 時 間 か 
急激 に 始ま っ た か 、 徐 々 に 起こ っ た か 
@ 持続 的 か 、 断 続 的 か 

人 @ 血液 - 胆 汁 - 臓 の 混入 

@ 装 臭 ・ 尿 邊 

@ 過去 に 経験 し た 嘱 吐 の 状況 な ど 


@ 腹痛 、 下 痢 、 発 熱 、 脱 力 感 、 吐 血 ・ 下 血 、 食 欲 不振 

@ ショ ッ ク 症 状 : 呼吸 不全 、 血 圧下 降 、 頻 脈 、 頭 面 蒼 白 、 
冷 汁 、 胸痛 や 背部 痛 

@ 頭蓋 内 圧 元 進 症状 : 頭痛 、 血 圧 上 昇 、 脈 圧 増大 、 徐 脈 、 
めまい 、 意 識 レ ベル の 低下 、 麻 痺 や 睡 孔 の 異常 


ア 
セ 
ス 
1 
ン 
ト 
と 
薬 
の 
ポ 
イ 
ン 
ト 
消 
化 
器 


較 吐 物 の 性 状 と 疾患 
大 量 の 食物 残 演 | @ 幽 門 狭 突 '@ ア カラシ ア 
胃液 混入 ・ 酸 上 臭 | @ 胃 十二指腸 演 瘍 


胆 汗 混入 ファ ー タ ー 乳 頭 下部 の 閉塞 。 表 切 除 後 
長 時 間 の 路 吐 
コー ヒー 残 済 様 | @ 胃 が ん 便 消 化 性 潰瘍 介 食 道 静脈 准 破 列 
糞便 答 @ 下部 消化 管 の イレ ウス (下位 小腸 、 大 腸 ) @ 腹膜 炎 
診 敗 邊 @ 腸 閉塞 ”@ 腹 膜 炎 
臓 人 の 化 臓 性 胃炎 介 胃 周囲 腰 瘍 


碧 液 泥 入 ・ 吐 血 | トラ イツ 勤 帯 より 口 側 の 消化 管 出血 : 
@ 消化 性 漬 瘍  @ 食 道 静 脈 交 破 列 
急性 胃 粘 膜 病変 香 マ ロリ ー ワ イス 症候 群 
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便秘 の アセ スメント 


較 便 秘 の 観察 


排便 状態 | 便 の 性 状 ( 硬 さ 、 太 さ 、 色 、 臭 気 )、 量 、 排 便 回 数 、 便 意 の 有 
無 、 友 責 の 状態 、 姿 勢 、 痛 、 出 血 の 有 無 、 随 伴 症状 の 有無 
既往 礎 腹部 疾患 、 肛 門 疾 患 、 婦 人 科 疾 患 な ど 


生活 状況 | 生活 リズ ム 、 食 事 (水分 摂取 量 、 食 事 摂 取 量 と 内 容 の 変化 )、 
服用 中 の 薬剤 、 運 動 量 ・ 活 動 量 


随伴 症状 | 腹部 膨満 - 食 欲 不振 、 悪 心 ・ 吐 、 腹 痛 、 頭 痛 、 不 眠 、 肛 門 和 
傷 - 靖 核 、 血 圧 上 昇 、 い ら だ ち - 不 快感 、 ス トレ ス - 不 安 


腹部 の 状態 | 腸 持 動 音 、 腹 部 膨満 ・ 想 満 の 有無 、 腸 の 蜂 動 運動 や ガス ・ 便 の 
貯留 の 程度 


検査 所 見 出血 炎症 所 見 、 電 解 質 異 常 
下 血 の 有 舞 


画像 所 見 | 腹部 X 線 、 造 影 検査 、 内 視 鏡 検査 : 貯留 ガス 
の 部 位 や 量 、 腸 閉塞 や 腸 挨 転 の 有無 、 大 腸 が ん 、 
狭 容 、 癒 着 の 有無 な ど 


ーー ュー 


和 BaM06o あ 5 に よ の り 直腸 | 直腸 疹 な ど 
性 | に ある 美 便 を 十分 か つ 快 適 に 排出 で き な い 
機能 性 便秘 。 | 【 排 便 回 数 減少 型 】 結 腸 に 便 が 過剰 に 貯留 | 疾患 、 薬剤 、 経 
き 大 腸 の 形態 的 | し た り 、 停 滞 時 間 が 長い た め 硬 便 化す る | 口 摂取 不足 な ど 
変化 を 伴わ な い | (排便 困難 型 ] 直 腸 内 の 美 便 を 十分 か つ 快 | 腹 圧 低下 、 直 腸 
適 に 排出 で き な い ト 


便秘 


日 本 消化 器 病 学会 関連 研究 会 慢性 便秘 の 診断 ・ 治療 研究 会 : 慢性 便秘 症 診療 ガイ ドラ イン 2017. 
南江堂 , 東京 . 2017 : 3-5. を 参考 に 作成 
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剛 便 秘 の 評価 : 日 本 語 版 便秘 評価 尺度 (CAS) 


1. お な か が 張っ た 感じ 、 ふ くれ た 感じ | 口 2 点 口 1 点 品 0 点 
2. 排ガス 量 の 減少 ロロ 2 点 口 1 点 口 0 点 
3. 排便 の 回 数 の 減少 口 2 点 口 1 点 口 0 点 
4. 直腸 に 内 容 物 が 充 溝 し て いる 感じ 口 2 点 口 1 点 口 O 点 
5. 排便 時 の 肛門 の 痛み ロロ 2 点 口 1 点 口 0 点 
6. 便 の 量 の 減少 ロ 2 点 口 1 点 口 0 点 
7. 便 の 排 溢 状 能 ロ 2 点 口 1 点 口 0 点 
8. 下痢 また は 水 様 便 口 2 点 口 1 点 口 0O 点 


大 い に 問 題 あ り : 2 点 、 い くら か 問題 あり : 1 点 、 ま っ た く 問 題 な し : 0 点 
@ 判定 5 点 以上 : 看護 上 問題 と すべ き 便 秘 


深井 喜代 子 , 杉田 明子 , 田中 美穂 : 日本 語 版 便秘 評価 尺度 の 検討 . 看護 研究 1995 : 28 : 201-208. 
より 改変 し て 引用 


下痢 の アセ スメント 


剛 下 痢 の 観察 


発現 時 期 ( 現 在 ま で の 回 数 )、 排 便 回 数 、 間 隔 、 時 刻 、 排 港 の 所 要 時 間 、 
状況 | 便 の 色 、 に お い 、 量 、 混 入 物 、 残 便 感 、 腹 痛 、 し ぶり 腹 の 有 無 、 下 痢 
時 の 様子 


脱水 、 電 解 質 パラ ンス の くず れ 、 肛 門 周囲 の 皮膚 の びら ん (失禁 関連 
皮膚 障害 )、 全 身 供 怠 感 、 不 安 : ス トレ ス 


@W バ イタ ル サ イ ン 

@ 頻 脈 、 未 模 循 環 不 全 や ショ ッ ク 、 筋 緊張 、 け いれ ん な どの 神経 症状 、 
発熱 、 全 身 供 怠 感 、 不 眠 、 財 量 、 不 安 感 、 体 重 減少 、 皮 膚 の 乾燥 な ど 
消化 器 症状 : 腹痛 、 食 欲 不振 、 口 潟 、 腹 鳴 、 用 部 膨満 、 悪 心 ・ 忠 吐 な ど 
@ 肛門 部 痛 、 肛 門 部 の 皮膚 の 状態 


@ 食事 内 容 お よび 摂取 時 間 、 過 飲 ・ 過 食 、 食 べ 合 わせ 、 ア レル ギー な ど 
W 緩 下 薬 お よび その 他 使 用 し て いる 薬剤 の 服用 


検尿 、 検 便 、 血 液 生化 学 、 腹 部 単純 X 線 、 便 塗 抹 検査 、 開 便 の 細菌 培 
養 検査 、 大 腸 内 視 鏡 検査 、 小 腸 千 影 、 小 腸 内 視 鏡 検査 な ど 
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ア 
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ト 
と 
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ト 
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二 提 語 ま る 2 


腸 粘膜 か ら の 港 出 液 ・ 


うし ゃ コ 


漏出 液 の 分 泌 丸 進 


腸管 内 に 分 泌 さ れる 水 
分 や 消化 液 の 量 の 過剰 


高 浸透 圧性 の 食事 や 飲 
料 の 大 量 摂 取 に よる 腸 
管内 腔 の 浸透 圧 上 昇 


腸管 運動 進 : 便 が 急 
速 に 腸管 内 を 通過 する 
こと に よる 水分 の 吸収 
障害 


腸管 運動 低下 : 腸 の 螺 
動 運 動 の 障害 や 通過 障 
害 が ある と 、 増 殖 し た 
腸 内 縄 菌 の 刺激 に より 
下痢 が 起こ る 
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] っ 組 環 胡 容 


ww ウイ ルス 性 大 腸炎 

@ 炎症 性 腸 疾患 ( 漬 瘍 性 大 腸炎 、 ク 
ロー ン 病 ) 

@ 結 校 

介 放射 性 腸炎 な ど 

@ エンテ ロト キシ ン に よる 腸炎 ( 細 
菌 、 ウ イル ス の 感 楽 症 ) 

人 内分泌 腫 瘍 

@ 薬 剤 (ヒマ シ 油 ) 


例 吸 収 不良 症候 群 

@W 薬 剤 (塩類 下剤 、D- ソ ルビ トー ル 、 
ラク ツ ロ ー ス な ど ) 

重 過 敏 性 腸 症候 群 

息 甲 状 腺 機能 元 進 症 

@ 表 小腸 - 大 腸 の 部 分 切除 

@ 腸 の パイ パス 手術 

移 ス トレ ス な ど 
薬剤 (マグ ネ シ ウ ム を 含む 制 酸 薬 、 
緩 下 茎 、 プ ロス タグ ラン ジン 、 セ ロ 
ド 三 に カウ イジ な お) 

@ 食 品 ( 肉 や 魚 、 砂 糖 な どの 酸性 食 
品 ) 

糖尿 病 

介 強 皮 症 


これ だ け お さえ る 消化 器 の 薬 


実習 中 に 見 か ける 消化 器 の 薬 で よく 内 服 さ れ て いる も の は 、 大 きく 分 け 
て お も に 「 胃 薬 」「 下 剤 」「 整腸剤 」 が あり ます 。 胃薬 (消化 性 潰瘍 治療 薬 ) は 
NSAIDs な どの 消炎 鎮痛 薬 と いっ た 、 ほ か の 薬剤 の 副作用 予防 の た め に 
飲ん で いる こと が あり ます 。 

また 整腸剤 や 下剤 を 内 服 し て いる 場合 は 便秘 な どの 排便 コン トロ ー ル を 
行っ て いる こと が 多い で す 。 入院 中 は 運動 不足 や スト レス な ど で 消 化 管 の 
運動 が 低下 する こと が あり ます 。 排便 状況 を 記録 か ら 経時 的 に 情報 収集 し 
た りす る こと で 、「 便 秘 に な りや すい 患者 さん へ の 看護 」 な ど へ つなげる 
こと が で きま す 。 


遼 胃 薬 (消化 性 潰瘍 治療 薬 ) 


2 類 どん な 業 ? | 商品 名 の 例 | 一般 
| オメ ブラ ー ル | オメ ブラ ゾー ル 


ゆ プ ロト ン ポ ンプ | 胃 粘 腕 を 保護 | タケ プロ ン | ラン ソプラ ゾー ル 
阻害 薬 (PPI) する ネ キ シウム | エ ソ メ プ ラ ゾ ー ル 
マグ ネ シ ウ ム 水 和 物 


の [| 受 和 体 抹 | 見 際 の 分 多 を ファ モチ ジン 


| 慎 串 瘍 な どの 治療 の ほか に 、 ロ キソ ブロ フェ ン な ど | 
NSAIDs 内 服 時 の 副作用 防止 の た め に 内 服 する よ | 


ア 
セ 
と 4 
メ 
ン 
ト 
ー 
薬 
の 
ボ 
イ 
プン 
ト 
消 
化 
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| 天 因 飲 Ge い soe 
> が ある 

は で は <. 

る | 人 em す h ゃ @ 念 、 


6 聞い て 
Ne \ ヽ る と き が ある と . を 
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ピコ スル ファ ー ト 
ナトリウム 水 和 物 


興 量 が 変化 し だ 場合 は 、 便 の 回 数 や 性 状 を チェ ッ ク し よう 。 
便秘 時 の 内 服 以外 の 看護 ケア に つい て も 考え て みよ う 。 
例え ば 水分 摂取 、 マッサー ジ ヲ 、 歩 行 リ ハビ リ な ど が ある よ 


に て 
便秘 、 下痢 に 対し て 内 服 す る よ 
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< プ 脳神経 
膨 神 経 の アセ スメント 


較 AIUEOTIPS( ア イ ウ エ オ チッ プス ) 


入 | Alcoholism 只 き アル コー ル 中 毒 
| | Insulin き 高 血 糖 ・ 低 血糖 


U | Uremia = き 尿毒 症 、 代 謝 性 疾 思 eS 須 PPWTPRee 和 TPre=m こ 

E | Encephalopathy き 脳症 意識 障害 の お も な 原 
lectrolytes " き 電解 質 異常 因 の 頭 文 字 を と っ た 
Electrocardiogram = き 不整脈 e 

0 1 Oxygen + 位 症 、CO, ナ ルコ ー シ ス |" き 蘭 レ ペ ル が 
Opiate = き 麻薬 中 毒 低下 し て いる 患者 さ 

T | Trauma = き 頭 部 外傷 ん が い 左 と き に 、 何 
Temperature き 低 体温 、 熱 中 症 が 原因 か チェ ッ ク し 
Infection き 請 膜 炎 、 脳 炎 て みよ う 。 色 文字 は 


実習 で 受け 持つ こと 


| 
P | Psychiatric き せん 妄 、 ヒ ステ リー 
S | Shock き 各種 ショ ッ ク 

Stroke 叶 脳 血 管 障害 

Seizure 計 けい れん 


障 障 孔 の 観察 


| 


午 脳 ヘル ニア ( 非 代償 期 ) 
ピン ネール | の > < mm | em ef な 


@ 心 停止 後 な ど 
瞳孔 左右 不同 左右 差 0.5mm |W 脳 ヘル ニア の 徴候 
(アニ ソコ リア ) = ーー 以上 


直径 5mm 以上 
@ 重症 の 低 酸素 血 症 
@ 脳 ヘル ニア 初期 
鈴木 里美 : 意識 一 脳神経 . 八島 妙子 . 内 攻 宗 和 監修 : 特集 - 実習 に 使え る 解剖 生理 PART1. プチ 


e 楽 物 中 再 @ 中 脳 障害 
直径 2mm 以下 
ーー ーー ン 中 毒 な ど 
ナー ス 2018 : 27(5) : 43 よ り 引用 
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これ だ け お さえ る 睡眠 薬 


睡眠 薬 は 精神 科 だ け で な く 、 さ ま ざ ま な 診療 科 の 患者 さん が 内 服 し て い 
と が 多い 薬剤 で す 。 内服 し て いる 起 者 さん を 受け 持っ た 場合 、 夜 間 の 
睡眠 状況 に つい て 情報 収集 し て いく と 、 「 手 術 後 の 痛み で 眠れ な い 」「 昼 間 
に 寝 て し まう 」「 不 安 が あっ て 眠れ な い 」 な どの 看護 計画 の ポイ ント が 見 つ 
か る こと が あり ます 。 


1 間 7 間 ) | 入 中 難 計 に 肌 い | マイ スリ ー* | ソル ビデ ム 濱本 
られ る 。 眠気 、 ふ ソ ピ クロ ン 
ら つ き な ど (の 副 作 
用 の ほか 、 依 存 性 、| ルネ スタ * エス ゲ ピ クロ ン 
に 注意 が 
の 短 時 間 型 | ア ゼ ビ ン 系 ( 災 ) は 王 
(6 10 時 間 ) | 筋 緩 性 が 少な ぃ | レン ドル ミン | プロ チ ゾ ラム 
人 の ロ ル メ タ ゼ パム 
ン ぷ 
(12 一 24 時 間 )| 中 途 覚醒 や 早期 覚 AS 
醍 の 改善 に 用 いら エス タ ゾ ラム 
れる 。 有 翌朝 の 持ち 
越し 効果 に 注意 が ニトラ ゼ パ ム 


ほとん どの 場合 、 超 短 時 間 型 、 短 時 間 型 が 処方 され て いる よ 。 睦 眠 薬 を 


内 服 し て いる 患者 さん を 受け 持っ た と き は 、 副 作用 を よく 調べ よう 。 た 
と そば 長 時 間 型 を 内 服 し て いる 場合 は 、 転 倒 リ スク な ども 問題 に な る よ 
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較 その ほか の 睡眠 薬 
分 類 一 般 名 


① ゆ メラトニン | 体内 時 計 を 調節 する メラ | ロゼ レム | ラメ ル テ オ ン 
受容 体 作動 薬 | トニ ン に は た らき か け 

る 。 効 果 は 穏やか で 、 副 

作用 が 少な いと され る 


オレ キシ ン 受 容体 へ の 結 | ベル ソム ラ | スポ レキ サン ト 
合 を 阻害 。 悪夢 を 見 る こ 
と が ある 


| と ちら も 比較 的 新しい 薬 。 ロ ゼ レ ム (ラメ ル テ オ ン ) 
は 安全 性 が 高い と 言わ れ て いて 、 高 齢 の 患者 さん に 


| よく 処方 され て いる よ | 
Ro 


(et アテ 体外 覧 開 汰 に っ ぃ て 


@ 睦 眼 某 ふ ほ ほ な (- 祖 精 竹 病 某 ( いい や り F-I し な ど ') 使 四 
し て いる 電 者 よら も ぃ ネ 


ぐ 枯 類 竹 率 難 < は 系 付 9 ト る 証 状 の ERR が ある 


@② オ レキ シン 
受容 体 括 抗 楽 


ア 
セ 
ス 
メ 
ンジ 
ト 
ーー 
薬 
の 
ボ 
イ 
ン 
ト 
脂 
神 
経 
災 
岩 
四 


・ じ っ と し て ら wt な ? コ 
・ 足 が る ズ ダム で 


(参考 文献 (P.22、26 一 27、35 … 36、38 一 39)〉 
1. 浦 部 晶 夫 . 島田 和幸 , 川合 眞一 編 : 今日 の 治療 泉 2020. 南江堂 , 東京 . 2020. 
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尿 タ ン バ パク 


@ 定 性 : 陰性 (一) | 陽性 (+) また は 高 
e 定 旦 : 150mg 日 未満 ( 番 尿 )| 時 障害 、 中 毒 な ど 


@ 陰性 (一 ) る 陽性 ( 十 ) 
腎 ・ 尿 路 系 の 秋 症 ・ 結 石 、 有 瘍 、 
出血 性 素因 な ど 
@ 尿 比重 : 1.015 一 1.025 | 全高 
人 尿 浸透 圧 : 著しい 高 比重 で 脱水 症 、 タ ン バ 
50 一 1.300mOsm/L ク ・ 糖 の 混入 な ど 
す 低 


水分 過剰 摂取 、 尿 崩 症 、 利 必 薬 
の 投与 時 な ど 


@ 赤血球 : 1 視野 に 5 個 以 内 | 信 高 

介 白血球 : 1 視野 に 5 個 以内 | 腎炎 、 ネ フロ ー ゼ 症候 群 、 尿 路 
介 上 皮 細 胞 : 1 視野 に 少数 | 結石 、 尿 路 感染 症 な ど 

@ 円 柱 : 1 視野 に 0 個 


@ 陰性 (一 陽性 ( 十 ) 
糖尿 病 ( 特 に 糖尿 病 性 ケト アシ 
ドー シス )、 鍋 角 状 態 、 忠 吐 、 
下痢 、 皿 状 腺 機能 元 進 症 な ど 


① ビ リル ビン : 陰性 (一) 入 陽 性 ( 十 ) 有 

② ウ ロビ リノ ゲン : 憶 陽性 ( 土 | @ ビ リル ビン : 肝 細 胞 性 黄 六 、 

て 1 十 ) 閉塞 性 黄 損 、 肝 硬 変 、 デ ュ ビ 
ンジ ョ ン ソ ン 症 候 群 な ど 

@ ウロ ビリ ノ ゲ ン (2 十 一 4 十 ): 
肝 障害 、 溶 血性 貧血 、 著 し い 
療 労 、 便 秘 な ど 

馬 陰 性 (一 ) 

総 胆管 閉塞 、 閉 塞 性 黄 電 など 


定性 : 陰性 (一 ) 陽性 ( 士 ) ま た は 高 
定量 : 100mg/ 日 以下 ( 薔 尿 )| 糖尿 病 な ど 
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基準 値 は 測定 法 に よっ て も 異な り 、 各 部 設 で 設定 され て いる も 
の も あり ます 。 以下 の 値 は あく まで も 参考 と し て ご 利用 くだ さい 。 


天上 人 | 具 わ れる 疾 加 な ど 


赤血球 数 (RBC) | 370 真性 多 血 症 な ど 
540 x10*/uL ま 各 種 の 貧血 、 出 血 、 一 部 の 感染 症 、 
腰 原 病 、 抗 が ん 薬 与 薬 な ど 
血色 素 時 (へ モグ | 11 一 17g/dL す 貧 血 な ど 
ロビ ピン 量 : Hb) 
へ マト クリ ッ ト | 34 ~ 49% 人 外傷 や 出血 に よる 血 病 濃縮 、 多 血 
(Ht) 症 な ど 
千代 血 な ど 


血小板 数 (PIO) |14 一 34X10"/L | 信 真 性 多 血 症 な ど 
特発 性 血小板 減少 性 紫斑 病 、 血 栓 
性 血小板 減少 性 紫斑 病 、 急性 白血病 、 
再生 不良 性 貸 血 、 薬 物 ア レル ギー、 
悪性 質 血 、 多 発 性 骨 簡 腫 、 が ん の 骨 
転 移 、 肝 硬 変 症 、DIC な ど 

白血球 数 (WBC) | 2.700 人 感染 症 、 自 己 免疫 疾患 、 ス テロ イ 

8.800/gL ド な どの 与 薬 後 、 ホ ジ キ ン 病 、 白 血 

病 な ど 
す 抗 が ん 薬 の 長期 与 薬 、 放射 線 照射 
が ん の 骨 簡 転移 、 急 性 白血病 、 骨 簡 
線維 症 、 多 発 性 骨 簡 腫 、 再 生 不良 性 
貧血 、 栗 粒 結 核 、 敗 血 症 、 腸 チ フ ス 、 
ーー 部 の ウイ ルス 感染 症 な ど 


白血球 分 画 WW 好 中 球 (分 葉 ) : | 舎 
40 一 60% 人 @ 好 中 球 : 細菌 感染 症 な ど 
@ リン パ 球 : @ リン バ 球 : リン パ 性 白血病 な ど 
30 一 45% @ 好 酸 球 : アレ ルギー 疾患 な ど 
@ 好 酸 球 : 3 596 | 借 単 球 : 結核 な ど 
@ 単 球 : 3 一 696 | 旬 好 塩基 球 : 慢性 骨 醤 性 白血病 な ど 
W 好 塩基 球 : 9 
0 一 2% 介 好 中 球 : 再生 不良 性 賃 血 な ど 
@ リン パ バ 球 : 感染 症 (結核 、HIV) な ど 
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項目 疑わ れる 疾患 な ど 

プロ トロ ン ビ ン |W9 一 15 秒 延長 

時 間 (PT) 介 活性 : 先天 性 凝固 因子 欠乏 症 、 ビ タ ミ ン K 
70 一 100% 欠乏 症 な ど 


活性 化 部 分 トロ 

ン ボ ブラ スチ ン 人 ee ビタ ミン K 
時 間 (APTT) 欠乏 症 な ど 

トロ ン ボ テス ト 『 肝 障害 、 ビ タ ミ ン K 和 欠乏 症 な ど 
(TT) 


フィ ブリ ノー ゲン | 155 一 415mg/dL | ます DIC、 肝 障害 、 大 量 出 血 な ど 
(Fg) 


フィ ブリ ン ・ フ ィ | 5pg/mL 未満 DIC、 血 栓 症 、 悪 性 腫瘍 な ど 
ブリ ノー ゲン 分 解 
産物 (FDP) 


赤血球 沈降 速度 | @ oe 丸 進 
(ESR) 4 10mm/ 時 感染 症 、 多 発 性 骨髄 歴 、 ネ フロ ー ゼ 
症候 群 、 重 症 貧血 な ど 


DIC、 多 血 症 な ど 


プラ スミ ノー ゲン | 70 一 120% すま DIC、 先 天性 プラ スミ ノー ゲン 欠 
(PLG) 逐 症 、 肝 人 硬 変 な ど 


呈 ++ が ら や ララ / 


下 : ま + ぉ ど に > て 
信 ょ 区 る - と も ある の で 
で いも ぃ の 人 《 介 で 生 ら うう / 


大 tp な の い は 直 8 え る と / 下 回 る と 
や う 本 る の な と いう こと 


天 鶴 で は 幸 す ヵ /c〒 の 
"アテ に 人 8 が 


の : て いる ま よ 〆 
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生化 学 検査 : 電解 質 

項目 | 基準 侍 | 疑わ れる 疾患 な ど 

血清 ナトリウム 1 和信 高 ナトリウム 血 症 、 脱 水 状態 、 尿 崩 症 、 原 

(Na) 145mEq/L | 発 性 アル ドス テロ ン 症 、 ク ッ シ ン グ 症 候 群 な ど 
すす 低 ナ トリ ウム 血 症 、 脱 水 状態 、 ア ジ ソ ン 病 、 
ネフ ロー ゼ セ 症 候 群 、 腎 不全 な ど 

血清 カリ ウム |3.5 一 信 高 カリ ウム 血 症 、 腎 不全 、 ア ジ ソ ン 病 、 代 

(K) 5.0mEq/L | 謝 性 アシ ドー シス 、 低 アル ドス テロ ン 症 、 抗 
アル ドス テロ ン 薬 服用 な ど 。8mEq/L 以上 で 
心 停 止 の お それ 
すま 低 カ リウ ム 血 症 

血清 カル シウム |8.4 一 信 高 カル シウム 血 症 、 原 発 性 副 甲状腺 機能 却 

(Ca) 10.4mg/dL | 進 症 、 異 所 性 副 甲状腺 ホル モン 産生 の 悪性 腫 
瘍 、 甲 状 腺 機 能 支 進 症 、 サ ルコ イド ー シ ス 、 
褐色 細胞 腫 、 薬 物 中 毒 ( ビ タ ミ ン D) な ど 
す 低 カル シウム 血 症 、 テ タニ ー、 慢 性 腎 不 全 、 
副 甲状腺 機能 低下 症 、 ア ルカ ロー シス 、 ビ タ 
ミン D 不 足 、 敗 血 症 、 吸 収 不良 症候 群 な ど 

血清 クロ ー ル 人 高 ク ロー ル 血 症 、 ク ロー ル 過 剰 投与 ( 高 カ 

(CI) ロリ ー 輸 液 な ど )、 脱 水 症 、 呼 吸 性 アル カロ 


98 ご 
108mEq/L 


ー シ ス 、 下痢 、 慢 性 腎炎 、 副 腎 皮 質 機能 元 進 症 、 
尿 細管 性 アシ ドー シス な ど 

キ 低 クロ ー ル 血 症 、 消 化 管 か ら の 衰 失 ( 吐 、 
下痢 )、 覧 か ら の 喪失 (利尿 薬 、 呼 吸 性 アシ ド 
ー シ ス 、 事 甲状腺 機能 序 進 症 、 慢 性 腎炎 )、 
栄養 失調 、 大 量 輸血 な ど 

和 き 再 生 不 良性 所 血 、 巨 赤 芽 球 性 貧血 な ど 

すす 鉄 欠乏 性 貧血 、 慢 性 出血 な ど 


全高 マグ ネ シ ウ ム 血 症 、 腎 不全 、 ア ジ ソ ン 病 、 甲 
状 腺 機能 低下 症 、 糖 尿 病 性 ケト アシ ドー シス な ど 
す 低 マグ ネ シ ウ ム 血 症 、 吸 収 不良 症候 群 、 慢 
性 下痢 、 ア ルコ ー ル 性 肝硬変 、 原 発 性 副 甲 状 
腺 機能 元 進 症 、 甲 状 腺 機能 元 進 症 、 腎 炎 な ど 
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生化 学 検査 : 栄養 状態 ・ 腎 機能 ・ 胆 汁 色素 


項目 疑わ れる 疾患 な ど 

総 タ ン パ ク 人 高 タ ン パ ク 血 症 、 多 発 性 骨 租 腫 、 

(TP) 原発 性 マク ログ ロブ リン 血 症 、 肝 重 
変 、 慢 性 肝炎 、 脱 水 な ど 
す 低 タン バク 血 症 、 栄 養 障害 、 ネ フ 
ロー セ 症 候 群 、 熱 傷 、 出 血 、 外 傷 、 
腹水 連 留 、 悪 性 腫瘍 な ど 

アル ブ ミ ン すす 栄 養 障害 、 ネフ ロー セ 症 候 群 、 熱傷 、 

(AlD) 出血 、 外 傷 、 腹 水 貯留 、 悪性 腫 場 な ど 


尿素 容 素 で 臣 機 能 低 下 、 腎 不全 、 尿 毒 症 、 脱 
(BUN/UN) 水 症 、 薬 剤 投与 ( 抗 が ん 薬 な ど ) な ど 
血清 クレ ア チ ニ ン | 男性 : 人 腎炎 、 糖 尿 病 腎 症 、 腎 不全 、 う っ 
(Cr) 0.61 一 1.04mg/dL | 血性 心不全 、 肝 硬 変 、 脱 水 、 高 血圧 
女性 : 症 な ど 
0.47ー0.79mg/dL | 筋 疾患 、 妊 娠 、 尿 扇 症 な ど 
血清 ビリ ルビ ン |① 総 ビリ ルビ ン :| 合 
(胆汁 色素 ) 02 一 1.0mg/dL | 重 総 ビリ ルビ ン 、 直 接 ビ リル ビン : 
② 直 接 ビ リル ビン :| 肝炎 、 肝 硬 変 、 肝 内 胆汁 うっ 滞 、 
0.1 一 0.3mg/dL| 急性 脂肪 肝 、 閉 塞 性 黄 折 な ど 
③ 間 接 ビ リル ビン : | 息 間 接 ビ リル ビン : 溶血 性 貧血 、 新 
生 児 黄 六 、 体 質 性 黄 痩 な ど 


生化 学 検査 : 肝 機 能 
AST(GOT) | s AsT : 10 30U/L | で 肝 障害 、 心 筋 梗 案 な ど 
ALT(GPT) | 得 ALT : 10 一 30U/L 


@ 男 性 : 10 一 50U/L 以 下 | 舎 ア ルコ ー ル 性 肝 障害 、 脂 肪 肝 
@ 女 性: 10 一 30U/L 以 下 | など 
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童 
寺 才 本 来い 全 結 7 炎症 マー カー 


血糖 70 一 109mg/dL (早朝 空 糖尿 病 な ど 

(グル コー ス 、BS) | 腹 時 血 襲 血糖 ) す 精 密 検 査 が 必要 。 空 腹 時 低 
血 邊 で は 、 肝 疾患 、 腎 疾患 、 
敗血症 、 種 々 の ホル モン 欠損 
症 、 イ ンス リノ ー マ な ど 
糖 負 荷 試 験 75g 経 ロブ ドウ 糖 負 荷 後 | 信 糖 尿 病 な ど 

(GTT) 2 時 間 : 140mg/dL 未満 


HbAfc 植 尿 病 な ど 

C 反 席 性 タン バク |0.3mg/dL 以 下 成 ※ 症 、 用 原 病 、 天性 用 瘍 、 

(CRP) 心筋 梗 守 及 本 守 や 手術 後 の 
組織 壊死 な ど 


し 生化 学 検査 : ーー 


LDL コレ ステ ロ | 65 一 動脈 硬化 、 糖 尿 病 な ど 
ー ル (LDL-C) | 139mg/dL | 肝硬変 、 甲 状 腺 機能 広 進 症 な ど 


HDL コレス テロ | 40 一 動脈 硬化 、 和 糖尿病 な ど 
ー ル (HDL-C) |65mg/dL 


LH 比 を 動脈 硬化 、 心 筋 梗塞 な ど 
中 性 脂肪 (トリ グ | 30 人 原発 性 : リポ タン パク リバ ー セ 欠損 症 、 ア 


リセ リド : TG) | 149mg/dL ポ CT 欠 損 症 、 特 発 性 高 カ イロ ミク ロン 血 
症 、 家 族 性 脂質 異常 症 、LCAT 欠損 症 な ど 
@ 持続 性 代謝 疾 患 、 内 分 泌 疾 串 、 腎 疾患 、 
閉塞 性 黄 坊 、 急 性 騰 炎 、 貧 血 、 多 発 性 骨 
髄 腫 、 食 事 性 、 薬 物性 な ど 
すす 甲状腺 機能 広 進 症 、 吸 収 不良 症候 群 な ど 
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※ こ こ に 記載 され て いる 用 語 は 、 病 棟 で 慣用 的 に 用 いら れ て いる も の も あり ます 。 記 録 等 で は 正しい 用 
語 を 使い まし ょ う 。 ( 独 ) は ドイ ツ 語 、( 仏 ) は フラ ンス 語 で す 


アイ シン グ 【icing】 氷 浴 、 冷 夫 法 (れい あん ぼう )。 ク ー リ ング と 同 業 


アシ ドー シス 【acidosis】 酸 の 過剰 ・ 塩 基 の 減少 。 代 謝 性 アシ ドー シス (塩基 の 排 港 )、 
呼吸 性 アシ ドー シス (二酸化 炭素 貯留 に よる pH 低下 )、 糖 尿 病 性 アシ ドー シス (ケト ン 
体 著 積 に よる pHI お よび 重 炭 酸 の 低下 ) 


生生 レス チロ ー ル な ど 38 人 たまら で で きる 員 敵 
腫 ( じ ゅ くし ゅ )、 粉 痛 ( ふ ん りゅう ) 


ける こと 


アド ボカ シー【advocacy】 弱 い 立場 に ある 人 の 生命 や 権利 ・ 利 益 を 擁護 し て 代弁 する こ 
と 。 支 持 、 権 利 挫 護 


アナ フィ ラキ シー ショ ッ ク 【anaphylactic shock( ア ナ フ ィ ラク ティ ッ ク ・ シ ョ ッ ク )】 
抗原 抗体 反応 に よる 即時 型 の アレ ルギー 反応 


アナ ムネ 【Anamnese( 独 ) (アナ ムネ ー ゼ )】 病 歴 聴 取 、 既 往 歴 。 本来 は 「 病 歴 」 の 意味 で あり 、 
医師 が 聴取 する も の 。 和 看護 師 が と る アナ ムネ と は 看護 に 必要 な 情報 を 聴取 する こと を 指す 


アフ タ 【aphtha】 口 の 中 の 粘 肛 に 生じ た 笛 症 。 特 に 細菌 ウイ ルス に よる 感染 が 原因 で 
9 二 谷 外 y デメ ダ 往 則 半 So 
アボ 【APO : apoplexy( ア ポ ブ レキ シー)】 脳 卒 中 。 脳 血 答 の 閉塞 、 狭 空 、 破 裂 な ど に よ 
る 脳 組織 の 障害 で 、 片 麻痺 、 言 語 際 害 、 和 失調 な ど を きた し た 状態 。 騰 梗塞 、 脳 出 箇 、 
クモ 膜 下 出 血 な ど が ある 。 用 卒 中 を 起こ すこ と を 「 ア ポ る 」 と いう 


アル カロ ー シ ス 【alkalosis】 塩 基 の 過剰 ・ 酸 の 減少 。 代 謝 性 アル カロ ー シ ス (水素 イオ ン 
宮 失 また は 振 基 過剰 )、 呼 吸 性 アル カロ ー シ ス ( 過 呼 吸 に よる 二酸化 戻 素 喪 失 ) 
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アル めん 【 ア ル 綿 】 ア ルコ ー ル 縮 


アレ スト 【CA : cardiac arrest( カ ー デ ィ ア ッ ク ・ ア レス ト )】 心 停止 


アン ギ オ 【angiography( ア ンジ オグ ラフ ィ ー)】 血管 造 影 法 。 血 管 に 造影 剤 を 注入 し 、X 
撮 影 を 行っ て 血管 の 走行 ・ 状 を 知る 方 法 


アン ピュ ー【Ambu bag( ア ン ビ ュー・ バ ッ グ )】 手 動 で 送 気 し 人 工 換気 を 行う 器具 ーー バ 
ッ グ バル ブ プ マ スク (P59) 


イブ ニン グ ケ ア 【evening care】 洗 面 や 歯磨 き な ど 、 就 寝 前 の 行為 の こと 。 リ ラッ クス し 、 
良 也 で きる よう に する ケア 


イレ ウス 【ileus】 腸管 麻痺 に より 腸 内 容 物 の 通過 が 妨げ られ た 状態 。 従 来 の 分 類 に お け 
る 機能 的 イレ ウス を きす 


いろ う 【 胃 療 】 胃 内 腔 が ほか の 騰 器 と 疹 孔 で 交通 し て いる 状態 。① 経 口 摂取 で き な い 場 
合 、 栄 養 補 給 の た め 体 表 と 胃 を つなぐ 接 孔 ( 外 捧 ) ② 外 傷 や 疾患 の た め に 胃 が 講 接 す 
る 臓器 と つなが っ て いる 接 也 (内 捧 ) 


イン シ デ ン ト 【incident】 付随 的 で き ご と 、 事 故に つなが る 可能 性 の あっ た で き ご と … 
ヒヤ ギリ ・ ハ ッ ト (P.60) 


ウォ ー キ ング カン ファ レン ス 【walking conference】 ベ ッ ド サイ ド で の 申し 送り 。 患者 
の 観察 と 申し 送り を 同時 に 行う 
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ウォ ッ ク ナ ー ス 【WOC-NS : wound ostomy continence nurse( ウ ー ン ド ・ オ スト ミー・ 
コン ティ ネン ス ・ ナ ー ス )】 創 傷 ・ オ スト ミー・ 和 失禁 の ケア を 専門 と する 認定 看護 師 。 
皮膚 ・ 排 湯 ケ ア 認 定 看 護 師 が 正式 呼称 

うし 【 貴 歯 】 虫 歯 


エー エル エス ①【ALS : amyotrophic lateral sclerosis( ア ミオ トロ フィ ッ ク ・ ラ テラ ル ・ 
スク レロ シス )】 筋 葵 編 性 側 索 古 化 症 。 運 動 ニ ュー ロン の 変性 疾患 で 、 四 肢 ・ 咽 喉 ・ 舌 
の 筋力 が 低下 し 、 駿 下 障害 、 呼 吸 不全 を 生じ る 疾患 ②【ALS : advanced life support 
(アド バン ス ド ・ ラ イフ ・ サ ポー ト )】2 次 救命 処置 。 医 療 器具 を 用 いて 行う 藤生 法 


エス ビーチ ュー プ 【SB tube : Sengstaken-Blakemore tube( ゼ ング スタ ー ケ ン ・ ブ レイ 
クモ ア ・ テ ュー ブ )】 食 道 静脈 六 出 血 の 止 由 に 用 いる 2 つの バル ー ン つき ナチ ュー ブ 。 先 
端 の バル ー ン を 膨張 きせ て 、1 つ は 食道 内 固定 、1 つ は 圧 追 止血 に 使用 する 


エピ ビ ①【Epi : epilepsy( エ ビレ ブシ ー)】 て ん か ん (②【Epid : epidural anesthesia( エ ピ 
デュ ラル ・ ア ネ ス シ ー ジ ア 】】 確 腕 外 麻酔 


エピ ドラ 【epidural 1 PR ー)) 名 性 諾 外 用 硬 膜 と 
頭蓋 上 朋 の 間 に 生 じ た 血 腫 


エム アー ル ①【MR : mitral regurgitation( マ イト ラル ・ レ ガー ジテ ーション ))】 僧 帽 弁 閉鎖 不全 
②【MR : medical representative( メ ディ カル ・ リ ブレ セン テー ティ ブ )】 医 薬品 情報 担当 者 
③【measles-rubella(vaccine) : ミー ズル ズー・ ル ベラ (ヴァ クシ ン ))】 論 疹 一 風疹 (混合 ワタ チン ) 


エー ライ ン 【A Iine】 動脈 テ イン 。 動脈 に カテ ー テ ル を 挿入 し 、① 観 血 的 な 血圧 の 潤 定 ・ 
監視 、② 動 脈 血 採 年 、③ 薬 剤 の 効果 の 判定 な ど に 用 いる 


エル ゴ 【ergo : ergometer (エル ゴメ ー タ ー)】 負 荷 を 与え る 回 転 運 動 装 置 。 自 転 車 エ ル ゴ 
メー ター、 上 肢 エ ル ゴ メ ー タ ー な ど が ある 


エン ト (D【ENT : entlassen( 独 )( エ ント ラッ セン )】 退 院 ②【ENT : ear. nose and 
throat( イ ヤー・ ノ ー ズ ・ ア ンド ・ ス ロー ト )】 耳 、 算 腔 、 口 腔 、 咽 頭 、 喉 頭 、 申 状 腺 な 
どの 診療 、 研 究 を 行う 医学 の 一 分 野 。 耳 鼻 咽 喉 科 
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エン ドス コピ ビー【endoscopy】 内 視 鏡 検査 。 体 内 に カメ ラ を 入れ て 、 組 織 の 観察 、 治 療 
な ど を 行う 方 法 。 細い チュ ー ブ の 先端 に つい た カメ ラ を 体内 に 挿入 する 方 法 が ほとん 
ど だ が 、 カ プ セ ル 型 の カメ ラ を 人 釣 み 下 す 方 法 $ あ る 


お か ん 【 悪 京 】 案 気 の こ と 。 体 温 の 急激 な 上 昇 の 際 、 皮 膚 毛細 血 簿 の 収縮 に より 熱 放 散 
が 妨げ られ る こと に よっ て 起こ る 、 ぞ く ぞ くす る 寒気 


お そ 【 悪 阻 ] 妊 娠 初期 に み ら れ る 軽い 悪心 ・ 忠 吐 は つわり と 呼ば れる が 、 つ わり が 重く し か ) 
頻 回 に 嘱 吐 を 繰り 返す 症状 


か : occupational therapist( オ キュ ペー ショ ナル ・ セ ラピス ト )】 作 業 療法 
s. 作 業 療法 を 担当 する 医療 専門 職 


オ べ 【operation( オ ペレ ー シ ョ の 手術 説明 の こと を 「 す オペ オリ (オペ レー ショ ン ・ 
オリ エン テー ショ ン )」、 術 前 の こと を 「 オ ペ ぜ ん (オペ 前 )」、 手 術 患 者 の 手術 室 へ の 移 
送 の こと を 「 オ べ だ し (オペ 出し )」 と いう 


ガー グル ベー スン 【gargle basin】 処置 の と き に 使用 する そら 豆 瑠 の 金属 また は プラ スチ 
ッ ク の 入れ 物 。 膜 盆 ( の う ぼ ぽん) 


ガー ゼ カ ウン ト 【gauze count】 使用 し た ガー の 定数 確認 。 手 術 時 、 ガ ー ゼ の 体内 道 残 
事故 防止 の た め に 行わ れる 
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か っ けつ [吐血 】 咳 と と も に 肺 や 気 造 か ら 大 量 の 出血 流 を 吐き 出す こと 。 六 結 核 ・ 令 が ん ・ 
気管 支 拡張 症 な ど で み られ る 。 少量 の 出血 は 血 相 と い 2。 


カニ ュ レ ー シ ョ 2 管 を 使っ て 血液 の 送 血 、 脱 血 を 行う 
と 。 カ テー テル 挿入 


か ん ぼ つ こき ゅ う ( 彼 明 】 明 際 害 に より 恒 0 に な り 、 吸 気 時 に 胸壁 が 陥 
商 す る 呼吸 。 新生児 や 未 熱 児 の 特発 性 呼吸 窮 追 症候 群 で み ら れ る 


きか い だ し 【 器 械 出 し 】 手 和 室 看護 で 術 者 に 直接 介助 する こと 。 手 術 に 必要 な 器具 (メス 、 
ガー ゼ な ど ) を 執刀 医 や 手術 助手 に 手渡 し する 担当 の こと 。 間接 介助 する 看護 師 を 外 回 
り (P56) 看護 師 と いう 
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キュ ー オ ー ー エ ル 【QOL : wahiy of lie( ク オリ ティ - オブ - ライ フ )】 生 活 ・ 生命 の 質 。 
個人 が 生き る うえ で 感じ る 日 常 生 活 の 充実 度 や 満足 度 


く 
クベ ー ス 【couveuse( 仏 ) (クー ベス )】 一般 的 な 環境 で は 生理 的 に 生存 が 難し い 未 熱 児 や 
乳児 の た め の 保育 器 


クリ ティ カル ケア 【critical care】 重 症 か つ 集中 治療 を 必要 と する 加 者 と その 家族 へ の 看 
護 、 い わ ゆ る 生命 現象 の 危機 状態 に ある 人 間 の 反応 に 対処 する 看護 。 重 症 集中 看護 


クリ ティ カル シン キン グ 【critical thinking】 事 柄 ・ 出 来 事 な ど を 、 先 入 観 や 従来 の 慣習 
な ど と 離れ て 把握 し 、 で きる だ け 和 客観 的 に 分 析 ・ 統 合 し よう と する 思考 邊 度 


クリ ニカ ル パ ス 【crinical pathway( ク リ ニ カ ル ・ パ スウ ェ イ )】 患 者 の 検査 ・ 治 療 ・ 看 護 
の 計画 一 覧 表 。 ク リティ カル バス と も いう 
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けっ し ん 【 欠 神 】 あ く ぴ 


けっ せん [血栓 】 心 臓 ・ 血管 内 で 血液 が 凝固 し 、 血 の 塊 と な っ た も の 。 血栓 に より 起こ 
る 種々 の 障害 を 血栓 症 と いう 


化学 療法 


材料 を いう 


で 


コア グラ [【coagulase( コ アグ レイ ス )】 血 液 問 固 、 あ る い は 凝固 し た 血液 の 塊 。 血 液 が 
凝固 する こと を 「 コ アグ る 」 と も いう 


と うし ゆく 【 拘 縮 】 関 節 周囲 軟部 組織 の 障害 に より 、 関 節 が 一 定 の 位置 に 固定 され て 関 
節 可動 域 が 制限 きれ た 状態 。 関 節 自体 の 病変 に より 他 動 的 に 動か すこ と が で き な い 状 
人 は 強直 (きょう ちょ く ) と いう 


コー マ 【coma】 意識 障害 の 1 つ で 、 高 度 の 意識 混 滴 。 音 や 光 、 痛 みな ど 外 界 か ら の ソ 制 激 
に まっ た く 友 応 し な い 状 態 。 証 睡 


コン プラ イア ンス 【compliance】① 患 者 が 治療 ・ 看護 上 の 指示 に 従っ た 行動 が と れる こ 
と 。 指示 に 従わ な いこ と を 「 ノ ンコ ンプ ライ アン ス 」 と いう 。 近年 で は 「 ア ド ヒ アラ ンス 」 
(P.46) の 概念 に 置き 換え られ つつ ある 。⑨② 生 理学 で は 、 伸 展 性 、 圧 の 変化 あたり の 容 
積 の 変化 を 指す 
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さ が く ペッ ド 【 差 額 ペ ベッ ド 】 正 式 に は 「 特 別 療 状 環境 室 ]。 個 室 、4 床 以下 の 病室 な ど 、 
医療 保険 で 支払 われ る 入院 料 と は 別に 、 加 者 の 自己 負担 を 必要 と する 病室 


サチ ュ レ ーション 【Sa0。 : arterial 0。 saturation( ア ー テ リア ル ・ オ ー ツ ー・ サ テ ュ レ 。 
ーション )) 動 脈 血 酸素 飽和 度 


さん さん くど 【3-3-9 度 】 意 識 障 害 レ ベル の 分 類 法 。 JCS(Japan Coma Scale : ジャ バン ・ 
コー マ ・ ス ケー ル ) の こと 。 患者 の 状態 を 、3 桁 (開眼 し な い )、2 桁 (刺激 を 与え る と 開 
眼 する )、1 桁 (開眼 し て いる ) に 分 類 し 、 さ ら に それ ぞ れ を 3 段階 に 冬 価 す る こと か ら 
3.3-9 度 方 式 と 呼ば を る ジェイ シー エス (P.53) 


さん じ ょ く 【 産 握 】 分 焼 時 に 産婦 が 使う 補 床 。 分 狗 後 、 母 体 が 妊娠 前 の 状態 に 回 復 する 
まで の 期間 を 産 得 期 と いう 


し くう 【 死 腔 】 が ス 交 換 に 役立っ て いな い 気道 の スペ ー ス 。 例 えば 腫 措 な どの 切除 に よ 
っ て で きた 本 来 の 生体 構造 に は な い 空 間 


ジャ クソ ン リ ー ス [Jackson-Rees】 酸 素 の 供給 源 に 接続 し て 用 いる 用 手 人 工 呼吸 用 バッ 
グ 。 酸 素 を 流さ な いと 膨 ら ま な い 


シャ ント 【shunt】 起 点 と 終点 の 問 に 療 孔 (ろう こう ) ま た は 器具 を 設置 し 、 通 路 を つく る 
こと 。 ま た は 正 回 する こと 
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し ゅ ちょ うに 伴う 洋 織 や 法 革 洒 織 内 の 出 邊 な ど が 履 較 で 、 組織 や 問 官 の 
に kd もみ 枯れ あがる 状態 


し ょ う じょう あん せい 【 床 上 安静 】 ベ ペッ ド 上 で 安静 を 保つ こと 。 絶対 安静 に 近い 状態 か 
に ド 上 起 座 安静 、 Ma 歩行 可 ま で 幅 が ある 


じ ょ く そう 【 握 六 】 床 ずれ 。 組 織 へ の 持続 性 圧迫 や 摩擦 ・ ず れ に よる 循環 障害 に よっ て 
組織 が 局所 的 壊死 を 起こ し た 状態 マデ クビ (P57) 


シリ ンジ ボン プ 【syringe pump】 シリ ンジ の プラ ンジ ャ ー( 押 し 子 ) を ポン プ が 押し 込み 
知 液 する 方 式 の 輸液 ポン プ 


し ん せん 【 振 戦 】① 身 体 の 一 部 また は 全身 の 不随 意 な 扉 え ② 心 臓 や 血管 内 の 異常 な 血 
天地 表 屋 合わ っ て 手 で 陸 る この きる 挟 本 Sococococoooao 
シン チ 【scintigraphy( シ ンチ グラ フィ ーー)】 特 定 の 腰 器 ・ 細 織 に 親和 性 の ある 放射 性 同位 
元素 を 投与 し 、 外 部 か ら その 体内 分 布 や 代謝 を カメ ラ で 測定 する 核 医学 診断 法 。 骨 シ 
ee 


し ん ま 【 心 マ 】 心 臓 マ ッ サ ー ジ (正しく は 胸骨 圧 飼 )。 胸 部 を 心臓 に 向かっ て 手 で 圧迫 し 、 
血液 の 拍 出 を 促す 救命 処置 


す 
スク イー ジン グ 【squeezing】 加 者 の 呼気 に 同調 し て 気管 中 枢 に 向かっ て 両手 で 圧迫 し 
呼気 を 介助 し な が ら 行 う 排 疾 法 
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スタ ンタ ダー ド プ リコ ーション 【standard precaution】 あ ら ゆ る 患者 の ケア に 適用 で きる 
疾患 非 特異 的 な 感 要 子 防 策 。 す べ て の 患 者 の 血液 、 体 液 ( 汗 を 除く )、 分 泌 物 、 排 港 物 、 
傷 の ある 皮膚 、 粘 肛 な ど に 感 評 の 可能 性 あり と みな すこ と を 基本 と する 


0 了 の 人 に 閉塞 、 狭 完 、 彼 仁 な ど が 生じ る こと で 、 胸 組 織 に 障害 を きた し 、 て で 
片 麻痺 、 言 語 障害 、 舌 調 た ど を きた し た 状態 。 脳 梗 守 、 脂 出血 、 ク モ 膜 下 出血 な ど が ある 


せい けん 【 生 検 】 身 体 の 組織 の 一 部 を 切除 し て 、 顕 微 鏡 で 病理 組織 学 的 に 検査 する こと 
ー バ パイ オプ シー(P.59) 


せき ちん [ 赤 沈 】 赤 血球 沈降 速度 。 赤 血球 が 試薬 内 を 沈む 連 度 を 測る 検査 基 准 値 より 
速い と き は 、 感 染 症 、 腸 尿 病 、 血 渡 疾 思 、 腫 提 な ど 、 遅 いと き は 血 難 や 血球 の 異常 な 
ど を 畠 う 。 せ っ ちん と も いう 


ぜったい 【 舌 苔 】 舌 の 粘膜 の 表面 に 生じ る コケ 状 の 付着 物 。 か び や 昔 (コケ ) が は え 、 表 
面 が 白 ま た は 黄色 に な る 


せ ぬ き 【 背 抜き 】 ギ ャ ッ チ アッ プ し た 際 、 マ ッ ト レ ス と 身体 と の 接触 面 に 生じ て いる 顎 
いずれ 力 を 排除 する た め に 、 患 者 を 抱き 起こ し て 人 為 的 に 前 傾 姿 勢 に きせ る こと 


ぜん けつ 【 全 血 】 全 血 輸 血 。 採 箇 し た 血液 の 全 成 分 を 輸血 する こと 。 血 溢 成 分 に 分 け て 
輸血 する こと を 「 成 分 輸血 ] と いう 
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そ 
ぞう あく 【 増 】 病 状 が 悪化 する こと 


そう か ん 【 振 管 】 体 腔 内 に チェ ュー ブ を 挿入 する こと 。 一 般 に は 、 気 簿 を 切開 し て 気管 チ 
ュー ブ を 挿入 する 、 気 管内 挿管 を 指す 場合 が 多い 


そく せん 【 塞 栓 】 血 答 内 や リン バ 管 内 で 形成 され た 物質 、 あ る い は 外部 か ら 入 っ た 物質 
に よっ て 血管 ある い は リン バ 管 が 案 が れ た 状態 。 血 栓 に よる 案 栓 を 血栓 性 塞栓 症 と い 
う 。 脂肪 塞栓 症 、 ガ ス 放 栓 症 、 空 気 塞栓 症 、 細 南 塞栓 症 な ど が ある 


そ と まわ り 【 外 回 り 】 手 術 室 看護 で 問 接 介助 を する こと 。 直 接 手術 に か か わる 医師 や 看 
護 師 の 補助 、 記 録 、 環 境 の 謝 和 館 な ど 手 術 が スム ー ズ に 進行 する よう 授 甚 する 。 手 術 に 
直接 か か わる 看護 師 を 器械 出し 看護 師 (P50)、 あ る い は 直接 介助 邊 護 師 と いう 


ゾン デ 【Sonde ( 独 ) (ゾン デ )】 器 官 内 の 探索 ・ 討 油 ・ 拡 張 に 用 いら れる ゴム 製 、 あ る い 
は 金属 製 の 細い 棒 


タキ 【tachy : tachycardia( タ キ カ ー デ ィ ア ))】 頻 脈 (100 回 / 分 以上 )。 占 脈 に な っ て いる 
に オオ UE も 


ちく に よう 【 若 尿 ]1 日 分 の 尿 を た め て お く こ と 。 展 量 を 測定 し た り 、 た め た 尿 か ら 検 
体 を 採る 々 ため に 行う 


ちゆ ゅ うち ょ う 【 注 腸 】 肛 門 か ら 直 腸 に 管 を 挿入 し 、 薬 物 を 注入 する 方 法 。 注 腸 造影 、 注 
腸 栄 伏 、 注 腸 麻 酔 な ど が ある 
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ちょ うこ ご こう 【 徴 候 】 診 察 に よっ て 得 ら れ た 他 覚 的 所 見 を いう 。 加 者 の 自覚 的 ・ 主 観 的 な 
訴え を 「 症 状 」( シ ンプ トン ) と いう 


ディ スチ ャ ー ジ 【Disc : discharge】 退 院 。 療 美 施設 、 よ り 高 度 な 医療 を 提供 で きる 施設 いさ リ 
に 移動 する 場合 は [転院 ] と いう 


ミイ ス 
て いも う [ 靖 も] 手 家 の 基 集 防 正 の た め に 、 半生 立 の 体 を 清 ガ で 条 る こ と 。 剃刀 の 
傷 が 創 感 染 を 高め る こと が ある た め 、 ク リッ バー や 除 毛 剤 に よる 除 毛 が 推 装 さ きれ て いる 


デブ リー ド マ ン 【debridement( デ ィ ブ リー ド メ ン ト ) ( 仏 )】 創傷 より 異物 や 壊死 物 を 取 
り 除 く こ と 。 創 面 切除 


と くべ つ し ょ く [ 和 人 ] 色 院 人 の う ち 、 特 定 の 疾患 に 応じ て 栄 状 管理 きれ 、 診 療 報酬 上 、 
特別 食 加 算 き れ て いる 食事 


ドレ ナー ジ 【drainage( ド レイ ニッ ジ )】 ド レー ン や チュ ー ブ プ 、 カ テー テル な ど を 用 いて 、 
血液 、 肛 、 護 出 渡 、 消 化 液 な ど を 体外 に 誘 壮 し 、 排 出す る こと 


プチ ナー ス Vol29 No.4 April 2020 別人 付録 $ ア 


トロ ッ カ ー【trocar catheter( ト ロッ カー - カテ ー テ ル )】 外 仁 管 の 内 個 に 針 ま た は 金属 
棒 が 害 し た トロ カー ル を も つ カ テー テル 


ナ ト カ リク ロー ル 【 ナ トリ ウム (Na)、 カ リウ ム (K) 、 ク ロー ル (CU)】 血 清 中 の 重要 な イ 
オン 問 を まとめ て 呼ぶ 呼称 


ナン タダ 【NANDA-| : NANDA-International (ナン ダイ ンタ ー ナ ショ ナル )】NANDA-T は 看 
護 診断 の 分 類 、 用 語 開 発 を 行っ て いる 


に く げ [肉芽 】 外 傷 や 秋 症 に よる 組織 欠損 部 分 が 修復 する 際 に で きる 新生 組織 。 赤 く 柔 
ら か い 粒 状 の 結合 組織 で 、 線 維 化 し 、 収 縮 、 嫌 拓 化 し て 創傷 治 柱 の 過程 を 進む 


ニー ズ [needs】 人 や 集団 が も つ 欠 乏 感 。 欠 乏 感 を 解消 する た め の サ ービス へ の 欲求 ( ウ 
ォ ン ツ ) と な っ て は じ め て 医療 行動 が 起こ る 


に ょ うし っ きん 【 尿 失禁 】 尿 意 を 感じ られ な い 、 あ る い は 尿意 が あっ て も 
排尿 の 準備 が で き な い な どの 理由 で 、 自 分 の 意志 と は 無関係 に 尿 を 濁 ら 
し て し まう こと 。 尿 排 湯 に か か わる 筋 群 、 神 経 群 の 能力 低下 な ど が 原因 


ね っ か ん 【 熱 感 】 熱 っ ぽい 感覚 


ね っ けい 【 熱 型 】 挨 患 特有 の 発熱 バタ ー ン 。 稽留 熱 ( け いり ゅ う ね つ )、 紗 張 熱 、 問 欠 熱 
な ど が ある 


ネブライザー【nebulizer( ネ ビュ ライ ザー)】 噴 霧 器 。 薬剤 を 噴 寺 き せ て 口腔 ある い は 鼻 
所 か ら 吸 収 き せる 装置 
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の うし ゆ ゅ くに ょ う 【 濃 縮 尿 】 尿 比重 が 1.025 以上 で 濃縮 し た 状態 の 尿 。 発 幸 や 下痢 、 過 吐 
時 な どの 体内 の 水分 が 少な いと き に み ら れ る 


バイ アル 【viall 注射 薬 の 人 っ た 小 瓶 。 ゴ ム 製 の 蓋 で 寄 封 さ れ て お り 、 蓋 を 開け ず に 注射 
針 を 挿入 し 、 必 要 量 を 吸引 で きる 


バイ オプ シー【biopsy】 身体 の 組織 の 一 部 を 切除 し て 、 顕 徴 鏡 で 病理 組織 学 的 に 検査 す 
る こと 。 生 検 、 生 体 組 織 採取 検査 で せ いけ ん (P.55) 


ラ 音 ( 投 明 音 [ね ん ば つ お ん ]、 水 泡 音 [すい ほう お ん ])、 連 続 性 ラ 音 ( 笛 声 音 [ て きせ い 
お ん ]、 い ぴき 音 ) が ある 。「 ラ 音 」 と いう こと も ある 


は こう 上行 ] 足 を 引き ずる よう な 正常 歩行 で な い 歩 行 の 総称 。 麻 痺 性 渦 行 、 控 性 厳 行 、 
失調 性 帆 行 な ど 、 原 因 に より いく つか の タイ プ に 分 か れる 


パス 【VAS : visual analog scale( ヴ ィ ジ ュ ア ル ・ ア ナ ロ グ ・ スケ イル )】 主 観 的 な 痛み 
の 強 き を 10cm の 長き の 線 の な か に 表し た も の ーー ビジ ュ ア ルアナ ログ スケ ー ル (P.60) 


ば っ か ん 【 抜 管 】 体 腔 内 に 挿入 され た チュ ー ブ を 抜く こと 。 気管 チュ ー ブ を 抜く こと を 
指す 場合 が 多い 。 挿 簿 の 反対 


は や ば ん 【 早 番 】 深 夜 ・ 日 勤 菜 務 を サポ ー ト する た め 、 日 勤 の 勤務 時 間 を 前 に ずら し た 
勤務 。 早 出 ( は や で ) と も いう 


バル ー ン 【ballon catheter( バ ルー ン ・ カ テー テル )】 カ テー テル の バル ー ン 部 を 彼 張 さき 
せる こと に より 、 管 状 了 器 を 拡張 する の に 用 いる カテ ー テ ル 。 勝 腕 留 置 カ テー テル を 
指す 場合 が 多い 
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ハル ン 【Ham( 独 )】 腎臓 で 産生 きれ 、 尿 管 、 勝 逐 を 介し て 体外 に 排出 され る 流体 。 尿 。 
血液 中 の 水分 、 老 廃物 、 不 要 物 な どか ら 構 成 さ れる 。 中 =Hr 


は ん こん 【 拓 拓 】 久 者 や 遺 列 な ど に よる 組織 の 欠損 は 、 線 維 や 結合 組織 で 埋め られ 治 六 
する が 、 こ の 修復 され た 状態 を 接 拓 と いう 


留 し た 状 馬 


ヒヤ リ - ハッ ト ヒヤ リ と し た り 、 ハ ッ と し た で き ご と 。 付随 的 で き ご と 、 事 故に つ 
な が る 可能 性 の あっ た で き ご と を いう ーー イ ン シ デ ント (P47) 


ヒュ ー マ ン エラ ー【human error】 う っ か り ミ ス や 思い 人 違い と いっ た 、 人 が 本 来 の 目的 と 
異な る 動作 を し て し まっ た こと に 起因 する エラ ー 


びょう し き [ 病 識 】 自 分 の 症状 や 疾病 、 特 に 精神 障害 者 が 自分 の 病 的 行動 や 状態 に つい 
て 理解 し て いる こと 


びら ん 【 魔 方 】 た だ れ 。 皮 膚 ・ 粘 腹 の 表皮 が 欠損 し た 状態 。 真皮 ・ 皮 下 組織 に まで 欠 
RES 


ひん か い 【 類 回 】 同 数 が 多い こと 。「 頻 繁 」 と 同義 


ひん こき ゅ う 【 頻 呼吸 】 呼 吸 の 深き は 変わ ら な い が 、 呼 吸 数 が 正常 より 増加 し た 状態 。1 
分 間 に 25 回 以上 。 人 徐 呼 吸 の 反対 


如 に ある こ 
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プレ メデ ィ premedication( プ レメディ ケ ーション )] 馬 箱 に 対す る 不 交 を 取り 除い た り 、 6 
スム ー ズ に 麻酔 を 導入 する た め に 、 鎮 痛 楽 、 催 眠 楽 、 精 神 安定 薬 な ど を 投与 する こと 


プロ ブレ ムリ スト 【problem listl 恵 者 に 対す る 情報 収集 と アモ スメント を 通じ て 、 愚 者 
が 有 し て いる 問題 を 明確 に し 、 そ れ ら を 列 、 リ スト 化す る こと 。 ま た 、 そ の 内 容 


ふん ご う 【 合 】 血 答 や 腸管 、 神 経 な ど を 互い に 連絡 する よう に 手術 で つなぐ こと 。 ま た 、 
血管 や 神経 な ど が 互い に 連絡 を も つこ と 


ベイ ンコ ント ロー ル 【pain controll が ん 性 搾 痛 な ど を さま ざま な 鎮痛 楽 や 補助 薬 、 あ る 
い は 神経 プロ ッ ク な ど を 用 いて 制御 する こと 


へ パ せ い 【 へ パ 生 】 へ バリ ン 加 生理 食塩 水 。 へ パリン ロッ ク を 行う た め の へ バリ ン と 生 
人 


へ パロ ッ ク 【heparin rock( ヘ パリ ン ・ ロ ッ ク )】 血栓 に よっ て 輸液 ルー ト が 閉鎖 し な い 
よう に へ バリ ン 生 食 液 を ルー ト 内 に 満た すこ と 。 近年 必要 性 の 是非 が 議論 さき れ て いる 


ヘル ツ ①【Hertz】 振動 数 、 周 波数 の 単位 。 記 号 =Hz ②【Hertz( 独 )】 心 臓 、 心 挨 串 患者 、 
心臓 外科 ・ 内 科 
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ほう に ょ う 【 逐 尿 】1 日 尿 太 400mL 以 下 の 状態 。 腎 機能 際 害 、 水 分 喪失 な ど で 起こ る 。1 
日 尿 量 100mL 以 下 の 状態 を 「 無 尿 ] と いう 


ホス ピタ リズ ム hepewenlW、 人 や 病院 に 長期 間 入 っ て いる こと に 
よっ て 起こ る 


本 さき ・ 重 さ の 機器 な ど 。 例 えば 、① ポ ー タ プ ブル ト 
イレ (移動 式 椅子 型 ト イレ 。 正 し く は コモ ー ド 椅子 [Commode chairs])、② ポ ー タ プル 
線 振 影 装置 な ど 


ボディ イメ ー ジ [【body image】 自分 の 身体 的 自己 に 関す る 心象 で 自己 概念 の 重要 な 要 

素 。 手術 に よる 身体 の 形態 ・ 機 能 の 変化 や 宮 失 の 際 な ど に 、 ポ ディ イメ ー ジ の 混 乱 が 

お お の 4 者 の の が ア が の 和 た 洒 和 ao 

ボディ メカ ニク ス 【body mechanics】 骨格 、 筋 、 内 臓 な どの 力学 的 相互 関係 を いい 、 良 

好 な 力学 的 関係 の ある 状態 を よい ボディ メカ ニク ス と いう 。 合理 的 な 身体 の 使い 方 を 

2 
る こと が で きる 


マー キン グ 【markingl① ス トー マサ イト マー キン グ 。 ス トー マ 造 設 位置 を 決め る こと 
⑫ 皮 下 気 腫 や 発赤 な どの 範囲 を ペン で 囲ん で 、 広 が り 具 合 を チェ ッ ク す る こと 


マク ネッ ト ホ ス ビタ ル 【magnet hospital】 看護 師 お よび 病院 利用 者 を 磁 石 の よう に 引き 
つけ る 魅力 的 な 病院 


マン マ ①【mamma( マ ンマ )】 乳 房 ②【Mammakrebs( 独 ) (ママ クレ ブス )】 乳 が ん 。 乳腺 
に 発生 する 悪性 腫 揚 
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ミル キン グ 【milking】 ドレ ー ン の つま り を 防ぐ た め に 、 用 指 的 ある い は ロー ラー 音 子 (か 
だ し ) で ナチ ュー プ を し ざ ご く こ と 


ムン テラ 【Mundiherapie( 独 ) (ムン ト セ ラビ ピー)】 ム ント テラ ビー の 。 本 来 は 、 思 者 と 
の 対話 で 、 精 神 面 か ら の 治療 を 行う こと 。 患者 や 家族 に 病状 を 説明 する こと 。 医 療 関 
者 個 か ちら は 、 昌 者 を うま く 二 香る せる と いう 門 隊 に AN 


メン ター【Mentor( メ ント ー ル )】 仕事 上 (また は 人 生 ) の 指導 者 、 助 言 者 。 新 人 は 自分 か 
ら メ ンタ ー を 求め 、 メ ンタ ー は 、 キ ャ リア 形成 だ け で な く 生 活 上 の きま ざま な 悩み 相 
En 
メン テ 【maintenance( メ ン テ ナ ンス )】 機 概 な どの 維持 、 保 全 、 整 備 。 リ ハビ リ テ ー シ 
ョ ン 導 入 後 の 維持 プロ グラ ム を 指す こと も ある 


た 1 と 。 モ ニタ ー( 画 面 ) に よっ て 、 悪 者 
の 生体 内 に 関す る 情報 を 入手 する こ と 


や きん 【 夜 勤 】3 交 代 勤 務 の 場合 、 準 夜 と 深夜 の 総称 。2 交 代 勤 務 の 場合 、 日 勤 の 対義語 
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め 
ライ Ac 本 ト 【life Spori| 生 命 和 持 


2 OScony( ラ バロス コー ピッ ク ・ コ レシ ステ クト ミー)】 腹 
膝 鐵 下 胆 養 摘出 術 。 腹 腔 続 を 経 皮 的 に 挿入 し 、 モ ニタ ー で 観察 し な が ら 、 胆 胡 を 切除 する 


ラバ パロ 【laparoscopy( ラ バロス コピ ー)】 腹 腔 鏡 検査 腹腔 内 に 内 視 鏡 と 電気 メス を 入れ 
て モニ ター を 見 な が ら 行 う 手術 


ラボ 【laboratory( ラ ボラ トリ ー)】 検 査 室 。「 ラ ボ に 出す 」 と は 、 検 査 を 依頼 する こと 。 検 
査 結果 (特に 血液 検査 結果 ) の こと を 「 ラ ボデー タ 」 と も いう 


り 


リキ ャ ッ プ 【recap] い っ た ん 外し た 注射 釘 の キャ ッ プ を 、 使 用 後に も う 一 度 キャ ッ プ を 
ae 


りき ゅ うこ うじ ゅ う 【 裏 急 後 重 ] テ ネス ム ス 。 し ぶり 腹 。 頻 回 に 便意 を 催す の に も か か 
わら ず 、 便 が ご く 少 量 で また すぐ に 合意 を 催す 状態 


りゅう る い 【 流 涙 】 握 が 流れ る こと 


り OHC っ て も 日 常 生活 動作 を 行う うえ で 機能 的 で 、 支 障 の 少 
な い 


リン ク ナ ー ス 【link nurse】 感染 対策 チー ム の 活動 を 病棟 で 実践 する た め に 病棟 スタ ッ フ 
と の 接 な 連携 を 担う 感染 看護 の 実践 者 
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ルン パー ル 【lumbar puncture (ランバー・ パ ンク チャ ー)】 腰 椎 卒 刺 。 脳 脊 凡 渡 検査 ( ル 
ン バ ー ル 検査 )、 脳 硝 凡 腔 内 注射 (ルン バール 注 射 )、 腰 椎 麻酔 の 意味 で も 用 いら れる 


レス キュ ー ド ー に oN1 作 に が 性 の 人 衝 条 に お に 処方 され た 薬 量 で は 
押え られ な い 強 い 痛 み が 生 じ た 場 合 に 、 追 加 的 に 薬物 を 投与 する こと 


ロー カル Ilocal anesthesia( ロ ー カ ル ・ ア ネス シー シア )】 ローカル ア ネ ス テ ジア の 賠 。 
局所 麻酔 。 身体 の 一 部 だ け 知覚 を 麻痺 きせ る 麻酔 


ロー テ ①【rotation( ロ ー テ ーション )】 勤 務 、 勤 務 移 動 (②【rote Blutkorperchen( 独 ) ( ロ 
ー ト ・ ブ ルー ト ケ ル ペル ヒェン )】 赤 血球 。 ヘ へ モグ ロビ ン を 含む 血液 細胞 。 酸 素 と 二 酸 
化 農 素 の 運搬 に か か わる 


ワー クシ ー ト 【work sheeil 作業 伝票 。1 人 の 患者 に 対し て 、 そ の 日 1 日 に 行う 予定 の ケ 
ア を 一 覧 に し て ある 用 紙 


わし て 【 驚 手 】 尺 骨 神 経 麻痺 に より 手 内 筋 が 姜 縮 し 、 と くに 環 指 と 小指 の 付け 根 の 関節 
(MP 関節 、 中 手指 骨 関 節 ) が 過 伸 展 する 一 方 、 指 先 の 関節 (DIP 関節 、 遠 位 指 節 問 関節 ) 
と 中 央 の 関節 (PTP 関 節 、 近 位 指 節 問 関節 ) が 屈曲 し た 状態 

の )】 共 
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AAA【abdominal aortic aneurysm : アブ ドミ ナル ・ エ イオ ー テ ィ ッ ク ・ ア ニュ リズ ム 】 
腹部 大 動脈 交 。 トリプル エー 

ABC 【airway, breathing, circulation : エア ウェ イ 、 ブ リー グ 、 サ ー キ ュ レ イシ ョ ン 】 
気道 確保 、 人 工 呼吸 、 胸 呈 圧 追 ( 心 マッ サー ジ )。 心 肺 菊 生 の 手順 と し て は C…AーB 
の 順番 が 推 装 き れ て いる 


ACP【advance care planning : ッ ウ ンス ・ ケ ア ・ 2 
療 ・ ケ ア に つい て 、 前 も っ て 医療 ・ ケ アナ チーム と 話し 合い 共有 する プロ モス (愛称 :「 人 生 会 議 」) 


ACTH[【adrenocorticotropic hormone : アド レノ コー ティ コト ロ ピ ッ ク ・ ホ ル モ ン 】 副 
腎 皮 質 刺 激 ホ ル モ ン 


2 人 ri6C' DeeC00tr rr アテ ンション シー ディ ライ ィ シ OR 
イ バ パー アク ティ ヴィ ティ ・ デ ィ ス オー ダー】 注 意 欠 如 ・ 多 動 性 障害 


ADL【activities of daily iving : アク ティ ヴィ ティ ズ ・ オ ブ ・ デ イリ ー・ リ ヴィ ング 】 
日 常 生活 動作 。 エ ー デ ィ ー エ ル 。 起 唄 、 食 事 、 更 衣 、 排 洪 、 入 浴 、 歩 行 な ど 、 人 間 が 
常 生活 を 行う た め の 基 本 的 動作 


AED 【automated extemal defbrillator : オー トメ イ テ ィ ッ ド ・ イ クス ター ナル ・ デ ィ 
フィ ブリ レイ ター】 自 動体 外 式 除 細 動 器 。 エ ー イ ー デ ィ ー 


AF【atrial futter : アト リア ル ・ フ ラッ ター】 心 房 動 プ 【anterior fontanel : アン テリ 
ア ・ フ ォ ン タネ ル 】 大 泉 門 /【ascitic fuid : アサ イ テ ィ ッ ク ・ フ ルイ ドド 】 腹 水 


和 人 oNRESSRoHE225 が Go35ASOGROO 


人 アク ワイ アー ド ・ イ ミュ ノ デ ィ フ ィ シ 
エン シー・ シ ンド ロー ん] 生 容 要 刺 導 


ALL 【acute lymphatic leukemia: アキ ュー ト ・ リ ン フ ァ テ ィ ッ ク ・ リュ ー ケ ミア 】 急 
年 


ALP【alkaline phosphatase : アル カレ イン ・ ホ ス フ ァ テイ ズ 】 ア ルカ リ ホ ス フ ァ ター 
(有機 リン 酸 エ ステ ル 分 解 酵素 の 1 つ ) 
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ALS【advanced life support: アド ヴァ ンス ト ・ ラ イフ ・ サ ポー ト 1】2 次 救命 処置 / 
[amyotrophic lateral sclerosis : アマ イオ トロ フィ ッ ク ・ ラ テラ ル ・ ス クレ ロ シ ス 】 節 
姜 縮 性 側 索 硬化 症 


ALT[【alanine aminotransferase : アラ ニン ・ ア ミノ トラ ンス フェ レイ ス 】 テ ラニ ン ア 
ミノ トラ ンス フェ ラテ ラーゼ (お も に 肝臓 に 存在 する 酵素 ) 


AMI【acute myocardial infarction : アキ ュー ト ・ マ イオ カー ディ アル ・ イ ン フ ァ ー ク 
898 才 EN 利 te 
AML 【acute myelobrastic leukemia : アキ ュー ト ・ マ イエ ロブ ラス ティ ッ ク ・ リ ュー 

ケミ ア 】 急 性 骨 鶴 性 白血病 K 


ARDS【acute respiratory distress syndrome (アキュート ・ レ スピ ビラ トリ ー・ デ ィ ス ト 
レス ・ シ ンド ロー ム )】 急 性 呼吸 飛 追 症候 群 。 エー アー ルディ ー エ ス 。 敗血症 や 重症 肺炎 、 
胸部 外傷 な どの 重症 恵 者 、 人 工 呼 吸 管理 の 患者 に 突然 起こ る 急性 肺 損傷 に よる 症候 群 
ASO【arteriosclerosis obliterans : アー テリ オス クレ ロ シ ス ・ オ ブリ テラ ンス 】 閉 塞 性 
動脈 硬化 症 


AST [aspartate aminotransferase : アス パー テイ ト ・ ア ミノ トラ ンス フェ レイ ス 】 テ アテ 
cococCXKX メ XLR 


wu T-cell leukemia : アダ ルト - ティ ー セ ル ・ リ ュー ケミ ア ]】 成 人 征 細 胞 白 血 


BCG【bacillus Calmette-Guerin : パシ ラス ・ カ ル メ ッ ト ゲ リン 】 カ ル メ ッ ト ・ ゲ ラン 
欄 菌 (ウシ 下 結 核 貢 の こと ) 


BI【Barthel index : バー セル ・ イ ン 2 お: イン デック ス ( 日 常 生活 の 自 
立 度 を 評価 する スケ ー ル ) 【Brinkman index : ブリ ンク マン ・ イ ン デ ックス 】 プ リン ク 
マン 指数 


BLS 【basic life support : ベイ 


BMI【body mass index : ボディ ・ マ ス ・ イ ン デ ックス 】 体 格 指数 、 ビ ピーエム ティ 。 体 
重 (kg) を 身長 (m) の 2 乗 で 割っ た 値 。 標 奪 体重 は 22 
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CA【coronary artery : コロ ナリ ー・ ア ー テ リーj] 宮 動 脈 


CABG【coronary artery bypass graft : コロ ナリ ー・ ア ー テ リー・ バ パイ パス ・ グ ラフ ト 】 
先 動 泌 バ イ バ ス 手術 


CAG【coronary angiographny : コロ ナリ ー・ ア ンジ オグ ラフ ィ ー】 和 冠動脈 造影 
【cerebral angiography : セレ ブラ ル - アン ジオ グラ フィ ー】 脳 血管 造影 


CAPD【continuous ambulatory peritoneal dialysis : コン ティ ニュ アス ・ ア ン ビ ピュ ラ ト 
リー・ ペ リト ニア ル ・ ダ イア ライ ンス 】 持 提 行 天 計 所 RI 


CDC【Centers for Disease Control and Prevention : セン ター ズ ・ フ ォ ア ・ デ ィ ジ ー ズ ・ 
コン トロ ー ル ・ ア ンド ・ ブ リヴ ェ ン ショ ン 】 米 国 括 病 予防 管理 モン ター 


l engineer : クリ ニカ ル ・ エ ンジ ニア 】 区 床 工 学 技士 ”。 


CEA 【carcinoembryonic antigen : カー シノ エン ブリ オニ ッ ク ・ ア ン テ ィ ジ ェ ン 】 が ん 
胎児 性 抗原 (代表 的 な 腫 揚 マ ー カ ー) 


CHD【congenital heart disease: コン ジェ ニタ ル - ハート ・ デ ィ ジ ー ズ 】 先 天性 心 疾 
患 プ 【continuous hemodialysis : コン ティ ニュ アス ・ へ モダ イア ライ シス 】 持 続 緩 徐 式 
( CHF【congestive heart failure : コン ジェ ステ ィ ヴ ・ ハ ー ト ・ フ ェ イ リュ ア 】 う っ 血性 
心不全 


TK oe PH ロニ ッ ク ・ リ ン フ ォ サ イ テ ィ ッ ク ・ リ ュー ケ 
ミア 】 慢 性 リ ン パ 性 自 邊 症 


結っ Tn Jous mandatory ventilation : コン ティ ニュ アス ・ マ ンダ トリ ー・ ヴ ェ ン 
ティ レイ ショ ン 】 持続 強制 換気 【cytomegalovirus : サイ トメ ガロ ヴァ イラ ス 】 サ イト 
メガ ロウ イル ス 


CNS 【certified nurse specialist : サー ティ ファ イド ・ ナ ー ス -・ スペ シャ リス ト 】 専 門 看 
護 師 。 シ ー エ ヌ エ ス 
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ey CYS 
バル モナ リー - ディ ジー ズ 】 掃 性 閉塞 性 肺 疾患 


CPAP【continuous positive airway pressure : コン ティ ニュ アス ・ ポ ジテ ィ ヴ ・ エ ア 
Ao 
CPPV【continuous positive pressure ventilation : コン ティ ニュ アス ・ ポ ジテ ィ ヴ ・ 
プレ ッ シ ャ ー・ ヴェン ティ レイ ショ ン 】 持 続 陽 圧 提 気 uu MM. 
CPR 【cardiopulmonary resuscitation : カー ディオ パル モナ リー・ リ サス シテ イシ ョ ン 』 
いつ コピ し pd が LC 人 生ま 


CRF 【chronic renal failure : クロ ニ 


CRP【C-reactive protein : シー リア クティ ヴ ・ プ ロ テ イ ン 】C 反 応 性 タン パク ( 秋 症 に 
よっ て 血液 中 に 増加 し て くる タン バク 質 )。 シーアール ビー 


CSF【colony stimulating factor : コロ ニー ・ ス ティ ミュ レー ティ ング ・ フ ァ ク ター】 コ 
ロニ ー 刺 滋 因子 


CT【computed tomography : コン ピュー ティ ッ ド ・ ト モグ ラフ ィ ー】 コ ンピュータ ー 
断層 撮影 。 シ ー テ ィ ー 


CVH【central venous hyperalimentation : セン トラ ル ・ ヴ ェ ナ ス ・ ハ イ パ ー ア リ メ ン 
テイ ショ ン 】 中 心 静 脈 栄 状 法 


シー プイ ビー 


心筋 症 


DIC【disseminated intravascular coagulation : ディ セミ ネイ ティ ッ ド ・ イ ント ラヴ ァ ス 
キュ ラー・ コ ア ギ ュ レイ ショ ン 】 描 種 性 (は し ゅ せい ) 血 管内 問 固 症候群 。 ディ イー アイシー. 
DIP 【distal interphalangeal joint : ディ スタ ル ・ イ ンタ ー フ ァ ラ ンジ ー ア ル ・ ジ ョ イン 
ト 】 遠 位 指 節 癌 関節 【drip infusion pyelography : ドリ ッ プ ・ イ ン フ ュー ジョ ン ・ パ イ 
エロ グラ フィ ー】 点 滴 静 注 腎 知 千 影 


DMAT【disaster medical asistance team : ディ ザ ス タ ー・ メ ディ カル ・ ア シス タン ス ・ 
ティ ー ム 】 災 害 派遣 医療 チー ム 


ポ 桜 酸 
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DNAR【do not attempt resuscitation : ドゥ ・ ノ ッ ト ・ ア テン プ ト ・ リ サス シテ ーション 】 
患者 また は 代理 者 の 意思 決定 を うけ て 心肺 区 生 法 を 行わ な た いこ と 


dos.【dose、dosage : ドー ス 、 ド ー シ ジ 】 薬 剤 の 定め られ た 使用 量 


DPT [diphtheria, pertussis, tetanus (vaccine) : ジフ テリ ア 、 パ ー タ シス 、 テ タナ ス ( ヴ 
アク シン )】 ジ フ テ リ テア 、 破 傷 風 、 百 日 咳 (3 種 混合 ワク チン) 
DPT-IPV 【DPT-intractivated Polio Vaccine】 ジフ テリ ア 、 破 傷 風 、 百 日 咳 、 不 活化 ポ 
リオ ワク チン (4 種 混合 ワク チン ) 


DSM【Diagnostic and Statistical Manual of Mental Disorders : ダイ アグ ノ ス テ ィ ツ 
ク ・ ア ンド ・ ス タテ ィ ス ティ ッ ク ・ マ ニュ アル ・ オ ブ ・ メ ンタ ル ・ デ ィ ス オー ダー ズ 】 
本 人 Ru 


EBD 【endoscopic biliary drainage : エン ドス コー ピッ ク ・ ビ リア リー・ ド レイ ニッ ジ 】 
内 視 鏡 的 胆道 ドレ ナー ジ 


EBM 【evidence based medicine : エ ヴ ィ デ ンス ・ ペ イス ト ・ メ ディ シン 】 エ ビデ ンス 
に 基づく 医療 


基づく 看護 


ECG【electrocardiogram : エレ クト ロカ ー デ ィ オ グラ ム 】 心 電 図 。 イ ー シ ー ジ ー。「 エ 
ー カ ー ゲ ー(EKG)」 と ドイ ツ 語 読み を する 場合 も ある 


ECT【electric convulsive therapy : エレ クト リッ ク ・ コ ン ヴ ァ ル シ ヴ ・ セ ラビ ピー】 電 気 
けい れん 療法 


2 RS CCOASRSGSE RAYPR の 2 
ィ ル トレ イシ ョ ン ・ メ ソ ッ ド 】 体 外 式 限 外 壮 過 法 MM. 
ED【elemental diet : エレ メン タル ・ ダ イエ ッ ト ] 成 分 栄養 【erectile dysfunction : イ 
レク タイ ル ・ デ ィ ス ファ ンク ショ ン 】 勃 起 降 害 


IS [endoscopic injection sclerotherapy : エン ドス コー ピッ ク ・ イ ンジ ェクション ・ 
スク レロ セラ ビ ピー]】 内 視 希 的 食道 静 背 硬化 療法 


Ge 2 2 で プル に プア フ コ 
ショ ン ] 内 視 鐘 時 条 
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ERBD 【endoscopic retrograde biliary drainage : エン ドス コー ピッ ク ・ レ トロ グレ イ 
ド ・ ビ リア リー・ ド レイ ニッ ジ 】 内 視 鏡 了 用 和 性 胆 造 ドレ ナー ダ 


ERC 【endoscopic retrograde cholangiography : エン ドス コー ビッ ク ・ レ トロ グレ イ 
ド ・ コ ラン ジオ グラ フィ ー】 内 視 簡 的 遂行 性 胆管 造影 


ERHCP 【endoscopic retrograde cholangio pancreatography : エン ドス コー ピッ ク ・ レ パ 
トロ グレ イド ・ コ ラン ジオ ・ パ ンク リア トグラフ ィ ー】 内 視 鏡 的 信行 性 詳 腸 管 造影 


ERP 【endoscopic retrograde pancreatography : エン ドス コー ビッ ク ・ レ トロ グレ イ 
ド ・ パ ンク リア トグラフ ィ ー】 内 視 横行 性 了 管 衝 昌 


ESR【erythrocyte sedimentation rate : エリ スロ サイ ト ・ セ ディ メン テイ ショ ン ・ レ 
イト ]】 赤 血球 沈降 連 度 


ESWL 【extracorporeal shock wave lithotipsy : エク スト ラコ ー ボ リア ル ・ シ ョ ッ ク ・ 
ウェ イヴ ・ リ ソト リプ シー】 体 外 衝撃 波 結 石破 砕 療法 


EUS 【endoscopic ultrasonography : エン ドス コー ビック ・ ウ ルト ラ ソ ノ グ ラ フィ ー】 
超 音 波 内 視 鏡 栓 査 


も 0 アン ド ・ フ ィ ブ リノ ジ 
ェ ン ・ デ ィ グ レイ デイ ショ ン ・ ブ ロダ クト 】 フ ィ ブ リン 分 解 産物 


FEV,【forced expiratory volume in one second : フォ オー ス ド ・ イ クス パイ ラ ト リ ー・ 
ヴォ リュ ー ム ・ イ ン ・ ワ ン ・ セ カン ド 】1 秒 量 。 FEV は 友 力 性 呼気 量 の こと 。 
FEV, プ FVC 【forced expiratory volume in one secondforced vital capacity: フォ ー 
ス ド ・ イ クス パイ ラ ト リ ー・ ヴ ォ リ ュー ム ・ イ ン ・ ワ ン ・ セ カン ドン フォース ド ・ ヴ ァ イ 
タル ・ キ ャ パシ ティ 1】1 秒 率 


FIO。【fraction of inspired 0。 concentration : フラ クシ ョ ン ・ オ ブ ・ イ ンス パイ アー ド ・ 
オー ツー・ コ ン セ ント レイ ショ ン 】 吸 入 気 酸素 濃度 ww MM. 
FRC【functional residual capacity : ファ ンク ショ ナル ・ レ ジ デ ュ ア ル ・ キ ャ パシ ティ 】 
機能 前 残 気 量 


FRH【follicle stimulating hormone-releasing hormone : フォ オリ クル ・ ス ティ ミュ レー 
ティ ング ・ ホ ル モ ン ・ リ リー シン グ ・ ホ ル モ ン 】 雅 胞 刺激 ホル モン 放出 ホル モン 


FSHI【follicle stimulating hormone : フォ リク ル ・ ス ティ ミュ レイ ティ ング ・ ホ ル モ ン 】 
昌和 En 


FUO 【fever of unknown origin : フィ ー ヴ ァ ー・ オ ブ ・ ア ン ノ ウン ・ オ リジン 】 不 明 熱 。 
原因 不明 の まま 発 吾 が 続く 状 右 
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GCS【Giasgow Coma Scale : グラ スゴ ー・ コ ー マ ・ ス ケイ ル 】 グ ラス ゴー コー マス ケ 
ー ル (国際 的 に 用 いら れ て いる 意識 際 害 レベ ル の 分 類 法 )。 ジ デー シー エス 


( GDMI【gestational diabetes mellitus : ジェ ステ ー シ ョ ナ ル ・ ダ イア ビー ティ ズ ・ メ リ 
タス 】 妊 娠 精 尿 病 


Y-GTP【 y -glutamyl transpeptidase : ガン マグ ル タ ミ ル ・ ト ラン スペ ブタ イデ イズ 】 
ッ - グ ダル タミル ・ ト ラン スペ プチ ナチ ダーゼ 


GHRH 【growth hormone-eleasing hormone : グロ ー ス ・ ホ ル モ ン リリ ー シ ン グ ・ ホ 
ル モ ン 】 成 長 ホ ル モ ン 放出 ホル モン 

GOT【glutamic oxaloacetic transaminase : グル タ ミ ッ ク ・ オ クサ ロア セテ ィ ッ ク ・ 
トラ ンス アミ ネイ ス 】 グ ル タ ミ ン 酸 オキ ザ ロ 酢酸 トラ ンス アミ ナー ゼ 。AST に 呼称 変 


GPT【glutamic pyruvic transaminase : グル タ ミ ッ ク ・ ビ ピル ヴィ ッ ク ・ ト ラン ス ア ミ 
ネイ ス 】 グ ル タ ミ の イス トラ ッ ンス アミ ナー ゼ 。 Sho 


対 宿 主 病 


HBsAb【hepatitis B surface antibody : へ パタ イ テ ィ ス ・ ビ ピー・ サ ー フ ェ イ ス ・ ア ン 
ティ ボディ 】B 型 肝炎 表 画 抗体 


HBsAg【hepatitis B surface antigen : へ パタ イ テ ィ ス ・ ビ ー・ サ ー フ ェ イ ス ・ ア ン テ 
ィ ジ ェ ン 』B 型 肝炎 表面 原 uu 
HBV【HB (hepatitis B) virus : エイ チビ ー( へ パタ イ テ ィ ス ・ ビ ー) ヴァ イラ ス 】B 型 肝 
炎 ウ イル ス 


hCG 【human chorionic gonadotropm : ヒュ ー マ ン ・ コ リオ ニッ ク ・ ゴ ナド トロ ピン 】 
ヒト 級 毛 性 ゴナ ド ト ロ ビン 
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ED eb バイ : デン シテ ィ ・ リ ボブ ロ テ イ ン 】 高 密度 リボ タン 。 


HIV 【human immunodefciency virus : ヒュ ー マ ン ・ イ ミュ ノ デ ィ フ ィ シ エン シー・ ヴ @ 
ァ イ ラ ス 】 ヒ ト 免 不 全 ウ イル ス 


HLA 辻本 28 ビニ キジ 0 ゴー ゴロ ボ F72TP で 
ト 白 血球 抗原 


IABP 【intraaortic balloon pumping : イン トラ エイ オー ティ ッ ク ・ バ ルー ン ・ パ ン ピ 
ンダ 』 大 時計 760ー タ 区 選 の 策 oo 
IADLI【IADL : instrumental activities of daily living( イ ンス トル メン タル ・ ア クティ ヴィ 
ティ ズ ・ オ ブ ・ デ イリ ー・ リ ヴィ ング )】 手 段 的 日 常 生活 動作 。 ア イエ ー デ ィ ー エ ル 。 家 
事 ( 族 事 、 洗 濯 、 授 除 ) や 買い 物 な ど 、ADL( 食 事 、 排 湯 、 更 衣 な ど ) に 関連 する 生活 動作 


IC【infomed consent : イン フォ ー ム ド ・ コ ン セ ント 】 イ ン フ ォ ー ム ドコ ン モ ント 。 十 
分 な 説明 に 基づく 理解 と 同意 /【inspiratory capacity : イン スパ イア トリ ー・ キ ャ パシ 
本 CC 
ICD【International Classification of Diseases : イン ター ナシ ョ ナル ・ ク ラ シ フ ィ ケ イ 
ショ ン ・ オ ブ ・ デ ィ ジ ー ジ ズ 】 国 際 疾 病 分 類 。 疾病 の 統計 を と る 際 に 使わ れる 世界 共通 
の コー ドン 【implantable cardiac defibrillator : イン プラ ンタ ブル ・ カ ー デ ィ ア ッ ク ・ 
ディ ブ ィ ブリ レイ ター】 槍 込み 型 除 細 動 器 


ICNP" 【intermational Classification of Nursing Practice : イン ター ナシ ョ ナル ・ ク ラ 
タブ ィ ク イシ ョ ン こ オプーナ ュー ラ クダ ・ プ ラク ティ る] 有人 


Po 
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ICTI【inracoronary thrombolysis : イン トラ コロ ナリ ー- ス ロン ボラ イシ ス 】 守 動脈 内 血栓 深 
解 療 法 /【infecton control team : イン フェ クシ ョ ン ・ コ ント ロー ル ・ チ ー ム 】 感 菜 対策 チー ム 


IGTT【intravenous glucose tolerance test: イン トラ ヴェ ナス ・ グ ルコ ー ス ・ ト レラ 
ンス ・ テ スト 】 経 静脈 的 プ ブドウ糖 負荷 試験 


IIP idiopathic interstitial pneumonia : イデ ィ オ パシ ッ ク ・ イ ンタ ー ス ティ シャ ル ・ ニ 
ュー モニ ア 】 特 発 性 問 質 性 肺 衝 


ILBBB 【incomplete left bundle branch block : イン コン プリ ー ト ・ レ フト - バ ンド ル ・ 
ブラ ンチ ・ ブ ロッ ク 】 不 完全 左 脚 プロ ッ ク 


IMV【intermittent mandatory ventilation : イン ター ミッ テン ト ・ マ ンダ トリ ー・ 
ン テ ィ レ イシ ョ ン 】 問 欠 前 強制 換気 


IPPV【intermittent positive pressure ventilation : イン ター ミ 
プレ ッ シ ャ ー・ ヴ ェ ン ティ レイ ショ ン 】 間 人 欠 的 陽 圧 換気 


IRBBB 【incomplete right bundle branch block : イン コン プリ ー ト ・ ラ イト ・ バ パン ドル ・ 
ラン チュ ブロッグ 】H ホ 近 導 お 隊 ロ 入 い aa 
IRDS【infant respiratory distress syndrome : イン ファ ント ・ レ スピ ラ ト リ ー・ デ ィ ス 
トレ ス ・ シ ンド ロー ム 】 乳 児 呼吸 鍛 追 症候群 


備 吸 気 量 


IVC【intravenous cholangiography : イン トラ ヴェ ナス ・ コ ラン ジオ グラ フィ ー】 経 静 
脈 性 胆 答 造 影 


IVH【intravenous hyperalimentation : イン トラ ヴェ ナス ・ ハ イ バ ー ア リ メ ン テイ ショ 
ン 】 経 中 心 静 脈 高 カ ロリ ー 輸 液 。 ア イプ イエ イチ 


JCS【Japan Coma Scale : ジャ バン ・ コ ー マ ・ ス ケイ ル 】 日 本 庄 隆 ス ケー ル (3-3-9 
度 方 式 と も いう ) 


K【kalium : カリ ウム 】 カ リウ ム 
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LAH【left anterior hemiblock : レフ ト ・ ア ン テ リ ア ・ へ ミ ブ ロッ ク 】 左 脚 前 枝 プ ロッ ク 


LBBB【left bundle 


LBW【low birth weight infant : ロー・ バ ー ス ・ ウ ェ ー ト ・ イ ン フ ァ ン ト 】 低 出生 体重 
児 (2.500g 未 満 の 出生 時 体重 児 )。 エ ルビ ー ダ プ ブリ ュー 


トッ cirrhosis : リヴ ァ ー・ シ ロー シス 】 肝 硬 変 ノ 【lung cancer : ラン グ ・ キ ャ ン サ 
ー】 肺 が ん 


RTR PRS ラク ティ ッ ク ・ ア シッ ド ・ デ ィ ハ イド ロジ ェ ネ イス 】 乳 
0 ラン バー・ デ ィ ス ク ・ ハ ー ニ ア 】 腰 椎 椎 問 板 ヘル ニア 


テル 法 

LHRH 【luteinizing hormone releasing hormone : ル テ イ ナ イジ ング ・ ホ ル モ ン ・ リ リ 
ー シ ン グ ・ ホ ル モ ン /gonadorelin : ゴナ ドレ リン 】 黄 体形 成 ホ ル モ ン 放 出 ホ ル モ ン ( ゴ 
ナド レ リ ン ) 


LP 【lipoprotein : リポ ブロ テイ ン 】 リ ポタ ン バ ク 【lumbar puncture : ラン パー・ パ ン 
クチ ャ ー】 腰 推 宣 刺 


LSH【lutein-stimulating hormone : ルテイン ステ ィ ミ ュ レ イ テ ィ ング ・ ホ ル モ ン 】 革 体 
刺激 ホル モン 


左 室 肥 大 


MAO【monoamine oxidase : モノ アミ ン ・ オ クシ デイ ズ 】 モ ノア ミン 琶 化 酵素 


MAP【mannitol adenosine-phosphate : マン ニ ト ー ル ・ ア デ ノ シ ン ホ ス フ ェ ー ト 】 赤 血 
球 M・A・P 

MCH【mean corpuscular hemoglobin : ミー ン ・ コー ル タ ズ 和 キッ ラー-< へ モグ ロビ ン 】 平 
均 赤 血球 へ モグ ロビ ン 量 。 赤 血球 1 個 中 の へ モグ ロビ ン 量 の 平均 値 


MCV【mean corpuscular volume : ミー ン ・ コ ー バ パス キュ ラー・ ヴ ォ リ ュー ム 】 平 均 赤 
血球 容積 プ 【motor nerve conduction velocity : モー ター・ ナ ー ヴ ・ コ ンダ クシ ョ ン ・ 
ヴェ ロ シ テ ィ 】 電 重 神 経 伝導 速度 
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MMV【mandatory minute volume ventilation : マン ダ ト リー- ミ ニッ ト ・ ヴ ォ リ ュー ム ・ 
ヴェ ン テ ィ レ イシ ョ ン 】 強 制 分 時 換気 


MPAP 【mean pulmonary arterial pressure : ミー ン ・ パ ル モ ナ リー・ ア ー テ リア ル ・ 
入間 半 夫 粒 eppSec 
MR【mitral regurgitation : マイ トラ ル ・ レ ガー ジテ ーション 】 僧 帽 弁 閉鎖 不全 【medical 
representative : メデ ィ カ ル ・ リ ブレ ゼン タテ ィ ヴ 】 医 薬品 情報 担当 者 /【measles- 
rubella(vaccine) : ミー マル ズ ・ ル ベラ (ヴァ クシ ン )】 麻 疹 一 風疹 (混合 ワック チン) 


MRA [magnetic resonance angiography : マグ ネ テ ィ ッ ク ・ レ ゾ ナ ンス ・ ア ンジ オグ 
ラフ ィ ー】 識 気 共鳴 血管 造影 プ 【malignant meumatoid arthritis : マリ グ ナ ン ト ・ リ ュー 
マト イド ・ ア ー ス ライ ティ ス 】 悪 性 関節 リウ マチ 


MRC 【Medical Hesearch Council : メデ ィ カ ル ・ リ サー チ ・ カ ウン シル 】 医 学研 究 会 
議 ( 修 正 MRC 息 切れ スケ ー ル ) 


MRSA[methicillin-resistant Sapny/ococcus gureus: メチ シリ ン レ ジス タン ト ・ ス 
タフ ィ ロ コッ カス ・ オ ー レ ウス 】 メ チ シ リ ン 卓 性 黄色 プ ド ウ 球 。 エ ム ア テー ル エ スエ ー 


MS【multiple sclerosis : マル ティ ブル ・ ス クレ ロ シ ス 】 多 発 性 硬化 症 【mitral stenosis : 
マイ トラ ル ・ ス テ ノ ー シ ス 】 僧 帽 弁 狭 守 症 


ワー カー 


MVV【maximum voluntary ventilation : マク シマ ム ・ ヴ ァ ラ ン テ リ ー・ ヴ ェ ン ティ レ 
イシ ョ ン 】 最 大 換気 量 


NIC 【Nursing Interventions Classification : ナー シン グ ・ イ ンタ ー ヴ ェ ン ショ ンズ ・ ク 
に KK も シン ピトー っ 
NICU【neonatal intensive care unit : ニオ ネイ タル ・ イ ン テ ン シ ヴ ・ ケ ア ・ ユ ニッ ト 】 
新生 児 集中 飼 療 部 。 エ ヌス アテ アイ シー ユー。 未 熱 児 や 疾患 を 抱え た ハイ リス ク 新 生 児 を 集 
中 し て 浴 療 ・ 管 理 す る 部 門 


ii 
NOC【Nursing Outcomes Classification : ナー シン グ ・ ア ウト カム ズ ・ ク ラ シ フ ィ ケ 
イシ ョ ン 】 希 護 成 生 分 類 
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NP【nurse practitioner : ナー ス ・ ブ ラク ティ ショ ナー】 ナ ー ス ー プ ラク ティ ショ ナー 
イノ 【nursing care plan : ナー シン グ ・ ケ ア ・ ブ ラン 】 看 華 寺 画 uuht 
NPPV【non-invasive positive pressure ventilation : ノン イン ヴェ イシ ヴ ・ ポ ジテ ィ ヴ ・ 
プ ブ プレッシャー・ ヴ ェ ン ティ レイ ショ ン 】 非 侵 蒙 的 陽 圧 換 気 


NSAIDs【non-steroidal anti-infammatory drugs : ノン ステ ロイ ダル ・ ア ン テ ィ イ ン フ 
ラマ トリ ー・ ド ラッ グ ス 】 非 ステ ロイ ド 抗 炎症 薬 。 エ ヌ モ ー ズ 、 エ ヌ モ イド 。 化 学 構造 
的 に ステ ロイ ド 骨 格 を も た な い 抗 炎症 の 総称 。 プ ロス タグ ラン ジン の 合成 酵素 で あ 
る COX の 働き を 阻害 し 、 発 痛 物質 を 抑制 し て 抗 交 症 作 用 や 鎮痛 作用 、 解 熱 作用 、 抗 血 
竹 作 用 を も た ら す 


人 FU CS ニュ ー ト リ シ ョ ナル ・ サ ポー 人 ティ ー ム 】 栄 養 サ ポー 
トチ ー ム ン 【non-stress test: ノン スト レス ・ テ スト 】 ノ ンス トレ ステ スト 。 庫 痛 の ス 
トレ ス が な い 状 態 で 行う 胎児 心拍 数 モニ タリ ング 
NYHA【New York Heart Association (classification of cardiac nis ニュ ー ヨ ー 
ク ・ ハ ー ト ・ ア ソシエ イシ ョ ン ( ク ラ シ フ ィ ケ イシ ョ ン ・ オ ブ ・ カ ー デ ィ ア ッ ク ・ ペ イ 
シェ ン ツ )】 ニ ュー ヨー ク 心 臓 協会 ( 心 丘 串 機能 分 類 ) 


OGTT[【oral glucose tolerance test : オー ラル ・ グ ルコ ー ス ・ ト レラ ンス ・ テ スト 】 経 
ロブ ドウ 精 負 荷 試験 


PA【pernicious anemia : パー ニシ ャ ス ・ ア ネ ミ ア 】 亜 性質 箇 MMWMMWMW 
PAC【premature atrial contraction : プリ マチ ュ ア ・ ア トリ アル ・ コ ント ラク ショ ン 』 
aa 
PaCO。【arterial CO。 pressure : アー テリ アル ・ シ ー オ ー ツ ー・ ブ レッ シャ ー】 動 有 血 
二酸化 炭素 分 圧 


PADP【pulmonary arterial diastolic pressure : パル モナ リー・ ア ー テ リア ル ・ ダ イア 
スポ ドリック ッ プレ ッ ジ キー 陽二 腺 半 ee 


PaO。【arterial 0。 pressure : アー テリ アル ・ オ ー ツ ー・ ブ レッ シャ ー】 動 脈 血 酸 素 分 圧 


PAT【paroxysmal atrial tachycardia : パロ クシ ズ マ ル ・ ア トリ アル -・ タ キ カ ー デ ィ ア 】 
前 
PCI 【percutaneous coronary intervention : パー キュ テイ ニア ス ・ コ ロナ リー・ イ ンタ 
ー ヴ ェ ン ショ ン 】 経 皮 的 完 動 脈 イ ンタ ー ベ ンション 
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PCO。【partial pressure of carbon dioxide : パー シャ ル ・ プ レッ シャ ー・ オ ブ ・ カ ー 
ボ ポン ・ ダ イオ クサ イド 】 二 酸化 炭素 分 圧 


[ PCPS【percutaneous cardio pulmonary support : パー キュ テイ ニア ス ・ カ ー デ ィ オ ・ 
パル モナ リー・ サ ポー ト 】 経 皮 的 心肺 補助 壮 軒 


PCV【pressure control ventilation : プレ ッ シ ャ ー・ コ ント ロー ル ・ ヴ ェ ン ティ レイ シ 
電 直 計 ac 
PD【peritoneal dialysis : ペリ トニ アル ・ ダ イア ライ シス 】 腹 臓 透 析 【Parkinson's 
disease : パー キン ソン ズ ・ デ ィ ジ ー ズ 】 バ ー キ ン ソ ン 病 /【postural drainage : ポス チ 
た 江 : Kb ニュ ジ 4 重幸 ま 一 邊 Re 
PEEP【positive end expiratory pressure ventilation : ポジ ティ ヴ ・ エ ンド ・ イ クス パ 
イラ トリ ー・ プレ ッ シ ャ ー・ ヴェ ン テ ィ レ イシ ョ ン 】 野 気 終末 陽 圧 換気 
PEG 【percutaneous endoscopic gastrostomy : パー キュ テイ ニア ス ・ エ ンド スコ ー ビ ピ 
ッ ク ・ ギ ャ スト ロス トミ ー】 経 皮 的 内 視 鏡 表 療 造 設 術 。 ベ ペグ 。 内 視 鏡 を 用 いて 、 胃 の 内 
膝 と 腹壁 の 皮膚 の 間 に 療 孔 を 造 設 する 


PETlpositron emission tomography : ポジ トロ ン ・ エ ミッ ショ ン ・ ト モグ ラフ ィ ー】 
ポジ トロ ン エ ミッ ショ ン 断 層 拓 影 。 ペ ッ ト 。 陽 電子 放出 核種 か ら 放 射 さ れる 陽電子 を 
用 いた 断層 撮影 法 


PG [prostaglandin : プロ スタ グラ ン デ ィ ン 】 プ ロス タグ ラン ジン 


PICC【peripherally inserted central catheter : ペリ フェ ラリ ー・ イ ン サ ー テ ィ ッ ド ・ 
セン トラ ル ・ カ シタ ー】 示 本 挿入 中 心 静 有 泌 カ テー テル 


酸素 分 圧 


POMR 【problem oriented medical records : プロ ブレ ム ・ オ リエ ン テ ィ ッ ド ・ メ ディ 
カル ・ リ コー ズ 】 癌 題 志向 弄 診 療 記録 
POS 【problem-oriented system : プロ ブレ ム オ リエ ン テ ィ ッ ド ・ シ ステ ム 】 問 題 志 向 弄 
シス テム (患者 問題 を 中 心 に お いた 医療 方 式 )。 ビ ー オ ー エ ス 。 患者 問題 を アモ ス メ ン 
ト し 、 問 題 ご と に 診療 ・ ケ ア 計 画 を 立て 、 問 題 解決 を 図る 


PPF [plasma protein fraction : ブ プラズマ ・ プ ロ テ イ ン ・ フ ラク ショ ン 】 血 頻 タ ン バ ク 
分 画 


! PPN【peripheral parenteral nutrition : ベリ フェ ラル ・ パ レン テラ ル ・ ニ ュー トリ ショ 
ン 】 示 本 静脈 栄 状 


6 
PSVT【paroxysmal supraventricular tachycardia : パロ クシ ズ マ ル ・ ス ブラ ヴェ ント 
リキ ュ ラ ー・ タ キ カ ー デ ィ ア 】 発 作 性 上 室 類 拍 
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ソー シャ ル ワ ー カ ー 


PT【physical therapist: フィ ジ カ ル ・ セ ラビ ピス ト 】 理 学 療法 上 【prothrombin time : 
ブロス ロン ビン ・ タ イム 】 プ ロト ロン ビン 時 間 


PTAIpercutaneous ransluminal angioplasty : パー キュ テイ ニア ス ・ ト ラン スル ミナ 
ル ・ ア ンジ オプ ラス ティ 】 経 友 的 経 管 咽 管 形成 術 


PTBD 【percutaneous transhepatic biliary drainage : パー キュ テイ ニア ス ・ ト ラン ス 1 
へ パテ ィ ッ ク ・ ビ リア リー・ ド レイ ニッ ジ !】 経度 的 経 肝胆 汁 ドレ ナー ジ 
PTC 【percutaneous transhepatic cholangiography : パー キュ テイ ニア ス ・ ト ラン ス 
へ パテ ィ ッ ク ・ コ ラン ジオ グラ フィ ー』】 和 皮 的 経 肝胆 管 造 影 


PTCA 【percutaneous transluminal coronary angioplasty : パー キュ テイ ニア ス ・ ト ラ 
ンス ルミ ナル ・ コ ロナ リー・ ア ンジ オブ ラス ティ 】 経 皮 的 経 管 腕 動 脈 形成 術 


PTCR【percutaneous transluminal coronary recanalization : パー キュ テイ ニア ス ・ ト 
ラン スル ミナ ル ・ コ ロナ リー・ リ カナ ライ ゼイ ショ ン 】 経 皮 的 冠動脈 内 血栓 溶解 療法 


PTCS 【percutaneous transhepatic cholangioscopy : パー キュ テイ ニア ス ・ ト ラン ス 
へ パテ ィ ッ ク ・ コ ラン ジオ スコ ピー】 経 皮 上 的 経 肝胆 遺 鏡 検 査 


PTE 【pulmonary thromboembolism : パル モナ リー・ ス ロン ボ エ ン ボリ ズム 】 肺 血栓 寒 
栓 症 


PTGBD 【percutaneous transhepatic gallbladder drainage : パー キュ テイ ニア ス ・ ト 
ラン ス へ パテ ィ ッ ク ・ ゴ ー ル ブラ ダー・ ド レイ ニッ ジ 】 経 皮 的 経 肝胆 差 ド レナ ー ジ 


PTH【parathyroid hormone : パラ サイ ロイ ド ・ ホ ル モ ン 】 副 甲状腺 ホル モン (甲状腺 の 
aa 
PTP 【percutaneous transhepatic portography : パー キュ テイ ニア ス ・ ト ラン ス へ パ 
ティ ッ ク ・ ポート グラ フィ ー』】 経 皮 和 的 軽 用 門 議 造影 utu.… 
PTPE【percutaneous transhepatic portal embolization : パー キュ テイ ニア ス ・ ト ラ 
ンス へ パテ ィ ッ ク ・ ポ ー タ ル ・ エ ン ボ リゼ イシ ョ ン 】 圧 度 的 経 肛門 脈 塞栓 術 
PTSD【post traumatic stress disorder : ボス ト ・ ト ラウ マテ ィ ッ ク ・ ス トレ ス ・ デ ィ 
ス オ ー ダ ー】 心 的 外傷 後 ス トレ ス 降 害 


PTT【partial thromboplastin time : パー シャ ル ・ ス ロン ボ プ ラス ティ ン ・ タ イム 】 部 分 
トロ ン ボ プラ スチ ン 時 間 


PVC【premature ventricular contraction : プリ マチ ュ ア ・ ヴ ェ ン トリ キュ ラー・ コ ン 
トラ クシ ョ ン 】 心 室 期 外 収縮 


PVR 【pulmonary vascular resiStance : バル モナ リー・ ヴ ァ ス キュ ラー・ レ ジス タン ス 】 
肺 血管 抵抗 。 肺 循環 で の 血管 抵 振 


PVT 【paroxysmal ventricular tachycardia : パロ クシ ズ マ ル -・ ヴェン トリ キュ ラー・ 
タキ カー ディ ア 】 発 作 性 心室 頻 拍 
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QOL 【quaiity of life : クア リティ ・ オ ブ ・ ラ イフ 】 生 活 ・ 生 命 の 質 。 キ ュー オー エル 。 
個人 が 生き る うえ で 感じ る 日 常 生 洛 の 充実 度 や 満足 度 


RA【rheumatoid arthritis : リュ ー マ ト イド ・ ア ー ス ライ ティ ス 】 関 節 リ ウマ チバ 【rght 
atrium : ライ ト ・ の MA 


ES レイ ディ オイ ミュ ノア ッ セ イ 】 放 射 免疫 測定 法 。 抗 原 抗体 反 
応 に よっ て 測定 対象 に 生じ た 抗原 の 量 を 、 放 射 性 同位 元素 を 目印 と し て 測る 方 法 


RR【recovery room : リカ ヴァ リー・ ル ー ム 】 回 復 室 /【respiratory rate : レス ピラ トリ 
ー・ レ ー ト 】 呼 吸 数 /【RR interval : アー ルアー ル ・ イ ンタ ー ヴ ァ ル 】RR 問 隔 (心電図 の 
R 波 か ら 次 の R 波 まで の 間隔 ) 


R-Y【Roux-en-Y anastomosis : ルー エン ワイ ・ ア ナス トモ シス 】 ル ー ワ イ 随 合 ( ふ ん ご 
う ) 術 ( 胃 手 術 後 の 再建 法 ) 


素 飽 和 度 


SB【short bevel : ショ ー ト ・ ペ ヴェ ル 】 シ ョ ー ト べ ベ ペル 。 刃 面 の 角度 が 18 度 で 、 妨 面 
シト NR 
SB tube【Sengstaken-Blakemore tube : ゼン グ ス テ イク ン ブ レ イク モア - テ ュ ー ブ ]】 
ゼン グ ス タ ー ケ ン ・ プ レー クモ ア 管 
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SIDS【sudden infant death syndrome : サド ゥ ン ・ イ ン フ ァ ン ト ・ デ ス ・ シ ンド ロー ム 】 
乳幼児 突然 死 症候 群 


SIMV【synchronized intermittent mandatory ventilation : シン クロ ナイ ズ ド ・ イ ンタ 
ー ミ ッ テ ン ト ・ マ ンダ トリ ー・ ヴ ェ ン ティ レイ ショ ン 】 同 期 的 間欠 強制 換気 。 患 者 の 吸 
気 に 同調 し 、 自 発 呼吸 の 合 問 に 癌 欠 的 に 強制 換気 が 行わ れる 換気 方 式 


SLE【systemic Iupus erythematosus : シス テ ミ ッ ク ・ ル ー パ ス ・ エ リ シ ー マ トー サス 】( 
全身 性 エリ テマ トー デス 


SNRI【serotonin-noradrenaline reuptake inhibitor : セロ トニ ン ノ ル ア ド レナ リン ・ リ 
アッ プ テ ー ク ・ イン ヒビ ター】 モ ロト ニン ・ ノ ル ア ド レナ リン 再 取 り 込 み 胃 害 薬 
SOAP【subjective, objective, assessment, plan : サブ ジェ クティ ヴ ・ オ ブ ジ ェ ク テ ィ 

ヴ ・ ア セス メン ト ・ プ ラン 】 問 題 志向 型 記録 の 叙述 前 経過 記録 方 式 。 エ ス オ ー エ ー ビ ー。 

S = 主観 的 デー タ (subjective data)、0 = 客観 的 デー タ (objective data)、A = 評価 0 
(assessment)、P ニ 計画 (plan) の 形式 で 経過 を 記録 する Lu 
SPECT 【single-photon emission computed tomography : シン グル フォ トン ・ エ ミッ 

ショ ン ・ コ ン ピ ビューティ ッ ド ・ ト モグ ラフ ィ ー】 溝 光子 放射 型 コ ン ビ ュー ター 断層 振 影 
SpO。【saturation of percutaneous oxygen : サテ ュ レ イシ ョ ン ・ オ ブ ・ バ パー キュ テイ 

ニア ス ・ オ クシ ジェ ン 】 経 皮 的 (動脈 血 ) 酸 素 飽 和 度 


SSRI 【serotonin selective reuptake inhibitor : セロ トニ ン ・ セ レク ティ ヴ ・ リ アッ プ 
テイ ク ・ イ ン ヒ ビタ ー】 選 択 的 モロ トニ ン 再 取り 込み 阻害 薬 


STD【sexually tansmitted diseass : セク シュ アリ ー・ ト ラン スミ ティ ッ ド ・ デ ィ ジ 
ー ズ 性 行為 感 菜 症 


SVPC 【supraventricular premature contraction : スプ ラヴ ェ ン トリ キュ ラー・ プ リマ 
チュ ア ・ コ ント ラク ショ ン 】 上 室 期 外 収縮 


ン の 1 種 ) 


T。【tetraiodothyronine (thyroxine) : テト ラ ア イド サイ ロニ ン ( サ イロ クシ ン )】 テ トラ ヨ 
ー ド サイ ロニ ン ( 甲 状 腺 ホ ル モ ン の 1 種 ) 
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OWNO ドラ イダ リセ ラチ 


THP 【total health promotion program : トー タル ・ ヘ ルス ・ プ ロモ ーション ・ プ ログ 
ラム 】 ト ー タ ル ヘ ルス プロ モー ショ ンプ ラン 


THR 【total hip replacement : トー タル ・ ヒ ッ プ ・ リ プレ イス メン ト 】 人 工 彼 関節 全 置 
換 術 


央 血 発 作 


TIBC 【total iron binding capacity : トー タル ・ ア イア ン ・ パ イン ディ ング ・ キ ャ パシ 
ティ 】 総 鉄 結合 能 


TNM 【tumor, node. metastasis classification : テ チュー マー・ ノ ー ド ・ メ タス タ シ ス ・ 
クラ シフ ィ ケ イシ ョ ン 】TNM 分 類 。 腫 招 、 リ ン バ 節 、 転 移 を 指標 と する 、 が ん の 国際 
間 和 0 
TP【total protein : トー タル ・ ブ プロ テイ ン 】 総 タン バク ン 【thrombophlebitis : スロ ン ボ 
フレ バイ ティ ス 】 血 栓 性 静 有 炎 


TPPV【tracheostomy intermittent positive pressure ventilation : トラ キオ スト ミー・ 
イン ター ミッ テン ト ・ ポ ジテ ィ ヴ ・ ブ レッ シャ ー・ ヴ ェ ン ティ レイ ショ ン 】 気 管 切開 下 
TRHI【thyrotropin-releasing hormone : サイ ロト ロ ピ ン リ リー シン グ ・ ホ ル モ ン 】 甲 状 
腺 刺激 ホル モン 放出 ホル モン 


TSH【thyroid stimulating hormone : サイ ロイ ド - ス ティ ミュ レイ ティ ング ・ ホ ル モ ン ]】 
甲状腺 刺激 ホル モン 


TTP【thrombotic thrombocytopenic Durpura : スロ ン ボ ティ ッ ク ・ ス ロン ボサ イト ピ 
ー ニ ッ ク ・ パ ー ピ ュ ラ 】 血 要 性 血小板 湖 性 此 導 病 


TUR-BT 【transurethral resection of bladder tumor : トラ ンス ユ レ スラ ル ・ リ セク シ 
ヨン ・ オ ブ ・ ブ ラダ ー ・ テ ュー マー】 経 尿道 的 騰 肥 腹 揚 切除 術 MM 


TUR-P【Lansurethral resection of prostate : トラ ンス ユ レ スラ ル ・ リ セク ショ ン ・ オ 
ブ ・ プ ロス テイ トト 】 経 尿道 的 前 立 腺 切除 術 
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UA【uric acid : ユリ ッ ク ・ ア シッ トド] 尿酸 


VAP 【ventilator associated pneumonia : ヴェン ティ レイ ター- アソ シ エ イ ティ ッ ド ・ 
ニュ ー モ ニア 】 人工 呼吸 器 関連 肺炎 。 バ ッ プ 。 人 工 呼 吸 を 開始 し て 48 時 間 以 降 に 、 特 
別 な 原因 が な い に も か か わら ず 発 症 する 


VSD【ventricular septal defect : ヴェ ント リキ ュ ラ ー・ セ ブタ ル ・ デ ィ フ ェクト 】 心 室 
ーー 
VSV【volume support ventilation : ヴォ リュ ー ム ・ サ ポー ト ・ ヴ ェ ン ティ レイ ショ ン 】 
量 支持 換気 。 患 者 の 呼気 怒 力 に 合わ せ て 設定 し た 換気 量 を 送る 人 工 呼 吸 器 の 換気 方 式 


WBC 【white blood cell : ホリ ワイト ・ ブ ラッ ド ・ セ ル 】 白 血球 数 


WHO【World Healh Organization : ワー ルド ・ ヘ ルス ・ オ ー ガ ニ ゼ イシ ョ ン 】 世 界 保 
健 機 関 


し osaRSSSE 
ンス ・ ナ ー ス 】 ウ ォ ッ ク ナ ー ス (創傷 ・ オ スト ミー・ 和 失禁 の ケア を 専門 と する 認定 看護 師 ) 
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消化 酵素 と その 分 泌 部 位 


盾 用 の 位 置 関係 


講 用 の 断面 図 
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道 周辺 の 
位置 開 係 (男性 ) 


勝 腕 < 
尿道 周辺 の 
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